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7.23長崎大水害誌

長崎県土木部





（長崎パイパス，

浦上川水系）



鈴木首相の視察（川平町｀ 8月8日）
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中島川下流

西浜町電停附近

のゴミの山

浜の町アーケード



ニ！督堂幹事長視察
(7月30日，中島Jll魚市橋で）





8月1日）

陸上自衛隊による復旧作業





東公民館前

犠牲現場に供花



（同上）







刊行によせて

長崎県知事

高田 勇

和57年 7月23日夕刻から深夜にかけて，長崎市を中心に，周辺市町を製った集中

は，わが国の観測史上最高の雨批を記録し，死者・行方不明者299名という尊い人

失われ、被害総額は実に3,qoo億円の巨額を超える大惨禍となりました．

害兌生の当初は，被害の大きさとあまりの悲惨さに気も動転したものの，犠牲者

やご遣族の方に思いを致し，また，災禍の足跡が生々しく残る被災地住民のご

寮しますと，なにはともあれ，まず復旧のメドをつけることこそ先決であると，

をいたしてまいりました．

ときから既に半年余．ようや〈本格的復旧も緒につき始めた今日，改めて被災

に心からお見舞いを申しあげ，犠牲者のご冥福を祈り，ご造族に謹んで哀悼

枠げるものであります．

’の大水害に当たり，天皇，皇后両陛下，皇太子，同妃両殿下からのお見舞いを

，国内，国外から実に多くの救援物査，義援金．また，他県や各団体，あるい

ンティアの方々による復旧作業のご奉仕など，心暖まるご援助，激励のお言菓

ましたことが，被災者をはじめ関係者にとってどれほど励みになったことか，

きわみでございます．

うえは，被災者の方々が， 1日も早く大水害の痛手から立ち上がられることを

．再ぴこのような惨禍を繰り返すことのない郷土長崎を，県民一体となってつ

げることが犠牲者の霊にこたえるとともに，多くの励ましにおこたえする道で

衿えます．

は被災直後，国をはじめ各方面の強力なご指祁，ご支援により，直ちに積極的

活動とできるかぎりの応急復旧策をとってまいりました．おかげをもってその

旧作業も順調に進捗いたしておりますことは，まことに喜ぴに堪えません．



本沓は大水害の発生後，あわただしい中にその被害状況とその後の復旧の経過を諸

賽料によって編集し，報告書といたしたものであります． もちろん，十分なものでは

ありませんか，この記録がいささかでも都市災害対策への有力な資料となり，教訓と

なることかできますれば幸いであります．終わりに，本書刊行に当たり各方面から寄

せられましたご協力に対し，改めてお礼を申しあげる次第であります．

昭和 57年 12月



都市災害防止の顧いをこめて

土木部長

岡林直英

ーのたびの未曽有の長崎大水害を顧りみて，痛切に感じさせられることは，現代都

が災古に対していかに危険性をはらんでいるものか， ということであり，また，防

対する安易な安堵感が，いかに恐るべき惨禍を招くものであるか， ということで

ります．

昭和32年の諫早大水害をはじめ，戦後だけでも 7回ほど

水内に見舞われていますが，長崎市とその周辺市町はほとんどその被害を被りませ

した．ところが，そのような安心感を一挙に打ち壊したのが，今次 "7. 23長崎

299名という多数の死者，行方不明と3,000億円を超える膨大な被害を受けました．

を失い，子を失ったご遣族の悲しみを思いますとき，お慰めの言業もなく，ただた

ご焚福を祈るのみであります．これら犠牲者のうち，土砂災害による方々が多かっ

のか今回の災害の特徴の一つでありました． また，道路，河川の被害もきわめて深

ijなものがあり，ことにこれら災害は県民生活と直接に深いかかわりがあることから，

•の復旧には格段の努力を払ってまいったのであります．

今日，これらの応急復旧はほとんど終わり，これからは本格的な復旧を実施するま

？に至りましたか，このたびの大水害は，これからの都市づくり，街づ〈りに，幾多

）教訓と課題を与えてくれました．この尊い経験を生かして，防災都市建設を目的と

る長崎の街づくりに努めることが私ども関係者の使命であると確信するものであり

す．

本位は，主として公共土木施設を中心に，大水害発生の経過とその被害，そしてそ

後の復旧の経緯を編さんしたものであります．その意図するところは，本書か，将

起こりかねない都市災害の防止にいささかでもお役に立てばという願いに他なり



最後に，本書は多くの機関や団体から刊行の趣旨をご理解いただき，ご協力と励ま

しによって上梓に至ったものであります．ここに誌上をお借りしまして心から厚くお

礼申しあげます．

昭和 57年 12月
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第 1編

長崎の自然環境





概

長崎県は日本の最西端に位附し，束支那海を隔てて中国大陸にのぞむ．

自然位；ti:で説明すると，束は島原市九十九島の東経130゚23'，西は福江市烏島の東経128゚06'，南

同しく福江市の飛地，男女群島の女島の北緯 31'58'，北端は対島の上対島町三島で北緯 34゚44'に
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面桔は4,107.36km',9郡 8市70町 1村から成り，人口は1,591,918人（昭和56年10月1日調壺），

9日密度は388人／km2である．

面積， 人口
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人 ロ

総 数 男 女

人口密度

(1kmcあたり）

昭56.10.1 昭55.10.1 昭56ふ1 召 55. 10. 

km' ha 世 比
＂ー 人

4,108.41 

241.01 

1,840.561 

1.787 

182,283 

11,406 

470,927 

143,448 

1,590,564 

447,091 

758,374 

211,295 

832,190 

235,796 

387.2 

1,859.5 
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累年世猫数

［噂麟 i各年10月!I山）によふ II召ぷ1122年は肱時国勢，脱牡 (l0月113現在）である e

巾19ド村 1昭和55年I50年 1 4砕 I 40年 1 35年 1 30年 1 25年 ！ 22年 1 15年

総数 470,927 435,477 407,151 387,838 380,044 347,589 327,419 311,457 

~長綺占 143,448 134,783 118,055 104,247 89,939 73,284 65,264 56，即l 59,709 53,647 

累年人口（昭和10~55年）

40年 35年 1 30年 125年 122年 I15年 I]岬

1,747,596 1,645,492 1,531,674 1,370,0邸 1,296,883

447,091 450,194,125船6 410，如 367.147 348,359 299,769 254,203 295,738 267,158 

地形と地質

地図を開いてみるとわかるように，長崎県は県全体が九州の西端に突出する一大半島であって，

その半島がさらに西彼杵，島原，長隙北松浦等の諸半島に分かれている．離島も非’常に多く，五

島列島，平戸島から，壱岐，対島は梅上はるか，朝鮮に近く位附している，

地勢は雲仙火山群の普賢•！令（椋i','til.360m) か，県下で最も高い Il」であっ℃他には阿蘇火山帯

の多良岳火山中の一部を除いては， 1.000mを超えるものはない．長綺市の周辺にも火山岩の山は

あるにはあるが， 600m以上の高い山はない．

長崎市は北西部に西彼杵半島、中央部に長崎市とその南に野園崎半，烏があり，束1こ飯盛町，諌

早市と続いている．いすれも今回の大水憲被災地であるがこの 3地区は地買的にみると，かな

リ明らかな相違かある（グラピア頁参照）．すなわち＄西彼杵地域は結品片岩でほとんど占められ

ているが長崎市と市の東部は安山岩地竹である．ごく一部に玄武岩の間入岩体がみられるとこ

ろもある． しかし．長崎半島は低山性の山だから，没食は進んでいるか、大きい河川がないから

平野は少なく，牒耕地としては，本明川下流の諫早平野か最大の水田地幣てある．この二つの地

区に対してさ飯盛，諫早地区は三紀！けの砂岩，頁岩からできていて，その中に安山岩令玄武岩が

買入しているのである．

県下の離島は，おおよそ600といわれるが、それら多くの島々と半島とで構成されているので，

海岸線は屈曲がはなはだし（令その総延長は3,700kmもあり，北海道に次いて長い，その海岸線

も陥落沈降性海岸だから長崎や佐冊保のような良港に恵まれているのである，
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メ

疱裔
コ
9
'

ー＇向
輝石安山岩（地較点ち密な安山岩，

立肥火山活動の熔岩）

亡
准灰角れき岩（汎匝石安山岩の唄出に

先立って形成された火山砕屑岩）

候

長崎県はその緯度の点から．
ヘゞ‘‘

ある．

口之津

また沿岸に沿って対馬暖流が流れている関係から，湿暖多雨型気

珊lの鰐J気温は、北部対馬の厳原で15℃内外，南下するに従って翡温となり， 17℃等温線は

半島の南から長崎半島の先端を経て，五島列島の南に連なっている．だから五島列島ではヘ

ピロウなどの熱幣性植物が緊茂している．

批は各地とも 2,000mm 内外で，最も多雨の時期は 6 月と 9 月で，冬の •3 か月が披少雨期であ

町1132年7月25,26日の諌早大水轡と今次の7.23長崎大水害は，いずれも El雨砿1,000mmを

るわが国の最高記録をつくった，古米から媒風雨の通過固に位附しているため，このような

1fを繰り返しているのである，
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第 1糾 K砕のl'I然環培

気象記録の推移（昭和49~55年）

年平均気圧(mb) 気 温『C) i平均湿度 IB叩揺l

測候所，年I I 平 均 気 温年最邸年最低

視叫海面
； 年平均最高気温最低気温気 温気 記（％） 1 （時11ii)

長崎海洋気象台 I ！ 

昭和49年 1010.8 1015.0 16.2 20.0 12.6 36.1 -2.8 71 2,171 

50 l OIOA l 014.6 16.9 20.6 13.7 36.0 -2.5 71 2名150° 

51 1 010.9 1 015.2 16.1 19.9 12.7 33.8 -4.0 72 1,992 

52 I 011.4 I 015.6 16.8 20,7 13.4 34.4 -4,3 69 2 

53 1011.1 1015.3 17.2. I I 21.2 13.7 37,0 -1.7 68 ! 2,325 

54 1 011.2 1 015.4 I 17J 2LO 13,6 35.3 0.0 71 : 2,139 

55 l 011.3 1 015.4 16.1 19.9 12.7 32.5 -1.8 721 1,746 

降水 "l,l(mm) 風 速 (m/sec) 平均 天気日数（日）

合19: ｛佼所~、年・ 1) 2) 3) 
年 llJJ 年蔽大日年平均 年最大年最大風速去，，．．11，‘．£9 ,、：99 ぷ'• E93 

風速の方向 '’II 年 9収

艮1b/.iili)洋気象台l！ I 

昭和 49年］ 477.0I 89.51 2.4 i 12.0 西北西I 6.2 199 166 113 

50 2 113.5 127.5 2.1 11.7,, 6.3 205 161 141 

51 2176.5 210、5 2.1 12.8 " 6.7 175 191 154 

52 1526.5 114.5 2.0 11.9 南西 6.3 199 166 116 

53 1 243.o 124.5 2.0 12.1 r,1 ii•l i9り 5重9 74 147 124 

54 2 244.0 !5LO 2.0 13.6 南西 6重2i 199 167 134 

55 | 2 8260 2335 2.2 12.8 西北西 7令oi 160 206 I 159 

- 6 -



第 2：編

気象と災害情報





第 1章気象概況

屈に‘'）し，ては，今次大水寓の直後，すなわち， 7月3011 に •KI叡IIi洋気象台によって 1:l)行された災内II抒気

tiit•II[{f1157 年 7 月 2311 から 251」にかけての梅l;l,i1iij線による長崎県の大l:|•i 」と， i"l じく 11 月 25 1 |, 26 1 l, 

された砂防学会シンポジウムで， 1五）気象台L』鍋島余夫氏によって発表された「KII1将災古IIかの気

乱に＇）いて J の要旨に，その他の森料を加えたものである．

似載をご快諮いただいた長崎海洋気象台ならぴに鍋1,、9,；台長にi'j.くお礼を1[1しあげる．

豪雨時までの気象経過

11 7月21日までの状況

乏綺地 J］は 5月下旬から雨か少なく，平年より 7H迎い 6月1311に梅I,1.. i入りをした． しかし，

粕：’，,Jな(11:．の勢力が弱く，梅雨fiij線は沖縄付近まで南下して， 6月の長崎降水絨は66ミリ，平

"）2(1％てしかなく，むしろ渇水が心配される布様であった・

由lii1線が北上を始めた 7)）10 1:Iごろからて，県本土でも 10~21IIにかけては， 500~800ミリ

印かぁ I), ｝＜雨洪水腎報はこのIhl, 4 |OI も発衣された．これらはいすれも県本—Kの腎報），桓札

る1時間50ミリ以上， 3時間100ミリ以上， 1~| 降水械150 ミリ以上．のいすれをも超えてしばら

に， 7月20I]の長崎の「1雨：代は243ミリと梅雨末期の状況を示し、 7月になってからこの Hま

KIil,:1の総降水祉は598ミリに逹していた．

2) 7月22日の状況

7月22I I 3時（後掲）の地」：天気図によれば、楊子江下流城に1,000ミリバールの低気［［か発’1,.
ダ

, i1J：時35キロの速さで東に進み始めた．中心から東南東にのぴる梅雨前線は，東シナ湘,1,部

って，｛g災大島付近に逹している．

の低＇9¥i［は231]9時には， I斉州島付近に迅し， 996ミリバールに発達した．低気圧の東巡とと

伽i,i,I:にあった梅I•1,jiiij線もしだいに北上して， この時刻にはJ.i．島列島と）L州南部を結ふ線

7月23日の状況

伽Jli部の低気圧が東進するのに伴って，）し州南湘上まで南下していた梅雨iiij線は次第に北

21時には地上天気図のように九州北西海上に遠し，温暖iiij線か南東にのひている．この犬

昭fll32年7月25日21時の昧早栄雨時の気圧配附とよく似ている．

- 9 -



第2柿i気象と災店濯灌

戸゚こバ 'i°心穿？ ］ 

CVD :裳におおわれている地域

MCO:裳におおわれているが切れ1111も多い

MOP:裳が少ない地域

OPN:訟のない地抜

g ：活発な紐認` 系の裳域（紐乱認）

昭和57年 7月23日15時の雲解析図

この低気圧に伴う強い面誤に気象衛星による幽写真の解析図のように，

近し，平戸では16時から17時に84ミリを観測した．

このような状況下，長騎海洋気象台では，県本土に対し， 15時25分に発表されていた大雨・

水注心・:骰を, 16時50分に大雨．洪水腎報に切り替えて発表し

この強Iiili「はゆっくり南下し，次のJ佼も強い強雨賊は 18時から l9時まで長浦•/1 で， 153 ミリをも

たらし． H本，記録の第 2位として直ちにラジオ放送された．

このころには，福岡レ mr・・ダー・エコーに見られるように，硲度16キロに達する梢乱裳が発逹し，

大村沼南部から長崎 I•I·i北部にかけて 19時から 20時に 150 ミリ以上の索雨をもたらした．

後I,!、気象台以外の自記雨悩，汁などの沢料を比めたところ，長与町役均の週巷き雨lil:計

56年3月検定済）は， 187ミI)を記録しており、 卜1本記録を更新することになった．

～れらエコー群は東南東に1註時30キロで移動していた．また，強い雷を伴い，長崎海洋気

でも、 17時50分から22時30分まで令雷を観測していな特に前半に激しく，沿由により

虚し，袋雨に強iltか作うという一般llllを裏付けた．

その後．長崎付近で次々に桔乱裳が発生したようで，

庫牧雨時のものと似ているが，当時西郷では100ミリ以上が 5時間持続している．西郷は

の北部にあり，本明Ill流城についてみると，今回のものとあまり迎いはないようである．

厨li，1では19時から22時まで， 100ミリぐらいの雨が降リ続き．この 3時間降水批は315ミリに達

した．

長椅の気象変化図を見ると， 10分間降水紙は相当変化し． tlt乱雲が次々と通過していった-

がわかるが，風の変化をみると｀矢印の所て 3回急変している．

-10-



第 1収気象概況

19時30分にいわゆるメソ低気圧（気圧降下 lミリバール程度）か

ら22時にかけて，強雨域は細かくみれば 61且I,30分のスケールては図の，＇岳線のように 3

さらに 1時IHIスケールでは 1~ 2回となリ，これも索雨解析の難しいー11!11而を示している，

IOO こ
／

呂’’----—ァ予<15
［，へ，＿，～～。ヽ，ヽ，—⇒
ヽ

1 ~ 
ヽ

<)，＼ 

雨呈分布図（昭和57年 7月23El 00時から25El 06時まで）

) 1月24日の状況

訓1り楳の南下とともにこの強い雨裳の区城もしだいに南下し，県の中央部から南部にかけて

|lliは241 1,:ilから次第に弱まった，

し，島原半島では，梅雨前線の南下が迎れたため， 24日夕方まで大雨か続き， 251:1朝には

ども大雨は終わった，

2311 0時から25日6時までの総雨屈は雨賊分布図のとおリて， 500ミリ以上の大附域は西彼

k崎市，島原半島にあり，梅雨前線が県の中部から南部に1が滞して，活動を強めたこと

- 11 -



第2i19,i ク＼g[と災布h'i1it 

(ll{1 れ 157 年• 7月23El 20時00分）
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種

波浪注慈報

第 1収気匁概 i兄

注意報，警報，情報の発表

別

大雨，洪水，強風，雷雨，波浪注慈報

大雨，洪水智報＊l,強風，貨雨，波浪注沿：報

大雨梢報第 1号

大雨情報第 2号

大雨梢報第 3号

大雨梢報第 4号

大雨梢報第 5号

大雨情報第 6号

大雨梢報第 7号

大雨惜報第 8号

大雨1行報第 9号

大雨梢報第10号

大雨梢報第11号

大雨梢報第12号

大雨惜報第13号

大雨梢報第14号

大雨，洪水替報＊2．ilt雨，波浪注邸報

大雨梢報第15号

大雨梢報第16号

大雨梢報第17号

大雨h'I報第18号

大雨梢報第19号

大雨梢報第20号

波浪注慈報

発表時刻

23日 13:50 

15: 25 

16: 50 

20: 40 

22: 20 

23: 35 

24日 00:25 

01 : 30 

02: 30 

03: 25 

04: 30 

05: 15 

08: 25 

09: 25 

11 : 10 

12: 20 

16: 40 

17: 20 

19: 40 

22: 10 

25日 00:00 

01 : 30 

03: 40 

05: 45 

06: 25 

長崎県（ただし，壱岐・対馬地方およぴ五島地方を除く）

・［大雨，洪水， tlt雨，強風，波浪注謡報を大雨，洪水舒報・ tli雨，強風，波浪注謡報に切

り伸えます．

対！り海峡に低気圧があって束に進んでおります．

伽 1,i1ii/線の活動が活発になってきました．

長1II,:）地方では今夕から明朝にかけてときどき乳tを伴った強い雨が降リ，山崩れ，かけ崩れ，

低地の没水，河川の増水，はんらん，落粛など大きな災甚の発生する恐れがあります． I・ 

分腎戒してください．

雨贔は50~100ミリの見込みですが，局地的には150ミリを超える所もあり比較的短い時間

、-、IL中して降るでしょう．

-13-



第2伽 気 依 と 災Wi¥,i恨

また、南よりの風が強く，陸上で10メートル、海上では10~15メートルに達し，波が悩<

なる昆込みですのて船は注怠してください，波の高さは 2~ 3メートルの見込みです， J
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1立大時間i(ll,l

7231119: 00-20-00 

121.0mm 

長崎土木事務所観測雨置記鈴

ノン と3 2ク とf

>

長崎県西杵郡長与町における自記雨盪計の記録（昭和57年7月23日～25El) 
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長崎市の大雨時の気象変化（昭和57年 7月23日17時～24時）
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第 2 紺気集と災',I:e•I .，＇i 報

諌早豪雨（昭和32年 7月25~26日）主要地点の時間雨量 （単位： mm)

大村 I,；束早 西郷 長谷 多比良 田代田 島原 五ケ原岳

25 El 9 -10 ↑ 13,0 ↑ 2.0 ↑ ↑ 

10~11 8 6.0 l, 7 I.2 43.3 4 

11 ~12 ↓ 8. 0 ↓ 0.2 0.2 ↓ ↓ 

12-13 47 I O. o ↑ 4.4 0.4 0.0 ↑ 37 
15.0 

13~14 56 34.0 160.0 59.0 35.9 o.o ↓ 34 

14~15 44 26. 0 ↓ 88.0 73.2 o. 1 61.8 16 

15~16 75 5 8. o 64.0 59.7 59.9 2.8 52.5 32 

16~17 27 27-0 38.5 46.2 30.6 40.6 28.6 14 

17-18 58 48-0 35.0 26.1 26.3 65.6 26.0 23 

18-19 10 7.0 60.0 110.0 83.2 48.4 61.4 8 

19~20 37 34.0 72.0 70.0 34.6 27.8 16.9 29 

20~21 74 24-0 108.0 80.0 76.5 55.7 65.0 64 

21-22 129 66. o 90.0 100.0 88.2 25.0 65, 1 55 

22~23 86 76,0 109.0 88.0 60.2 77.8 80.3 59 

23-0 24 63. o 144.0 105.0 93.8 56.9 61.9 23 

26日 0-1 4 35.0 124.0 90.6 83.8 54.2 55.0 8 

1 ~ 2 1 3,0 31.0 34.8 41.9 43.8 67,8 2 

2~3 2 3,0 5.5 5.4 21.0 54.9 29.0 

゜3~4 3 6,0 11.5 4.8 4.6 26.2 12.4 4 

4-5 ， 2.0 ↑ 0.6 0.4 34.0 4.0 ， 
21.0 

5 ~ 6 10 17.o ↓ 4.8 I.7 16.0 2.0 ， 
6~7 6 3. o 8.5 2.4 9.3 4.8 6.5 3 

7~8 16 13・，o 18.5 ll.4 14.3 2.8 8.5 10 

8-9 6 5,0 7.0 6.0 6.6 10.2 2.5 5 

ム9ー， ,Il 732.0 587.0 1,109.2 997.4 846.4 651.0 I 765.2 I 448.o 

第 2節 降雨域の移動と変化

長崎iiサ詐気象台ては、 II附ll52年から県内の13箇所の地域気象観測i,)r(AMEDAS)の降水批を且II

時に収集している．

諌早悛雨のころにはなかったもので，気象台にデータが直ちにアウトプットされる．

部外の脊料50地点，ぐらいも含めて、 30分間降水絨分布図を18時から24時までの12図に示す．

(4)の19時30分から20時までが最も強〈，長崎市北部および東部に最大降水批域がある．

このように，浦上川や中島川，八郎川などの上流に30分で100ミリ近い索雨が降ったため，ダム

が満水に近かったことなどもあって増水が早く，あっという間に洪水となった．

山崩れなどの被者は長崎東部から始まっているようである．
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第 1序気象概況

30分降雨蜃分布図（昭和57年 7月23日）
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第 2 糾気象と災‘,9 :， •IN 報

30分降雨量分布図（昭和57年7月23日）
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⇔
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第 1r;'i: 
•• 
＇‘ 

9
メ 象 槻 況

弔ド「／ふ付近は両側が瀧で，

り訓かい分布が知りたいが，週巻きの雨磁計記録ては，

データも少ないので等降水紐線は不確かと思われる．

30分が限度であろう．

地点．を選んで毎時間降水倣変化図を描いてみると，西彼杵半島の長浦岳，幸物，東長崎の矢

飯盛およぴ野母半島の三和は一山型で，長崎と式見は台形型に近い二山型である．

にKりは同じ二山型でも 19時から20時の187ミリという大雨が目立つ・

れらの図をまとめて，降雨域の移動図を試作してみると， さきに述べたように，全体として

即打は南下して米たわけであるが，個々の降雨城は西方海上から上陸発達し， ほぼ束進して

ことかわかる．

た， r!ill!IJはど移動速度が遅くなっている．

てり1） [ったものと，

このうち最も強いものは，長浦岱南方から， 艮与

長崎市付近から矢上にかけて発達したものである．

長崎積算降水蜃と注意・警報および被害発生状況（県警調ぺ）

。
5
 

大
雨
洪
水
狩
報
・
貨
雨
波
浪
注
迂
報
か

i
1
2
5
 

大
雨
洪
水
強
風
貨
雨
波
浪
注
慈
報
i
5
↓

←長崎市川平地区， 山・がけくずれ． 22時40分ごろ(33人死亡）

長崎市lI.rll泡地区，山・がけくずれ． 21時50分ごろ(24人死亡）

＼長崎市中心部を流れる中1品川一帯は堺水により平均1.5m水没．

21時ごろ

＼ ｛此崎市本河内字奥山地区，がけくずれ． 2,0時15分ごろ(24人死亡）

＼長崎市茫塚地区，山・がけくずれ． 20時15分ごろ(17人死亡）

長崎市内中釦II, 浦上川はんらん始まる． 19時すぎ

II!; 12 

23EI 

18 

2゚4 H 

6
 

13 
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第2紺気象と災’tlth'i報

毎時間降水景変化図

悶L長浦岳
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毎時間降水量変化図

悶［長崎
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第 2 糾気象と災］！i•Ili 報

毎時間降水量変化図
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第 1序 ・¥ ,' 
集 IIl¥ 況

降雨域の移動（昭和57年 7月23日）
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．
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、ヽ
T時 30分

．． 
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ーー衰弱を示す）
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第 2糾 クigとと災 •,l:0i)'J 令li

7月22-25日各 3時の地上天気図

‘}ーロI 
「~―

7月22日 7月24日

7月23日・ 7月25El 
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第 1粘気象似況

毎時降水鎚観測表 (23H0011 、9J•~251.106 時）

＼IIl'、I1、‘~¥II!，¥ I＆測所

気象官署 地城気 象 観 測 所 観地域測雨所U 無雨線ロhポtッ計ト

厳 幅 平 佐 長 佐 芦 L 松 大 絹 島 ロ 大 諌 困 長

嵐1サ枇 須 1l 瀬 笠 ノ 見 雌

原 江 戸 保 崎 奈 辺 晶 1ili 戸 I l I 原 i lt 村 ’il I l l 岳

叫 1100-01 ふー一

01 ~02 
＇ -□2-03 

03-04 1 
＇ 

ー。4~05I, --
I 

丁ピに1 
| 1 ← ~-,_ 05 ~06 I 

23 t1の合計 1J 40 I 49 I I 93 : 201 1 44 8 I 72 102 127 I 165 ! I 85 I 1 64 I 114 I I 29 I 296 395 J8J I 427 284 

?~ 11nn-n1 i ？ ； 1 1 'I 2 I 1 I 4 I 31 ¥¥ s I 58, 39 I 53 I 2 

3+し→+I 5 

6 

（単位： mm)

20-21 
---、・ニ ー三ニ― | I I 6 

21 -22 I I I I I I I I I I I 11 
22-23 

• _」--i—
3 

23 ~ 24 5 
24Elの合計 I ] 29 I 39 I 27 ] I 24 I I I 17 ~ 

00-01 I I I I I I I I I I I s 
oi~ff I I I I I I I I I I I s 
02-03 
03 ~04 
04 ~ 05 
05-06 

26HO6まで
合計

l“口
92 I 97 I so 

I 

I 

77 I 168 

-
総 I:1，1itI 叫 7812331228|5721 7311191141 1235|2口は1；土い国工但2
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第 2糾気象と災'I:：1・,'i報

観測所配置図

z
ー
ー
+
|
_

Gi嘔

凡例

◎気象官署

゜
地城気象(1，l'jf，t)

観測所

ぶロポット雨批計

゜0。 I/ に ・ム・国見山

l 
O 0 

大瀬

観測所 覧表

観測所
海 ii1i 」 ••(7) 風向風辿

観測91）i・名 所 イI 地 柑'"', 度 '，叩又： 度 翡 さ ,llの翡さ
番 り・

m m 

0 I I 佐 姐 奈 -l．．．リ，し 1!I; ． l•• リ＇，し lIII 34° 38'3 129° 24'2 5 6.0 

0 7 1 厳 1J;t l：し1，し1il；麻t1J;[ 11/j・ 34'12'2 129・ 17'7 21 12.4 

l 2 l j.,i 辺 必岐郡芦迎l1J 33• 47'8 129° 43'0 120 6.0 

1 7 1 乎 Iこi 平戸i|i岩の上町 33・ 22'0 129° 33'1 58 11.0 

I 8 I 松 i l li 杉＼ ii1ii|ii~寸 fl,鳴IJ 33• 20'4 129° 42'8 4 15.0 

2 2 6 | 1i| lし111 」t杉:i1lilll,llt知原町 33・ 14'0 129° 48'9 775 

:i 1 6 佐 I!!:保 {I,：廿Iり：｛梨91 9 ~ 1< ！!, ＼ IIII 33• 09'1 129° 44'I 17 13.1 

3 3 6 」 •.Ji. I盆 iij杉'.iili//1:J，こlil,9,IIII 32'58'8 129" 04'5 5 6.5 

3 5 6 k i甘Jt14 西彼杵I!l；大瀬戸町 32° 56'8 129・ 38'2 43 7.5 

3 6 1 lとilii岳 西1皮ドlilil：名芍Iが1lII・ 32• 54'3 129° 44'7 550 

3 7 1 大 村 大村市西三城IIII~ 32" 54'7 129° 57'4 7 

3 7 6 Ji.家原岳 諌軒・市東・長111 32° 56'4 130'04'8 776 

4 4 I 諌 .，．,.， . 諌早市東小路町 32'50'5 130° 03'3 15 

4 9 6 長 崎 長綺市南山手町 32'43'9 129・ 52'2 27 18.7 

5 1 6 絹 笠 山 itiii'li叶u:r;,1ヽi)trur 32° 44'1 130° 15'2 849 12.3 

式 {I| l l i, 
＂ " 32・ 44'4 130・15'9 668 11.0 

5 3 6 t'，｝ iJ: hiiJ:iii木サり冊l・ 32° 41'6 12s・ 49・ 6 25 10.3 

5 2 I 島 厭 I;； li;i iI i i'9i 1;:，1l「I・ 32" 46'8 130° 22'6 17 22.2 

5 6 I 日之 ilt 南泊i米郡口之i|t町 32'36'6 1 30 ° l ]＇ 4 10 15.0 

-26-



各 地 の 降 水 量 （降り始めから） （単位： 111111) 昭和57年 7月現在

27 

場所＝ミニニこ責
7 月 23 8 24 B 

計 備 考
~14 14-16 16~18 18-19 19~20 20~21 21-22 22~23 23-24 O~l 1 ~2 2-6 6~12 12~19 

I I 16 43 158 2面 358 419 448 450 488 505 542 572 （クi像庁の施設） 7110-7/20 581.5 
長崎悔洋気象台 長崎市

1 

゜
15 27 匝 98 102 61 29 2 38 17 37 30 

572 
時1991紋大 19.00-20:00 !!5mm 

11.5 54 175 229 309 388 411 413 427 446 457.5 163 7/10-7/20 520.5 
長賄土木事務所 II 

゜゜
11.5 42.5 囮 54 80 79 23 2 14 19 11.5 5.5 

463 
時Iiil最大 19: 00-20 : 00 121mm 

0.5 0.5 65 14.5 91.5 201.5 291.5 361.5 4~.5 414.5 424.5 460 486 5 14.5 7/10-7/20 512.5 
長崎市役所 II 

0.5 

゜
6 8 77 匝 90 70 45 8 10 35.5 26 28.5 

514.5 

2 3 39 192 310 363 388 425 427 432 443 ・475 495 5().j （公像庁の梧設） 7/I0-7/20 607 
長浦岳無線 琴i毎町 2 1 36 国 118 53 25 37 2 5 11 32 20 ， 504 時1111故大 IS,00~19.00 153mm 

I 2 l7 45 232 287 375 453 477 478 483 525、 541 550 （今囮気象庁公認I7/10-7/20562.8 
長与町役楊 長与町

I 1 15 28 匝 55 88 78 24 1 5 42 16 ， 550 扉！紋大 19:00-20:00 !Simm 

l 2 14 IOI 216 310 珈 452 463 465 472 510 524 533 7/10-7/20 502 
時津町役場 時津町 1 I 12 87 匝l 94 55 87 11 2 7 38 14 ， 533 時1iilit大 19:(1(l～20:(1(l115mm

0.5 J.l.5 糾．5 197.5 300.5 365.5 437.5 465 4釣 473.5 516.5 535.5 539.5 7/10-7/20故障

多良見町役場 多良見町

゜
0.5 34 50 回 103 65 72 27.5 3 5.5 43 19 4 

539.5 
時間紋大 19:00-20:00 113mm 

2 3 22 52 118 217 301 360 395 398 406 460 489 492 7/10-7/20 524 
諌早観測所 諫早市

2 1 19 30 66 回 84 59 35 3 8 54 29 3 
492 

時1991妓大 20:00~21:OO 扮mm

l. 5 2.5 2i.5 58.5 122.5 214.5 297.5 3面．5 3925 3Sl.5 403 46S.5 510 519 （気象庁の施設） 7/10-7/20 527 
諫早土木事務所 ＂ 1.5 1 25 31 64 国］ 83 59 36 2 8.5 65.5 41.5 ， 519 時1991it大 2L20~22c20 9imm 

581.5 
7110-7120 614 

総合農林試験楊 ＂ 
0.5 0.5 10 19.5 119 5 179.5 痴 5 叩．5 323.5 329.5 3i9.5 398.5 472.5 511 7/10-7/20 540.5 

香焼町役場 香焼町
0.5 

゜
9.5 9.5 国 60 90 35 19 6 50 19 74 38.5 

511 
時1111¥<;k19,00~20.ll0 100mm 

0.5 0.5 3 7 11 74 214 2迅 283 292 297 355.5 463 521 7/10-7/20 560.5 
三和町役楊 三和町

0.5 

゜
2.5 4 4 63 四 39 30 ， 5 58.5 107.5 58 

521 
時1:：1最大 2l :00~22:OO I40mm 

1.5 2 II 32 123 250 :¥18 399 440 442 457 489 516 533 7/10-7/20 665 
飯盛町消防署 板盛町

1.5 0.5 ， 21 91 回 98 51 41 2 15 32 27 17 
533 

時1991紋大 19:3-0-20:3-0 148mm 

口n 累計雨甜
凡例 時間（帯）雨餓

を多

唸

、
~
·ヽr

溶

=
 

た

吝



各 地 の 降 水 量 （降り始めから） （単位： mm) 昭和57年 7月現在

ー，2OOI

場`所雙 14時 16時 178時 19月時 202時3 21H 時 22時 23時Io時 1時 2時16時12時 14時 15時24l6時H17時!l担与 19時 -2{1時--21時 22時、23時！ 09 剛-1時 2お五［高且 4時 5時

佐須奈 沼 70 71 9 ~̂ 72 73 1 - 故悴 - l I 
．． ぃ^ ・~ ー→・^ ~口~←

厳 原 70 137 139 140 i - I4l ,, . 

芦辺 25 50 91l 91 92 徒； 101 102 1006 108 117 I 119 ・・・ !，- ： t v ? 

=·~ 平巨 12 43 J27. 182 1岱 ]90 ]91 193 四頌汀 223 四 230 一認2 ’'『盟 一氾3

， 
松浦 3 23 146 152 1面 l62 163 165 1的 168 郷 231 232 235 -

＾ が

故因▲ • ・[ijJ出"："芯線'・' 団見•岳 10 21 91) 122, 142 158 沿0 168 181 三国 2% 泣7 額 231 一閲l -
』』▼言 ・ • • ・’  ．~し ~”” ， 

佐世保 7 10 70 103 140 155 18S 189 201 
21305 0 2-12 21←4 -

泣4 228 II II -- .  

上五島， 23 丙 103 ll7 126 1お 12i 141 19 ii 

＇ 
.... ← ， 

＊瀬戸 2 -． 30 94 143 ］船 !&! !85 ”"1▲ 90← ▼ . a 197 202 210 - 2ll - /I II 

‘.,.., --,‘·•--· → • 

長油 2 3 053) lll8) 
郷 3岱 425 427 432 443 475 4'15 501 5041 II I II 

39 19i 311 -•___ J 〒＾ 臀ふ←一 9●●ー ・ 

＊ 村 2 3 22 53 121 206 236 277 296 2哭 305 祁0 386 - 露 I 
”’’ - 3119 

五ケ朕岳 4 四） 而 Jll6 176 215 264 2桝 29() 3OO 406 434 •141 444 447 4泣，，＂ " 
J. 一→・ !• 

誅 早 2 3 22 52 l18 217 301 珈 395 豹8 406 謁（） 4岱 49i) 492 " 99 不11/1
．． ： 

！ 
長 的 I l6 

(115} 
躙Ili)'23581 419 448 450 祁8 505 542 祠7 祠9 555 瑯 572 " • -• 

43 158 I 

雲 祉1 4 5 8 2! 笈｝ 78 Il2 134 ]64 222 露 349 515 537 550 珈 574 鴎 622 故悴 " 6窃,636 針1 646 邸l
！ 

... し一 ＾ー―- ” ベ・
島 原 2 4 12 26 40 74 91) 114 153 1邸 295 37l 373 374 384 臨 412 416 " ＂ 417 423 424 

9~” 
福 江 5 8 24 40 41 45 ¥ 49 5l 52 62 76 打 .. 78 /I II'--- 78 ~ v 

ロ之湘 2 10 25 岱 89 129 182 187 249. 292 315 組 ;l冒 4お 北5 /i 4泌 4的 490 50l 505 '-

［二Lこ[__2

～」．~ ””" -—1l 一 '+ t - -

17 
4511図1%）2路？詞竺尻□齊竺戸竺竺」 550 559 

a
-
2
 

ゞ
浴
～
翠

1
4菜’

注 1) 長与については町役楊の沢料による 注 2) 数値は娯計を示す



第 1,・;・;: 気後 111¥ 況

気象官署観測表（その 1)

長崎梅洋気象台

r~c 

要 9 X·• ¥、 風 風 降 天

品 圧 向
水

腐
16 速

It | 方
砒

時 mb 位 m/s mm 99ゲし、

23. 03 1005.8 E 1.6 o.o ◎ 

06 1007.4 SE 1.6 ， o.o ． 
09 1007.2 NE 1.2 0.5 ● 

12 1005.2 ESE 2.8 1.0 ． 
15 1002.0 SE 3.0 o.o ． 
18 1000.6 s 5.6 14.5 尺

21 1002, 7 ESE 2.3 232.0 履

24 1001.8 SW 3.1 200.0 ． 
24. 03 999.8 SW 2.0 53.0 ． 

06 999.9 SW 7.7 4.5 ● 

09 1001.0 SW 6.1 22.0 ． 
12 1001.5 WSW 4.9 15.0 ． 
15 1000.8 w 1.0 5.0 ◎ 

18 1001.l SW 7.0 15.0 ． 
21 1002.2 SW 2.6 9.5 ◎ 

24 1001.8 WSW 0.8 o.o ◎ 

25. 03 1001.8 WSW 1.5 o.o ◎ 

06 1003. I SSW 1.5 0.0 ◎ 

合計 572.0 

（注）

降水litは前 3時間の値で，最小測定単位は0.5mmである．

尺気欄のうち

①は11,'iれ，◎は蛉リ，＝は粉

0は杉雨，●は雨， 代は市雨を表わす．
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平 戸

気 風

圧 i,,] 

鷹
16 

方

mb 位

1005.7 s 

SSE 

1006.0 SSE 

SE 

998.6 SSE 

s 

1001.2 SSE 

s 

999.0 SSW 

WNW 

1000.4 WSW 

WNW 

1000.2 s 

s 

1001.2 SSE 

1001.6 

s 

測 條 所

風 降 天

水

速

h t 

m/s mm 9ヌ-.•＼ 

2.0 

1.3 1.0 

4.1 1.5 ． 
3.0 3.0 

7.4 15.0 ． 
5.3 158.0 

2.1 11.5 

3.4 3, 0 

3.7 10.5 

2.4 20.0 

1.3 4.0 ． 
2.0 1.5 

2.8 1.0 

゜0.9 0.5 

1.1 2.0 

o.o 

0.1 0.0 

2.3 〇.5

233.0 



牙； 2 iI9,I ；t；戻と記！t情報

気象官署観測表（その 2)

l | 

合 計 ：

＇ 
（注）

降水拭は前 3時間の1，i［で，蚊小測定単位は0.5mmである`

天気欄のうち

cは睛れ、◎は蛉り，＝ 1よ粉

9は：柿凰●は雨， Kは雷雨を表わす，

-30-

638.0 



第1t;t 気象慨 ill

気象官署観測表（その 3)

厳 原 測 似 所

要 気 風 風 降 天

索 圧 向
水

i 1,i． 16 辿

日
而 方

鼠

時 mb 位 m/s 111111 
'9~.\ ． 

23. 03 1006.4 NNW 0.7 0.0 ． 
06 1006.4 NNW 1.4 1.0 ． 
09 1006.4 SE 4.4 8.5 ． 
12 1003.0 SE 6.2 12.5 ． 
15 1001. 7 NE 3.0 111.5 ． 
18 1000.] SSE 3.2 3.0 ◎ 

21 1000.1 s 5.1 0.5 ◎ 

24 999.7 N 0.4 3.0 ◎ 

24. 03 998.5 SSW 4.1 0.5 ◎ 

06 998.6 NNE 1.2 o.o ◎ 

09 999.5 NNW 1.2 0.0 ◎ 

12 999.6 s 2.4 o.o ◎ 

15 999.6 WSW 2.7 CD 

18 999.6 SE 2.0 0、O ◎ 

21 1001.4 WNW 3.0 ◎ 

24 1001.5 NNW 1.1 CD 

25. 03 1001.5 NNE 0.5 0.0 ◎ 

06 1002.6 SSE 0.5 ◎ 

合計 140.5 

（注）

陥水fltは前 3時間の値で，最小測定単位は0.5mmである．

｝i気欄のうち

CDは11liれ、◎は批り，＝は霧

9は霧雨，●は雨， 尺は雷雨を表わす．
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福 江

99¥ . 風

圧 向

腐
16 

方

mb 位

1005.1 s 

1005.9 SSE 

1004.5 SSE 

1002.4 SSE 

999.2 s 

999.5 SW 

1000.6 WSW 

1000、6 w 

999.7 SW 

1000.0 WSW 

1000.5 WSW 

1000.4 WSW 

1000.0 WSW 

1000.2 E 

1001. 7 

1001.9 WSW 

1001.9 

1002.9 

測 舷 所

風 降 天

水

速

}, :: 

m/s mm 9メ.＼. 

2.3 。着。 ． 
4.4 o.o ◎ 

9.1 0.0 ． 
9.5 o.o ． 
11.9 5.5 ． 
9.1 18, 5 ． 
4.4 17.0 ． 
4.1 8.0 ． 
6.5 3.0 ． 
6.9 7.0 ． 
5.6 16.5 ◎ 

6.8 0.5 ◎ 

3.9 0.0 ◎ 

1 4 1 1.5 ◎ 

0.2 o.o ◎ 

1.1 ① 

0.1 ◎ 

0.1 o.o ◎ 
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極値表

127.5 
凶リ； ’il)

1 i 102.0 1981重 9.25 1928. 6. 28 1, 4 72. 4 
1954 

5.13-8.l 

2 87.8 1923. 9. 34 5, 4 1882" 1,319.2' 
1953 

累 5,28匹 or7̀20 

ぷ少Ft” 1928 
3 1 9 27. 8, 344,5 lfl45. 9. 3 1,211.4 

6、19 ~ 8, 1 
顛

位 4 86.0 ] 9 7 2, 6, 311.7 1925, 9, 1 7 1,036, 4 
1915 

6.5-7.7 

78 0 i 1 9 5 9 → 7 8 280,6 1922, 9, 5 984.2 
1957 

t} 1 5 ~ 7, 2 9 

統，illり111ll i 1897~ 1981年 1878-1981年 1890-1981年

降水盪最大値

悦索 1 }此
ヽ

, K I蚊 ｝c l l止 ）＜ 総降水：，t

＼ l-ー 1'-

＼ 1時間降水 h:： , 3時間附kiI:： I]降水 iit 1 23 11 0 itかから

、~ 降水：≪1＇起
~ I ~ ~ 

日降水絨起 IIか降水ht: ii， 11 25t! 6時まで

麟暉 ＼、、日 （El/11が分 ） （9m)' （EI /iIIi) 1 (mm) （i]） 

愈1275 23/19 20翌 0詞韮ド戸i§こZ;▲-iiSJー五＂一、三ニ:-…

：か肛：］;が：口、。口／三［三：I]：： ： ：［ 三

□ □/會~／し◇／：：，
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気象官署最大値表

最大風述 最・ ）く

I (109}|：i11ij女I) 瞬 I:il 風辿

> 風「，｀時― > 風 1e 起ll寺

速 El 述 El

m/s IIか分 m/s 時分 ， 

長崎 SW 9.3 
24 

SW 

旦0750 

平戸 SSE 8.2 
23 

SSE 
1420 

佐世保 WSW 8.8 
24 

WSW 18.4 
24 

0720 0710 

i 

裳/111岳 SW 5.5 
24 

SW 16.7 
24 

0430 
＇ 

0450 

厳 1J;i SSE 10.3 
23 

SE 20.0 
23 

1220 1220 

rl；i il: SSW 12.9 
23 

SSW 24.7 
23 

1550 1550 

超過確率日雨量＊ （L之直術1脳，（ク違台）（nlln)

ハーゼ;,ガンペル 岩l|:

3 83, 91 399.5 

3736 3 8 1. 5 

352. 6 356. 7 

1/50 369.0 316.8 315 7 

1/13 321.:! 290.1 286.5 266.8 293,8 305 

1/10 227.0 222.0 2 3 1.8 225.7 217.4 22,1,8 225 

1/5 172.0 172.7 193 3 188.0 184 7 182.l 1 90 

1/2 101.3 106.8 135.0 135.2 l'.!5.2 122.7 135 

注I1対後期I:：llり1冶12年～ 19(11•1957年 I 10,1年1!il)

2.トーマス， 9 ーヽゼン法は， 1：位1/4で，tl・l):

3. f（暉I：],i：itは， ＇I'"」1れのl{,:;'ii：位を採Jll

4.今Iiilil,'水の11[.I•i i，しは527.0,,,/I](911/1 ～9時':li:,t・）

事 lと直：ii',t：I:4<nじiurJl⑱ |;/j，，りと淵ぺ
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最 ）く J此 大，＇ 総降水！，l:

l lt,i|i¥11：斧7］＜ht H降水械
23日00時

悶 ；隠 >
起 から

El 
25日06時

：，：： El まで
mm 時分 nlnl EI ,nn9 

127.5 
23 

448.0 23 572.0 
1920~2020 

103.0 
23 

193.0 23 233.0 
1630-1730 

55.5 
23 

200.5 23 227.5 
1730-1830 

66.0 
24 

482.0 24 638.0 
0310~0410 

79.0 
23 

140.0 23 140.5 
1340-1440 

16.0 
23 

49.0 23 77.5 
1900-2000 

， 
超過確率 1時問雨量（長1l[iii11j：洋気復台）(mm)

確斗： トーマス ,、ーゼン ガンペrレ 府）1;対数iEI見 ギ均 決定

1/200 130.7 122.1 116.2 120.1 115.5 120.9 

1/150 125.l 117.2 l 12.0 115A 112.2 116 2 

＇ 
l/100 117.2 110.4 106 I 108.8 105 2 109.5 

1/50 104.0 98.8 95.9 97.6 95.0 98.:J 
l 

1/30 94, 5 903 88.3 895 87.5 90.0 

1/10 74,5 7 2.2 71.8 72.l 71.2 72.3 

1/5 61.2 60,,1 60.8 60.7 60.4 60.7 

1/2 4 2 A •12.9 4 4,3 4 4. I 4'1.1 4 3. 6 

iU l. N匁1り1111[ kiElO年～昭和57年 162年11111

2. トーマス・ 9 ーヽゼン法は， l：位l/2で，i|・籾

3. 稲：｝梓I•I,j1,l は•['均,,(［の直近 I：位を採II]

4. 今 Ii，l洪水の時間1•1.i htは111.5,,/hr

l22 

117 

llO 

99 

90 

72 

60 

•1 3 
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地上天気図 7月10-21日各 3時 (1) 

‘, ・會f9 ▼ 9, 、^. 9 こ・~ ~し、~・，

7月10El 7月13日

7 Pl 11 El 7 Pl 14 El 

・. ' . ~ , ' " , " .,, ' " ' -ふ9 へ 介 ．.,,, , ' ,, 
9 ,. ‘̀J 、下9、• ~ ~ r’ " ,、 ; ' ヽー ' ::0 ^ 、-9  』,

. , .  9, 9.  9 9 ．~,,..,''-［こI .. ¥.'"『

7月12日 7月15日
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地上天気図 7月10-21日各 3時 (2) 

ら』•

7月16日 7月19日

I口＼／＼］．：I/1,1/□□ー1、
7月17日 7月20日

l'‘’ ’ 9 9 9  9し，．9 9 9』‘’’'J9 9 9 9 9 99 ←←」打 9 •9 9 9 9 ̀9 9 9—←r・｀入 9 ヽ9999i99

99 99 ノ、 9 V 9,~“”『 9 9 U¥J19―’-,、/ 9l---r9  9 9ふ".,_ヤ

’’;`｀＇ ‘9  9 9 99’9ー’'”’‘’'， 9・¥ ： ' ｀ ， 、 し ●9‘` -r,． 9 9' 

9 ”’̀  ’ ’ ｀し；ヽ" ' ' " ' ' 曹^にヽ 99 99 9 9 -1ば心" "'  ' ' "べ＇

• "'........、•..... ・-・....、

......... -............... 

J、[「1臼←ピ1-1_|ーしL~I-' し・,. ●』 ‘‘......  • • • • • ・ ・ ｀．』~

7月18日 7月21日
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アジア・太平洋地上天気図(7月23~24日） （1) 国際式記号による

' ”'ぞベ’’~、

い（（ふ闊ご
9夕＇か
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7 J：J23 El 911り

7月23日21時
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アジア・太平洋地上天気図(7月23-24日） （2) 

地 Jo

％ 

e 57 7 94, 99 
9 9 9 9 V 9● 9009 

7 I] 24 H 9時

I ¥ 
9 9ぐ9：・ロ999‘9 -'̂ 

99 9" 51念 1',94 91 .．.,．, n• 

7月24日21時
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気
象
衛
星
-, 

ひ
ま
わ
り

2
号
」
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よ
る
赤
外
画
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(
7
月
2
3
1
匹
日
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(1) 

7月咬日 17:27(I司）
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気
象
衛
星

「
ひ
ま
わ
り

2
号
」

に
よ
る
赤
外
画
像
(
7
月
23

五日）
(3) 

7 J-123日22:05 
(I:1本時間）

7 H 2Hl23: 01(f,;J) 

7 FJ24日 0:01(1,,J)
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第 2章災害現象の特徴

長崎大水轡はなぜ起こったのか， どうしてかくも被杏が大きくなったのか．

この点について，気象の面から現象と災署の特徴を長崎海洋気象台の解説によって述べておき

たし‘・

まず気象現象の面の特徴としては，

1. 今回の大雨は，対島泄峡を通過した低気圧の動きが巡かったから，南方湘上から北上した

梅雨前線が県中部から南部に停滞したので，記録的な短時間強雨となった．

2. 上海方面から強い「湿舌」が九州北部に流入したので，南西部が海に面し、北東側かll」で

さえぎられているという県の地形が，さらに前線活動の活発化を助長した．

今回の紫雨は，諌早大水苫ときわめてよく似た典型的な湿舌現象である．湿舌とは，熱帯地方

の水蒸気をたっぷりと含んだ，湿度の高い気団が，南のほうから舌のように El本本土に投入して

くる現象である． 23日16時50分に長崎地方には「大雨洪水晋報」の（時間雨絨50ミリ以上）の大

雨が降るとは発表されてはいたものの， まさか腎報枯祁の 3倍（長与町役場で187ミリ）を超す集

中栞雨になるとは，気象台でも予測できなかったのは無埋もなかった．

次に今回の大水也の特徴は，大水寓の前に大｛iしの先行雨砒かあったことである．

前章の気象経過でも述ぺたように，今年の長崎は 7月10日から長雨が続き， 10-20Elまての雨

絨記録は，県南部で600-800ミリに達した大雨だったため，すっかりゆるんでいた．

20日のごときは243ミリの大雨だった．地下水位の上昇，地盤の飽和な不安定状況のところに追

討ちをかけたのが， 23日の短時間集中豪雨である．そこで災：；r,：も土石流を含む土砂災曹を起こし，

地域的には件数，規校とも長崎市が最も甚しかった．

長崎県での最近の顕著な異常気象

異 ’iit気象 観 測 所
総降水絨 最大日降水批 1位ナ,111寺I:il|l条7Kiit

被災区域
(mm) (mm) (mm) 

諌早水杏
西 郷

1,326.9 1,109.0 144.0 
県 南

昭和32年7月 24-30日 25日 25日 23:00~24: 00 

7 月栄雨
佐 世 保

431.0 232.5 125.1 県；It, ］i. I;，’j 

昭和42年7月 9 ~15日 9日 9日 12:10~13: 10 対 ／』

7 月索雨
長 与 町

550.5 477.0 187.0 
県 南

昭和57年7月 23~25日 23日 23日 19: 00-20: 00 
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長崎悔洋気象台は明治11年 (1878)に削設され，今年で104年の古い歴史をもつ気象台である．

同気象台が時間雨批を計測し始めたのは明治30年からである．過去の砒測記録によると， 1時間

あたり最大降水絨は，大正12年 (1923)の大雨による88ミリが久しく 1位を占めていたという．

この記録は56年 9月25日の栄雨による時間雨批102ミリによって破れたが，今回の集中栄雨はこれ

を大幅に更新してしまった．

（参考〉 戦後のおもな大水者（県消防防災課調べ）

•昭和23年 9 月 lOEI, llEI 

肇雨，県全域，死者39名他

•昭和28年 6 月 25~29 日

如 li，県全域，死者21名他

• II召禾u301.,,4月14~17El

如 Ii, 邸|’北部，死者83名，被審総額 8億円

• II召禾[[3 1.｛F 9月10~12EI

台風12号，県全域，死者21名，被寓総額115億円

• 11召禾I]321F 7月25,26 El 

栄雨，全県下（諌早大水苫），死者688名，被杏総額237億円

・11召1'1142>1° 7月5~ 9日

崇雨，県内全域，死者50名，被宮総額265億円
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第 3章水害清報

県災害警戒本部設骰中の 7月23日17時30分，管下市町村あてに連絡した災杏梢報第 1号と， 19

時10分の第 2号，そして20時30分に災曹対策本部に切り替えてからの大雨情報（長崎悔洋気象台

発表）の受理は， 20時40分の第 1 号から25 日 5 時45分の '|.t,J•報に至る 20号まで続いた．

災害情報

M3日16時50分長崎海洋気象台発表

「大雨・洪水警報，強風・雷雨・波浪注紅報」

大雨・洪水・雷雨・強風・波浪注滋報を大雨・洪水警報．宙雨・強風・波浪注謡報に切リ替え

ます．

対馬悔峡に低気1王があって東に進んでおります．

梅雨前線の活動が活発になってきました．

長崎地方では今夕から lリ］朝にかけてときどき雷を伴った強い雨が降り，山崩れ，がけ崩れ，低

地の没水，河川の培水，はんらん，落'm・など大きな災唐の発生するおそれがあります．十分笞戒

してください．

雨屈は50-100ミリの見込みですが，局地的には150ミリを超える所もあり，比較的短い時間に

集中して降るでしょう．

また，南よりの風が強く，陸上で10メートル， iiii上ては10~15メートルに達し，波が翡くなる

見込みですので，船は注蹂してください．波の沿iさは 2~ 3メートルの見込みです．

>24日17時20分長崎海洋気象台発表

「大雨・洪水普報，雷雨・波浪注窪．報」

大雨・洪水笞報，雷雨・強風・波浪注紅報を大雨・洪水笞報．＇ぷ雨・波浪注慈報に切り替えま

す．

16時現在，県の南部だけで降っている強い雨域は次第に北上する見込みです．また，明日は次

の低気圧が接近するため全域とも大雨になりましょう．がけ崩れや山崩れ．中小河川のはんらん

や落雷などさらに大きな災害の起こるおそれがあります．

今後の降水批は100-150ミリ，所により 200ミリ以上になりましょう．

また，沿岸の海上は波の高さが 2~ 3メートルになっていますから，船は注謡してください．

M3日14時20分厳原測候所発表

「大雨・洪水警報，雷雨・強風.i皮浪注旗報」
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低気圧は今夜にかけて対馬の北部を通過する見込みです．このため．これから今夜にかけて壱

岐．対馬地方を中心に雷を伴った大雨の降るおそれがあります．今後の雨最は100-150ミリ，所

により 200ミリの見込みで．所によっては 1時間50ミリ以上の強雨となりましょう． 23日0時の降

リ始めから23日14時までの雨批は，厳原67ミリ，佐須奈59ミリ，芦辺25ミリとなっています・こ

のため河川は増水，はんらん，低地の没水．落‘[liなどの重大な災唐をひき起こすおそれがありま

すから．厳重に腎戒して下さい．風は南東のち南西で．最大風速は陸上で10~15メートルぐらい，

海上で15-20メートルぐらいに達し．突風を伴い，沿岸の海上では波邸の最大は 3メート）レぐら

いになリ．見通しも悪いのて．船舶は十分注謡してください．

M3日17時00分福江測候所発表

「大雨．洪水警報．強風・波浪注慈報」

低気圧が当地方の北方を通過中です．このため雷を伴い，大雨の降るおそれがあります・今後

の雨鼠は70-100ミリ，所により 200ミリ，降り始めからの総雨枇は300ミリの見込みてす．河川は

増水し，はんらんし．低い土地の没水．がけ崩れなど大きな災害をひき起こすおそれがあります

ので，厳重に笞戒してください．

南よりの風陸上で10メートル内外，海上て15-20メートルに迷し．沿岸の海上では引き続き

波浪が翡いので，注衣してください．

長崎県災害対策本部発表

>23日20時40分発表 （発倍者・ l,［野．受伯者・近藤）

「大雨に関する梢報第 1号」

梅雨前線の活動が活発となっており，長崎地方ては夕方からかなり強い雨が降っています．今

日16時から17時まで平戸で84ミリ， 17時～18時まで松浦で89ミリ． 18時～19時大瀬戸で64ミリ，

長浦岳153ミリ，また， 19時～20時まで長崎で115ミリ，長浦岳118ミリ，諌早66ミリ．大村で68ミ

リとなっています．この強い雨は，長崎県中部，南部を中心に，まだ 1~ 2時間続き，またその

後も断続的に明朝まで強い雨が降りますので，厳重注謡してください．今夜の満潮は午後10時35

分です．

>24日1時39分受理 （受伯者・菊谷）

「大雨に関する梢報第 5号」

0時30分背振山のレーダー観測によれば．今まで大雨を降らした強い雨裳は，佐賀県から福岡

県．熊本県方面に移動し．一部が島原半島にかかっています．このため．この大雨も一応峠を越

え，島原半島の南部を除いては．小降りとなりました．

しかし．五島灘には，また，新たな雨裳が現れており， まだ島原半島の南部では 1時間に50ミ

リ以上の雨が降っており，まだ，菩戒の必要があります．

昨El降り始めから今日午前 1時までの雨批は，

i左世イ呆 205ミリ

大村 298ミリ
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諌早 398ミリ

長崎 450ミリ

絹笠山 222ミリ

島 原 153ミリ

口之津 182ミリ

0時から 1時までの 1時間雨紐は，

甜代を山 58ミリ

島原 39ミリ

口之津 53ミリ

でした．

>24日2時30分 （受信者・松野）

「大雨梢報第 6号」

2時の背振山レーダーでは，長崎市の南と平戸の西方海上に雨雲か観測されました．

このため，長崎市では， 1時から 2時までの 1時間に38ミリの強い雨か降りました．

今後も強い小さな雨裳が頻ばんに近づき， 1時間20ミリ以上の雨が降るおそれかあります．な

お替戒の必要があります．

2時までの雨批は，

平 戸 200ミリ

佐世保 212ミリ

大 村 305ミリ

長崎 488ミリ

諌早 406ミリ

絹笠Ill 238ミリ

ふI勺i 原 168ミリ

口之津 187ミリ

となっています．

I> 24日3時25分受理 （受信者・木村）

「大雨Ii,i報第 7号」

3時現在の雨批は．

1!c1!：1牙l214ミリ

大村 347ミリ

諫早 421ミリ

長崎 501ミリ

島 原 178ミリ

長 浦 463ミリ
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条i13を1.l| 268ミリ

となっており， iiii1時間の雨枇は，

大村 42ミリ

長崎 13ミリ

絹笠山 30ミリ

長浦 20ミリ

で，まだ，強い雨が降っています，十分特戒してください．

I> 24日4時30分受理〔受信者・木村（社会課），送話者・佐々野（長崎海洋気象台）〕

「大雨梢報第 8号」

午前 4時現在，長崎県の中南部を中心に強い雨が降り続いています．これまでの各地の雨磁は，

大村 369ミリ

五ケ/J;（ 373ミリ

諌早 448ミリ

長崎 504ミリ

斎iii'.1:Lli 339ミ1)

島 原 227ミリ

口之．津 249ミリ

となっています，今後も強い雨が断続しますので．引き続き腎戒してください．

[>24日5時受理 （受侶者・木村，送話者・佐々野）

2411 5時15分発表「大雨I,1,i報第 9号」

4時の秤振山レーダーによれば．平戸から松浦方而と大村から島原半島にかけて，それぞれ邸

さ10キロから 15キロぐらいの強い雨雲が観測され，島原では 4時から 5時までの 1時間に65ミリ

の強い雨が降っています，今後もまだ 1時間に30ミリ前後の雨か降るおそれがありますので，引

き続き腎戒してください．

[>24日8時30分受理 （受偏者・友広，送話者・佐々野）

24 El 8時25分発表「大雨梢報第10号」

7時40分の背振山レーダーによると，長崎の野母崎半島付近とこれから東に延ぴる強い雨雲が

停滞している，

また， jjl）の雨雲は五島付近に点状に散在しており，島原半島を中心に強い雨がまだ続いていま

す，

雨裳はほとんど倅滞していますので，まだ強い雨が続きますので，厳重替戒してください，

午前 8時までの総雨絨

平 戸 225ミリ

松浦 226ミリ

1Jt世1呆 217ミリ

長崎 522ミリ
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l> 24日受理（受信者・吉村，送話者・立石）

24日9時25分発表「大雨情報第11号」

8時50分の背振山レーダー観測によると，一時弱まっていた雨裳が再び活発となリ，島原付近

から野母111奇半島を通り，幣状に西に延ぴております．

このため，県南部を中心とする強い雨はしばらく続く見込みです．

また， 9JI)の雨誤で長崎市，佐世保市付近で 1時間20ミリぐらいの雨か降っておりますので，十

分警戒してください．

l> （受信者，馬込，送話者・立石）

24日11時10分発表「大雨Iil/報第12号」

10時40分の背振山レーダー観測によると，島原から熊本べ延びる帯状の雨と佐賀市方而線上に

延びる'ili，状の雨雲があり，その中に強い雨雲を伴って，束へ40キロで移動しています，

このため，長崎市から大村，諌早市付近と島原の南端から有明悔にかけては， ところどころ強

い雨が降っています，

10時までの総雨iilは，

厳原 141ミリ

平戸 227ミリ

松浦 230ミリ

佐枇保 222ミリ

大村 385ミリ

諌早 488ミリ

長崎 534ミリ

島原 336ミリ

l> （受信者・馬込，送話者・高下）

24日12時20分発表「大雨梢報第13号」

12時の背振山レーダー観測によると，有明海から島原半島，長崎市付近を経て五島の南東50キ

ロの海上に達する幅30キロの雨雲があって，この中の島原と長崎市付近には12-13キロの高い柏

乱裳があって，束北東に25キロで進んでいますので，所により強い雨かしばらく続く見込みです，

長崎市付近は河川の増水や山崩れなどのおこるおそれがまだ残っていますので，注謡してくださ

し‘

12時までの総雨批は，

平 戸 229ミリ

松浦 231ミリ

佐冊保 222ミリ

大村 386ミリ

長崎 542ミリ

島 原 371ミリ
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[>24日受理（受信者・水橋，送話者・裔下）

24日16時40分発表「大雨惜報第14号」

強い雨毒は，一時天箪付近まで南下していましたが．再ぴ北上し始めたもようです．このため，

島原地方ては， 16時までの 1時間に10~]5ミリの強い雨が降っています．明日は黄海方而に新た

な低気圧が現われましょう，このため，県南部の強い雨は，今夜は次第に北上し，明日は県下全

域とも大雨になるおそれがありますから，引き続き警戒してください．今夜から明日までの降水

.htは100~150ミリ．所により 200ミリ以上の見込みです．

[>24日17時20分受理（受信者・酒井．送話者・高下）

大雨洪水誉報および雷雨強風波浪注邸報を大雨洪水腎報およぴ’，甘雨波浪注意，報に切り替えま

す．

16時現在，県の南部だけで降っている強い雨域は次第に北上する見込みです．

また明日は，次の低気圧か接近するため，全域とも大雨になりましょう．

がけ崩れや山崩れ，＇I・1小河川のはんらんや落'，1,i．さらに大きな災害の起こるおそれがあります．

今後の降水批は100ないし150ミリ，所により 200ミリ以上になりましょう．

また，沿岸の海上は波の高さが 2~3メートルになっていますから，船は注謡してください．

[>24日19時40分受理（受伯者・酒）I:、送話者・ 3)：石）

24 El 19時40分発表「大雨梢報第15号（五島，必岐対馬地方を除く）」

19時の背振山のレーダー観測によりますと．強い雨雲は熊本県にあって．その一部が島原地方

や長崎半島の南部にかかっています．

このため絹笠山ては、 18時までの 1時間に35ミリ． また口之津では17時までの 1時間に58ミリ

などの強い雨が降っています．

県の北部やI••I1 部では小康状態になっていますが．強い雨の区域はゆっくり北上する見込みです．

十分瞥戒してください．

19時までの総雨批は．

平 戸 232ミリ

iA91仕イ呆 228ミリ

大村 388ミリ

諌早 492ミリ

長崎 572ミリ

島 原 416ミリ

となっています．

[>24日22時10分受理（受信者・永橋，送話者・西郷）

24日22時10分発表「大雨I11報第16号」

午後10時現在，各地とも小降りとなっています． しかし、野昂崎の西方40キロの海上に強い雨

雲が現われました．このため，長崎半島から西彼杵半島およぴ島原半島にかけては再ぴ強い雨が

降り出すおそれがありますので，腎戒してください．
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[>25日0時 3分受理（受信者・浜本，送話者・西郷）

25 El 0時発表「大雨I'i’1報第17号」

午後11時背振山レーダーの観測によれば，長崎の南西40キロに翡さ 14キロの強い雨雲があり，

発達しながら北束に進んでおります．

この雨裳の通過により，長崎から島原半島にかけては強い雨が降るおそれがあリますので，笞

戒してください．

[>25日1時30分発表「大雨I¥,i報第18号」

午前 1時10分の背振山の観測レーダーによれば，島原半島の南部から野母綺を結ぶ線上にit:iさ

15キロぐらいの強い雨裳があり、 ロノ津では 0時から 1時までの 1時間に30ミリの雨を観測しま

した．また，野1吐崎の南西海上には強い雨裳か続いています．長崎半島から島原半島にかけては，

所により強い雨が降るおそれかありますので，なお十分特戒してください．

[> （受信者・友広，送話者・池田） ， 

25 El 3時40分発表「大雨梢報第19号」

3時の背振山の観測によれば，強い雨誤はゆっくり南下し，島原半島の雨も小降りとなってき

ました．しかし，まだその一部か残っており， 1時間に10-20ミリの雨か降るおそれがあります．

引き続きがけ崩れなどの災害に十分笞戒してください．

[>25日5時55分受理（受侶者・林，送話者・池田）

25 El 5時45分発表「大雨梢報第20号」

5時の背振山レーダーの観測によれば，強い雨雲はゆっくりと南下し，現在，島原半島の南に

あります．このため，長崎地方の雨は次第に小降りになりましたが，まだ南部を中心に，所によ

っては 1時間に10~20ミリの雨の降るおそれが残っていますのて，がけ崩れなどに十分笞戒して

くださし‘•

このほか、長崎湘洋気象台による梢報の提供には，鉄道気象通報や気象台職貝による放送，そ

の他県， i|i災唐対策本部，県腎本部，新聞， NHK，民放等に対して，アメダスによる通報を行っ

てきた．

鉄道気象通報（長崎海洋気象台）

発表時刻 解除時刻
予報 区 9e_欠9 文

日 時：分 El 時：分

モシ 312」
風が舒しく強くなる．

23 15:25 
大雨が降る．

モシ 312」 大雨が降る． 24 17: 20 25 06:25 
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放送（長崎海洋気象台職員による）

放 迭ヽ" 日 時 放送局

23日 18時30分～ 18時35分 K T N 

II 22時20分～ 22時25分 N B C 

II 22時30分～ 22時32分 N B C 

23日 22時30分～ 22時35分 N H K 

II 23時ごろ ～ およそ2分1iil N H K 

// 23時15分～ 23時20分 N B C 

JI 23時50分～ 23時55分 N H K 

24日 0111寺055} ~ 0111寺07ケ｝ N H K 

II 02時05分～ 02時10分 N H K 

＂ 05時00分～ 05時02分 N B C 

＂ 10時00分～ 10時10分 N B C 

＂ 1811寺50う｝ ～ 18|I寺53う）~ K T N 

25日 00時IO分～ 00時15分 N H K 

＂ 01時10分～ 01時12分 N 1-l K 

II 02時10分～ 02時13分 N H K 

II 0311寺10ヶ,)- ~ 0311寺12ヶ｝ N H K 

II 0511/i305)- ~ 0511//32ヶ｝ N H K 

注） 放送局欄のうち KTN:株式会社テレピ長崎

NBC:長崎放送株式会社

NHK:日本放送協会長崎放送局

種 類 方 法

テ レ ピ 録 画

テ レ ビ 訛 話

ラ ジ オ 氣 弁面9

テ レ ピ 龍 吐iiu f 

ラ ジ オ 砒 呼iiu 

テ レ ピ 地 話

テ レ ピ 雷 丑iiuF 

テ レ ピ 龍 話

テ レ ピ 虚 話

ラ ジ オ 訛 各ii千u 

ラ ジ オ 砒
ヰ"'" 

テ レ ピ 録 画

テ レ ピ 祖 呑"'f・" 

テ レ ピ 姐 呑"f." 

テ レ ピ 地 ユi9f・.I 

テ レ ピ 証 話

テ レ ピ 砒 込ii9F.9 

なお，この大災箸にあたって長崎海洋気象台による注慈報，警報， 1甘報等の発表措骰は以下の

とおり．

地方海上警報発表

発 表 種 別 （海城別）

日． 時：分 済州島西悔上 九州西梅上 女島南西海上

23. 06: 30 悔上風替報 海上風替報 海上風晋報

23. 18: 25 同 上 同 上 同 上

24. 06: 40 同 上 同 上 同 上

24. 18: 00 同 上 同 上 同 上

25. 06: 20 悔上替報解除 悔上笞報解除 海上普報解除
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注意報・警報・情報等の発表

官ロ
長崎

＾ >
た
だ

羞岐

>
お
よ
ぴ

［ ［ ＜ 

種 別
発表時刻

日．時：分

解除時刻

H．時：分

波浪注意．報 23. 13 : 50 
···························•············································'························1··················••··•· 

大雨．洪水・強風・ iIt雨・波浪注謡報 23. ]5:25 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

大 雨・洪水腎報

強 風 ． ilt雨・波浪注謡報
,........................................................................ /........................ /........................ 

大 雨・洪水笞報

,；1~；雨・波浪注窪報
.．.．．．.．．．．．．．．．.．.．．．．．．．．．．．.．.．．．．．．．．．．．．..．．．．．．.．．.．．．．．．．.．．．．．．...．...．．．.．．.．.．．．．．．．．．I.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．． 

波 浪注慈報 25. 06: 25 I 25. 11: 40 

23. 16: 50 

24. 17: 20 

大雨 •I柑報第 1 号 23. 20:40 
●ー・・・・．．．．．．．．．．．．．．^ ｀ `い^．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．●*令．．．，^．．．．．．●● ● ●ー・.......,...........ー・・・・．^ ・^・・・・l.．．．．．．．` • ●今．．，＋ー・ー・・・・・

同 上第 2 号 23. 22:20 
．．．．` ｀ ` ● ^ ^ 尋●ー・・．^ ．^．．．．．．．．．．．● ● → ＊令^”●＾ ^．．．．．．．．．．．．．．．．．．^ ● ●令● →・..ー・・・.,...........→ ···••·······1· ー・・・· • ・ • -•............. ， 

同 上第 3 号 24. 23: 35 
..．．..．.．．・ • ・ • ・ • *．．．，．．.. ・ • -.．．.....．....．・ •い＊● ●今●●ー・・・●一．．．．．．．．．．．．．` ← ←・・・●ー・・・・・・............,........................

同 上第 4 号 24. 00: 25 
：．^ ●今←・・・・ • • -• -．．...．．．．．・ •・●令””,．”..ー・・●ー・・・・・．．．．．．．｀．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．｀｀ ｀今令 ···••······1························

同 上第 5 号 24. 01 : 30 
.．...“̀ ・ •今●ー・．．．．．．．· • -.．．．.．．．．．・ • → ・ •ヽ→・ • -．.．.....．．．．．．．．̀ • `  ●い^ ．^．．．．．．．．．．．・ ・ • ・ • ・ • ＊ →．“●今●← ・ • •l，．．●ー・・・・・・.............

同 上第 6 号 24. 02: 30 
・ • ・ •・●＊ ＊ ` ` ● ^ ●い^ ．^．．．．．．．ー・・・・．．．．．．．．．` ● ● → →··•··ー・・・・•・ •....· • → • → ＋・”.．．．．●ー・・・・..ー・............→,......ー・・・・.............

同 上第 7 号 24. 03:25 
.................................................ー・・・●一．．．．．．．．．．．．ヤ 9● ^ ← 9 ．^ ．^.．．．．．．.．．.．．.．・ • ̂  •I• ヽ→● → ←．．，←今●......ー・・・..

同 上第 8 号 24. 04:30 
• -..............• `  ●令•”今●＾ ^ ^．．．．．．．．．．．．．．．．．．● *今．．”.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．^ ＾ →....一●ー・・・・・・ー・・・・・・ l•. ．．．.．．· • *．.．．．．．．”→ '̀． 

同 上第 9 号 24. 05 : 15 
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，
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方

大雨 •I,i'i 報第 10 号 24. 08: 25 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・,........................

同 上第 11 号 24. 09: 25 
........................................................................,........................,・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

同 上第 12 号 24. 11: 10 
........................................................................,........................,・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

同 上第 13 号 24. 12:20 
........................................................................,........................,........................ 

同 上第 14 号 24. 16:40 
........................................................................,........................,........................ 

同 上第 15 号 24. 19 : 40 
..．．．．．．．．．.．．.．．．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．..．．..．．..．...．...．．....．.....．.....．．．..．.．.．．．.．.．．.. ・ • ・l.．..．....．.．.．．.......．. 

同 上第 16 号 24. 22 : 10 
........................................................................,........................,........................ 

同 上第 17 号 25. 00:00 
........................................................................,........................,........................ 

同 上第 18 号 25. 01 :30 
,........................................................................,........................,........................ 

同 上第 19 号 25. 03:40 
,........................................................................,........................,........................ 

同 上第 20 号 25. 05: 45 

波浪注意報 23. 09: 50 
........................................................................,........................,・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

大雨・洪水・ ili雨・強 風

波浪注謡報
........................................................................,........................,........................ 

大雨・洪水普報

貨雨・強風・波浪注謡報
9.．.．..．．．．．.．.....．．．．.．．.．.．．.．．．........．..．......．..．.．．．...．..．．...．．..．......．．....．.．... ・l.．.........．...．........ 

大雨．洪水・波浪注謡報 23. 17:00 
,.....................ー・・・一............................................................................．し．．．．．．．．．．．．．．．．．．

波浪注絃報 24. 10: oo I 25. 07: oo 

23. 11:45 

23. 14 : 20 

大雨梢報第 1 号 23. 21:55 
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発 表 時 刻 解除時刻
官署 柿 別

日． 時分 日．時：分

波 浪 注 泣9 報 23. 06:30 
----------.．．．．．．．．----------------------------------------------------•~ ----・ • -----------．．．．．． .........ー・・・・ • --•・●一言•●今

枯'， 大雨・洪水・雷雨・強風
23. 

江 波 浪 注 謡 報
15: 10 

----------------------------―--------------------------------―---------
..← → → → →十今←•.. ＋．.．．．.．．.． .．．．．. ・ • -・ • ・ •ュ・・"-• -“.．．． 

旦且
大 雨 iJ t 水 '，':2 I 報

23. 11:00 
強風・'，It雨・波浪注邸報

ーー・・...ー・・・•----•ー・●言ー・・ー一言•一つ● ●言•●言・・言＇● ●内ー・●言● →ヽ• + h + J →叶...............・言•・・●言ー・言• • " ・ • ← + -““,. -＋ 』・ • •~ J• 令’““•“令’• -“・ •“今..今•“..

~ ～ ~ ブ<i1i. i共水・波浪注．意、報 23. 23 : 10 
--.. ------• -----．．.．...．--言•・ • ● ● mー●言・・ー・●言言●● ● ● → " •ー・・●● ●言→言．．．．言● ●言ー・言•-．．．．．●言ー・・・・•・ •つ言●→ ＂ → ＋ -" 令• → ~ →今』→→内令→→ →叶り→ hつ今→』 H▼十今

波 浪 注 泣 報 24. 11:40 25. 07:20 
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第 4章 災害対策本部の設置

県および市町村による災杏対策本部の設骰状況は以下のとおりである．

県

23日14時20分、長崎海洋気象台によって也岐，対馬地方に大雨洪水替報の発令と同時に，県で

は災轡管戒本部と水防本部を設けたが， 16時50分，長崎地方に大雨洪水菩報が発令されたのち，

20時30分に長崎県災苦対策本部に切り替え，職貝の非‘iit呼集を行った．また，県北，島原，五島，

壱岐，対馬の 5地方に笞戒本部を，被寓が甚だし〈なると予想される長崎地方， i東早地方，大瀬

戸地方に対策地方本部を設けた．

関しり；；！；:文寸釘もオこ惰I;r,、]
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県災甚対策本部内

長崎県の災害対策状況

災者瞥戒本部設骰 災専対策本部設附 解 散

長 崎 県 23日14時20分 23日20時30分

長崎地方 23日16時50分 23日20時30分

地 大瀬戸地方 23日16時50分 23日20時30分

諌早・大村地方 23日16時50分 23日20時30分

方
県北地方 23日16時50分 25日19時00分

本
島原地方 23日16時50分 25日19時00分

五島地方 23日17時20分 23日23時10分

部 也岐地方 23日14時20分 23日17時20分

対馬地方 23日14時20分 23日17時20分

市町村

長崎市は17時，災害菩戒本部を設けたが， 19時ごろより市内各所に被害が出始めたため， 20時

30分に災曹対策本部（本部長・本島等市長）を総務部企画課に設骰，諸般の準備対策に奔走した．

その他，市で対策本部を設けたのは，佐世保，福江を除く 6市．町村ては西彼杵郡15全町，束
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彼杵郡の 3全町，北高米郡 4町，南高米郡は瑞穂，有明を除く 14町，北松浦郡は 9町村，対馬 4

町，合計55市町村であった．このうち，比較的に被害が軽微であった島原，平戸市はしめ43町村

は， 24日から 8月初めにかけて解散した．

なお， 23日の大水害の前，すなわち， 7月に入ってから20日に至る 1廿J,県下では約600ミリの雨

が降り，この先行雨紐が7.23大水審の引き金になっていることは前述したが，この先行大雨のこ

とに甚だしかった西彼杵郡の野母崎，時津，西海，大島、東彼杵郡，南高米郡，北松浦郡の一部

の町村には， 7月11日から20日にかけても災害対策本部が設けられているのである．例えば，西

彼杵郡時津町では， 11, 13, 16, 20日と続いて先行大雨による対策本部を設け，解散すると，今

度は7.23大水害による対策本部と， まるで息つくひまもなく，ダプルパンチを食わされてきた．

7月豪雨分市町村別災害対策本部設置状況（長崎県） （昭和57年8月6日現在）

＇ 

郡ド，~如区， 

設 ビ叫" ’ 解 散 設 ど皿9,・ 解 散

月 日 時分 月 日 時分 月 B 時分 月 日 時分

長 崎 7 /23 16: 50 

佐 世 保

／盆 原 7 /24 1 : 00 7 /25 7 : 00 

諫 早 7 /23 20: 00 

大 村 II 21 : 00 

福 江

平 戸 II 17: 20 7 /27 9 : 00 

松 浦 II 18: 00 7 /25 7 : 00 

香 焼 II 21 : 00 7 /30 16: 30 

伊王島 ＂ 16: 50 7 /31 16: 00 

翡 励 ＂ 23: 30 7 /25 10: 00 

7 /11 9 : 00 7 /11 16: 00 

野母崎 II 17: 00 II 20: 00 7 /13 10: 00 7 /13 16: 30 

西 7 /20 9 : 20 7 /20 21 : 00 

彼
和 ＂ 

II 7 /31 9 : 00 II 9 : 00 ＂ 
22: 00 

多良見 ＂ ＂ 杵
長与 II II 

郡 7 /11 8 : 40 7 /11 17: 00 

時 禅
7 /13 10: 00 7 /13 16: 30 

＂ 
II 

7 /16 9 : 30 7 /16 16: 00 

7 /20 8 : 50 7 /20 21 : 00 

琴 海 II 19: 00 

西 彼 }/ 18: 30 7 /26 17: 00 

西 海 II 16: 55 7 /25 8 : 30 7 /11 8 : 00 7 /11 17: 00 
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設 骰 解 散 設 ；骰 ”ー舟 女

月 El I II寺分 1月日 IIIが分 II 月 El I IIか分 1 月日 lll•i, 分
9.” t
 

大 ＂ 
11 I 11 : 00 I II I 11 

崎戸

大瀬戸

外洵．

東＇
束彼杵

彼

杵

＂ 
II 

II 

＂ 
棚

郡 1i皮佐見

II 

＂ 

ニ24|t8::

16: 50 

19: 00 二 i2:00
19 : oo I 7 /25 I 16 : 30 

19 : 30 I 7 /24 I 14 : 30 ロニ
7 /16 9 : 45 7 /16 I 11 : oo 

：冒
有明

国見

端穂

ご：＿＿＿こ[_□I:：：：I:：::I:：:：

＂ 19: 00 II 17: 00 

＂ 12: 00 

// 

17: 00 

20: 00 

7 /31 

7 /26 

II 23: 00 7 /24 

13: 00 

3 : 00 

7 /24 8 : 30 7 /25 9 : 00 

7 /20 | 8 : 30 7 120 I 21 : oo 

石

浜

山

佐

津

□

Ì 

南

研

米

郡

＂ 
＂ 
＂ 
II >
II 17: 00 

＂ 
17: 00 

7 /13 

7 /20 
0

0

 

0

3

 

．．．． 

9

8

 

号
:: ： I ::：: 1 :l :： 

□ 口
油□、

＂ ＂ 
II 

II 
＂ 

II 

口
田平 I7 123 I 16 : 50 

郡 I
福島

7/25 I 12:00 
7 /13 s :oo I 1130 8 : 00 
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郡パり 設 詔 解 散 設 花t 解 散

1・fl]は村） 月 El 時分 月 日 時分 月 日 時分 月 日 時分

I.I!! 1，冒＇，；
＂ 17: 00 7 /24 I : 00 7 /11 10: 00 7 /12 17: 00 

江 迎 II 10: 15 7 /13 16: 30 

北 鹿 III I. ,, 17: 00 7 /26 8 : 30 

松 小佐々 ＂ 18: 00 7 /24 17: 00 7 /16 9.: 50 7 /16 15: 50 

浦 佐 7 /25 
7 /11 13: 00 7 /11 17: 00 

々 II 

＂ 19: 00 
7 /19 18: 30 7 /20 20: 40 

郡
吉 .J I: 16: 50 7 /26 16: 00 ＂ 
恨知l原 " 18: 30 7 /27 17: 00 

,,i~, ｝ . 江
， 

玉之 iili

三井楽

怜j 岐 術

松 奈 柑／

ii | i が』 松 7 /20 13: 00 7 /20 18: 45 

i !I ; 上JiJ,、，'i

新魚 1,1

イi 111 

奈良尾

も
郷ノ iiIi

勝 本
岐

芦 辺
l !I ; 

イ・1- lll 

厳 原 7 /23 14: 30 7 /23 17: 00 

対
美ii□;:i ＂ 

II II 17: 15 

,I 99I; J 

殷 J:.

蜂

// ,, 
＂ 

II 

1,、：i
」~・＾ リ"l 

上対，！！i II 16: 30 ＂ 17: 30 

,i1 • 55 
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参考文献

「昭和57年 7月23日から25Elかけての梅雨前線による長崎県の大雨」

「同じく梅雨前線による九州及ぴ山口県地方の大雨」

叶癖lii輝iじ期の§§雨」 1979 

気象研究ノート第 138号 pp 1-277 

降水絨森料

災甚時気象速報 長崎海洋気象台

災寓時気象調．在報告 福岡管区気象台

部外の衰料は関係機関から提供していただいたものです．厚く御礼申し上げます．
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第 3編

市民生活の被害と復旧





第 1章被害 の状況

第 1節概 況

7.23長崎大水寓から 1カ月経った 8月23日，県災憲対策本部は県内の最終被害の報告をまとめ

て発表した．

死者，行方不明者299人のうち，行方不明者 5人の捜索はこの日も続けられた．総額3,153億円

余というぼう大な被寓額は，県の57年度財政規模の実に70％という未曽有の大災害であった．有

形無形のこの大惨事で受けた県民のショックは，当分ぬぐえそうにもない．道路，河川の復IEI,

商店街の再建など，長崎復典への店：気は El増しに高まってきてはいるものの，再生への道は険し

く，忍従への長い道のりが続きそうである．

蚊終確定発表か行われた 8月23日の前日は，再ぴ長崎は大雨に見舞われ，第 2次災杏の危険す

らあったなかで，本河内町と嗚滝で行方不明となった 5人に対する懸命の捜索が続けられていた．

被曹総額は家屋の被害をはじめ，農林，水廂，土木，商工，保健，文教，その他に分け，それ

ぞれパーセンテージで示すと以下のようになる．

家屈の被杏金額 43,113,675（千円） 13.67(%) 

牒林 ＂ 84,259,826 26. 72 

水廂 " 2,599,459 0.．82 

商工 ,, 96,334,245 30.55 

保健 ＂ 5,476,360 1. 74 

文教 ＂ 2,149,141 0.68 

その他 ＂ 25,732,699 8.16 

土木 ＂ 55,647,956 17. 76 

うち，国直轄の分(1,765,436) (0.32) 

総額 315,313,361 

最も被署額の大きいのは商工被害の963億円で，これはお中元商品と夏に向かっての観光シーズ

ンを直撃されて大きくふくれ上がった．次の牒林被害は田畑の流失，埋没 (1,29lha)やJ器林施設

-61 -



第3編 I|ilし'ti,「；の賊，りと復Ill

の災：；枠である．

土木被唐は後述するため、ここでは省略する，

県は災専の直後から応急復II]を進めるとともに，廂工関係では政府から「激甚災古」の指定を

受けて，中小企業に対する災憲融沢も進めてお＇），また，農林，土木も国の災害径定が終わり次

第本格的復II]にはいるが， これにはばく大な財政上の負担もあり，その立ち直りにはなお長い歳

月が必要であろう，

長崎県，長崎i|i両災憲対策本部発表の「昭和57年 7月23Elから25Elにかけての梅雨前線による

長崎県の大雨の被害状況」（確定）は，表のとおりである．

長崎県・長崎市の被害

□□□□: 5,38旱0

家 1"]―-、ロー：K-I戸芦ーロ＂直乳ーニニ・ 4,764,825「・ニニ□□9_62'，00

部 0111[］二＿［［］•一995声ーし口- 100500 

5 7 2旦43.6 4 2 21.758.000 

"' 
噂一

了□1・三紐叫二□□□狐鳳

□戸口言三一二[
~ -.．．．--＇ 

9ロニ凰璽□□一三I~ー□言---／胃:•□“•一釘3500-------~§~~•-「［二ニ 634.ooo―

t •--｛ ¢~i : ｝ II 3 -|--＿二重
132.000 

戸ふi戎蒻―

一三□二二二
： ／ □□ロニロ冒
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道路の主な不通箇所

国道34号

長崎バイパス

国遥206号

国道202, 251, 324号

県追

山崩れの主な箇所

長崎市

•川 平（とっぽ水）

．嗚滝

•本河内（奥 llI)

． 芭 塚

・上戸石（長谷）

•宿町

・ 木 楊

飯盛町

・ネili f/JII 

1;11:-,: i皮；りの.1Kill

9箇所

10箇所

7箇所

23箇所

34箇所

死者，行方不明(”世帝数）

33人 (19世術）

24人 (9世幣）

25人 (12世4if)

15人 (6世僻）

15人 (4世僻）

11人 (4世僻）

7人 (3枇.,}|f)

15人 (3世僻）

第 2節死傷者
発生地別死者，行方不明者数

県災害対策本部が 8月23日11時に発表した人的

被憲は，死者294人、行方不明者 5人，重傷者16人，

軽陽者789人，計1,104人． このうち死者，行方

不明者を発生地別にみると，以下のように圧倒的

に長崎市内に多い．
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発生地

長崎市

諌早市

大村 i|i

香焼町

多良見IIIT

長与町

時津 111]

大瀬戸町

外 i11f.II「I

4ヽ 浜 町

飯盛町

吾友町

北有馬町

西村家町

合 計

死者

257 

2 

1 

l 

1 

5 

2 

1 

1 

I 

18 

l 

2 

1 

294 

行方不明 9i I • 

5 262 

2 

I 

I 

1 

5 

2 

I 

I 

I 

18 

1 

2 

I 

5 299 

(8 /l23liJJU1:l 
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木場地区

木場地区
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死者，行方不明者発見状況

（昭和57年 8月7日現在）

月
発見人数 累 計

佃j 考El 
行方不明死 者 死 者 行方不明

7 24 116 184 

25 50 166 181 

26 55 221 94 

27 16 237 80 

28 35 272 41 

29 13 285 27 

30 2 287 24 

31 2 289 11 

8 1 

゜
， 289 10 

2 1 290 8 

3 I 291 7 

4 

゜
291 7 

5 2 293 6 

6 

゜
293 6 

7 

゜
293 6 

土石流による災杏については，あとの章で詳しく述べるか，被者の発生は23EI20時頃から21時

30分の間に多かった模様である．いきおい，死傷者もこの時間帝に多かった．

市民は19時ごろからおよそ 3時間の間， 300ミリを超える豪雨の中で，ただ恐怖に身も心も打ち

のめされ，避難しなければ危険だとは承知しながらも，為すすべもわからなかったのではあるま

いか．だが，その避雅した人すらも，川平町，本河内町（奥山）などの住民のように，避雅先で

遭難するという jitiましい犠牲者もあった．おそらく 100ミリの雨が 3時間も続くとは，誰しも炒愁

だにしなかったに迎いない．いまに降リやむ．いま少しや抱しておればと，耐えに耐えているう

ちにすさまじい土石流に製われて死んだ人もいるのであろう．

飯盛町では20時ごろ，住民に避難命令を出したという． しかし，その時間には町は停粛し， iじ

話は不通となっていた． litJこえるのはただ物すごい濁流と雨足の靱きが，真黒なやみ夜の空にこ

だまするのみ，いかにオクタープを上げたとてアナウンスの声が/illえるわけはなかっただろう．

なお，長崎市内の死者，行方不明者262人のうち，土石流や山崩れなどによる被甚者は199人，

93世僻で，市内全体の76％を占め，圧倒的に洪水や増水によるものより被害が多い．これは，昭

和32年 7月の，；東早大水雹による782人の死者，行方不明者が，ほとんど濁流にのまれ，水死した災

寓とは，際立った相迎がある．

ここて，大水害の発生した23日から県災害対策本部や県警災害警備本部で発表してきた，死傷

者の被曹状況をみることとしよう．
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02HI 4時 県笞災店警備本部発表ー一ー死者41人、生き埋めや川に流された行方不明者262人，孤

立105人，その他．

23日20時， 21時，業山町でがけ崩れにより中 2と小］の姉弟生埋め．北栄町の住宅地哀で山崩

れ，小 2女子，他の一家 2名も生埋め． 23時30分，嗚滝 3丁目住宅 7, 8戸が押し流され，川に

のまれて25人が行方不明となった・

0241118時20分 県臀災需腎備本部発表—死者104人，生埋めなどの行方不明者211人，負傷者

35人，生埋め箇所31箇所・

23日の深夜，川平町内平地区の治山ダムが破損，大煽の土石流が低地の民家をのみ込み， 30数

人が生埋めとなった．

26日，県腎，自衛隊，消防の救助部隊5,200人が出動して， 16箇所の生埋め現場， iili上，八郎川

で救出，捜索活動により 51逍体を収容した．

o 26 Fl 20時 県警災］噂備本部発表ー一死者227人，行方不明者94人，負傷者273人．死者は今後

の救出活動により大幅に増える見込み，

この Il，束長崎地区で17追体を収容した．

027日21時 県腎災寓笞備本部発表―死者249人，行方不明者80人，負傷者273人．

この I:/22逍体を収容．内沢は本河内Ill]奥 ll.1で8, 上戸石町中谷地区 2' 北高飯盛町 2, 芭塚町

川平町トッポ水，同町1／泰lII方，木場町，嗚滝 3丁目で各 1逍体を収容，その他長崎港，橘湾で5

逍休であった．

0281121時 県腎災＇，9;:舒備本部発表ー~死者272 人，行方不明者42人，負傷者287,

この日救助部隊により 23逍体を収容．特に奥山には 2千人が動貝され，残る 4人の消息を求め

て2逍体を収容，嗚滝 8逍体，戸町，昭和町各 I逍体を収容．残る生埋め現場は 8箇所となった．

0291121時 県警災苫警備本部発表ー一-夕E者285人，行方不明27人，負傷287人．

嗚滝 3丁目の生埋め現場から 3人の逍体が発見され， 28191収容の遺体と合わせ，一家全滅と判

明した．また，北高飯盛町ネi1ii)JIl地区で犠牲者15人の最後の 1人が発見された．

030日21時 県警災害警備本部発表―9E者287人，行方不明者24人，負傷者287人．

I!！｝滝の現場で親子 2人の逍体を収容．この結果，行方不明者24人のうち，生埋めとなっている

のは 9人とみられている．

03!EI 21時 県腎災害警備本部発表—死者289人，行方不明者l] 人、負偏者287人．

この 11から捜索の重点を河川，水源地，海岸に移し，機動隊アクアラング部隊と海上保安部の

協力を得て，大がかりな捜索を展開し， 2逍体を収容した．これにより，生埋めを除く行方不明

者15人を 4人に訂正，生埋めを含めた不明者はII人となった． 15人のうち， 11人は氏名もわから

ず，特定できないため，梨計名縛からはずした．

なお，地元長崎新llf]の調在によると，一家全滅した世幣は，独り雑しも含めて実に31•世'/l\'70 人

に上っていた．また，たった独りに取り残された人は19人，両親を失い，子供だけになったのは

13世幣と，崇雨禍の悲惨さを浮き彫りにしている．

-66-



第 1，＇；，i： 材支内の状況

一家全減世’:I;'数 31戦俯

うち 5人家族 2世幣

4人家族 5世41f

3人家族 5世僻

2人家族 6．世帯

1人家族 13世幣

o 8月2日21時 県，ll災苫腎備本部発表ーー～死者290人、行方不明者 8人．負似者287人．

1追体を収容．身元不明の 2人の氏名も判明した．被災者は土砂と一緒に水源地や河川．海に

流されているとみて．河川，海を重点的に捜索しているが行き詰り状態である．

o 3 El 21時 県繁災署警備本部発表—死者291 人．行方不明者 7 人，負傷者287 人．

l遣体を長崎港船岸壁近くで発見した．

第 3節家屋

家尻の被害は住家の全半壊から，ごく軽微な1未下没水までを含めて39,755棟， 42,648世俯，

177,125人が被曹を受け，その被甚金額は37,832,067千円．このほかに，公共の建物その他を入れ

ると， 431億円の破害となっている．全壊家屋と半壊家屈の実に85％は長崎市内ての被'.，―1;:である．

全壊または半壊した世幣数は，県全域では1,636·1世りぶうち•長崎市はじめ災害救助法の適用を受

けた長崎市，＇］東早市，三和町、 多良見町，•長与町，時津町，琴悔町，大瀬戸町、外海町，飯盛町

の 2 市 8 町の全半壊世僻は1,582•世'iii' に上った，

長崎1|i東町
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第3釦 ， Ii! 心 ’I•ぶりの破＇，りと復 Ill

長崎市東町

lと1I1:,fi|illl'ド1lII
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め1，.礼賊，じ9)状況

WI除iiiIll'l'lllf 

今l川の大水；片による家柑被・;t;.での苔しい特徴は，全，半壊した民家やその他の建物のほとんど

か， t):水，はんらんなどのいわゆる市街地の災古によるものよリ、山崩れや土石流による if:j台て

の災'9杯か多かったことである．長崎市内の奥山地区，川平地区，ど塚だけで73人もの人命が一瞬

にして失われたが，なかでも奥山地悩は集落をはさむようにして， I，hi11!Uが怠斜1/1iの丘陵てあるが，

その一Jjが崩れ治ち， 12111..、｝lf25人の住民か生埋めになった．川平地区ては，急傾斜の住宅地の崩

壊て，一家全滅が 5jll:＇俯も出ている．芭塚もまた．約 23Jj立カメートルの土析に地区か埋まり、

半壊または 1階部分の埋そく状態が780棟，全壊11棟，生埋め15人という， 1i1iましい災寓を起こし

ている．

このような災古は，上記の 3地区に限らす，嗚滝， ttMi，飯盛町の補I/JI!などの地区ても次々に

発生し， 2611に雨がやんでみると，複数の生埋め者を出した現場は約40箇所の多くで発生したこ

とがわかった．

河川のはんらんによって受けた下流の市民の被寓も， まことに惨たんたるものて，人命の犠牲

こそ少なかったが，建物の中にまで泥土が堆柏し，かき出された泥土と家具は追路を投い，跡片

付けilii19}は水也後も長く続しヽた．

特に長崎市においては，浜市商店街，中通リ商店街，観光通り商店街等はl|if並みに冦水し，そ

の深さは 1~ 2メートルに達し、あとに泥土が堆梢，商品も甚だしい損壊を受けている，束長崎
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第3祖 ，li民生活の附l;＇と 1具Ill

地区は壊滅状態て，一時は復旧のメドなしとまでいわれた．

住宅の被憲のうち，県，市町村の公営住宅の被塞は比較的軽微て、県営住宅の川平，大怖団地

ほか 2団地で浄化槽や床板，姓，土砂堆柏の被杏かあったか，戸数にして216戸，被苫金額3,280

)j円，また，市町村営団地では長崎市宿町団地はか 9団地， 520戸， 4,100万円，外海，香焼町ほ

か 6市町で83戸， 770万円といった程度で，公祢住宅被也の合計は819戸， 8,150万円であった．，

この被苫に対して，県では長崎，諌早の 2市と香焼町で，県営住宅69戸を提供，また，長崎市

内分については，長崎市建築部に住宅申込み窓口を一本化し，これに対処する方針をとってきた．

さらに災宜の舒しい地区には県職貝を現地に派遣調在させ，各地方土木事務所には「災寓復1日住

宅相談所」を設け，住宅金融公／il1の職貝を現地に派逍して，災害救助法適用の市町を重点に，＇災

寓復旧住宅沢金の相，；炎と融賽の，認定業務に当たらせた．

避難の状況

立
避 難 状 況

指示日時 憔，！『数 人 且 泄雅した箇所数

長 崎 7 /23 19 : 00 802 2,648 77 

佐 泄 保 7/23 20:00 8 27 4 

島 原

諌 ~9勺1‘̂ 7/23 21:37 不 900 不

大 村 7 /23 19 : 00 3不 17 1 

輻 江

平 戸 7 /23 16 : 00 15 47 6 

松 ; iIi 7/23 20:00 10 32 3 

市 9] | ・ 838 3,671 91 

西 彼 1.034 3,712 61 

東 彼 ， 32 1 

北 翡 208 550 17 

南 高 266 938 36 

北 松 27 70 17 

南 松 1 6 1 

必 岐

対 馬

町村計 1,545 5,308 133 

県 ,1 | ・ 2,383 8,979 224 

未9」 焼 7 /23 21 : 00 63 235 4 

伊 王 島

゜ ゜ ゜ ゜翡 島 7/23 23:00 8 11 1 

野 母・ 崎 7 /26 16 : 00 10 30 3 
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第 1や 懺＇れの状況

9□ •印は村 9 名

避 難 状 況

指示日時 世幣数 人 貝 避難した箇所数

和 7 /23 17: 30 47 141 7 

多 良 見 7 /24 01 : 00 80 234 2 

長 与 7 /23 19 : 30 l不 不 不

時 津 7/23 22:00 500 1,816 23 

琴 ii/j 7 /23 19 : 30 28 225 ， 
西 彼 7 /23 19 : 00 3 ， 2 

西 洵

゜ ゜ ゜ ゜大 ／品

゜ ゜ ゜ ゜崎 戸

゜ ゜ ゜ ゜大 瀬 戸 7/23 20:00 250 875 4 

外 海 7 /23 19 : 00 45 136 5 

（西彼杵郡計） 1,034 3,712 61 

束 彼 杵 7/23 20:30 ， 32 1 

Ill 棚

゜ ゜ ゜ ゜波 佐 見

゜ ゜ ゜ ゜（東彼杵郡計） ， 32 1 

森 山 7/23 20:30 10 40 2 

飯 盛 7 /23 21 : 00 100 400 5 

裔 米 7 /23 21 : 30 98 llO 10 

小 長 井

゜ ゜ ゜ ゜（北高米郡計） 208 550 17 

有 明

国 見

端 穂

吾 孜．

愛 野

千 々 石 7/24 20:00 10 37 I 

小 浜 7 /24 01 : 00 7 12 1 

南 串 山 7 /24 10 : 00 ， 36 5 

加 津 佐 7 /24 17: 00 84 260 5 

ロ 之 i:It 7/24 22:00 7 21 4 

南 有 馬 7/24 02:30 71 283 1 

北 有 馬 7 /24 17: 00 28 100 ， 
西 有 家 7/24 03:00 40 152 4 

有 家 7 /24 16 : 00 3 7 3 

布 禅 7/24 04:00 5 23 2 
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りA}3舒i ,h l(’l•i，｛の tli‘,I;：と札iiii 

直ミ呼 9名

迎 難 状 況

I 「
指示日時 世 幣 数 ： 人 且 地冊した箇所数

深 江 7/24 16:00 2 7 1 

（南高来郡計） ！ 2鉛 9淡｝ 改う

大 島！ 7 /23 16: 30 5 不 2 

生 月 q 

゜
i 

゜ ゜小 値 賀

゜ ゜ ゜
j 

゜心マ： 久 1

゜ ゜ ゜
I ゜田 平 7/23 18:00 4 17 3 

伽 島 （ 

゜
i 

゜ ゜脱 品

゜ ゜ ゜
＇ 

゜迎 7 /23 19 00 6 ， 3 

鹿 町＇ 7 /23 18: 00 3 13 3 . 
小 佐 々 7i23 18:00 4 11 3 

佐 々 7/23 21:00 2 ： 
8 I 

古 井

゜ ゜ ゜ ゜恨r 知 Iii( 7/23 19:00 s 3 12 2 

（北松iililIIiit) 27 I 70 17 

甜 江 ： 
“““ 

玉 之 油 I 

井 楽 i 

岐 宿 I ．． 

1“x ‘ 留
［ 

箱 松

上 五 島 ！ 
新 魚 目 ： 
有 ! I I 妥 7 /23 16 : 00 1 6 l 

奈 良 尾

（南松浦翡はI・) l 6 1 
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第 4編

都市施設の被害と復旧





第 1

第 1節 水道，

水道， 廃棄物処理施設

給水施設の被害と復旧

水道施設をはじめ廃梨物処理，犬の抑留施設，臨地，火葬場などの保健衛生施設など，

て都市環境に関係あるものの被害額は，県市町分を合わせて2,137,000千余円こうち，水道施設は

67施設に被害を被 1)、金額にして1,969,264干円で，およそ92％を占めている．

とし

2市281！巳

内訳

•上水道施設 長箇市外

．俯易水道施設琴海町外

•水道用水供給事業 鹿ノ尾川

計75施設

15施設

61施設

］施設

▲巳塾 t9 9，只，、印諏止地'J!.(7130-8/IH'(l □ ホ直 4 8叫疇9改

ビ三3咤気＂，！共玲悴止地区（ 7!筵 2燭ぇて）

會 〇 吼 話，9・ケーフル破損ヶ所(8/匹完’`
冠ホ区域！口i珀電話不泊）

又 ii,99文通現割（道捻，が食， l'，s，9法芯）

文化財，▲ 9 芍i9，点史可 ！8/24冗了，
x
△
 

》;，

八
〗
，

:
 

↑

O
I
 及1，1,n
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第4打itlhlH池，設9)械汽と i;i111

施設の破塞は浄化施設や虚気施設の冠水， l[豆水、送水，配水施設の流失，破損によって長崎市

ほか lIIi17町の13万戸の水道が断水し，長椅市だけでも 101,000戸の水がストソプした，

そこで県災害対策本部では，特に災杏の苦しかった長1埼市， 多良見町，時津町，外海町，飯盛

Ill［に陸上自衛隊の派造出動を要，討した．これを受けて陸上自衛隊では2Hll9時多良見町到消，直

ちに給水泊動を1昔J始 251]外海嬰阪盛町に、 26日からは長崎市にそれぞれ応援給水活動を開始

した，また、孤立した茂木地区と伊王島には海上自衛隊による袷水活動が行われた．

一方，北九州市，福岡市，｛kt'（iiiなど I1 iii I企架団からも給水応扱が行われ， 26日から 8月

2日までに給水9ド延ペ108芦｝1,1(326人が動貝されている． このほか，民間ポランティアの人々

の応援など，官民一体による生活用）K確保が図られてきた．

本河内低部ダム余水吐

般も被，仔の大きかったのは長綺市であり，施設の披奢を免れたのは、わすかに手熊浄水場 1箇

所のみ．はとんとの浄水楊の機械が損壊を受けたのであるが，新たに機械を取り替えるなどの復

|［］工市に取りかかるにしても， lll•心の追路が寸断されて機械の搬入が不可能な有様で，このため

矢上水系（給）幻炉数11,000戸）の東長崎地区8,500戸の断水地区においては， 8月に入っても配水

特の修埋が遅れ，東町はじめ2,850・世俯分の復II]のメドは立たない状態であった．

水道の断水は、・，膨ふガスとともに完全にih民生活をマヒ状態に陥れるものだが，ことに断水

は影評が大き〈，被災地区では泥土にJII！まった家財迎具を掘 I)起こして，泥水で洗う有様だった．
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第1章水道，廃梨物処理施設

市内の断水は水者直後は 7万世'}ii'にも上り，懸命の復旧作業ははかどっても，低部地区て一度に

使用すると iii台は断水する有様で，市民の苦'l'r'iは絶えなかった．長崎大医学部付屈病院も一時は

断水でピンチを迎えたこともあった．市民病院と成人病センターも地下のボイラー，・，膨気，空調

施設が水没して，病院の機能かマヒ状態に陥り，人1硲患者を他病院に移すなどの措；；化がとられた．

狗Iii|II[（古1111腐 l噌砂91じ）

水道・廃棄物処理施設等被害額

リ9＇ヽ・ 関 係 l |i llll. i• 、l 1見li系

施 設 名 iiij 名

施設数 披＇， 1;：絣I 施設数 被‘,1:：各1『I

r• I I j 「l'I

水 追 施 設 67 1,969,264 

廃梨物処理施設 6 65,127 

保健衛生施＇，役 3 2,787 5 2,250 

（犬抑留施設） (2) (656) 

（リ，しイi人'g)也1j他，I生） (1) (2,131) 

（火葬施設） (5) （ 2,250) 

大気観測施設 1 13,594 

自J1/JJ|ig、'.;I；巧：：i．ネ見晶計1iii 1 42,720 

l'I 然公 [iii施設 10 36,640 2 5,000 総it • 

合 ', | ・ 14 53,021 81 2,084,361 2,137,382 
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第4神I tIh|i施設の賊，I:＇と復 Ill

被害報 告 調書 （昭和57年 7)123日から25日にかけ
ての梅雨iiij線による蛉崎県の大il.j）

口上水追 側易水道、飲水 計・

Iご
上水追 飢紡水追・飲水 '，1 ~ 

件 数 被唐額 件数披甚脊(I件数被也額 件数被也額 件数被せ渾I件数被也額

iミ 綺
2 1,670,000 

3 46,000 6 1,750,000 西 1i家 3 340 3 340 
1 34,000 

イi 家 2 2,050 2 2,050 佐世保
布 ill 

島 原

"9 り99 • ,.i, ・ 深 1_［： I 150 1 150 l 13,917 3 3,802 4 17,719 
肖i'li来il;; I• 

大 f •t 1 400 12 6,788 13 7,188 
I 50 1 43 2 93 

大島
h,i 1 1,500 1 1,500 i i : 
,1,: 't JI I 500 1 500 Iゴ I 9,560 1 9,560 

小値質
松 i11i 2 5,000 2 5,000 

宇久
9 | i ,ii・ 5 1,693527 ， 54,845 15 1,782,372 1 34 000 HI "'I' 

否• 焼 1 42,379 I 42,379 福 島

伊［島 1 5,500 1 5,500 戦 島

翡 島 1 4,820 1 4,820 i l: 迎

野 1;i悶 5 900 5 900 鹿 町 2 100 2 100 
和 I 9,000 I 9,000 小佐々

多良兄 I 12,250 2 4,800 3 17,050 佐 々

iと 与 1 9,022 1 900 2 9,922 古 井 1 30 1 30 
時 ii¥ 1 15,014 1 15,014 恨知 'J;i 1 500 1 500 
琴 海 3 22,806 3 22,806 4 t !;: ili t1; i i・ 1 500 5 2,130 6 2,630 
西 彼 2 1,500 2 1,500 麻 iJ: 

西 洵 1 JOO 1 100 玉．之 il|i

大 島 I 3,000 1 3,000 三 JI：楽

崎 i―; 鼓 1 ti 

）＜瀬戸 1 2,970 5 4,013 6 6,983 余 留

外 梅 2 32,000 2 32,000 1'i 松

西彼杵tl;; l• 8 98,455 22 72,519 30 170,974 」:」,:1;:， 
束 i皮t'l・ 新魚 I•l
JII 棚 イi Iii 

波佐）↓ 奈良 It.

東彼杵翡；i |・ iii松；rli郡，；I・

森 ll l 郷ノ；l|i

飯 盛 2 6,000 2 6,000 勝 4; 

泊i 米 1 100 I 100 I 9 9i 辺

,Jヽ iとj|： ?i I tl 

北窃米船I 3 6,100 3 6,100 必岐 Il1;,iI•

イi IIJJ 厳 1Ji[ 

1,1 J↓ 必 i|t1,9:； 

瑞 穂 翌 」；_
占 必 峠

愛 野 」: !,'i 

千々石 上対馬

小 浜 I 400 I 400 対島島，il’

南 II'， ,1,
I i i ,ll・ 

5 1,693,527 
}Jll i|t （左

， 54,845 15 1,782,370 
1 200 1 200 1 34,000 

口之． i-lt 郡 ,} | 10 99,355 42 81,537 52 186,890 
iii布馬 2 1,577 2 1,577 

県 ,ii・ 
15 1,792,882 

4 t 1 i，し！； 51 142,382 67 1,969,260 
3 2,471 3 2,471 1 34,000 

環境衛生課

（単位：千円）
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第 1意水道，廃梨物処理施設

,1二
断水状況

世、：肝数 人 具 ニ二 断水状況

世，iii， 数 人 且

長 崎 93,000 265,600 束 彼 杵

゜ ゜佐 世 保 Ill 棚

゜ ゜1,，h 原 波 佐 野

゜ ゜9.9a，: ． ~r1l ~• 344 1,663 (］〔｛皮i午／i|謡十）

゜ ゜大 村 4Aカヽ； 山 10 42 

怜i 江 飯 盛 2,078 8,541 

平 戸 悩 米 14 66 

松 i,li 35 94 小 長 J~|: 

゜ ゜市 i | • 93,379 267,357 (:It 沿i 外tliIhil•) 2,102 8,649 

西 彼 30,001 97,338 有 Iりj

束 彼

゜ ゜
阻 9lei L~ 

北 I',9:i 2,102 , 8,649 瑞 穂

南 翡 1,069 4,057 吾 ：必

北 松 10 40 愛 l’i’ 

南 松 千 々 石

必 岐 4ヽ 浜 50 160 

対 馬 南 9 1i 山 121 662 

IIIJ 木寸 リ，し 33,182 110,084 )J| I i I t 佐 156 581 

県 計• 126,561 377,441 に 之 i l t 

i付 布・ 馬 37 178 

北 有 ぃ［!•; 9 19 76 

ニニ｝ 断水状況

世 41f数 人 u 
匹 布 家 676 2,360 

有 家 10 40 

ガ"< 焼 20 65 布 ill 

伊 」： 1::; 592 1,651 深 江

翡 島 2,686 6,419 （南翡米／i1；計） 1,069 4,057 

阻i・ 母 崎 985 3,340 ・大 島

゜ ゜和 2,216 6,919 生 月

゜ ゜多 良 9I しI 3,317 12,423 小 値 賀

゜ ゜L心 与 6,600 23,760 宇 久

゜ ゜時 i ~I I~ 6,800 21,000 田 平

゜ ゜琴 海 2,118 7,470 粕', 島

゜ ゜西 彼 364 1,670 脱 I品

゜ ゜西 海 312 950 江 迎

゜ ゜大 島 6 18 鹿 町

゜ ゜崎 戸

゜ ゜
小 佐 々

゜ ゜大 瀬 戸 2,285 8,153 佐 々

゜ ゜外 湘 1,700 3,500 吉 J I: 

゜ ゜(illj1皮frl眼9汁） 30,001 97,338 世 知 原 10 40 

(、1じ杉ヽ i1|ill|;,i |・) 10 40 
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対14似 郡 Ii/，紺，！知の記りと似II、1

復 旧

破災地域は長崎市を設大として，諌早，大村，平戸の 4市と，西彼杵郡 8町ほか28町の土水道令

簡易水道，飲水施設が被災した，その内容は上水道の冠水，配水池の抑此送配，IK管＇の流失破損

や水道尉用道路の決壊など、 67施設であった．被害戸数は130,901戸うち長崎市か101,200戸．

破沓総額は1,969,264flりであった．

古Ill町
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第1章水追，廃棄物処理施設

ゴミ躯梢状況(I料屋小学校）

コやミ集梢状況（古川町）
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弟 4紺 部rli地設の成，杯と復Ill

24日，大水害の当日の水道の断水戸数は123,470戸， 2市17町， 37施設が被曹を受けたので、県

では直ちに被憲調在を開始する一方，応急復1日に当たるとともに自衛隊の出動を要訥した，自衛

隊は長崎市のはが多良見町，時津町，飯盛町，伊王島町等において給水を開始翌25日に県は

福岡，佐賀 2県に応援を要晶佐賀市ほか 4市の佐賀限応援隊は26日から，福岡県応援隊は27El 

から長崎市などで給水を開始した，

〇給水対策

I.他県からの応援 給水車延べ32台

（福岡県（久留米市，北九州市，福岡市）の 3市

［佐賀媒（鹿島市，隠f津市， 多久市，伊万里市，佐賀ili，西佐賀水道企業団）

2. 自衛隊の出勁

{ if屈上自衛隊給水船配iiiii

‘陸上自衛隊給水車配備

3. その他

1,070m' 

725m' 

0民間ボランティア 日本消防協会 ろ水機10台

水道施設の被寓のなかでも，長崎市の長削寺配水池系は地すべり崩壊の中心地であったため，

送配水狩とも壊滅状態となり、直後は復旧の見込みも立たなかったか， 8月5El現在で仮設管の

布設と配水管の修理も見通しがつき， 10日の給水をめどにエ事を進めた．

ど塚方面は 8月4日17時から給水を1}廿始したか、一部に，給水管の破損があり．修理が完成次

第給水することになった．

その他の県下全地域の復1日は 8月5日までにすべて完了．給水を開始した．

給水
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第 1索

給 水

水道，廃漿物処理施設

対 策 の 状 況

｝ 1 ふJ 策

7月31日
戸

130,901 
◎給水車，給水船による応低給水

頂

□可
月8
 

II 

＂ 
350 

□ 11 I 650 

127,151 19 

4日

5日

i 127,401 “
 128,051 

128,051 

128,◊51 

2,850 2,850 

2,850 

2,850 

＂ 

＂ 
130,901, 

。
8日 17時全ihi給水Ill}始

水 道 施 設 の 被害状況と対策

環境衛生課り8月5日13時現硲

I 

lも

現在
断水戸数

゜

給水開始月 El

西 股 町 Û 

森山

大村

町

市

多 良 見 町 3
 

10 10 ゜゚
。

7. 27 

7. 26 

7. 24 

7 ・ 26 

7, 27 

7. 27 

小 浜 町

340 

, 3,330 

30 

町和

翡
ニ
ニ

9,

＂ 
,

t

 
町

1
 
I
 

2,480 

ー 203 203 

。
7. 24 

14 14 

2,457 2,457 
o
i
o
 

7. 27 

大 源 戸 Ill『 6
 

2,519 2,519 

。外 1,9lO 1,910 

。

7. 29 
．． 

7. 28 

7, 30 

香

南布 島町

時 ilt EJ 

伊王

35 35 7, 30 

2
 

37 37 7. 30 

1
 
I
 
3
 

6,000 6iooo 
゜l―--
゜

; ; 

゜島 町 577 577 

。飯 盛 町 1,915 1,915 

。↓
J
 

＂ 
17 LLLF 34 29,101 29,701 

。
-83-



従,j,人li

8月2f.l

4" 、 数
fr 

ごn

第4紺 t詞；狐没ダ）t峠廷復Ill

給水車（船）による応急給水の状況

24 iJ'25日 II i 3/J日 I3IH is月1日

f9 | f; 
44 i 144 

ni~ I m' 

279、8l 843, 1 
'1 i＼ 人

旱 434

m'’ ， m 

1,595.6 i 2,343.2 
IS I・人

614 : 642 

台I 台合：

1 6 1 132 73 1“旦

叶::-□叶563 1~ 508 :―••94笞上 210 i 192 

3日 I 4日 5日 7日 | 8日 9EI lOE I合計＇

台 台 台 ~I fi 台

“' 37 21』 7 3 国屯

99t’991’, mて 1“:'19 -16nムJ。6-ヽl'11 ：妥 12,人W 0 1 
:91 1 m‘ 

295.0 272.0 ・ 245.0 I 200.0 1 243.0 I 紐-l 2.3l紐

12I3 、| 10I5 、 10人5i 1 77~ 2 I 66~3J _ 

人人
9 4,425 

他県並ぴに他市町の応援状況
．一,.,_,,,_,  -・ 

:、 l 岬1況 [7-•11261] | 27 t, 1 28 1,，7 29 1J 1 30 t1 31 [I B ij I Il 2日

」ロロニカ］人古心1人ji袷火1|Ai、1/約1.kIAl 

72[t}1:.：Il l i｛噂 l8ド＇霜叫 1□, 1 1 -

ーし—
I久留米Ilil

1.2slこ'.:'...:皐．；:’［ 
鹿島 iii

〗［口［：こ::1.：．;“1.5 x :l9 :」：9:／ ： 1 : 1 :.5 : ] : | I I 

柑 ．I， 1, 1 I t X 1 1 3 ・ロ／3 1 I I X l”I▼ 3 Vl” "]~ ］~ ＂「I "-

9/1[／]□""[：~:]口：口 12Xi1了
, I ! I I I l 

I 61 
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第 1章水追．糀梨物処理施設

第 2節 廃棄物処理施設の被害と復旧

廃棄物処理施設が受けた被害は， し尿処理施設が長峻市ほか 5箇所、こみ処理施設が 1箇所の

計6箇所．いずれも冠水や土砂流入によって運転不能となった．このため，施設処理人口約30万

人か被害の影特を受けた，ことに東長崎の泊掃工場はすっかり冠水し，復1日作業を行うにしても

国迎34号線と251号線の道路が寸断されて通行できず，清掃工場も埋立処分地は孤立した状態とな

った，むろん，災寓ゴミの搬入も不可能であった，

また，西工湯と長与コンポスト工場は、被害はなかったが，断水のため焼却作業ができなくな

った．

そこて，県は応急措罰として，長崎市内17の小中学校の校庭を災害ゴミと土砂訊場に指定し，

市内の廃菓物を搬入したが，その批ばおよそ118,000m'に達した．のち，これらのゴミは自衛隊や

業者．市町村の応援を得て．市内 8箇所の集柏所に移した．

廃棄物の処理については，浸水家屋が 7市50町．約38,0{）0棟に及んだため，し尿の緊急くみ取

りならびに災害ゴミの収集．処理を早急に進め， 8月5日現在で長崎市を除く各地区のし尿，ご

み収秘は終わった．

廃棄物処理施設の被害状況

約 設 名 被囲額 規梃 胚設対象AEII t如町1日

長崎市茂里町し尿処理湯 300kt 110,372人 7月22日

西彼中央糾合（琴誨処理場）
' 

7,000 I 50 屯 9,.Vと し．9.; マむ9
l 

外栂地区組合（相川処理場） J,650 
i 20 ！ 9,823 7月28El 

,． """ 

三和町（椿ヶ丘団地） 2tooo し尿00浄化棚 1位00 7)^126日
5 m'/日

⇔^ 

砥＊9辺i:998!Jiu91l:不し9,' 
東長崎村ji沿工場 I 5,000 240 t/24H 143,500 沿＊ l!I I 

のため述，転不能

販盛町汚水処埋施設 I 1,000 し40尿0邪mソ化H梢 妥
800 7月281i
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第4紺都巾施設の馘，1tと復Ill

長崎市においては，災審ごみは県，市指定の仮集梢場所に集梢されたか、その批は道路関係

59,312m尺都市関係275,508m尺計334,820面で，その処理は一部中間処理（焼却）を進めなから，

東長崎埋立地で処分された．

流入土砂ゴミの処理

・ 7.25-31 市内小中学校に仮搬入． 97,400m'

・ 7.31-8.5 陸自103施設機材隊により，西浦上I:1-1学校と伊良林小学校分を新長崎樵港と神

の島工業用地へ搬出．

処分地

・神の島工業用地内 35,300m' 8月3日よ＇）現地焼却

・時津 8エ区 75,000m' 

•長与埋立地 9,500m' 

・コンポスト工場 10,600m' 

•新長崎樵1港 30, 900m' 8月10日より三方山に搬入，焼却

・小江埋立地 14,800m' 8月16日よリ現地で焼却

・小ヶ倉・柳地区，深堀・香焼地区 6,400m' 8月10日～23日まで，三和町産廃埋立地へ搬

入，焼却．

廃棄物（し尿・ごみ）処理の状況

(7JJ24Ei ~8JJ5EI) 

〇し尿処理収躯車

市及び衛生公杜等 1,02]台

応 援 118台

9i | ・ 1,139台

〇ごみ巡搬．lli

麟ぴ叩：：＇上によるもの 1 1,113台

応援{イl< i,J’i 338 518f, 

自衛隊 180

i~ I• I 1,631台

災害廃棄物（し尿・ごみ）処理及ぴ排出量

市町~名 し 尿
_, 

み

長崎市 9,455 kC ll5,030rn' 

佐刊媒jli 204 

諌昂 iii 1,335 1,189 

三和町 30 

多良見IIIJ 558 700 

長与町 590 5,000 

I lかi| t 111]・ 1,782 7,500 

琴 iiが町 91 2,000 

大瀬戸町 169 

飯盛町 1,000 

i・ | ・ 14,184 132,449 

|l•lhli補助対象分
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廃棄物の被害状況と対策 瑚撓保全課 (8月2日現在）

被杏状況

市町村

長崎市

全・半壊

一部破／ii［尿王1庖上
1,056 I 14,704 I 8,336 

し尿処理

（ 

•茂里町し尿処理場冠水のため使用不能

(7/28稼佛ll}]始）

8
7
1
 

（対策等）

•海洋投棄船(l,OOOt)により， し尿処理場投入

し尿分も処埋

・近隣市町村（一部事務組合）窃の応抜を得て，

し尿収染を急ぐ

• 8/4現在99.6％収狛完了

l 
——• w.．t - -- - --が＂^ ー (7/24~ 8/4) ：三4,569(99.6% I I 49（伽1人）

.＂y ~  

..み処理

.. 

（被古状況）

•東長崎讃i,1工場，冠水及び搬入逍路崩埃のた

め使用不能(8/3施談復IA. I浙水のため稼勧時

期不明）

1.・国逍34号線及び 251号線崩i内のたの如尋罰・
掃工．場及ひ埋立処分地か孤立，災杏ごみの搬

入1;iit

‘•西工場、長'jコンポスト工場は被因はないが

断水のため焼却不能(7/28に給水開始）

（対策等）

•,Ii 内 17小中学校校庭を災：どごみ、土砂等の仮

fiり場として指定し、市内の災苫ごみ等を搬入

•自衛隊及ぴ業者，近隣市町村等の応抜を得て

市内及び小中学校校庭の災杏ごみ等約118,000

面を県及ぴ市が指定した渠梢楊所(※ 8箇所）

に梨栢し．一部中1ii]処理（焼却）を行し、なか

ら．東長的埋立処分地で打噂．に処分する，；I•IIhi

である．

ごみ収躯車稼拗状況（単位：台）

期 1̂1 l 1 /24~8/5 
:::_—•^.. →-=-L▼ w---→―-~．▲し心

-lL̀：っせ
．v K.． 

計

翌
1

唸

A
＾
因
．
粛
器
委
逗
語
姦
却

被杏状況は51年8月5Ll現在



弟4紺岡I,地設の披1:：日UIII

対

ih町村名令半 蛉 以 水
L 秘｛処 [i[

7/28 •災古分，はとんど終了

ク｝ il'， tl[ I I •定期収扱に移っている 所）へ「I己搬入｀焼却してい

S/5 8/2終了 る．はぽ終了

•一般こみ，庄IUI収机に移っ

心、・v・な＂9 

8/5 8/31兄狛稔了

貼I{！のごみの焼却， iり！立は

る

犀財illII• I ： 
70 I 

• ！ I I,,.,,.，立9'9』,29fl充了兄込み 7/28•災c，1にみ，少ないはとんど

I， • .麟鱈1よl郡 IIfi3位に 日巳1．認I'

57 604I 1 6611I なる I i :i'ヽ！；など 2iir分位か1,)＇グ）｛駄散

！ , I 815 ?/30代了 湯へilt入されていら

, I •-般ごみ． 28,PI囁化

I I 8/5 7/31終了

外溺計1、Il ： 
77 i I 

i！,  も 7/297 • 

黒灼地区． 28.291:I絡了見 I， 処理場への追路が大苓な披9̀lf

I 込み を受け復Illのメドは立ってい

・定期収出1よ、道路復II]後 ない

となる ， •一般こ‘み iふ家庭で保竹＇を

; I 8/5 7,i$l終了 要，｝が,,

， 定期約2より平常に屎った 8/5 8/2終了

定期7/29開始

飯盛町｝I I I I I I ！ I 如叫翡i，平咄に応てい！ グ）附／i場1惰設；応麟1予定

107 310 275 r,85 る ・一骰ごみ27Hから収駆して

8/5 7 /28終了 いる

8/5 収船8/3終了

集積したごみ（約50011r)の

焼却は8/7路了する

?／28災'，1;，分， 28!iまで杓 9割終 7/28災iI;'、ごみ少な''・定期収艇1こ

ィr家町I
I 141 5301 5441 

了． 29Uまて1こうし了する 合せて収机している

4 定期収船，28t1から平路に iビ具lil丈り5(l i塁1i月2伯I)'I',iii 

戻っている 述りになっている

8/5 7/30裟•.l. 8/5 7/30終 J占

88 



第 1章 水 逍 ． 廃 菓物処理施設

廃棄物の被害状況と対策 I悶J稔i尿4をi恨 (8月5日現在）

披布 状 況 対 策

市町村名 全 半 壊 設 水
し 1，艮 処理 ごみ処理

一部破iii 床」•. 床1‘ ,ii・ 

l< l"，:i r|i 1,056 14,704 8,336 23,040 別紙のとおり 別紙のとおり

7/29災，I：：分．全体の6-7'，'/ii岳冬了 7/29・災’,'ふごみ全｛本の8割位終了

月末頃終了見込み 今）j中に終る見込み

諌！11・ iii 13 1,458 2,390 ,clりIII丈U；は月末じ[iからにな •一般ごみの定期収船は26 1:I 

932 る見込み から開始してし'る

8/5 7/29終了 8/5 7 /31終了

7/28グ；9，9 :＇，，} II丈H;・ ii'i,lil 28 U 7/ 28 •災‘,,:：ごみ， 柑： l'riを除き

否焼町 16 30 320 350 完了見込み 27 ll完了
， 

7/29"1''常」｛U;に戻る •一•I設ごみ2611 から平祁収船

8/5 7 /28終了 8/5 7 /31終了

7/28 災 •,1:'分 us収， 24-27終 'J‘ 7/28りと,,9：:こ＇み， 2711終了。 :l'/:等，

三和 1lII 12 198 375 573 r.11)也コミプラ (320111:9:i:~ ） 26 町イi地仮；r［IViヘ躯めてしヽる．

lliUIUし，孤常化した 焼JJIする予定

8/5 7/27終了 ・定期収船は2611から1i・って

いる

8/5 7/31終了

7/27 り{',1:,クt,959o糸冬］＇，§しり 5 7/27 •災 ',I:' ごみ，約50％終了、今

多良見IUf 39 280 344 624 ％は281)終了千定 月末までに仝部終了する見込み

；ピ其IJJf丈狙は2911頃から始 ・一般ごみの定期収躯は， 27

める llilぐ常に戻ってしヽる

8/5 7 /31終了 8/5 8/3終了

7/29 •りと',1fクぶ 'r)1 オil11i芍冬•-，＇ hi, 7/29 ・災‘,9，'ごみ， IIII指走の）りい‘/：地

)< Jj・li!J 204 462 686 1,148 込み， 7/29現{l.6.71ii)終了 に町此幹線道路上の災，I;:ご

・定期収船， 81l初めから みは，は1ま今）1中に終る

Ill!始する • -•りもごみ， 27 日から定期収

8/5 7/31終了 船に移っている

8/5 8/4収躯終了，収躯したごみは

船梢J易所(J'I！立地）で焼却処分

<1•(7/30-8/8) 

7/28 •災 1:：分． JA: 」••クi, 2811ま 7/28 •如,,ごみ， 1111指定の比村（楊

IIか；I':町 73 523 1,634 2,157 ではぱ終了 所(30箇ii/祐'1変）にIIぶi’［してい

床下分，今月末までに終了 る。躯梢場所から 8こI収への

兄込み 搬人は交辿i央僻のため，あと

8/5 8/2終了 1巡1111位かかる．

•一般ごみ， 2511 から定期収集

8/5 8/4ij丈li系冬了

第8:(．．区に船村（したごみ(7,500

m'）は8/5-末まで焼却予定
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"'4希仙 tl,rli/i旭，没の破',':'と復Ill

浦上川の泊揺

泊抽

浜市アーケード
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第1章水逍，廃棄物処理施設

第 3節 食品衛生施設の被害と復旧

今次災害発生後に心配された保健，衛生上の問題の一つに伝染病と食中源の発生があった．そ

こで匝ちに関係保健所によって食品関係施設を消協するなど，衛生上の万全を期したが，ことに

地域住民に対しては，広報車，有線放送，チラシ等によって注慈を呼びかけた．

井戸水を使用している地域に対しては，消謝を十分に行うように指消すると共に，水質検究を

実施，被災地の営業施設については，監視指尊を怠らぬように努めた．特に被害施設は長崎市内

に多かったので，食品市場はじめ，生鮮食品販売店舗，弁当屋，避難所などは重点的に消・・i)i；を行

ぃ，不良食品の摘発を行うなど，連 El, 監視班は市内各地を巡回，撤底的な指導を続けたため，

幸い防疫，衛生上の而では大きな疫災の発生はみられなかった．

矢」こ町
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第4相 名詞i施設の賊，I：'と即II

年月日

食品衛生，衛生的環境の確保の関係

諮 務内容

57年7月24日1 。災古防疫対策本部設iti 第 l!UI 防疫対策協謡

0 住民に対する広報）ji項等（食品衛生・防疫）ぜ藷1•作成

C関係保健所に対し，没水地域の食品閑橙関係槌，役把握と泊船，

消•,Ji；桔 ii!i(7)條底について監祝指祁を強化するよう指示

0如 I1,;}丘、伝染柄予防について広報開始（広報l|i．打線放送等）

258 ! o関係保健所に対し，紅品環)Q衛生1見1係施設に対する？環監視

指和を指ホ

（恥＇！，対象施設 J
l．弁当， 1」：出し凰主要兵品市場，破災施設． illi.渭施設

2製造業（そうざい製造業．豆11謬製造菜，魚肉ねり製品等）及び販

光胞，段

3，営業所のIt「水施設

（重点監視指柑瑣目）

]，不良食品の排除の私紅底と必要な貧品の収去検1汲ぴ自主検在の

強化

2.1耀範設及び製造瓢！玲の機械器具類の1位底洗浄と消毒の骰底

3. ft品及び使用）Kの町看理

環 llけ砂衛生管理及ぴ健康管理

□:i;：ロニニロニニ（／入罰
28E¥ i 諫旱保健所伶内＝被災地区に対する第 1

29日， 大瀬戸．且崎保健所行内＝被災地区に対する第！

長崎,1!＝茂木，冴［長崎，戸町，深堀，和1II，式見，三爪地IKを除

いた地区に対し第 1皿監視指埒柊了

30日Il髯打＇i-新大工IIIIヘ・中通り， 柿佐，旭IIIl、大浦． iIII」こ，

31日I ti, B見， U(長鯰三龍武見地区監視指西

艮紐保健所—Lい与， 11:iil!•町屈視指i§

粛点対象施設，阻点監視指＃項目について

所

祈

所

即

所

二叫三
槻

長

K
大

諫

紺！
 

0
.
~
~
~
 

H

E

l

 

1

¥

4

 

日8
 

長崎市＝茂木，深犯，土井首，如ili，戸町，

指西

長崎依健所＝琴i[/]•町監視指祁

宜品衛生対策について，関係保健所で地城的、業種的に肌点監視
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第 1章水追，廃梨物処理施設

7.23長崎大水害防疫関係従事者の状況 (8月5日現在）

ii’j•I)糾関係 •''l'噂器による披災家風ごみ等のil’j.1拉ヘドロ等へll:．石灰散布

検・1r¥JI関係 ・i尿健婦・和彫,,,}等による衛生指乱健康状態等1JI,1ft

消祉 1見1係 検拙; I見1係

地 区 名
期 1::1 人 L91 、 期 | i i l 人

束 11: IU奇 7.27~31 
延 人

7. 30 延
347 

I 

El 'l " l 7.28~ 31 56 8. 5 

戊 木 7.26~ 31 59 7.28~30 

9 1 j. 附 7.27-8.2 94 

ごみ集梢地 7.28-8.5 112 

9, | 668 

協力市町村等 期 | i l l 人 L9~l 、 期 | i l l 人

栢', |治］県 7.29-31 36 7.31-8. 2 

伽 1沿l i|i ＂ 
24 ＂ 

.I t）し）19| i | i II 

佐買県 7.29-30 8 

鹿島市 ＂ 
12 

）益 Ill |III 
＂ 

4 

始朋i, 1ll l' II 4 

佐 ・¥[I:保 iI i 7.28~ 31 24 ＂ 
!.,I iii 7.30-31 10 

長崎大学 7.28-31 97 7.30-7.31 

行，殴協会 7.30~8.5 

県職 J~ 等 7.26~8.5 449 7.28~8.5 

,i | ・ 668 
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403 

102 

505 
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42 

15 
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第4礼，｝ 都I|i/；阻，役の似Itと復Ill

第 2章 電灯，電力供給施設の被害と復旧

停遁被審， i膨気の設備被害も多かった．

九州訛力長崎支店管内の術要戸数は557,900戸．所管は長崎市と野母崎，琴海町まで及ぶが，っ

ち71,900戸が瞬時に停軍となったのは，大水審ピーク時の23時30分であった．需要戸数の13％も

の倅地は，九軍にとっても実に空前の出米事であった． しかも加えて落雷による変圧器の破壊93

台，濁流や山崩れなどによって533本の俎柱が倒れ， 258条の断線， 688箇所の引込線が被害あった．

長崎市の中央を流れる中島川，浦上川のはんらんは．市街をヘドロ化し， ビル建物の地下に地

気施設を設けていた所は，すべて1が1じした．暗1州は避難路を奪い，恐怖を倍加させる．芭塚町で

は峠に残った長崎保旋院で，職貝が自家発地を懸命に維持し，サーチライトを谷間に照らし続け

て，大勢の避難者を誘禅したという隠れた美談もあった．

）し州俎力では福岡，佐賀からも応援を求めて，復旧作業貝330名によって応急対策を急いだ．し

かし、東長崎と茂木，式見地区は，道路が寸断され，交通が渋滞して作業は困難を極めたので，

加じでは南高小浜町に前線基地を設け，延べ21隻の作業船をチャーターして海路網場に上陸，一

方，空路からヘリコプターによって査材を投するなど，梢極的に応急作業を続けた結果， 26日19

時までにははとんどの地域が復1991完了した．

被害状況

こ：:元ス等：ロ
引込線 688か所

停 ’iじ

25日10時30分現在 20,400戸（うち，矢上地区8,000戸，式見地区2,000戸）

II 14時現在 九俎長崎営業所管内19,000戸（三重，琴海，出雲川平，三川，束長崎，茂

木，式見，小ケ倉）

諌早営業所管内 400戸（飯盛）

大瀬戸営業所管内600戸（黒崎）

11 16時現在 長崎営業所管内 17,600戸

諌早営業所管内 200戸

大瀬戸営業所管内 500戸

26日8時 束長崎方面 1,400戸 茂木方面 900戸

-94 -
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第 2,•;t ＇,じTI、iじ力（）I；給施設の被＇，りと NIii

＇ここ
倅泣；1)、況

-Ill: 4if数 人 只" 
¥ 9 | 9日[t i名1・f[I[)雷lメ99t

倅池状況

i!l：僻数 人 l i 

長 崎 62,000 204,600 東 彼 杵

゜ ゜佐 •世 保 Ill 棚

゜ ゜1:,'i /J;( 波 (/,, 見

゜ ゜諌 !1'・ 4,800 （東彼杵1附社）

゜ ゜大 村 れAヽ＜ ll j 

゜ ゜栢', i_l: 飯 盛 2,078 8,541 

平 戸
~l ＇ 9，り~ 米

゜ ゜松 it 1i 4ヽ Lく } I: 890 3,560 

l|i ,ii 66,800 204,600 (4 t,0i叶ミ1il;,il.) 2,968 12,101 

西 彼 16,473 57,701 イJ. 1リ］

東 彼

゜ ゜
[l[ 9l しl 

,1t i0i 2,968 '12,101 瑞 穂

南 泊j 5,718 21,751 吾 K• 

北 松 70 200 愛 野

南 松 T 々 イi

も 岐 4ヽ 浜

対 !l:f 南 11: ll l 1,368 5,784 

11/f 村 ii• 25,229 91,753 /JI! ill 佐 2,793 10,477 

l¥ ！ ,｝| • 92,029 296,353 ロ 之 ii! 1,557 5,490 

南 イI- ,l .l .,; ; 

北 ィi !.!; 

西 イ[ 家

,1』こ i•,:,; ・，じ：lk 況

世僻数 人 J" l 

イi 家

布 ii,・・ 

香 焼

゜ ゜
深 i.!: 

{） f 王 1,‘,'j 

゜ ゜
(i}i i:’:j叶ミ1! 1 ;, i「) 5,718 21,751 

泊j I品

゜ ゜
大 I砧

゜ ゜野 i:J: 崎 1,154 3,738 生 JI 

゜ ゜和 2,721 9,631 4ヽ 値 質

゜ ゜多 良 見 3,317 12,423 吋・: 久

゜ ゜長 与 4,210 16,000 Il l 平 70 200 

| l ¥ ilt 2,791 10,384 伶i 島

゜ ゜琴 湘

゜ ゜
膨 島

゜ ゜西 彼

゜ ゜
i l: 迎

゜ ゜西 湘

゜ ゜
鹿 町

゜ ゜大 I品

゜ ゜
4ヽ 佐 々

゜ ゜綺 戸 佐 々

゜ ゜大 瀬 戸 580 2,025 i'i JI, 

゜ ゜外 洵 1,700 3,500 祉 知 IJ; [ 

゜ ゜(iljj1皮f’rl!Iは1・） 16,473 57,701 (,It杉iilli/i1;，汁） 70 I 200 
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第4i，1 iih|i施，：と外悲，9げ：複Ill

第3章電気通信施設の被害と復旧

叩砂破害状況は次のとおり，

I'.jl1:〗L:；：;;I靡台数 l2 :［ニ
ケープ1しの欠ijiる流失 250箇所． 65メートル

公衆直語の破寓 5001加蔚

火水甚による披災状況か刻々と兌表されるにつれて｀ 241:l•!JJから安否を 1lil う直話が全国各地か

ら投剌し、 1以ふl叫ぶ訴はi;i.(l状態になった．

そこ＇（長崎祝話局では万噸がじ気通に法」などを根拠として，一般通話の利用を制限し．防災

関係機関などの重要IJII人軍話の辿話を確保，災寓に対処した．咽要／JII人軍話は腎稟病院など約

1,5(）0台、街；川公衆進話l.600台である會一般通，話の制限は， ピーク時で75％に迷した.

，,し杜の憫嗅ケ-•プルのl;IJ}妍その他によ-,で大規模な條恨を必製とした地区は以下のとおり

であった．茂木、東長1埼での回復か遅れたが，その他の地区は 8月初旬に復Illを完了した．

茂木 飯香のり1i、千々地区

東且崎

川 平 11| 1文畦別当，六枚板地区

•III 三lll, 1鋪手洗地区

嗚滝

本河内 拠山地l因
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第 3iii: '，じ気il!il,，施設の阪，,,と似Ill

7月25ll 

26 El 

27 El 

復 III の状況

束長崎1,Jに 5担1線分の公衆氣，訴，役i筏

／災木，束L＜崎地区について交換機までlul似

伽 名

市内中島）IIよリー屁橋を経た地区の 1,000~2,000I川線

分の各家庭までの継ぎ作業を煎．点的に行う

2s 11 I TI山崎．茂木地区について迎挽か不辿のため、沢材の

述搬を船で行う 未皿復，，1・3,900うち必木500,

.'じ，訴故 1叙 l国悛 •r長崎I,J5,400．大瀬戸局 720,,:ii!i'-J,；j550 康尉~/300の回復かj凶i lる

その他640,lJ-7,3001DI復 校梯

r|i内中心部，中島Ill流城， I炎木地区，束K崎地区， iili

」地区， ii't1i地区，稲佐地区，小ヶ介地区，武見地区

木針：地区，三重地区の復IFI工‘ドを行う

30H I 加入進，i内の故1収は長崎r|iの一部を除きは1ま叫復、東Lミ

崎地区残り 600戸， I災本地区残り 450戸

291,1 

8月111 I )炎木1111―§収香ノ浦lul復

2 fl I 嗚滝地区IDI復

3 1_1 1 戊木III-［千々，三lljl!IJ御手洗， 4対"II州III奥IlII且1復

4 [I 東1-(111')，11|-、ド町畦別当，六枚板担l復 12:00 は1ま100

％復II―1完了

交挽機から家庭Ii¥]の被災状

況が不明であった

家民の復II」か迎れているも

のを除〈

復111iじ話エボ（浜HIT)
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第4糾御Ii施設の＃ぶ,,と復IIl

第 4章 ガス施設の被害と復旧

長崎市内に都市ガスを供給している西部ガス（悧管内では，長崎駅以南の41,688戸が供給停止と

なった．

同社では直ちに災害対策本部を設け，現場復旧要貝を総動貝して復旧に当たった結果， 7月29

日には， 2万戸の家庭等にガスの供給を再開した．

第 5章運輸，交通施設の被害と復1日

今次大水害による空路と ii屈路の運航被害はほとんどなかったものの，陸上交通，ことに鉄道，

軌道，バスについては，相当な被害を被った．被憲の形態は，車両の没水，レールの冠水，土砂

流入をはじめ，道床崩壊，道路崩土，欠壊その他である．

第 1節 鉄道，軌道

被害

国鉄は線路の冠水，崩土等で佐世保線，大村線，長崎本線，松浦線の全路線が不通となったが，

国鉄当局の尽力により 25日，佐世保線わ大村線がまず開通し， 31日までには全線が開通した．特

に国鉄では，罹災地の道路災害の状況を考應して， I測通後は輸送力確保の砒点から，ダイヤの組

替え，臨時便の運転など，臨機応変の措骰をとって利用者から感謝され，旅客，貨物輸送に大き

な力を発揮してきた，

島原鉄道は線路の冠水や築堤の一部流失などで全線不通となったが， 26日から一部開通した，

長崎俎気軌道は帆道冠水，変砥所没水， i阻両冠水等により全路線不通となった，被害状況は

｛車両 68両のうち46両が冠水

軌道 中島川沿いの軌道敷石が浮き，線路にゴミが推梢

変地所 天神町，西町，川口町，出島町の 4変地所冠水，送雷不能となる
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第5§t 巡粕，交；Ui施設の祓•，!i と IUIII

23日の集中崇雨の当時，県営パスの運行車両は254台であったが， 20時30分，これ以上の運行は

危険と判断して全線運行を停止した．

被害状況

濁流に流され大破，修理不能の車両 2台

没水等による修理不能 2台

II 

// 

” 

施設被害

修理を要するもの 56台

II 公用車 4台

点検整備を要するもの 61台

計 125台

被害額約4,500万円

被害額約1,100 II 

計約5,600万円

西脚IIT

述行状況は， 24日は島原，諌早，大村の一部市内線を除きストップしたが，長崎・諫早間は西

悔桃経由で，また長崎・空港間も西悔橋経由で特別運行するなどの措骰がとられた．

西浜町
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第4紺 罰 Ii施設の版占と復Ill

復旧

長崎電気軌道

市俎は通常運転している68車両のうち， 46両が冠水，また，軌道では中島川に沿った線路の敷

石が若干，索雨によって浮上したり，線路にゴミがたまり，変虚所も天神町，西町，川口[III，出

島町の 4箇所が冠水によって送地不能となり， 23日夜から26日午前中まで全線不通となった．

26日午後，変池所の冠水もようやく減水し始めたので，直ちに点検したところ，天神町変証所

の送直が可能なことが判明し，また冠水を免れた23両の車両は直ちに使用できたため， とりあえ

ず赤迫ー大波止一築町の 1号系統と，赤迫ー桜町一螢茶屋の 3号系統間の折返し連転を開始した．

しかし稼働できる変堀所は天神町のみで，他の 3変地所はこの頃まで送軍不能であったため，車

両は20両しか運行できなかった．

しかし，変虚所の冠水もようやく減水，軌道の修復も進展し， 7月30日には折返し運転中の赤

迫一螢茶屋llilの 3号系統線が完全運転できるようになリ， 8月 4日には西町変徊所が回復し， 5 

号系統の榮茶屋一石橋liilの完全運行も可能になった，さらに翌 5日には出島町変堀所も回復し，

2号系統線の螢茶屋と大波止，赤迫を深夜 2本の運行もできるようになった．

6日現在の市虚の回復状況は， 1号系統 9両運行（正常運行は10両）， 2号系統は深夜のみ述行，

3号系統 9両(10両）， 5号系統は正常運行， 4号系統は復旧工事中のため，巡転できず， また稼

働中止中の変虚所は川口町変地所のみとなり，他の 3変虚所はすべて稼働を開始した，

車両保有及ぴ稼働状況 長崎地気軌逍It彬述行状況，il，1(8)-16日現在）

こ 破9|（Il1,災J数(Iii¥)ij 
破 災 巡行可能 8/1い狙•j·可能 8)1末巡行可能
9|i・Il1,1数(Ill ,1,:,,1,j数(C) 見込数 (l)I 兄込数 (E) 

191,1 1，1り l i1,1 
"''' 保イi91紐l9]数 68 44 24 31 37 

1,t |I!l述行
35 ＼ 24 31 35 9|（ Ilhi 数

ラッシュ時
53 ＼ 24 31 35 巡1和l(f,hJ数

※08月末運行可能）↓込数のうちには 8J-115,1人1，1i予定の新車519hjを含む

0被災車両は全車修理可能

0蔽終保和1i•19hi数 73IIhi

路線別運行状況

島原鉄道

現在述行率 8月末述1月：
iiii名・

C/AXWO E/AXJOO 

＼ ＼ 
69 100 

45 85 

線路の冠水や線路の築堤の一部が破壊，流失したため， 23日夜から北線，南線の全路線の述行

がストップした．その後復旧工事は懸命に行われ， 26日に北線の諌早と南島原間が開通， 29日に

南線の南島原一）JII津佐llllも運行が再l!Hされ，全路線が開通した．
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第5収 述怖，交通施設の賊，itと復111

(2)路線別運行状況

1系統（赤迫一築IIIT・浜のIll]経由一正党寺下）

赤迫一築Ill.［間折返し述転

築町一浜のIll]経由ー」1砂迄寺下不通（，思案怖附近追路復1118月12日の見込み）

3系統（赤迫ー公会痰経由一蛍茶艇）辿’常運！lk、

4系統（蛍茶屋ー浜のIlII経由一正槌寺下）

全区間述休（息案低附近追路復1|］8月12日の兄込み）

5系統（蛍茶屎ー浜のIIIT・築Ill.［経由一石橋）通常述転

第2節バ ス

県営パス

国道34号線，長崎バイバスをはじめ，長崎市内線と主要幹線が不通となり，大水杏翌日の24日

は，島原，諫早，大村等の一部市内線を除いて，ほとんどが運行不能の状態であった． しかし基

本的には運行可能な路線は，努めて早く運行すること，迂回路線がある場合には経路を変更して

でも運行する．また没水した車両は早急に修理することを方針に努力を続けた．

水害に伴って特別運行した主なものは，

. 7月24日 長崎・諌早間を西海桃経由で運行

25日 長崎・空港Ili]を西海橋経由で運行

26日 長崎・空港間の西海橋経由を中止して，長崎，・時泄間はバスによるピストン諭

送を行い，時津，空港Ill]の船便に接続した．

30日 長崎・空港間の船便接続運行を中止し，バイパス経由で運行．さらに長崎から

諌早，矢上，佐1せ保，雲仙，島原方而行を朝夕に限り，パイパス経由で運行した．

31 El 長崎から諌早，網場，佐世保，裳仙，島原方面行をバイパス経由で平常通行に

回復．

• 8月20日 国道34号線の開通に伴い，矢上ローカル線の一部を除き，全路線が平前述行に

復した．

長崎バス

運休区間は，時津・茂木線では田上と千々Ill]，長崎・野母崎線の国民宿舎～,1111木場間，築山線｀

の業山～西町Ill]，川平線の大井手～川平～流合橋～恵の丘の区間，相）II線は相Ill～大見崎Ill]，塩

床線の道の尾～道の尾温泉間，松島線の大田～釜のiiIi桟桃間などであったか，いすれも 8月7日

現在では全線復旧，運行され，運行率は98％となった．
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第4紺都市施設の艇，,,と復IIl

県営パスの運行状況 (7月24日～8月4日）

区 分 運行路線 述行区間 開始日時 備 考

女の都団地～城栄～中央線
7月26日

女の都団地～城栄～ 14:45lifl始

西山木場
全 恥矧J<9 7月27日始発 定時述行

本原一丁目～市役所前～ 7月24日
県庁fiij 10:30開始

西山循環線（右匝I・
三原団地～本原～中央線

7月25El 
199回） 7:15開始

全 線 7月27日始発 定時述行

長崎市内線 幸町～立野・西泊
7月24日

9 :15開始

立神～立山
立神～JIIJ大橋～県庁～市 7月24日
役所 10:30開始

全 線 7月25日始発 定時運行

女の都入口～本原～中央
7月25日始発

橋～中川

女の都入口～本原一 女の都入口～本原～中央 7月29El 
中Illを道光まで延長

網楊 橋～道光 6:45始発

女の都入口～本原～中央
8月2日15:00 道光を芭塚まで延長

橋～茫塚

長崎～西梅橋～佐世
全 線

7月24日16:05
定時述行

｛呆 7月25日始発

長崎～西梅橋～空港 7月25日7時から 111寺Ilil4社11オゞ

長崎～時津（翡速艇のり
7月26日7時から 1時間鉦16本

つぎ～空港）
長崎～空池

長崎～パイパス～空港 7月30日始発
一部Ili]引述行

往39本．復37本

長崎⇔郊外線 長崎～バイパス～空港 7月31日始発 定時運行

諌早～大村～佐世保
7月25日

一部1iil引運行
9:16から

諌早～大村～佐世保
諌早

定時述行7月28日始発
長崎～大村～佐世保

長崎～パイパス～大村～ 7月30日 7:00~9:0゚ ｝まで往復
佐世保 7:00から 7:00-19:00 13本

長崎～パイパス～大村～ 7月31日
定時運行

佐世保 7:00から

長崎～つつじが」i:~ 7月25日 7:00-8:00 20,ti,J 
つつじが丘～諫早 8:00~20:00 30ク

諌早 7:00から 30本
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区 分 述行路線 運行区 1iil 開始日時 佃i 名・

矢上～つつじがIi~,：東年•
7月30日 つつじが丘を矢」．：ま

長崎～つつじが丘～
7:00から で延長 30本

諌昂 8月3日 矢上を水族館まで延
水族館～つつじが丘～諌早 7:00から 長66.5本

諌昂～熊本 7月26日
(,1認パスガ折りi込し）
往復10本述行

諌早～熊本 7月27日
10:50発
13:30 II往復4本

怯崎～矢上～熊本

諌早～熊本 7月28日
2:40, 10:50 
13:30往復6本

長崎～バイパス～熊本 7月31日始発 定時運行

長崎～大村～佐泄保 7月31日 定時述行

長崎～大村～平戸ロ

全 "’9，J9’< l 8月4日 定時述行

長崎～パイパス～矢上・ 1:00-9 :oo) 
網場

7)-130日 17:00~19:00 往復32本

＂ 
7月31日

7:00～終El

長崎⇔郊外線 往復71本

長崎～矢上方面

II 8月1日 臨時述行往復77本

＂ 
8月3日～ 臨時運行 96本

諌！i'・～小浜 7月25日 諌早から定時運行

誠杜It~4ヽi兵～a：：仙 7月29El 諌昂から定ik,i述行

長崎～矢上～小浜～

裳1111 長崎～パイ,,ス～小浜～ 7:00-9:00 }往復

裳{1l1
7月30El 17:00-19:00 12オ9

＂ 
7月31El 定時巡行

諌早～小浜～田の平 7月26日 諌昂から臨時運行

諌早～小浜～大屋 7月28EI 諫早から定時述行

長崎～矢上～小浜～

大届 長崎～バイパス～小浜～ 7:00~9:00 } 

大屈
7月30日 17:00-19:00 2本

＂ 
7月31日 定時述行

長崎～多比良～島原 諌早～多比良～／；，＇；原 7月25日 諌界から定時運行
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区 分 述紆路線 巡行 l区間 間始1:1時 備 名

此崎～多比良～1:,'； 1J孔 7))30 ll 7 :00~9:00} 
17:00~19:00 4本

itlh命～多比良～1:、¥/J孔

II 7 JJ31EI 定時運行

ノょI‘・ 線 7月30H 7:00-9:00 } 
17:00~19:00 174i 

iと崎～郊外線
•Kl屹～ 9 イヽ，、ス～，；東

II 7 JJ31 II 臨時運行64本!, i.．Jj i(1 i 

＂ 8月1I」~ 臨時述行68'1'

卸 1•11地～1|，央低 糾1|；llJ也～プ,llillilJ也9 イゞ 9ヽ
8月41:1 ~ 臨ll.ii屈j・.44iス経由～中央低

矢」•● 

矢」．—.～戸Ti~I日のiiIi 矢」・・～戸石～臼のi"tli
8) 1 3 1:| 

臨 11が運行33~,ローカル線 6:25から

油',,.,Iii村・ 諌吊j|i内及ぴローカ 多良見線（就々ilt~大iili・ 7)]24 t| ～ 
定時述行ローカル線 ル線 煎尾）を除く全線 8月411)Ju,:に奉る

大村市内・ ブ＜中l・I|il/i／文しゞ ローカ
溝陸・大多式線を除く全線 7))24 U 定時巡行

ローカル線 ル線 溝陸線を除く全線 7月26H 
＂ 

ノこI＞ こ 線 7 JJ31 lei /I 

裳f1l1~1:,,；原 二/I‘ニ 線 7 JJ26 II 如l,9iilli行

島IJ;ii|ir村（大手～iiilJ;i) 全 線
7 }]24 H 

定ll!1;1行9時から

小浜ローカル線 企 詞,'，,::, 7 JJ25 LI 定時運行
酎泊jJjj/1i 

小浜～ll1の平 7JJ261,1 臨時述行
小浜～ 1こ1のi|t~，；IIi,,｝j
の池

小浜～Illの平～大松 7JI 28 El 定時述行

小浜～金浜～諏，；J1(1)池 全 1'，水,:, 7JJ2HI 定II,9ii巫行
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第 6章保健，衛生施設の被害と復旧

第 1節 医療，救 急

災杏による救急医療を確保し，また治療を継続している息者や未熟児，新生児等に対して万全

を期すために，県災審防疫対策本部では24日の早朝から主な刑医院等の医療機関の被憲調在を行

った．その被害は，

被苫建物（病院他） 1,931,517千円

敷地関係 30,615 11 

薬局 96,000 11 

医薬品 177,000 11 

であった．

一方，血液や薬剤を確保して，救急医療に対応できる病院を確誌，協力を要硝した．また，県

医師会ならぴに長崎市医師会，長崎大学付屈刑院， E［赤原媒紺院，国立長崎9••I1 央病院，国立療旋

所長崎病院等，各医療機1対も献身的な協力によって万全を期すことができた．

なお，医療救護班については緊急、出動を予測して， 24日， El赤，国立長崎中央刑院に医療救護

班の出動待機を要油し，東長崎支所には長崎市民病院から医療救厳班が派遣された．

各医療機関の復旧状況は以下のとおりであった．

•長崎市民病院

中島川，銅座川のはんらんで地下室と 1階フロアに設附してある中央監視室，機械室の放射

線器械などが冠水．一時は全く機能がストップした．復IEI作業中は 6か月ほどの期間が必要と

される．

•長崎市立成人崩センター

紅築谷川のはんらんで，地下 1, 2階が水没し，医療機械や設備類が冠水で使用不能となっ

た． 8月末までに応急復旧はなったが、本格的復旧までにはおよそ半年が必要とされている．

•県立多良見病院

がけ崩れのため，同病院のがけ下にあった民間の慈恵病院に土砂が流出して被害を生じた．

政府の在定終了を待って復旧に入ることになっている．
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第 2節 防疫対策

災害防疫対策本部の設立と同時に，県下の各保健所に対して防疫体制を緊急にとるように指

示を行うとともに，各関係方面に薬剤の在血調査を実施した． また，被災市町村 8市53町につ

いては24日から 8月20日にわたって，延2,351人の対策本部関係者によって38,107戸を消毒し

た． さらに被災者の検病検在と，健康診断も 8月6日までに27,929人について行った．長崎市

については， 25日，東長崎支所において茂木，束長崎，日見地区と市内のゴミ集梢場その他を，

佐賀県防疫班の協力によって実施，その他、各方面の協力によって，引続き28日からも消森消

抽が行われた．

人貝，医薬品の搬送は自衛隊の協力を得た．伝染病の発生は 1件もなかった．

以下，県の防疫活動の主なものを記述しておく．

1.消源関係

東長崎地区 7月27日～31日 実施家屋1,150戸及ぴ周辺道路

日見地区 7月28日～31日 rr 246戸

茂木地区 7月26日～30日 rr 709戸

ごみ集梢場 7月28EI~ 8月6日

長崎市内中心部 7月27日～ 8月2日 791戸

以上の従事者668人， うち福岡県より 36人，福岡市24人，佐賀県 8人，鹿島市12人他計225人の

応援協力を受けた．

2.検病調壺

東長崎， 191見，茂木地区 7月27日～ 8月3日 家庭訪問6,220世帯，約25,000人，屋外での

梨団指禅71箇所，消源薬配布 1万本

従事者延505人， うち福岡県42人，福岡市15人他316人の応援を受けた．
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第 7章商工関係の被害と復旧

披大の被轡を被ったのは廂工業関係者であった．むろん長崎市かいちばんの被者であるが，そ

の他 2市 8町にわたリ，件数9,440件， 95,965,9151・円に上る．この被甚は総被者合計3,153億余

円のおよそ30％に相当する．

このばく大な被審の原因は， ときあたかもお盆のおI:I:［元廂戦のさ中であったこと、若者たちに

限らず，一般サラリーマンも夏期休暇を楽しむ時期で，観光長崎に押しかけるレジャー客に的を

しぼった商品の仕•入れと，在庫品を抱え込んだ折も折であったこともよろう．また， liil接的には

24日の全国高校野球大会長崎県大会， 25日予定の恒例長崎ペーロン競漕大会，（東早大水署の犠牲

者を慰める「諌早川まつり」，八坂神社の祇園まつり (23-25日）のいっさいか延期， または中止

となり，それらの催し物をあて込んだ売り上げは，すべてご破狩となってしまった．

長崎市の中心部の商店街は， 20時すきから1j屋IIII付近の堤が押し流され，下流の中央柚ではパ

ス倅横の公衆虚話ポックスが水没寸前となるほど冠水，浜Ill［アーケード通りも水深 lメートルを

超す出水で，商品の多くが水没しとなってしまった．

ことに壊滅的打撃を受けた東長崎地区の矢上i朔店街の惨状は甚だしかった，この商店街は国道

34号線沿いにぎっしり lirを並べているが， H昆峠の国道か崩壊したため孤立化し，復旧作業隊か

入るのが大幅に迎れた．衣料品店，理容店，食料品店などの店先には汚損したn:;j品がうずi:9:iく栢

み上げられ， ゴミの山，ヘドロの1腐敗臭に包まれた中に，車は渋滞の列が長く続き，走るたぴに

すさまじいホコリをまき上げていた．

かくして中元商戦と最大のヤマ場と期待していた長崎の商店街にとっては，致命的な打撃とな

った．

水害から 7月末 Elまでの長崎市内 3デパートの売上高は，昨年同期の半分以下といわれた．そ

の反動のせいか， 8月に入ってギフト倍i品を中心にぅ＇しれ行きが幾らか伸びたものの，好調だった

ところで，せいぜい前年比の10％程度で，大水‘,．格の落ち込みを取り戻すどころではなかった．

一般商店はさらに事態は悪く，大水苫の後で冦水品のたたき売リとバーゲンセールを行ったも

のの，売れるのは1,000円前後のたたき売り商品だけ．矢上商店街などは被甚後も相当期間営業の

再開すらできなかったし，市中でもなかには衣料卸I!！］屋が廃業したり、再聞できぬ料飲店もかな

りあった．
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浜iIiアーケード

銀行Ii廿近

浜市アーケード街で
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矢上町

浜市アーケードilt店
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第 1節概 要

商工関係の被害発生市町村は，災雹救助法適用のも 17)を含め 7市29町村，企業数は9,400戸に及

んだ．

緊急措笥

23日20時30分，県災害対策本部の設散とともに本部内に金融と必需物衰の確保，あっせんl7)

ために中小企業班，運輸施設対策，楡送計画，そして物査の陸上諭送を担当する運送班が組織さ

れ，これに県経済部係貝があてられた．この 2班は三交替の24時体制に組成したが，この応急措

附の対応方針は，

I.人命救助を最艇先とすること

2.必需物賽を確保，物価の安定を図ること

3.商店街等の環境の回復に全力をあげること

4.都市の交通機能を早急に回復させること

5.金融対策の方針を速やかに公表すること

6.産業，経済活動の再開を早めるよう誘埓すること

とし，各部と関係市町との連携の下に措骰をとることになった，

各皇課が対応した分野の内容は次のとおり．

中小企業課 被害の調壺，激甚災害指定の申諧及び金融対策を主とする中小企業の対応

産地振典室 疱炭地閑係及び造船，工業関係の対応

運輸課 全述餘関係

工業立地課 電力及ぴ誘致企業，団地閲係への対応

エネルギー対策室 都市ガス及び石油製品頸の対応

観光物産課観光物廂関係対応

第 2節復旧状況と対策

（1) 中小企業関係

中小企業者等に対する金融措樅としては以下の処岡がとられた．

① 銀行協会と協議して，罹災預金の取扱い，手形決裁期日を 2週間に延期するなどの特別

措箭

② 県単独の「長崎大水害緊急対策衰金」及ぴ r特定地域振典対策費金」制度の創設並ぴに

「中小企業体質強化資金j の対応措岡をとる

③ 既存制度査金償遥期間を 2年間廷長する

④ 全金融機関への緊急つなぎ融賓の対応及び既往融査の1代還猶予などの特別拮附

なお， 1褐係市町と政府系金融機関以外の18銀行や親和銀行などの地方金融機1汰1でも，独自の融
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衰措骰を決め，実施を始めた．

政府に対する金融に関する要望では，以下の諸点がとられている．

① 激甚災審の指定

② 政府系金融機関の融沢条件に対する特別措附

③ 信用保証協会の信用保証に対する特別措詔

④ 高度化沢金，設備近代化沢金及ぴ政府系金融機関の既往融賽に対する1行遠猶予

⑤ Iiil接被舎の中小企業者に対する特別融査措附

⑥ 小規模事業指禅1•It補助金の特別助成措附

⑦ 商店街等に対する環境復旧，防災施設の整備等に対する特別措骰

⑧ 火災共済協同組合の行う組合共済事業の支払額の坑定方式の特別運用

⑨ 被災者に対する税の減免及び徴収猶予

このうち①の激甚災憲の指定については， 8月17日の1札1議において、中小企業関係の指定が災

轡救助法の適用市町に対してなされ， 8月20Elにはさらに 5市21町村にも適用された，この指定

によって，信用保証協会が行う保証枠の特例が適用され，通常の保証枠のほかに別枠として 8千

万円が追加された．また，中小企業設備近代化沢金と設備譲渡沢金及ぴ高度化費金のこれまでの

係付金に係るfi'［遠の期間が 2年延長になった，さらに政府系の金融機関の抒付究金は，従米の限

度額800万円を 1千万円に引き上げて 3年間， 6.05%（特別被審者は 3%）の利子を適用して，期

間10年俯辺の崩噴も行われることに決定し，貸付が始まった．

なお，県では，諸種の災苫応急対策が進むにつれて，この機会に経済活動の再起を早急に図る

ことを目的に， 8月17日に「長崎大水害復典経済慇談会」を発足させることとして， 2市 8町の

関係者のほか，商工，迎輸，観光関係80団体が集まった．この席で「地方の時代に対応する地域

振典の見地から，いっそうの商店街の復典，発展並ぴに新しい地場廂業と観光の振典を推進する

こと」を決議した．

いま，長崎の商工業者の 9割以上が，事業の再開を始めてはいるが，経営上の再建は今後 5年

以上を要するものと考えられている．

（2) 観光関係

観光関連廂業が大水審によって被った被宮は， I紅接建物などの災審に加え， 1ii]接的には旅館，

ホテル，交通機関で予約客がキャンセルするなどの被害•も巨額に上り，その総額はおよそ41億円

に上るものと推定されている．

ことにお盆の時期でもあり，夏休み中のいわば年間最大のかき入れシーズンの観光地長崎は，

ひとり旅館，ホテルのみでなく，砒光施設，土産物店をはじめ，海水浴場，交通機関のほか， /HJ

接的にはイメージの低下ともなり，今後ともその払拭には相当長期間を要するであろうと考えら

れた．

このような事態に対して県では， 8月2日，県観光連盟と緊急合同部会を開催し，協議の結果，
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①観光パスのバイパス乗り入れ，②全国旅行業者や報道機関に対し， 4,000通のダイレクトメール

を発送して，観光梢報を提供する，③長崎，島原，平戸などの主な観光地で組織した観光キャラ

パン隊を全国各地に派遣する，④束京，大阪等の観光センターでは梢報提供活動を栢極的に行う

ことなどを決議し，これらは直ちに実行に移された．また， 10月のおくんちをピークとする‘'碧

いロマン長崎、の長崎 PRキャンペーンも効果をあげた．

(3) その他

企業誘致関係については，今般の大水憲では，幸いに工業団地や発龍所等には大きな被害は生

じていない． しかしながら，企業誘致を進めるうえからはイメージダウンとなることは否めない

ということで，県では，この点について，相手企業関係に十分な周知徹底を図ることとし，その

具体的 PRを展開した．

なお，今回の大水害に際して，被災中小企業者向けに，緊急対策として， 57年度一般会計予坑

について， 8月10日付で総額16億2,900万円を知事の専決処分によって補正をした．これは、今般

の災雹で被災した中小企業者に対する衰金融通等で緊急を要したためである．

追/JIIになったのは，以下のとおり．

•長崎大水審緊急対策壺金（新設） 融究枠10億円

，中小企業体質強化森金（追加） 融衰枠10億円

このような貸付金の補正や被審企業などに対する既存貸付金の佑遠元を， 2年延長する合いう

措骰に伴う損失保証に係るイi't務負担行為の補正を行った．
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災害救助法発動要件に適合した市町村
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く資料＞

昭和57年 7月10日から 8月3日までの間の栄雨及び暴風雨により被害を受けた中小企業者等及

び医療関係施設の開設者に対する災害融賽に関する特別措骰について

（昭和57年 8月17日

悌l 議決定）

昭和57年 7月10日から 8月3日までの間の漿雨及ぴ暴風雨による中小企業者及ぴ中小企業団体

（以下「中小企業者等」という．）並びに医療関係施設の開設者の被害が極めて甚大であり，被災

中小企業者及ぴ医療関係施設の開設者の急速な立ち直＇）を促進することが緊要である．このよう

な実I脊にかんがみ，特に被轡の箸しい中小企業者等及ぴ医療関係施設の開設者に対する国民金融

公廊，中小企業金融公庫環境衛生奄融公廊及び医療金融公廊からの災害融賽については，下記

により貸付利率を年6.05パーセントに軽減するほか，特別被害者に対する災審融表については，

更に年 3パーセントに軽滅する特別措附を講ずることとする．

記

1 特別措骰の対象とする者

政令第227号

昭和57年 7月10日から 8月3日までの間の崇雨及ぴ暴風雨についての激甚災害の指定

並ぴにこれに対し適用すべき措骰の指定に関する政令

疇 lは、激韮災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和37年法律第150号）第

2条第 1項及び第 2項の規定に基づき、この政令を制定する．
じ人

次の表の上欄に掲げる災審を激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律（以下

「法」という．）第 2条第 1項の激甚災害として指定し、当該激甚災害に対し適用すべき措附を同

表の下欄に掲げるとおり指定する．

激 甚 災 害

昭和57年 7月10日から 8月3日までの間の

痰雨及び暴風雨による災害

適用すべき措賄

法第12条、第13条及ぴ第15条に規定する措

骰

備考 上欄の暴風雨とは、昭和57年台風第10号（同年 7月24日に北緯15度、東経157度50分

におちて発生した熱帯低気圧で、同年 8月2日に北緯39度30分束経136度において温帯低

気圧となったものをいう．）によるものをいう．

附則

この政令は、公布の日から施行する．
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（参考）

今次災害につきこれまでとった措置

l.政府糸中小企業金雌竺檄関99)災褐貸付の発動指ボ (r:｝j接扱害者を含む、代付限度額の別枠

設定，貸付期間の延長，担保取扱の弥力化，既往貸付金の佑遥狛予等）

2. 中小企槃休質強化狩金助成制度の発動の指示

3.激甚法及ぴIBl議決定 (8月17日）に基づ（特例惜骰

4. なお，今後夷1,/iに応じ，以下の措罰を実施することとしている．

｛l) 激甚災審を受けた高度化壺愈の貸付者についての俯迎期間の延長 (2年間の範囲内）

(2) 被災地区昨工会及び商工会謡所に対する小規模事業指祁費補助金の補助事業内容及ぴ経

費配分の変更の承認

(3) 高度化施設の仮1日事業への高1変化恰頸

長崎県知事殿

57企庁第1169号

昭和57年8月20日

中小企業庁長官

昭和57年 7月10日から 8月319•j 武での間の索雨及ひ絵風

阻による激甚災密破災 I•、I•小企業者等に対する特別措附につ

いて

上記の件については，別添 1のとおり昭和57年政令第227号及び別添 2のとおり昭和57年 8月17

r:II褐議決定により叫施されることとなりましたので追漏のないようお取り計らい脈います．

なお，本惜『りの該当地域は別添3のとおりですので通知します．

また，関係金融機関等に対しても，別途同趣旨の指示を行っていることを申し添えま

(]) 貸付利率を年6,05パーセントに怪滅する措骰の対象とする者

昭和57年7月10日から 8月3日の間の崇雨及ぴ暴風雨によリ災害救助法施行第 1条第 1項

第1号から第 3号までのいずれかに該当する披害が発生した市町村の区域内の中小企業者等

及び医照閲係施設の開設者であって，事業所又はす：要な事業用費産について，全壊，流失，

半壊，床上没水その他これらに準ずる被杏を受けた旨の証明を市町村長その他相当な機関か

ら受けたも (1)
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(2) 貸付利率を年 3パーセントに軽減する措骰の対象とする特別被害者

上記(I)に掲げる者のうち，上記(I)に規定する事業所又は主要な事業用賽産の当該災審によ

る損失額か次のいすれかに該当する旨の証明を市町村長その他相当な機I具1から受けたもの

イ 当該事業所又は主要な事業用査産の被害時における価額の100分の70以上であること．

ロ 当該被害者の被沓が生じた日のJ屈する年の前年又はその者の被害が生じた日の 1年前の

日を含む事業年度開始の日以後 1年間における事業による総収入の100分の10以上である

こと．

2 特別措i府の対象とする貸付金の限度額

別に措罹する商工組合中央金廊からの融査を含め，全機関を通じ 1貸付先当たり融査額の

うち800万円（中小企業団体にあっては， 2,400万円）まで

3 特別措附を適用する期間

昭和58年 1月31日までに災者紐査を受ける者について，貸付後 3年を経過した日まで
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中小企業者り災者のための事業用災害貸付資金一覧表
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制度 名 対 象
行 付・ 条 件

保証料 価 名・
金 額 期 1::1 利 率

1)事業用建物の延ぺ面栢 ・被宙,i［明瞥（市・町発行）添付

長崎県 の30％以上の被杏 1 企業 7年以内 年 5.5% 0.2% ・参考森料・・・り災証明・9!:，

2)同上延べ面積の30上％設以7j •特別被災者

長崎大水西緊急対策 上が1メートル以 , 1,000万円 （据附1年以内） （特別被災者は500万 ・事業用建物の延面積の30％以

沢金 3)被甚額が総収入の10% 円まで3年IBJ3%) 上・同上延べi/1i栢50％以上が

以上 1メートル以上泣水・被甚額

が総収入の20％以上

・融沢対象業種については，県中

小企業課，信用俣証協会及ぴ取

扱金融機関へおliIIき下さい

・被害、証明i!t添付

長崎市 同 上 1 企業 5年以内 年 5.5% 0.2% ・参名沢料・・・り災訂明・iIt
・担保．傑証人は取扱金融機関又

中小企業災古復1日特 500万円 （据[1/1年以内） は， 1ば用1糊iE協会の定めるとこ

別衰金 ろによる．

・融沢対象業種については，市商

工課，信用1呆証協会及ぴ取扱金

融機関へ｀お lill き下さい•

市内にて同一事業を引続

中小企業災杏沢金 き 1年以上常業している ］ 企業 3年以内 年5.7% 0.7% りりもii£!リhlti恭イ寸

中小企業者であって市税 100万円 （拍濯1年以内）

を完納している者

公／車が本l芍付の適用を認 1 企業 激甚災宙指定の場合 ・り災ii［明杏添付

国民金融公hli災杏貸 めた災杏によ＇）被害を被 直接 1,000万円 JO 年 3年1::1．特別被出者は •特別被孔t者・・・

付 った中小企業者 （別枠） 1,000万円まで3.0%, ・ポ業用沢産の70％以上の被忠

代理 500万円 （据1lt2年以内） 一般被出者は6.05% ・被宮額が総収入の10％以上

以降いずれも6.55%)

8.2% 

中小企業金融公1車災 同 上 1 企業 10 年 （激甚災杏指定の場合 同 」••
也復1日貸付・ 直接 5,000万円 3年1lil、特別披吐f者

代理 2,500万円 （据itt2年以内） は1,000万円まで3.0%
一般披杏者は6.05%,
以降いずれも6.55%)
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制度名 対 象
貸 付 条 件

保証料 備 考
金 額 期 間 利 率

公／iliが本貸付の適用を認 （直接）必要に応じー
設備 20年

8.2% ・り災証明杏添付

商工中金災害復1日査 めた災害によリ被害を被 般限度をこえうる（一
運転 10年

（激甚災杏指定の楊 •特別被害者・・…•

金 った中小企業者 般分組合18i慈円．組
（据骰3年以内）

合3年間，特別被害者 ・事業用沢産の70％以上の被害

合貝1億8干万円） は1,000万円まで3.0% ・被宮額が総収入の10％以上

（代理）別枠400万円 一般被害者は6.05%,

（一般分1千万円必要 以降いずれも6.55%)

に応じ1千5百万円）

環境衛生関係営業者 10年 同 上
環境衛生金融公叫災 （飲食店営業，喫茶店営 1企業

（据附2年以内）
同 上 ・対象の詳細については国民金融

害貸付 業、食肉販売業及ぴ水雪 公Iiliへお1111き下さい・
販売業、理美容業，映画 1,500万円

館，旅館業，公衆浴場，

クリーニング業）

十八銀行
被災事業者

1企業
5年以内 年 6.0%

添付肉類

十八水宙復1日沢金 1口 500万円
（据骰1年以内） リ災証明せr-}いずれでも可

..(.2. -口-＊ ＊ 1-,-0-.0．0．．万.．.円.--マ.．.デ---） --
被害証明害

十八水害復旧個人口
・・被・・・災・・・者・・・で・・・当・・・行・・・・と・・・3・・ヶ・・・月・・・以・・・ ・・3・・年・・・以・・・内・・・・・・・・・・・・・ ・・年・・・・7・・.・0・%・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一言言・ • -----．．添．．．付．．．粛．．．類．．．同．．．上．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

100万円
ーン 上取引のある方 5年以内 年 9.5% ｛呆証人れ［保不要(5年以内のみ）

九州相互銀行
被災事業者

1企業 10年以内
年 7.0%

り災証明孔F添付

九銀災害復1日貸付 1,000万円以内 （据沼6ヶ月以内）
--被◆→令災→””者~.．で.--当．．.行.---と--取^⇔→ 引→尋．の．．．あ．．． ----------------------------. 5年以・内・・・・・・・・・・・・・ -----------------------------一言・ • -------..り.災証明祖添付・・・・・・・・・.............. 

九銀災宮復1日ローン
る方

200万円以内
（据附6ヶ月以内）

年 9.2%
原則として保証人， 1財呆不要

三菱銀行
浜市商店連合会及ぴ浜市 1企業最1：：i 蚊長5年以内 年 6.0% り災証明杏添付，会長，組合長の

観光通商店街振典組合の 1,000万円以内 （据附期間は相 推せんせFが必要
緊急融査

組織貝 談の上決定） 保証人， 1且保…楊合により要，不要

親和銀行 長崎大水害で被災した事 1企業 3年以内 年 6.0% 添付せF類・・・瑞合により．＇）災証明出

しんわ水害緊急融沢 業所.................→ ^ ^  ^ ^.．.. - 1,000万円以内-.．．. ---- （据誼1年以内.）.. ----．．------・ •．鳴•-------ー・---- ----------- 保•証人，担傑…一骰lf付と同様

1. 事業所
及ぴ被災者 100万円以内 3年以内 年 7.0%

傑証人，担保…一般1r付と同様

2. 個人

砧・士銀行 被災事業者並ぴに中小企 1企業 3年ー5年
年 6.0%

り災証明山添付

緊急融表 業者 1,000万円以内 （据骰1年以内） 傑証人， I！［保…原11,1として要、及

ぴ保用保証協会の1呆9iIE付

長崎相互銀行 被宮事業所 1企業
短期 1年以内 年6.5%

り災証明古添付

長銀災害復旧緊急融 1,000万円以内
5年以内 年 7.2%

査．長銀災害救済特 ----• ●ヤユ“-------• ------• --+ • • - - - - - -------------------------------（→ 据←→ • 附.． ． 1r. .年月.. .以以.. ．内内---） ---→“--------------―＂ ＋ →------------------------------―＂ ＂十→＋ ------------・ •・っ＋＋ヤ・ • ---------

別ローン 被害者 1人 200万円以内
5年6ヶ

年 9.2% 1原削としてイ呆乱19人，担傑…不要
（据附6月ヶ以内）
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第4尉 h|h1i施設の破'，1iと復1ii

専 決 補正予算の概要

’li．党 袖正韻 6月現計 内 容

60船1月

：廷面柏の30％以ウトが1

lふ筍大加1滋沿．対 II i I 1,000 000 | 
策衣金行付金 ， ' 1 ＇ 

。1l 1J.,0U0U0U.,0U0U0 U I I l m以Iヽ戊水笥9
i !HJ：饂額： l,OOOJi円

I叶：4面深

年5.5%

: 711'(うち！v：閉こ］｛iこ）

10億円

ni,1対象： IIII按波］｛によ')ft念li!I

特定期城IK叫対策 II 

沢{ti1付金
250,000 i I l ol 250,000 I l 収力f困難な中小企業行 I中小企業

l惰{aj’じ艮！虻脊ii: 1,000Jil月

行付利率：年6%

償五期限： 3年｛うち据ii'16月）

i臨 I’料補給補助全 1

; 
120.000 I 寮急対策沢金rt付金等の保証料JIJJ成 1,1,,ト企窮120,000I , 01 (0,6％の？ち0,4%）

代付対象． It1接被：，l}を受けた中小

企裳者（前年fi;J期1間中

中小企業体判強化 1

I I I I I i の収人絨かl0％以」，：｝

157,000 300,000 I 457,000 I i 貸付限1虻節： 2，000万円 1,114企
女，t甘ift1ri惰付<'E I 1抒）利率：年6A% 業

I I l 麟麟：設備7年（うち杓滋l̀

年6月

祉計伝5れC(うちりi;ii{l

年）

合併1,HIl組合の水：，じによる披＆に対 I I 企,,,1ヽ 菜
する餘J滋

対する既^ ｛fiIIIII文沢

金ダ）｛釦氣紺1限を2年以内延lと 1,1,小企業
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第 5編

公共土木施設の被害と復旧





第 1章概 況

公共土木施設の被害も甚だしく，大水害発生 1か月後の， 8月23日に県対策本部が発表したと

ころによると，

県工事による被害箇所 1,820か所

被害金額 17,419,035千円

市町村工事による被害箇所 7,188か所

被害金額

合計

36,247,485千円

9,008か所

53,666,520千円

この被害金額は，今次大水菩による全被害総額3,153億余円のおよそ18％に相当する．また，-

れに 7月10日から20日に至る，いわゆる先行降雨による被害を加えると，

被害箇所 10,774か所

被害金額 57,101,521千円

という巨額となっている．

これらの被害を，県下の各土木事務所管内別にみると，五島支庁を除くほとんど全県下に及ん

でいるが，ことに長崎，大瀬戸，諫早土木事務所管内は甚だしかった．

県全体の67％を占める長崎土木事務所管内の内訳は、県工事約111億円，市町村工事約246億円

で，このうち長崎市の被害額は約137億で県全体の26％を占めている．
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第5糾 公共土木施設の被杏と復Ill

建設省所管公共土木施設災害報告書 （長崎県）
（金額の9it位： ·T•PJ I 

i iij Iil ま で の 報 告 分 今lulの報告分

i'i71)10ll 1:1 JI fl の災布 I'I II tl の災古 I‘I !~1 11 の災店 1,j l l t1 ~の災'，1i 1'17/123U の災・，'i
年間の合，；I•

区分 喰7ll20llの災布 喉 II 11 至 JJ [J 弔 II II 屯月 I] 至7月25ll

誓t金額 誓 金額 誓 金額 誓 金額 誓 金額 誓 金額 誓 金額

リ，し：I．．．：li. 354 962,264 1,820 17,419,035 2,174 18,381,299 

:I Ii J―. .11] ［村.’l~ 1,412 2,472,737 1,188 36,247,485 8,600 38,720,222 

, i 1 1,766 3,435,001 9,008 53,666,520 10,774 57,101,521 

こi：なる糾t,It地城 KI崎9|i 大神／1／ゴIIII 飯盛lIII・ 島I如Ii
およぴ1，iIIII路線名 1.)中島Ill個)34号 I ・I 202サ 偕）補伽Ill、1...IIll結Ill (_・]境川

災 1:： h;i lk| 昭和57年 7月231'Iから2511の梅ト1.j，iij線・)/Pl,j

H 雨 }, t 7/23 14-7/24 14 7/23 16-7/24 16 7/23 18-7/24 18 7 /23 17.30~ 7 /24 17.30 
547 426 516 293 

述続 l:I'j ｛，t 7/23 14~7/24 19 7/23 16-7/24 16 7/23 9 -7/25 19 7/23 17.30~7/25 9.0 
572 426 533 389.5 

IIbi• 1iil i1と）,1●|］ },{; 
7 /23 19-20 7 /23 18-19 7/23 19.30-20.30 7/24 3.50~4.50 

121 177 137 71.0 

翡t :I: 4,;~ 

iiij lU1 までの報告分 1 今 Iり1 の報{’;•分
年間の合，；I•

区分
fi 7 I I I O I:l の災•，I2 l'I I I t1 の災，＇； I‘9 1 1 91 の災・，l;， l'I I I I I 9) 災·，1,~ fl I I I:l の災'l;~ I、17112311の災'1;
i¥7112011 i¥ JJ H i¥ JJ II 1¥ JJ II 1¥ JI II 1¥7112511' 

箇数所 ノ3f 各ii 箇数所• / 店 留I箇数Iりi,,r t 額 箇数11i• /3’ 介 各（I箇数i/Ji / ，t 省l'1 誓 金額
箇所

金額数

i9 9r J I I 215 659,534 983 12,087,137 1,198 12,746,671 

i 1,i~ Ii' ， 76,488 ， 76,488 
砂llJj，没iiii 3 22,800 7 16,884 10 39,684 

追 路 136 279,930 817 5,212,006 953 5,491,936 

低 栄 4 26,520 il 26,520 

,; I • 35.I 962,264 1,820 17,419,035 2,114 18,381,299 

市町村エ 1i. 

Iヽ"I II 、 回 ま で の 報 告 分 今伯1の報告分

I•1 71 1 10 1:I の災 •9, ；; I. 1 1 1 [l の災'，';,:, II H の災',1:,fI I I Il のりぶ1:「I)1 11 の災・,1;＇I‘l 7月231、19)災・，1;
年間の合，；I

区分 全7112011 至 II r:l 至 月 1:I 哨 II II 全 II II 喰7)125')

誓 金額 誓~ 金額 誓 金額 誓 金額 誓~ 金額 誓 金額
箇所

金甜i数

河 /II 481 995,928 3,201 23,208,633 3,682 24,204,561 

洵 I? 

砂防設Nii

近 路 931 1,476,809 3,875 10,258,386 4,806 11,735,195 

橋 煤 112 2,780,466 112 2,780,466 

9i | 1,412 2,472,737 1,188 36,247,485 8,61111 38,720,222 
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第 1漱概 況

自7月23日至 7月25日の災害
(HII 

旦
県 工 ;l i・ 市町村工事・ 合 計•

区分 伽 考
箇所 金 額 箇所 金 額 箇所 金 額

河 Il l 424 8,518,011 1,292 16,671,076 1,716 25,189,087 八郎川、長与Ill,

長 禅岸 1 15,000 1 15,000 ,1,島）11, 料々i|t) 1 |, 

砂 防 6 16,254 6 16,254 浦上川，若菜Ill

道路 387 2,528,864 1,629 5,500,369 2,016 8,029,233 

崎 橋 梁 3 23,120 84 2,419,773 87 2,442,893 

計 821 11,101,249 3,005 24,591,218 3,826 35,692,467 

河川 68 954,145 368 1,458,491 436 2,412,636 羽出Ill

大 海岸 2 22,500 2 22,500 詞202号

瀬
砂防 糾lノ浦Ill, 出津Ill

逍路 157 1,738,873 836 2,301,170 993 4,040,043 

戸 低 梁 ， 246,193 ， 246,193 
計・ 227 2,715,518 1,213 4,005,854 1,440 6,721,372 

河川 45 78,401 91 139,446 136 217,847 山ノ IIII I | 

県 湘岸 （一）｛表 IIIJEI 朋 j•線

砂 IIJj 偕I明見川

道路 18 36,704 15 307,442 174 344,146 (iii)日野船越線

北 橋 梁 156 

計・ 63 115,105 247 446,888 310 561,9933 

河 Iii 50 475,774 292 560,957 342 1,036,731 中Ill

III ihi: ／お 5 33,100 5 33,100 

砂 li）j

道路 69 193,710 242 371,826 311 565,536 

平 橋 梁 2 7,000 2 7,000 

計 124 702,584 536 939,783 660 1,642,367 

河 Ill 149 1,121,537 293 2,783,680 442 3,905,217 lll争i＇iI l l, I I I Iオ,111

諌 i11j 岸 久山Ill

砂防 補伽/II

道路 77 242,456 510 924,242 587 1,166,698 

一E1l • 橋 梁 1 3,400 11 46,500 12 49,900 

計 227 1,367,393 814 3,754,422 1,041 5,121,815 

河 Ill 239 906,958 831 1,506,627 1,070 2,413,585 境Ill

勘 i11） 1袢 借）i＇!i野Ill谷Ill

砂 li）j I 630 1 630 僧）i苅砂Ill

道路 100 444,343 455 739,176 555 1,183,519 

原 橋梁 5 46,500 5 46,500 

計・ 340 1,351,931 1,291 2,292,303 1,631 3,644,234 
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第5ii,,I 公共：l:木施設の破',,,:と復Ill

自7月23日至 7月25日の災害

旦
県 工 :l i・ 市町村エ •Ji 合 RI 

区分 備 考
箇所 金 額 箇所 金 額 箇所 金 額

河 Ill 2 2,060 2 2,060 （一）国道384号

打 梅岸

砂防

道路 4 24,000 6 26,100 10 50,100 

1 1 | 橋 梁

計 4 24,000 8 28,160 12 52,160 

河 Ill 2 9,016 12 19,541 14 28,557 刈田院川

必 梅岸 倍）布気川

砂 防

迎 路 3 1,880 28 32,153 31 34,033 

岐 橋 梁

9}| ・ 5 10,896 40 51,694 45 62,590 

河川 6 23,295 20 66,755 26 90,050 久HIIll 

対 海船 1 5,888 I 5,888 側塩浜オテド線

砂防

道路 2 1,176 13 55,908 15 57,084 

!.!, 橋梁 1 14,500 I 14,500 

計 ， 30,359 34 137,163 43 167,522 

河 Ill 983 12,087,137 3,201 23,208,633 4,184 35,295,770 

合 i iu li :・ ， 76,488 ， 76,488 

砂防 7 16,884 7 16,884 

追路 817 5,212,006 3,875 10,258,386 4,692 15,470,392 

,11・ 橋梁 4 26,520 112 2,780,466 116 2,806,986 

叶 1,820 17,419,035 7,188 36,247,485 9,008 53,666,520 
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第 11作概 i兄

昭和57年発生公共土木施設災害被害報告額 (11/15現在）建設省防災諜調べ

百万円
800.000 

700,000 

も万円
紐

5'.101,521（千円）□: 

ニーニーーロロ爪二二］□］:5:

（河川）

百万円
60,0CO 

5().00J 

40.00J 

百力円
邸

500 

----•-•••一認1.232（千円）—LOO9- -

30,000 

按害99
告9k

／： 
I症

（海岸）

白万円

7,WJ 

丘⑫ 細

5,000 

,.ooo 

効

,oo,--
訟

2OO 

殺
／
及

s
"
 

積
も

- 129 -



第5編 公共 1•• 水施設の＃妃りと復 Ill
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第 2章河川の被害

狭い平地にはひしめくように店舗やビルが密集し，山の急斜面のわすかなヒナ坑のようなスペ

ースにも，へばり付くように人家が建っていて，それが丘陵の頂上まで続いている．山頂まで大

規段に開発が行われているところは，宅地造成の規制等により人家の崩壊につながるような，土

砂崩れとか土石流による被古は，はとんど見かけない．

今度の大水杏被寓の最も甚だしかった川平，嗚滝，奥山の各地区の現場をみてわかることは，

I開発区域の上部に山地が残っている箇所で，大規模な山腹崩壊により人家が被署を受けている．

, I平

二=2…二＝ご＝ご＝ミ＝＝＝ミ-'_-ユて＝こ＝2＝=＝

Ill Ill 

長na寺

橘

湾

一主要道路

••-`` 9--)氾らん区城

属 I履箇所
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第5糾 公共土木施設の訟Itと復lI:I

河川関係被害状況(8月16日9:00現在）

県 工 :l i、 市町村エボ ,に,1 計・
区 分 i1iii 考

箇所 金 額 箇所 金 額 箇所 金 額

長 崎 424 8,518,0ll 1,292 16,671,076 1,716 25,189,087 料八郎々津11| ，川•Lも，与illi」川.-J，中1| ，若島菜Ill 川

大瀬戸 68 954,145 368 1,458,491 436 2,412,636 羽出川

県 北 45 78,401 91 139,446 136 217,847 山ノ田川

lll 平 50 475,774 292 560,957 342 1,036,731 中Ill

"9米,． "rrI • 149 1,121,537 293 2,783,680 442 3,905,217 田結山川1，川補床JII
久 Jl， 伽川

島 原 239 906,958 831 1,506,627 1,070 2,413,585 野田谷川，I，9:；砂川

イ：J. I I I 2 2,060 2 2,060 

も 岐 2 9,016 12 19,541 14 28,557 刈田院川，布気川

対 馬 6 23,295 20 66,755 26 90,050 久田川

合 計・ 983 12,087,137 3,201 23,208,633 4.184 35,295,770 

つまり人家上部の山地が，予想外の集中漿雨によってひとたまりもなく山腹崩壊を起こし，土

石流となって流れ落ち，本川との合流点付近にまともに製いかかり，家をつぶし，人を生き埋め

にしたまま，下流に押し流したのである．

今次災害の代表的な河川である中島川，浦上川，八郎川等のはんらん，欠壊の状況は次のとお

IJである．

(1) 中島川

中島川が長崎港に注ぎ入る河口の低地あたリー’}ifは，こんどの大はんらんにより，至るところ

にヘドロ状の泥土が堆梢し，中島川石橋群は，越水及び，上流から流れ滸いた流木により破損，

流失してしまい，交通は全く途絶した．

中島川の左岸沿いは，家が川の上にせり出して立ち並んでいる有様であるが，ここは長崎のダ

ウンタウンで，いわゆるショッピングセンターである．古い家屋が並び，いきおい道幅は狭く，

店の衷側は川岸となる．

この川は徳川猫府の頃から；護岸工事が行われていたようであるが，石梢みによる渡岸は，今度

の栄雨でもほとんど破壊されていない．環境整備事業の一環として，川／未のしゅんせつを実施し

た際，渡岸の根継エが両岸にわたって施工されたため，災害を被ることがなかったと思われる．

2
 

0

8

6

4

 

ー
中島川（西山川合流点上流附近）

D.H.W.L 

0 2 4 6 8 !Om 
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第2浮河川の破iI::

破壊された部分といえば，今度流失した 6橋の石橋の橋台付近の渡岸のみで，それほど大きな被

害ではなかった． もし，これらの石梢渡岸が欠壊していたとしたら，中島川周辺の被害はさらに

広がり，悲惨なものとなっただろうと考えられる．

上流に上って，支川西山川の合流点付近は急こう配て川幅も非常に狭い． しかし，人家は川よ

りもかなり高いところに建てられていて，一部に越水被害はあったものの，家屋流失や死亡など

の大きな災害は受けていない．さらに川沿いに上ると国道34号線が通り，この国道から中島川低

部水源地（長崎市上水道貯水池）までの間は，かなり川に接近して人家があって，軒なみに没水

被害を受けた．貯水池も放流施設に被害があったが，幸いなことに貯水池は低部と高部が二つ直

列して並んでいたため，土石流をせきとめることができたのである．ただ支川嗚滝川と西山川の

欠壊はんらんによって，流木などが下流の中島川に流れ込み，下流部の被害を大きくした．

しかし総体的にいえることは，河川施設災害は比較的軽微であったものの，洪水のはんらんに

よる人家密集地城の被害は甚だしいものがあった．
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第5紺 公共土木施設の破．，1::と1社1ll

芋'J;柑蒋

't:/J氏橋
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第 2序： 沢Iiiの敗，1f

12) 浦上川

中島川か1191市街地の悠錐街を流れる川であるなら，この浦上川は長崎市の西方，新開発）也':li：の

川である．

長崎港に注ぐihll]は比較的III幅も広〈緩やかであるから，没水による破；枠はあったものの，流

木による被害は,,,島川と比べると軽微なものであった．

しかしながらこの川の上流，国鉄ii1i.J渥（あたりから）ll上に上っていくと，住宅が川に沿って建

ち並んでいて，かなりの没水による災舎を受けている．この附近は，浦上illと2li9行して国道206号

線が走っているが追路が川に変ぱう，路上の車も流れるほどの流勢となり，浦上駅の南方にあ

る長崎駅では，プラ・・1 トフォームまで水かあふれたという，

さらに上流へ行くと， ii1iI豆りの右支川に大井手川があリ，そのやや下流地哨が，河1．怜が破壊さ

れ，大規模な災寓を受けている．さらにここから500~600メートル先に三］1¥/11の支川が左側よリ

入ってきているが，この附近から上流の本支川ては、河道の埋そく，河岸の決壊などの諸施設の

被曹が著しくみられる．三川lII合流点附近は，大小の礫で河逍が埋そくし，本／1|と支HIの濁流の

直幣を受けた家屋はおぴただしいiitの泥とゴミや流木により， t参たんたる状況を呈した，また、

加 11を上流に上ると，床を上に向けて河道に転洛している鉄筋コンクリートの住宅や，河1号が決

壊し，：l：台の一部が宙に浮いた住宅など，建物の披甚が特に目につ〈．

すてに述ぺたように，今次災害で死者37人という最大の被害を出したIll平地区は．このIi付近で

左岸より流入する渓流である．

;lII」:IIIW直奇i! i I I I iドIIIr)
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第5紺 公共．I・・木施設の彼1：：と f；；Ill

浦上川流域の浸水状況

長崎

i9 99A・汎1}s9幻 4代9'，"""
l l I 
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河川の被災断面図

liii上川（本大橋上流附近）
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第 2i;t ;,fiIIの岐¥

(3} 八郎）II

八郎川は，長崎市から山ひとつ越えた東長崎の矢上地区を流れ、橘湾に注ぐ河川である，八郎

illの名は鎖西八郎為朝に由来するとして伝説や祠もあるが，本来は，流れが早く， Itわしい慈味

であったかと思われる．この矢上町も八郎）1|の河岸が破堤して致命的な災害をこうむった地区で
.) -9“; 

ある．欠上地区の上流から現 JIIJIIという支川が下って八郎川と合流する地点では上石を含んだは

んらん水がショートカットしたような形で，一気に八郎川に流れ込んだため｀国道34号線沿い(l)

矢上地区は，すっかり土砂で埋めつくされてしまった．

八郎ll1流域の浸水状況

O lOO お0 3OO 400 知 m

凡例

浸,:,地域のホ深 (ml

二 D.5~ l.C 

巨 l.O~i.5 

彦 1*S~ 2ぷt

毯 2,0 

庶れ，，方向

→ 

[＇・ 

m
ぬ

八郎川（矢上橋上流附近）

< 8 ［ニ D.H.W.L 
・一茎
号 -/—/---

0 2 4 6 8 10,n 
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第5紺 公共l'木施設の{IK1;'と復Ill

国道34号線てi蜀流により立ち往生したパスの乗客およそ60人が，歩道橋上からカーテンをつな

ぎ合わせた命綱で救助されたのもこの地区である．

このほか，中尾川，消水川、千Ill)田川， liilノ瀬川，松原川，正念川，平木場川等の各支川も，

決壊，埋そく，はんらんなどの大きな被；料をこうむった．

泊水川では土石流により，合流点附近の集落が製われ，犠牲者を出している．

矢士．地区で特に 191 につくのは，八郎川の屈 11/1部を水がそのまま真っ寵ぐに抜けて， IIl•IIIIや道路

に土砂をうず翡 <JIU翡したのち，八郎川に戻っていくようなことを何度も繰り返しなから，だん

だん下流に流れてきた痕跡が歴然とみらる，押しつぶされたり，泥水をかぶり， 1吏いものになら

なくなった自動車の残がいがあちこちの路上に列をなし，八郎川の川底にはおびただしい数のIII

か散乱していた．

中島，油上両河川は下流部を激特事業，上流部を助成事業，また八郎川は全川を助成事業にそ

れぞれ予定して目下1J,i1．在が進められている．これらの事業は原形に復旧させるというのみではな

く、改良的な復II]を目的としたものである．がけ崩れや土石流災寓に対しては，緊急、急傾斜崩壊

対策事業と緊急砂防事業によって工事が進められることになっている．

なお，ここで触れておきたいことは， 32年 7月の諌早大水害による本明川の災寓復旧事業であ

る．

躯中豪雨という言業が，初めてマスコミによっていわれたのが，この諌早大水害からといわれ

るが，このときは時間雨批llOミリの索雨によって，本明川は物すごいはんらんを呈している．県

下で 700余人の尊い人命も失われた．
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第 2,;·,• i≫JIIIの破’l:’

麟の後，本明川に対しては，災古復II]助成事業として直轄てその一部を受北して復旧が進め

られた．これまでの 2級河川を 1級河川に格上げし，国の直[!'，liで下流を改修したのである．

今次の長崎大水害に際しても，；束早市は100ミリの雨｝社があった，しかし，破堤その他の被寓は本

叩 iiでは全くみられなかった．本明川の下流部は，中島川や浦上川と逃って，流域面柏ははるか

に広いとはいえ， 100ミリの栄雨は，正に非常事態であるのに，被甚皆無というのは，今後の都I|i

河川改修工事に大きな指針になるものと考えられる．

本明川は，堤防の上に，パラペットというコンクリートの 1メートルほどの高さの壁が設けら

れている．今次の出水では，パラペットの破損穴から逆流水が流れ込み，漏水はあったものの，

堤防の決壊や堤体漏水などの施設被害•は全くなかった．また，上流部も三面ilt り，つまり表，媒

噂のすべてを石張 I)で作るエ法をとったことなどが．尉Itを少くした原因ではないかと名えら

れる．

i¥Ul¥111 (!と1i(,fi[iTI(JII「)
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{ihII|II「( ．玖翡叶喬―l吋龍）

長 'j• 川（西彼杵／i1；長与Il|r)
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第2序河Ill(/)阪，':'

応急対策工事箇所（昭和57年 8月7|1現在）
i"［川砂li）j,；果

事務所名 河111名 箇所数 種 虹I

長崎土木：Ji務Iりi 八郎 11| 15 Kのう fli i9,JI米li.1il'i1J

現 111 I l l 4 ＂ ＂ 
,1, /;!'. 11[ 6 ,, 

r-I l l l [I I I l l 2 ＂ 河床掘l'itJ

泊水川 2 ,, 

」l9．念 Ill 1 河IKi/』削

沿矢 Ill 1 Kのう柏

ii: Ill I l l 2 ＂ 埋 I:

鹿 Ii¥ 111 8 99 1 i h'（ 

i1li 」^c Ill 19 
,, 河床掘削

二． Iii Ill 15 ＂ 
)< jI: f川 2 II 

長与 11| 4 " フトン龍 河1オ<1i:1il'jlj

Ii:j | 1 1 1 1 | 2 " 
i'/Jlllllli｝、II l | 2 ＂ 
蚊焼）,Ill 1 ,, 

）く Ill 3 ＂ 
k irli Ill 1 ＂ 
式見 Il l 3 ＂ 

咽 Ill 2 ＂ 
多以良 11| 1 祈t4<i;it」;、,'ri炎）也’盆,1

| 1 見 Ill 4 Kのう h'［ WI如 I:lii'jil

}―;{i Ill I II 

中島 11 | 12 " 
「・々 Ill 2 ＂ 
f• 々 Ill I /I 

が；菜 11| 3 
,, 

社々 ilt 川 10 ＂ 
河床掘削

丸 1.¢ 川 I i99[94:｛Iiii’jl! 

9 1, 91l l l 1 1 ＂ 
諌早土木：）f務所 久 ll~I 川 3 1 9 

中 Il/|1肘 Ill I II 

i l：の浦 Ill l 河床掘1'iii

東 Ill|}、III¥ 1 ＂ 
稲 Ill内川 1 ＂ 
段堂川 1 ＂ 

＼l|平上木事務所 戸 Ii Ill 1 上のう柏

9, | ・ 136箇所
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第 5編 公共I曹曹木施設の賊，1:＇と復 Ill

第 3章砂防設備の被害

砂防施，役の災寓はきわめて少なく，わすかに 7か所にとどまった．

また， Il.Iliiiれなどの土砂災苫を受けた地域については，埋そく災などの河川災甚及ぴ砂防災者

とな l)得るもの，及ぴ他省庁所狩区域内のものなどを除いて，緊急砂防事業または緊急急傾斜地

崩壊対策事業，緊急、地すべり対策事業として実施することになっている．

砂防関係被害状況(8.16,Jl在）

県 工 :l i・ 
区分

市町村エ •Ji ノじ‘9 ,ii・ 

箇所 金 額 箇所 金 額 箇所 金 額

Lぐ崎 6 16,254 6 16,254 

島I§ I 630 I 630 

合，i| ・ 7 16,884 7 16,884 

普通河川 谷 川（昭和57年7月10日～ 7月20日の梅雨iiij線による長崎県の索雨による）
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第3I;¥ Ii少1:)j設1,ii1の彼，1[

57災 谷川砂防災害復旧工事

河川名将辿河川谷 川

流城i(1ifli A=1.27kma 

砂防指定地名 谷川（指定年月日：昭和42年11月30日）

位 骰艮崎県佐世保市」：：柚水町

工•Ii慨要撒堤こL L =48.3rn I-I =8.0rn コンクリートプロック'"'2,65711/il

垂直駐エ L=21.3rn H=l.4"' コンクリートプロック"" 114.0個

Ill流出土砂鼠 6.670111' 
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第5糾 公凡l：木施設の販，1::と復Ill

第 4章道路関係

大水唐による道路関係の確定被審額は， 4,969か所， 16,820,392千円， うち国の直轄分は277か

所， I,350,000千円になっている． 168億円に上る被審額は，土木関係では河川の被害に次いで第

2位の巨額で，全土木被轡の30％に該当している．

ひところ長崎市を取り巻くすべての道路が寸断したために，市内は全くの袋小路となり災者の

全はうをつかむことさえ困難であった．例えば，東長崎の災害が判明してきたのは丸 1日経った

24日の夕方からであり， 15人もの死者を出した上戸石の長谷地区の被災調在はさらに遅れている．

救援に向かった自術隊貝も1’1,I報が全くつかめないため、途中は徒歩で現場へ急行するという事態

もあった．

茫塚
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め5紺 公共 1.4、 /jfu ，女の破，＇9• と 1虹 Ill

被也箇所は，

国道34号線 本河内地区，芭塚地区， El見地区， 矢上地区，平Jill地区、

長崎バイパス 川平地区，畔別当地区，八峰「i地区

国道206号線 琴海Ill]，村松地区，打坂地区

国道202号線 11か所

国道251号線 11か所

国道324号線 lか所

県逍 34か所

これら道路のうち，国道34号線は，これまでもしばしば災寓発生のつど不通となってきた1臨の

国道であるが，今回は今までにかつてない大きな崩壊を':Kしている．ことに道路ののり面，斜面

の被災も多かった．滝の観紆から IIi布岱間の数tiメートルに及ぶ大崩壊は，関係者の間でも復旧

の見込みが立たぬとまでいわれた． しかしこの 34号線は，長崎市内に入る一大動脈であり、この

線と長崎バイパスの開通は一刻も早くと急かれたのである．

国道202号線では，外梅町黒崎地区から大瀬戸町塚堂地区間に大規校ながけ崩れと決壊箇所が発

生して不辿，また， 251号線は長崎市戸石地区をはじめ，島）尿半島の南部地区の）JI!津佐町から南串

山間にかけて，かけ崩れ，決壊が多く，交通止めとなった．

H見、トンネル1J_411!lJ附近
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第4；作珀路関係

道路状況

災甚の状況 復 IEI の状況 1riii 考

（不通箇所）

長崎パイパス

（長崎～多良見）

07月24日～26EI

不通

07月27日～29El 

緊急車のみ通行可

（注） 07月30日

7月27日より通行可となったが， 緊急車 辿行可

緊急物沢の輸送およぴ災甚救助

の車両をスムーズに通行させる

為災古対策枯本法に晶づき緊急 07月31EI

交通規制を実施中である． 緊急車 通行可

ス:‘
 

＇ 

9ゞス

1:00-9:00 137本

17:00~19:00 85本｝通行可

可1
1
 

4
1
 

辿

ヽ
~
~

•
A
t

、

本

オ

オ

8

6

1

 

8

9

4

 

2
 

。

0

0

 ．．
 

，
 

。．
． 9
1

 

~

~

~

 

0

0

0

 

0

0

0

 

．
．
．
．
 

7

T

,

 

ー

1

大型自動車(5t以上）

タクシー

二輪l|i

一般車両

08月lEI~3EI 

4 t以上の代物車

タクシー

3t以上の1用物l|i.

可子41
 

通

~
·
~
 。。．

． 4
 。

~

1

1

1

1

 

。n 
2
 

ー

20:00-04:00 通行．LI:

12:00-04:00 姐i1子可［

終 E II 

他の自動車は7月31日に同じ II 

08月4日～7日

12:00-04:00 辿行可

11名以上のマイクロバス II II 

他の自動車は7月31日に同じ II 

国逍34号

（長崎～、島栖）

07月24日～28日

長崎～矢上llll 不辿

07月29日ー8月1日

長崎～矢上lil1中、長崎～迎光まで通行可
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第5紺 公共土木施設のり払＇（と復 Ill

災也の状況 _
L
 

’~ 
,l 

、・ヽJ
 

‘̀ 9i‘ 釘J
 

文’、復 11iii 考

(ii9 1 

7/l24El-8月7EIJJ↓{f 

Lと1I1：，f～矢」”．．|Illは{1|;ク}（lりに復II」は

しているか，逍路自体が崩壊し

ている箇所かあるため不辿であ

る．

08月213~71J 

辰崎～欠1:Ilil中，長崎～道光～ど塚までは

通行可となるも交辿の安全と円滑を図るため、

追光～芭塚Ilりは 1’•⑭|i両に規制·

イ．緊急．巾

ロ・災孔舒U|l]関係車

9・ヽ 路線9 スゞ

ニ・ニ輪車

国追206サ

(K綺～佐世保）

(ii •.) 

8月71:l』Ur

琴iiIJ:lll[～鼓崎 r•Ii|ll1 を交辿規制中．

07月29日～31EI

下記9|i両以外の車j,1りを観潮低（佐世：イ尿i|i)~NHK

（長崎市）まで交辿規制

ィ．緊急車両

ロ・災ilf応怠．対策加91,J

ハ• 5 1・ ン以上の大’t,!4,・ 

ー・ タクシー

ホ．二綸車

08月1日

上記規制を琴洵町村松交差点～長崎市宝III［に

区間短縮．

0 8月2B-7EI

上記規制l区間の規制時間を短縮．

7.00-17.0011¥I 

国逍202号

(Lと崎～1/,i岡）

07月24EI~8月6日

長崎～抑l|liil } 
不通

出津～1;ーの浦1¥¥1

08月7El 

」:.,記区．lii14をi(1ij直行・-,J

IIl道324号

（長崎～三角）

07月24日～31日

IIl」...～茂木間 不通

08月1日～7日

田」こ～茂木lli1 4 t I|i以下通行可

（県道茂木～千々 1廿1は不通）
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災店の状況 復 I I• I 対 策 状 況 備 衿

l国lifi57号 07月24B~28 El 

（長崎～大分） 4ヽi兵～Li1l1-I;』'；1,;u::1 オく｝瓜

07月29日

上記区1ill 辿行可

[I［迎251号 07月24日～25El 

（長 1II~奇～怜ii’:i~1,,M);[ ） 江のii/i~，；点叩：¥I}
不辿

9]、i兵～i村9|i山1iil

07月26El 

江の浦～，；点昂 粋il!i車以下通行可

，小浜～南9|；山 通行可

07月27日

全線1}廿辿

324号線では長崎市茂木地区（転石）でがけ崩れ，黒橋地区て地すべりが発生，不通となった．

地方生活幹線道路では，長崎市を中心とした県道など37路線で，がけ崩れ決壊事故が発生，全

面交通止めとなった．なかでも被害の著しかったのは，長崎・野母港線，野1吐崎・宿線，長崎・

畝刈線，長崎・式見港線，大瀬戸・西彼線などであって，復旧工事は昼夜樅行で進められたにも

かかわらす，長らく不通となったところは次のとおりであった．

(l) 県迎

•神油～艮浦線の県民の森

•松島循環線のうち，大瀬戸，松島地区

・栗木～世知原線のうち，世知原開作地区

・八次～南布馬線のうち，北有馬，栗木地区

•野1迂崎～宿線のうち，藤田尾，弁天橋の地区

(2) 国道

・ 34号線の芭塚地区）
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第5紺 公共土木施設のり妃'i・と1UIll

長崎バイパスの交通規制について（県災唐対策本部より県狩本部への要望）

0長崎パイパスは、長崎市への幹線道路

であることから、交通規制の全面的解

除は， しばらく見合せることが必要で

あると判断される．

0今後の方法

1 34号線のl}｝J通時までは，規制を続

ける．

2 ただし，現在の規制（車両指定通

行可能剛lll’}ii＇）を可能な限り緩和

する．

（マイカーの規制解除は， 34号線

麟時まで見合せる． l 
3 原煤記念日、およぴ孟l協盆におけ

る規制は，特別に．緩和できるIIJ{

り緩和する．

08月6日現在の規制
通行可能時1iil

8/1 から I・ ラック (4t以上） 12.00~4.00 

8/4 から トラック (3t以上） 12.00~4.00 

7/31から 一般車両 20.00~4.00 

0パイパスの車両通行状況 (7/27…2車線開通）

通指日平均 21,000台

7. 28 

29 3,735台

30 4,774 

31 11,454 ・一般車両通行可能

8. I 10,713 •トラック (4 t以上）可

2 14,332 

3 15,195 

4 16,033 

5 17,692 

6 17,965 

御手洗水バスfが付近
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第 5章橋 梁

柚梁の流失や破損などの被寓は116箇所，金額では2.806,986千円に上った．内訳は県工事 4か

所， 26,520·T•円，市町村工事か112か所で2.780. 466千円．水系別にみると ,1,島川水系が稿の流失

7か所，浦上川で 2か所，八郎川が15か所などである．

橋梁被寓の甚だしかったのは，長崎のロマンを代表し， また住民の生活追路でもあった中島川

の石橋群で，国指定重要文化財である． 眼鏡橋が半壊したほか，市指定による有形文化財10稿の

うち，大）臼浪，編笠橋，古町腐一院檎芋Jj訊裔，東新橋が流失し，桃渓栂と袋橋は半壊した．

この石僑群の復元，復典をどうするのか，総合的な防災，都市計画の中でこれから討議されるこ

とであろう．これら石橋は23日夜の 8時から 9時ごろにかけて，橋面が 1メートルほど水没した

なかで，大音渭限を発することもなく流れ去ったものらしい．それまで水は叶1島川から街9巾にあふ

れるように流れていたのが，石橋が流失すると，こんどは逆に川に流れ込みはじめたといわれる．

眼鏡橋
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_jLJLJLJLJ ULJULJL_Jし一

陀

-------------------—ー、ーク— ‘‘ 
橋

--------- ヽ
l 

｛ 仏寺地帯 ！ 
＼ 
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弟5が 低 梁

中島川に現在するアーチ式石橋群（下流から）

red t
 

9
冑
•
)

努．．
 名

•• 

i
`
 

し

x
、
9
¥

ー ゎーz9
 

•9-

低

橋

低 l:r.し文13年(1673)

蔚 1延宝 9年(1681)

橋＇叫暦 3年(1657)

橋冗 緑10年(1697)

絋元様12年(1699)

骰元緑11年（1698)I'Vli/144年(19ll)

低！承応元年(l652).I災応 2年(1866)

稿I,国 3年(1690)1 

ーノ ii§i 橋，水応 2年(1653)l 
t t タニ．

桃 埃 怖延 宝 7年(1679)

ロ・・ニ：'：：二）心l

心

9f
T"n 

.
r
f
:
9
`
 

,
J
 

~
ー

沼

設 替 年 次

岳
ヤ-：＂ 

文化元年(1804)

り

'2
~, 

坦：和元年(1801)

古 IIIJ 恥和 3年(1803)

紺 AA・ 
立．

訟 3長崎水寓
被災状況

似i 考

~!}: f11 2 iド(1802)

大

“
9
 

9
,
 

-＇h
 

阿

，`
 9

)
 

弥

手

飩

陀

半 壊

＂ 

全 J災

il叶屈 4年(1648)大修理

党政 7年(1795)流壊

＂ 
半保 6年(1721),
(1795)此嗅
窃政 7年(1795)流埃

'伐政 7年

＂ 
II 

”
 ,” 

再三流欺

突政 7年(1795)流壊

窃政 7年(1795)流J災
明治44年まで2l!ll架秤

半 埃 支JIJi柑山Ill

II 

文IliIIl}滝i;1

橋梁関係被害状況

:c 
区 分

県 '/ 

”
_
-
4
 

一

埼

戸

平

い

千

原

島

了

m

対
一
令

4”~ 
/
9
.
 

3
 

(8月16日現在）

二市町村王エー［合 計` 99 

額
-- : l {hu ））^ 

23,120 

i 9 I 246,193 I 9 I 2,1G,rn3 

I 2 I 1.000 I 2 I 1.000 I 
I':  I 

l l 1 、16,500, 12 : 49,900 I 

5 1 46,500 1 

I 1. 14,500: 1 
I 

26,520 | 112 | 2,78(），466「116

3.400 

-a 
46,500 

14,500 

2,806,986 

1、,,島川はこれまで幾度となくはんらんし、 いまの石橋群も何回か取り株えられてきているとい

われる．最も近い大洪水は党政 4年(1795)に石栃群が流失した大洪水で， 今回流れた 5橋は，

3芯政 4年大洪水の阻後に再建されたものといわれていら実に190年ぶりに再ぴ流失したわけであ

雨磁の超過確率等からみても，今般の大はんらんは｀200年ぶりの歴史の再現、と考えて間

迎いなさそうである．

るが，
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f11;11illl(クトi/1j IIII) 

八郎川 流失橋梁（蛎追橋）
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第 6章復旧工事

第 1節河 川

長崎市内ほか 4町の主要河川のうち，県管理15河川，町管理25河川かはんらんしたか，なかで

も橋梁の流失は中島川水系で 7か所，浦上川 2か所，八郎川15か所など，叶111か所，そしてこれ

ら3水系はいずれも護岸決壊や土石流によって被寓をこおむっている．そこで応急復1日工事は，

災杏の翌 Elから早くも開始された．

また，県狩理の 2級河川だけでも，ilfi岸の崩壊や土石流の流人被害はおよそ1,000か所．このうち

民家に近く，二次災苫の危険性の翡いところや．水路の確保などを目的として171か所が災寓後か

ら1か月の間に，土俵梢みや河川にJII；梢した土砂の除去などの応急復1日工事か行われた．

公共土木施設に対する建設省はじめ政府の本格的な災害復旧の第 1次{t定は， 8月23日から始

まった．迎常の場合，災寓の発生から在定に至る期間は 2か月ほどかかるのであるか，今般の大

水寓による被苫を抒え，災書・から 1か月目に早くも任定が実施された．在定は行ill1回，建設省

任定官が現地の被災個所を実地踏任して連 I]にわたって行われ， 12月まで続く．在定の終わった

ものから直ちに設計，諸手続きがとられ， 9月末から復旧工事が1}り始された．

本格的な災苫復II]は，原形復旧を原則として将通 3年間で完rすることを目的とするものであ

り，国の—f符は初年度 3, 2年目 5, 3年目 2の',lill合で配分されるのであるが，今般の水古はあ

まりに事態が重大であるだけに，国の予籾配分も，早期復旧を目標に検討がなされている．

なお，激甚災署河川については，再度の災寓を防止するため，浦上川，中島川，八郎川など主

要河川をはじめ，大幅な改良復IEIを，寸画し，現在建設省による現地調在が進められている．改良

復旧計画河川は次表のとおりである．
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第5糾 公共土木施設の被也と復Ill

県河川災害復旧助成事業 市町村河川災害関連事業

水系名 河川名 施工位fti m) 復l[l延長(rr 水系名 河川名 施工位散 m) 復Ill延長(n

八郎）II 八郎 11| 長崎市矢上町 17,406 北浦 Ill 粋通19,JIll北浦川 iく船打1;4tilii肛r 1,047 

9 1, 1品 Ill r I i l,,} ） 1 | II 中川町 1,705 若菜 Ill ＂ 川平川 " 茂木町 1,750 

浦上 Ill 浦 上川 ＇， 三川町 1,180 浦上 Ill " 兵底川 II 三川町 143 

が；菜川 莉菜 Ill 99 9災木町 3,510 伶菜 Jll JI tぺl)ハエ）Il " ／笈木町 430 

料々 ilt川 :r;.々 ilt川 西彼杵郡多1足見町 5,697 八郎川 99 長龍寺Ill " 康 町 342 

久 111 lll 久山 JII 諌！，’・i|i久山町 3,430 1ド田 Ill ＂ Hfll川 ,,春H町 540 

Ill ti/ Ill Ill 結 Ill 北甜米郡飯盛町 3,580 日見 Iii " El),I.JI! ＇！ 芭塚LLF 199 

(7MJII) 
99 " 茫塚川 " ＂ 

410 

長与川 i¥1illli,'JIll平木場Ill 西彼杵郡lと与•町 1,668 

伊木力 Ill " 即lll人リII ＂ 多良見町 1,036 

Ill I村川 " I l | 1!1 111 ,, 
＂ 

1,309 

県河川災害関連事業 江ノ ;iiiIll 粋ii!ii"IIII」.. J尿川 it佑i斗；I！1；札｛位芯皿I 918 

水系名 河！11名 施工位附 似l［佐［延長(n

4ヽ il: I I I 4ヽ il: I l l l＜恥Ii小礼町 1,860 

予々 JII 千々川 II -T•I3 町 661 

t1 見 Ill I:I 見 Ill ＂ 11見町 540 

Fi il↓ III 戸根 Ill 西1皮杵e/i;9,'iIIiIIf 2,864 

手崎 Ill 手崎 Ill " 
,, 2,400 

f) 9 4< 1J / 9 | !）9 4く力川 ，， 多良見町 1,830 

)/i_ Iii jii. Ill " ilPl'llilUJ 1,380 

: I i i lt 1 l l 廿¥ ilt Ill ＇！ 外iiが町 1,080 

本明 Ill ）1| 床 JII ;,,,'・i|ilIIU:IIII 500 

9 |’ Ill 9 |’ JII 平戸iIi紹差町 1,926 

m) ＂ ＂ 後111111 ,, 99 1,631 

99 
＂ 城山川 " 

,, 280 

翡砂 Ill " 蒻砂川 i船＇：；料 l;1筏［家町 312 

野 l[I谷川 " 野Ill谷川 ＂ " 196 

戸根 1原Ill " 戸根原Ill icGl1Ji¥H!！；ク令i1¢III 1,313 

浦上 Ill " 尾的川 iと軋lij|iIII 51i|ur 421 

I l l l』 Jl | ＂ 奥Ill l l | " 本河内町 2,042 

＂ " 本和II引II " " 1,175 

＂ " 御手水Ill " 
,, 566 

" ＂ 酋UI木賜Ill " 木場町 1,774 

＂ " 叫滝川 " I,.，・}沌町 647 

＂ " 宇土Ill " " 277 
(10河111)

八郎川 ＂ 都通川 II 巾里町 2,500 

戸 1i Ill " 戸石川 II 戸石町 661 

＂ 
,, 」・主切illl " |̂；戸石町 2,897 

八郎川 " 蔭平川 ＇！ 蔭平町 526 

＂ " 火木楊Ill " 中駄燐9I 680 

＂ " 現JJIJJI " JJし川町 1,050 

太 Ill尾 Ill " KIII尾Ill II " 940 

飯否ノili川 " 翻J;哺Ill ＇， 飯呑パiii 1,935 

粘々 i|t 11| " 井樋尾Ill 西彼杵祁多lU見町 1,223 

＂ ＂ 西Ill内Ill ＂ 
II 395 

江／ iiliJII " 1 i /）;i l l | 4ti':；叶,1:|；位i閑社『f 1,636 

" 99 Il 1 Ul)1 | 
＂ ＂ 

765 

III 結 Ill 99 Ill結Ill ,, 
＂ 

1,285 

松村 Ill 郎Ill河川村杉＼Ill i肘彼杵／阻琴ii諄II 1,578 

阜見 ill 粋辿inJIl|h,・!Ul| 諌月'-iI;！,'・li 1,580 

大Iりi寺）11 ＂ 殿井手Ill 西彼杵I!［西彼町 540 

有馬 Il l " 大路木Ill iii翡米1}|i爾1i見町 770 

境 Ill " I l ! J I l ，， 南999山町 565 

布気 III " 布気JI! もii/i.Iil；勝本町 112 

(43MJII) 
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災害復旧費決定金額（昭和57年災害） （単位：千円） 昭和57年12月末

|1571 

都 道 府 胆r 市 町 村 計

工 種 申 語 決 定 申 き99：9e •9 決 定 申 訥 決 定

箇所数 金額 箇所数 金額 筒所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

1,103 14,408,125 1,105 13,164,400 3,252 18,998,530 3,217 16,858,365 4,355 33,406,655 4,322 30,022,765 

河 Ill 70 126,047 70 126,047 73 236,835 71 235,086 143 362,882 141 361,133 

14,282,078 13,038,353 18,761,695 16,623,279 33,043,773 29,661,632 

， lll,396 ， 93,975 

゜ ゜゜ ゜
， 111,396 ， 93,975 

海 岸

゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜111,396 93,975 

゜ ゜
lll,396 93,975 

10 250,429 10 244,211 

゜ ゜゜ ゜
10 250,429 10 244,211 

砂防設備

゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜250,429 244,211 

゜ ゜
250,429 244,211 

1,122 14,669,950 1,124 13,502,586 3,252 18,998,530 3,217 16,858,365 4,374 33,768,480 4,341 30,360,951 

河川等計 70 126,047 70 126,047 73 236,835 71 235,086 143 362,882 141 361,133 

14,643,903 13,376,539 18,761,695 16,623,279 33,405,598 29,999,818 

906 4,395,976 889 4,132,662 4,732 10,145,073 4,691 9,225,779 5,638 14,541,049 5,580 13,358,441 

道 路

゜ ゜゜ ゜
4 2,502 4 2,502 4 2,502 4 2,502 

4,395,976 4,132,662 10,142,571 9,223,277 14,538,547 13,355,939 

5 108,472 5 92,511 100 1,593,394 100 1,556,386 105 1,701,866 105 1,648,897 

橋 梁

゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜108,472 92,5111 1,593,394 1,556,386 1,701,866 1,648,897 

911 4,504,448 894 4,225,173 4,832 11,738,467 4,791 10,782,165 5,743 16,242,915 5,685 15,007,338 

道路等計

゜ ゜゜ ゜
4 2,502 4 2,502 4 2,502 4 2,502 

4,504,448 4,225,173 11,735,965 10,779,663 16,240,413 15,004,836 

2,033 19,274,398 2,018 17,727,759 8,084 30,736,997 8,008 27,640,530 10,117 50,011,395 10,026 45,368,289 

合 計 70 126,047 70 126,047 77 239,337 75 237,588 147 365,384 145 363,635 

19,148,351 17,601,712 30,497,660 27,402,942 49,646,011 45,004,654 

134 560,960 134 484,759 424 1,056,400 420 903,491 558 1,617,360 554 1,388,250 

内離島分

゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜560,960 484,759 1,056,400 903,491 1,617,360 1,388,250 

さ
6

唸

茫

ご

し

（中段の数字は内未成）



第5紺 公共1：水施設の賊，Itと復Ill

災害復旧助成事業一覧表（決定）
昭和57年12月末

河 Ill 名 施行位ij(t 施行主体 施行延長km
'Ji. 党： 1f (Ii [i 1月）

災憲 1'/ 改良 1t 計•

中 島 Ill 長崎市 県 1.7 270 997 1,267 

ii 1i 上 Ill ＂ ＂ 7.5 1,454 5,447 6,901 

八 郎 I l | 
＂ ＂ 17.4 3,198 12,446 15,644 

莉 菜 Ill II 

＂ 3.5 385 444 829 

し社 々 i19 1 1 | 多良見町 II 5.7 803 1,953 2,756 

久 山 Ill 油昂市 ,, 3.4 533 1.005 1,538 

田 結 Ill 飯盛町 II 3.6 419 458 877 

計・ 7河川 13.1 7,062 22,750 29,813 

災害関連事業一覧表（決定）
昭和57年12月末

河 Ill 名 施行位附
施行 施行延長 事業'lt（百万円）

主体 (1<111) 災寓1,/ 改良'{,i ,i・ | • 

小江川等 3河Ill 艮 崎 市 県 3. I 379 313 692 

奥山川等23河川 II 市 23.6 2,963 1,452 4,415 

Ill 床 Ill 凍 ーIゴ1 J 市 県 0.5 55 23 78 

-FJI ・ 見， Iii II 市 1.6 182 162 344 

伊木カ Ill 多良 見町 県 1.8 325 165 490 

山川内川等 4河Ill ＂ 町 4.0 497 407 904 

戸根Ill等 2河川 公， 悔 町 県 5.3 715 391 1,106 

村松川等 2河川 ＂ 町 2.9 380 315 691 

: l'， i 1 t Ill 外 洵 町 県 1.1 145 127 272 

平木場川 長 与 町 IIII 1.7 229 201 430 

殿井手 Ill 西 彼 町 ＂ 0.5 78 38 116 

上原川等 6河川 飯 盛 IlII ＂ 6.5 776 540 1,316 

境 Ill 南串山町小洪町 県 1.4 219 154 374 

翡砂川等 2河川 有 家 町 町 0.5 35 33 68 

大路木 Ill 南有山町 II 0.8 50 39 89 

1 " Ill 平 戸 市 II 0.6 69 37 106 

l: |:l Ill 南串山町 県 1.9 268 176 444 

布 9メ••＼• 111 勝 本 町 町 0.1 11 6 17 

ノ9コ入9 計 53 河 I l l 57.9 7,376 4,578 11,954 

{ rl:9:ITT 

10 河 Ill 15.1 2,106 1,349 3,455 

43 河 Ill 42.8 5,270 3,230 8,500 
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第6i;t 復 111 1 1,. 

第 2節砂 防

県による砂防指定地は，今般の大水寓でも比較的雨の少なかった島原半島，大村市，佐Ill：保巾

などの諸地域に集中しているため，砂防施設災寓はわすか 7か所にとどまっている． しかし， こ

のことは，長崎市周辺における砂防設11iiiの立遅れを強く指適される結果となった。

第 3節道 路

道路については大水杏の直後から， it［ちに応急、1及旧エ'Jiがん'.;手されているか，そのII|（i序は幹線

追路を蚊重点とし，また、孤立化した地区に辿じる道路やバス運行道路を艇先的に懸命の努力か

昼夜兼行でなされた．

その結呆，被災直後 (24日）には一般国道，主要地）ji直，一般県追だけでも37路線， 80か所も

あった全面通行［上の規制は， 8月7Elには12路線， 14か所， 1か）］後の 8月2311になると 5路線．

7か所となり，長崎市の動脈であるとともに、被甚の11とも激しかった国逍34サ線も2011にようや

< lit1通した．

＼
 

＼
 

iii道（長崎I|iど塚町）
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第5紺 公共土木施設の披’ルと IUIII

国道34号線（艮崎市芭塚町）

これらの被災箇所は12月末までの予定で，遂次国の災雹在定を受けているが，緊急を要する箇

所については，すでに本復1日が始められている．

国道34号線は長崎と諌早市を結ぶ幹線道路であるが，長崎市本河内町と平間町9,6キロの間に 9

か所の大規模被者をこおむった．以下，応急工事により交通確保に至った経過を述べると，建設

省長崎工事事務所ではその復旧に全力をあげたものの，特に甚だしかった同市芭塚地区だけは最

後まで残り，全面通行止めが続いた．同工事事務所では24日から応急復旧に分{f手，本河内町の御

手水の陥没地に長さ30メートルの鉄製応忽仮橋を設附した．このほか排土や路屑補強などの復IE!

に全力をあげてきた．このため， 28Elから30日までに，市中心部から本河内町道光までと，矢上

から網場バス倅までは一般車の通行ができるようになり，また，道光パス停から日見トンネルを

辿り，茫塚町の災憲現場まで復旧作業車だけが通行できるまでに至った．

7.23集中豪雨による道路規制（全面通行止）状況 （県管理分）

7 月 24 El 現~礼 8 月 7 El 現在

追伯各種別 路線数 箇所数 逍路種別 路線数 箇所数

一般国道 5 27 一般国逍 I 1 

主要地方迎 14 323 主要地方道 3 5 

一般県道 18 21 一般県追 8 8 

計 37 80 計• 12 14 
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道路関係規制状況

路線名

202号

＂ 

箇 ,r 
月 原匝II迂回路

＂ 
7厄□7/50

l_():般

＂ 
II 

＂ 

大瀬戸町塚党

外梅町田ノjii

II 大野～夏井

II 四谷河内

II 焦崎中学校

II tlii•Itl,fr.付近

／！ 出祁（新橋通り）

長崎市田子ノaIi

II 踊瀬

II 大浜町

II 見崎町

11 41.I I l l町

松浦市志佐町

江迎町赤坂

松浦市今福II「[

ん噂 I1贔喜
崩土

＂ 
欠壊二

（地すぺりJ
崩土

iiiii 考

II 

＂ 

落 1,屈

欠壊

＂ 
11' 

＂ 
II 

贔詞
10

謬
謬
謬
詞
戸
声
12-

＂ ＂ 
｝｝ 

204号

＂ 
II 

,
t
 

j
 

崩

＂ 

竺
7
開

四

戸

戸

戸

戸

門

7

犀

＂ 

207号

II 

規制状況

三 r,i1

饂
7/24 

配完了

限
7/30 

謄

詞

206号

II 御厨町神原パス倅
路―i1」

御｝町戸根（戸根橋付近）I ： ]： 
II 

＂ 

II 手崎

時i1t町日並

"' 999J こL

＂ 

＂ 
II 

II 田ノ ii1iパス倅

II 7じ村9 スゞ停

II 

欠壊

＂ 
琴禅町戸根原橋

II 大石

多良見町五十石

II 大耶

長与町盤崎

多良見町五七石栂

長崎市戸石町尾崎

II 待石

口ノ津町宮崎i,I

加律佐町権田

西有家町竜石

＂ 
II II 旧道

喜
[27山W

旦

＂ 
＂ 

崩土

橋梁欠壊

欠壊

II 

251号

9

-叩
交

.I
片

良
い

改
伴

晶
喜

15

冒
開
万
万
”
”

7/27 

II 

II 

＂ 
II 

術架替

'" lJJJ 土

I =10 

内
I =1,500 

＂ 

”虜
o
I
7
1
n
n
w
s
n
/
s
o
/
s
n
1
8

冒
麗

6

言閂

＂ 

質

二7/24 
声

可

猛
芦
饂
況

=8 8/518:001 8/5 ,, 
8139
詞
謄
謄
8
声
6-
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第5紺 公共＿1-.木施設の般古・と復Ill

路線名 箇 、

r秒 原因 I迂回路

25~ 南 t|＼山町赤 Illl ～小i-1t波見

II 加 i•It佐町串パス停

II I有家町J;;濯

II I小浜町小山田

II I，；東早～飯盛（有-},（-）

II I I!itl，,山役場付近

32二三

I =20 

＂ 
｝｝ 

O

O

K

5

 

3

3

こ

1

=
1
1
=

―-1
1
-
1
1
 

l
l
"川
／

'f724 

7/24 

7/24 

冗24

7/24 

II JI 

＂ 
II 

II Ill平

II 黒橋付近

阻ロ

,, 長崎市茂木町弁天橋たもと

f(l裂

崩土欠壊

欠壊

地すぺり

崩土 IIIII 追

/=10 
崩土

欠 J:/i

[

口
7̀88766722声
帽
隠
14

喜
闘
6
ニ

数

限

闘

叩[▽

8
ー

羅
闘

声

可 4
・ft 定

24
調

/

1

 

7
1
 

＂ 
＂ 
II 

＂ 
＂ 

II 

II 

,, 春日町

／！ 潮見町

,, 茂木～宮摺

,, 宮招～大崎

,, 大崎～千々

野母崎町矢戸

ニ平IIli]藤田尾外1

長崎市片峰

阻fBド）•iliiII「[ J~I:」こ

•• 
4,1 

崩

＂ 
15箇所

12箇所

8箇所

＇ ー・iJII 」~
2箇所
灰―班
国

""t-

9
9
7
な

ー

＿

し

ヽ

・

3
8
0
"
u
 

~
 

，
 

器
礼l~ 

lii~ 
9
9
9
"
＂ ~ 

II 

＂ 
麟 li屈与ILを与町犬紺！～かかみ橋

II 長崎市畦別当～平1:11

＂ 

謬
戸
鴨
鴨
一
8
1
7
5
5
5

II 

欠壊の
おそれ
崩 j•

如
逍路流失

歩行者
のみ~

長与町洗切～•長崎市川平 I lJii 土
公

平戸生月 I生月町

// ／， 山田

崩土

横断II咋
蔽拍

II II 里 かん没

II }/ 一部 欠壊

7

5

8

暉
畠
7”

_~ 

霞

16,冒
-7

□□
”戸
声

あ

＂ II 御崎，コガエ
＂ 

平戸門口竺竺竺
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路線名 箇

平戸田平 I平戸市1：ド El

＂ 
＂ 

平戸市小主師

//主tiii

所 原因

•1 

j
 

崩

＂ ,, 

迂廻路

ロ
,, 

＂ 

配完了

限芦

jJ.:OQ 

iiii 抒

壺定

＂ 

規制状況

鱈 lll・贔碕l贔喜I直
7 

〗辺5□三厄4
1-2:00 

II I II 山口

II 南有馬町赤松～小浜町すわの池

二二」：l．）

壊
'、ク

7/24 I 7厄6
也⑯

冨
冨
謬
霞
声
9-

＂ 
．．
 4

4
 

崩

＂ 
／！古！J!.

,i 

＂ 
II I長lIl.年|j三和町布咎

II I II II II (p渡）

II I II 戸町 1、ンネル先三崎rIi滑石入口
香焼江川 呑焼町安保トンネル（坑日付近）

＂ 
｝｝ 

l =40 
’‘’ Illl :I・ 

崩土

｝｝ " 中学校付近

k

丘

ー

ケ

f

)
 

ロ
：

II 

｝｝ 

言
三
三
三

数

崩

崩

崩

欠

崩

翡

＂ 
欠壊

＂ 冒

如
戸
冑
喜
晨
15
喜

諏

12言
7
犀

讚

詞

諏

諏

声

犀

7

•1 4
J
 

崩

II 

II I // 小江原腎察学校

II I II 手熊

ご~;寸J•
＂ 

欠壊

旦欠壊

而
公
欠壊

可24

屑

声

| iIi 辿 724 

“̀ロ贔 霊汀g
/I 

喜
週
着

00
冒
00

鸞
璽
喜
喜
喜
鷹
嘉

00
言
30

喜
齋
量

2900
「

-71
晶
u
7
7
T
7
訟

7
加

7
郎

7
1
7
7
1
3
7
邸

7
g
7
1
か
7
1
5
7
訟

7
1
2
7
1
3
7
昨

7
1
7
7
1
7
7
か
7
1
9
8

壺定

殴エ
:J i区測

7/24 

言 I7/25 査定

-163-



第5紺・公共：l-．水施設の被9,Ifと復Ill

路線名 佃 原因
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最後まで残ったのが芭塚町の 2か所の災害現場で，このうち日見トンネルjllljの急カープは長さ

80メートルにわたって道路が流失し，また長崎保養院側は山腹から流出した土石流が，長さ約150

メートルにわたって道路を埋めていた．

工事事務所では 2車線確保による応急復旧を目的として， 日見トンネル側の流失個所には長さ

130メートルの迂回路を取り付けた． 8月2日，作業車がどうやら通れるようになり，続いて舗装

が施工された．

一方，保旋院側は31日未明からプルドーザーやパワーショベルなど，計21台の作業車を投入し

て、約18,000トンの土石を除去，続いて鉄製防渡壁を設附したのち80メートルの舗装を行った．

今般の国道34号線の災害で，同国道と長崎市内の交通緩和をめざす懸案の日見バイパス（延長

7.1キロ）の建設促進がクローズアップされてきた．

かくして， 8月20日午前 6時，ようやく規制が解除され，全面開通した．

全面IJH通に伴い，同工事事務所では，迂回路に 3か所の急カープがあるため十分注紅するよう

に，また芭塚と宿町地区に地すべり警報器を設附し，地すべりが発生した場合，赤色点滅とサイ

レンが嗚って通行止めとなるので，信号に注謡することなどを市民に呼びかけた．

第 4節橋 梁

橋梁の流失，損壊116か所のうち，そのほとんどの114か所が市町村管理の橋梁であることは，

さきに述べた．このなかに，中島川の眼鏡橋をはじめとする石橋群の半壊流失が含まれているこ

とも述べた．

石椋群に対する応急措岡として，流失した市指定文化財のうち，大井手橋と芋原橋の 2橋跡に

鉄製の仮橋が架けられたが，これら石橋群を今後恒久的に復元するか否かについては未定となっ

ている．すなわち， 1坊災最桜先の立場をとるとすれぱ，中島川の川幅の拡幅を含めて検討せねば

な．，ないからである． しかし，一方では住民団体の強力な復元運動も展開されている．

ただ，ここでいえることは，「中島川の石橋を守れという運動もあるようだが，人命最似先のた

め防災計画を立案中であり，両岸の人家も制限することになるかも知れぬが，勇気をもってやら

ねばならない」（県議会土木委員会における岡林直英土木部長談）ということを付言しておきたい．

第 5節港 湾

港湾関係は県下25か所の被沓で，そのおもなものは，長崎港内鹿ノ尾川地区，小ケ倉地区，毛

井ノ首地区のほか，大瀬戸，田平管内の 9か所23港，すべて国または県工事関係の渡岸，泊地の

復旧であった．

その内訳は次のとおり．
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じ県工事の分

泊地の浚渫 11港

渡岸 5港

防波堤 2港

航路 2港

物拗場 1港

臨港道路 2港

[>国直轄工事の分

長崎港浚渫

このうち県工事の分については， 10月初，中旬に在定か終了した後，直ちに泊地の浚渫などの

改良復旧工事が港湾復旧事業により実施された．

長崎港元船地区の土砂堆梢物の除去，浚渫工事は 8月5日から31日までにかけて進められ， さ

らに浦上川地区の浩湾施設の浚渫工事も 8月5Elから10月12日にかけて実施された．

第 6節公営住宅

県営住宅では川平団地，大怖I;l]地はか 2団地216戸が被災，市lIII‘菌住宅では長崎市の宿町団地ほ

か9団地， 520戸のほか，外海町，香焼町はか 6市町， 83戸の合r,J・Sl9戸が被災した．被憲の内容

は冠水による浄化槽，床板，骰や土砂流入などであるが，これら被災者に対して，県では長崎市，

諌早市，香焼町などの県営住宅69戸を提供した．

なお， 9月11]現在では災憲救助法の適用されている市町は長崎市をはじめ，，；束早市、三fl],

多良見，長与，時津，琴海，大瀬戸，外海，飯盛の各lIIIの社10市町であるが，この適用 iii町にお

ける半壊及ぴ全壊世幣は1,582世幣（県下全域叶1,6361せ幣）であり，これら世僻に対する復11:I,

対策は次のとおりである．

l>公営住宅，｝屈／11促進住宅への入居者 223世俯

l>応急仮設住宅申込数 142戸（うち艮崎市92戸）

うち辞退数 81戸（同74戸）

l>住宅完成戸数 39戸（同 8戸）

辞退者数81戸は，入居する応急仮設住宅がプレハプであるという理由で辞退しいるようである．
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7.23大水害被災者公営住宅入居調
昭和57年 8月31日現在

全 壊 公 歯 住 宅
雁用促進住宅 合 計

地区名 半壊 県 市 町 計（A) (B) (A)+ (B) 

戸数 空家 入居 空家 入居 空家 入居 空家 入居 空家 入居 允ュこヽ今ヘ9,、 人199;-

長崎市 1,283 58 46 192 170 250 216 13 8 263 224 

諌早 市 13 8 3 8 3 2 2 10 5 

三和 町 ， 
多良見町 14 

長~与町 70 

I l寺 iI t lll]. 32 2 L 2 1 

琴 iIが町 22 4 

゜
4 

゜大 瀬戸町 42 
， 

外 i11/ 1llI 34 

飯盛 町 53 

4ヽ ,t | ・ 1,572 66 49 192 170 258 219 21 11 279 230 

（香焼町） 7 3 3 2 2 5 5 5 5 

（大村市） 2 6 

゜
6 

゜合 9i1 • 1,581 69 52 192 170 2 2 263 224 27 11 290 235 
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土石流等の被害とその対策





第 1章土 石 流

今般の大水害のなかでも最大の災害は土砂崩壊による被害であった．

この土砂崩壊のなかでもさらに土石流被唐が甚だしいのが今次災害の特徴である．この土石流

災者は地域的には東長崎地区が件数，規模ともに圧倒的に多い．その誘因として考えられる点の

一つは，大水審の前 7月10日から20日までの11日間に，約600ミリの大雨が降り，特に20日には243

ミリの降雨を記録している．この結呆， J,也下水位が上昇し，地盤が飽和状態になるほどの不安定

な地盤になっていたのが， 23日の索雨と相まって土石流の発生となったこと．さらに中扁川水系

の嗚滝，奥山，芭塚地区には特に強い恢雨が降り，同地域が長崎火山岩地批であったこともその

一因と杓えられる．

昭和57年長崎県土砂災害状況
河Ill局砂iiJjif|i(8月11日現在）

lt者）文ぴ1行力不IIIl（人］ II I I十壊家屈（戸i
全体土石流地すべり急傾斜•小計 全体土石流地すぺり急傾斜小計

発生箇所・ IIィiii考

299 I 125 o I 95 I 220 111,423 I 336 5 I 412 I 753 10 I 423 

7. 23 長崎地区土石流災害総括表

叫しこヒオq¥11( 8 H201J) 

長崎土木管内 長崎市内

土石流発生深流 84 76 74 

死 者（名） 124 115 115 

不 明（名） 1 1 1 

負傷者（名） 46 46 46 

全 壊（戸） 152 142 139 

半 壊（戸） 164 160 156 

一部破/JI（戸） 99 96 96 

床上没水（戸） 154 144 139 

床下没水（戸） 312 218 203 
・ ・ ・―・  ・ ・ ・ • ・―・  ・ ・ ・ ・ • 

※披也の状況は今後の調在により多少の変更がある．
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今般の死者，行）i不明299名のうち， 8＇,Iiliまてか土石流による被忠といわれているが，その内，J｛

のおもなものは以下のとおり．

叫上川の川平地区 9E行33名，家圧の全壊17戸，崩落した土石批6,000立方メートル

・ピ塚地区 死者15名，全壊43戸，山と国追か崩壊

・中島川水系の嗚滝地区 死者24名，全壊10)［土イi1d:2,ooo立）jメートル

芭塚町

芭塚町
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本河内IIIT(奥山）
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7.23 長崎豪雨土石流災害（その I) (7月31日現在）
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11 宿町 382 髯贔。。二。 1、[ 51`  

／，二」；イ） l ／1 19 :L.［信。 00|0 0 0 1 0 113000 

／／ 1'.土伍．： 9/ 畠勺 髯。8 0 0 0 010'o o o22,500 

＂ 1 「 三ij芭知］］ 筐： ： ： ： 1: ：： ： 二
ロニ□三 1口□□言— ・ニニ 6 竺57| 6 0「ご一
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7.13 長崎豪雨土石流災害（その 3) (7月31日現在）

河 川位 附災害発人的被四（人） I家 lせ披也（戸）流：li

水 系 幹 ／I[ 深 流郡・市 町・村 字 9KI:I IliJ'9じ行不明 i・1II堵全）災半J災一破j部i1床没水．I:.成没水F，土919砂lによ｝Iるt9 

知律11| 9|，9lHI| il|i111川 西彼杵多良見町，1,•1け名 20: 15 0 0 0 0 3 0 0 1 970 

.11 o o I I ofo 3 o.. o 1 

戸爪111| mul| 」：1111•1111 恥崎市川内＿l：川内 20:30 0 0 1 3 3 1 3 4 33,000 

＂ l I II illのI神二i1）i II 」・・戸石 陣 内 21:30 15 0 3 5 1 —7 6 -7 36,000 

II I II F叩 II II II 城ノ谷 21:10 0 0 0 0 3 1 6|] 2,200 

,； 1 • > | 15 0 4 8 7i 9 15□I71,200 

大川大川 I千代'.,i]ll| i柑彼杵「三 fll|イIi 咎 1 。~0 0 3 1 0 5 14 6,400 

,:i- 0 0 ．0 ． I 3I 1 I O 5 14 6,400 

予々）11IT々 川 IT・；間 1長崎iiiIT 々| |21: 00 0 0 0 0 0 0 0 0 10,400 

, ; 1 • O 口o o o o oj 0J10,400 

大崎111j}ふ11 大崎川 I ,, 大 l□ I 20: 30 o o 4 2 o o o 6,400 

,ll・ o o 4 晶旦宮抒~1 1 1 | ‘[f招Ill '1月111111I ,, I is Jn I 21:00 o a a 2 

,ii- 0 0 0 2 

IIIIII礼llりll|IllIIIi訥Ill111111河内Il[ 9! ）sll| I店印11河内 22:00 0 0 1 1 0 1 2 1 50,000 

,, I,,,,,,,,,,  11 0 0 1 0 0 l 2 1 4,000 

,； I • O 口2 I O I zl 4 2 54,000 

｀闘尋間尋靡:I " ）及 4、 22: 00 0 0 1 2 0 0 0 11,250 

（二） （二） （二） 11 11 II ゜ 0 2 0 2 0 10 3750 
II II II ， 

,ii- 0 0 0 3 2 2 0 10 15,000 

4ヽi対iPIII 小瀬戸Ill 小瀬戸Ill II ,jヽ 瀬戸 22: 00 I O O I O 3 —0 ~ 40 103,,00000 0_ 

|1|o|o□1。|3]40三

□ □  
＾孔□ロ

9, I • 

i几li(1川 1匪li(I II I I叫贔 I ,, I」，mI l2 

9, 1・ 

／竺1一了悽1/I_1ili]□1、 1 J-［筐口
1 I 2 i 7 I 9 I I 147.000 

(9ヽ II (9ヽ II (9ヽ）
竺叫りll 船~Ill 船叩1| ＂ /"; Ti I JJi¥ ilt 120:101 1 I o I 7 o I 3,600 

9, | ・ 
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11 

1.23 長崎豪雨土石流災害（その4) (7月31日現在）

ロ, 11｛心"'

,000 I ;;’が911; 1,1  ]1 91 1 91’ 名［訊;I° 1。。1II ji•上1 平
; | 

•99‘9 99 999 ’ぶ戸士 99 , 1, 199 9 4. 7 23 n I n I n ,9 , l n 9 1' 9 9、9

JI I 9 I O i 0 

疇川 IP疇杵 1外池 l嘉闘i]は1|°! ］ :i [ :I :II :1：二
235,000 

lお，800

ロ」□戸0 ! 0 I 1 I 14 I 6,700 

塚：1:,111i塚党Iii

小松ill

4
.
4
 

/
9
 

ぇ

r"

t 2 1 28 I 14,500 

釦 1541313!
§ 

土石流災害応急工事

水 系 粋 淡 流 位 ”,, ’ :l, 法
•- ．． 

q, 的入9, Ill 中 甜； 嗚 沌 1 1 | 騒 崎市 嗚滝 町 排土．土のう
＂＂ 

// 19 奥 小 Ill 水iii/1芍町 排 土

八瀬戸 Ill 小瀬戸川 小瀬 小瀬戸町 しがら，水路整iiij

八 郎 I I : 八 郎 JI! ;，究」，; 石 } l l i/ 求 町 排土，転石奇牙i
" 

ii 1 i 」., Ill 浦 上 lli LLJ 平 I I I I J I I 平 町 排土，仮排水路

(9 !］ 7 EI J}iイC)
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第 2章山崩れ，がけ崩れ

崖崩れと地すベリによる被甚も大きかった．県下の樅崩れ箇所は4,306, 被害金額にして

6,130,065千円、地すべりは151カ所， 2,014,130千円となっている．

家屋に被；仔のあった半数以上が長崎市内に梨中しており，その発生場所は，ほとんどか旧市街

地周辺の傾斜地を宅地開発した，いわゆる新典住宅地ー•!i和てある．町名でいえば，滑石町，北栄

町，昭和町，戸町，小ケ倉町などであって，これら地区から生埋めになった死傷者も多数発生し

た．

芭塚
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第 2,：t llIhi]れ，かけiiiil

がけ崩れの発生形態は大多数が表層土の滑落であって、がけ下に人家が密躯していたため、

崩壊規段に比較して死者、負傷者の多数を数えた．がけ崩れの発生時1ii]は23El20時前後と推定さ

れる．この時：lti幣は夜間であったことと、きわめて短時間の集中泉雨の時間僻 (17時ー20時）と

一致したことなどから，被害をさらに大きくしたものと衿えられる．

土石流発生の渓流は84、死者，行方不明者125名，家屋の全、半壊336戸．

山/i)Jii,ヵ＜iナ崩れの発生時刻は，ほとんど20時前後に連続し -った．これは H降水抵448ミ

11という、多批の雨かわずか 3時間という短時間に集中したことと．加えてそのピークが20時から

長峻港が満潮となる23時までと重なったためである．

多発地幣は八郎川流域である．これは雨斌の強かった地域に一致する．

被災地域を見ると，山崩れ現象は表土，岩l骨が表流水や校透水によって崩れ落ち，安ill岩の枯

盤の崩壊はみられず．丘陵の 7,8合目あたりから崩壊しているものが多い．崩壊地の下jiに段々

畑や果樹園のあったところでは，この土砂をまき込み、すこ＇い 1itの崩壊泥土となって被害がより

増大している．

がけ崩れは，その後， 7.23大水需のi店がまだいえぬ 8月22日の集中緊雨（時間雨糾：35ミリ｝に

も，長崎市平1ii)町の沌の観音近くの国道34号線付近と，嗚滝 3丁目などで発生．通行禁止となっ

ている．

長崎市出雲IIIJ
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区賊名]E9 : I ： 

裕‘i; 2 ! • I]I 

izi 町

西！J1 台：
人了、町

焙 ll：町

西 町

西 4t 1i). 

北栄 1町

場

急傾斜地災害報告総括表（その 1)

｝ヽ家 1 位1段状況
闊

(7月31日現在＇

被げ；：の状況

戸数 lH 
--； 

ロ' 20 : 50 : 
←--↓ 

10 i 30 □ 

¥1; 物 的

3 ] 11 i 7/23 22 : 00 

，， 9, 2丁tl 99 99 

/9 戸町3-517 7/20 20:30 
上` “

fl i柑1!;f;2 I巨29-4,、7/2322:00 

II 大

＂ 策ilJ町279 II 20:30 

” ＂ 

＂ 北栄ill!l3-20 i " II 

: I3人紀 i2戸鐸

三 li岐

。
n" 8
 □

[
 

iU J 尾 Ii担彼杵lll；長与町 8
 

20 

.J” ，＂ Ill 

lり鉗台打1地

il i lO 一郎戚拍l戸

!L IE 郷

認 0i i一部破IIll戸
l戸仝J炎

一部破,Ill戸

。 ロ
7, 8

 
7
 

9
^
 

,~ 
~
ヽ

，＇ 
11 

5
-
5
-
5
 JCI 

" ,H: 1 ] I IIl; 191且・，阻i
-『

" 99,＇il熙lll糾 ＂ 
II 

" 99 

99 99 丸[II郷300 ” 19:30 
99 “ 伍！i！Il紺t1285外ぺ 11 22 :00 

琴洵町戸根肌郷 99 20 : 01) 

1
3
 

ー 10 

45 

7 

52 i 860 

□ 
| li:i全壊

一部破!/l2戸 l戸全
虞！いや乳

一部破拍1戸

20 15 | 30 i,!fij］／ゞ 1戸全坑， 

竺竺門 4| 20 25i 100 1人ダE 一部破損1戸
-- - , 2戸全灼L__

7/23 22:00 , I O 20’l0 ; ， 
• I 

ー ＇， 
本 iiII丸＇町， 9 本Ill内JI［卵I I " " 2人不明：250 200 5,000 12戸全埃

認直；
-- ： 
鼠 町 ，！泉町l氾 99 99 10i 20 10 10, | 9剛Ji2戸

9...  I 
i lI-9 !！澤

己：）坂町 I " ど松376 !,, ,, I I I i 
l/、不11）]： 3炉半坊

ロニニ241::  ：二：ご旦一
昭和 mrI " 11rH11au , " " I 7 I 10 I 45 I 130 Is人が¢

＇一部敗捐 2戸
, 5戸全J災

． へ …
99 15 1 '  

I 
20. 90 3,200, J戸半壊

91 2l :00 1 ]0 15 1 9 30 1,350, i 
, 1 9 

22:00 I 15 I 15 i 30 I 20013人死3人 4戸全壊| 

,, I 201 30/ 101 50011人紀 1印隣

9, 10 40 1 35 1,070 一部破祖I戸
］戸半壊

9, 1 6 8, 30 80 （一部破祖） ；アハー
ト(4・11NI,i)

' 1戸加翌：心噸藷呵" l 5 30 | 40 70 1だ匹 2吐， 3戸介壊

J i l ItJ I'1i,^．iili/II I勺H[1519 II 16:00 

・璽・・':;「
5

1

 
酉 1i家 枷i:；米郡i附｛j家町

口
180-
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急傾斜地災害報告総括表（その 2)
(7月31日現在）

人家 ii，i t}l :| k i兄 披内の状況

区城名 場 ffJi 発生日 ll!，・
I―i数 H w V 人 (1,J 物 的

＇心i 尾 lIII~ lとli,hi | i I，':i / ¢ l11 [ 3 7 5 7/2321:00 7 40 60 300 l戸全壊

Ill ij I lilf " ll 1 9 1’III I・ 欠筈・ ＂ " 8 4 20 160 一部破損2戸

論 iりi 原 ii-ii'，情叶:liI；」じイ,--＇．99 [I I,;｛i iり;-1,;,: 7 /24 12:00 2 16 15 2人夕l: l i" i全J災

Ill ,, 三川町1265 ＂ 22:00 6 15 10 70 一l)ー部；全破J乳損1戸

i l {1 {:I I III I " II{1tllllr165-26 " ＂ 20 10 5 5 1,ゴ半J乳

泉 III I ＂ ）及1111724-4, 697 ＂ 
,, 16 60 54 53 一l／ゴ部1|破吐災損2戸

北栄 IIII " 北栄III[18-13 " ＂ 12 8 10 10 l戸半J災

虹l Ii: IIIJ ＂ i! l. I t llI I 2 5 0 5 -5 ＂ ＂ 5 10 20 20 l戸全壊

祐 111 ,, Ii，jイi島町）＜il 
， 

＂ 7 : 00 5 10 15 32 一部破り12戸

!JI III I~ ,, 
＂ 

,, 
＂ 14:00 1 15 10 100 ＂ l戸

泊i砂谷 ＂ イj家Ill［大苑名 " 13:00 5 10 30 100 ＂ 1「i

身 延 ＂ 
,, 99 ,, 9:00 I 10 5 50 ＂ 

l /-i 

: I’ ,:,¥ 
＂ 党野町中島 99 " 5 15 10 50 ＂ 

1 1ゴ

」••中谷 ,, it，iイ［！J ； lll [ l'l オ＜阻 f• ＂ 1:00 1 6 5 30 ＂ 
1/=i 

·1•. ,, 南91 i l l l lll l‘”‘| i " 5 : 00 5 20 10 20 ,, 1 /―; 

西 ←9 1 i 
＂ 

,, 西31 ;． 
＂ 4:00 10 20 10 40 ,, 2戸

板 り1 ＂ ＂ 板りl ＂ 5:00 5 10 20 25 公民館一部破損

椎木 Ill ＂ 
II/！椎木川 ＂ 12:00 7 20 20 400 半壊11ゴ

Ill平波 ll: " ＂ 
I.IIー,1-: ,, 6:00 6 30 30 50 一部破/Jl2戸

後 ,1, ,, ,, 後il」 ＂ 9:00 6 80 20 60 {r1，1i-音|111支1JI

iil Ill ＂ 
i~i ィ，．、ふ IIIIil'i l l l ＂ 4:00 4 20 25 100 2一戸部全破壊損lF'

91' J)j ,, 
＂ 'I!）)! ＂ ＂ 11 15 20 50 工場2戸全壊

袖 伽 •Iti:’:i 4CB1;f11り恰Ulfi:lil』II 7 /23 23'.30 5 70 10 500 
10人 5Jゴ全壊7人夕じ

畦け1i当 IIII lと11，苅9| i 91 ：サll彗・，IIIJ. ,, 20:00 6 30 50 40 一21部I全破壊損l戸

長l 崎|、, , イネ9 ヽ
ス ンル

,, *i',JI村 ＂ ＂ I 40 20 40 1戸全壊

沌の」： ＂ 滝の」•• ＂ ＂ 2 5 30 5 2戸半壊

'I' | i i l ＂ 'I外iii!000祈：）也 ＂ ＂ 1 30 40 70 一部破/Jl2fゴ

,, 
" ＂ 

,, ,, 11 20 80 130 2一戸部半破埃/JIIP 

＂ ＂ 
平1原 ＂ 

,, 20 5 100 40 1人死iifi）j 
1人 2戸全壊

＂ ＂ 叶'-lill681 ＂ 
,, 13 20 7 10 1人死負f!）i

1人
2戸半壊

松 原 ,, 杉｝I瓜l町（ク；竹．） ＂ 
99 5 50 50 40 1戸全壊

＂ ＂ 
杉MJ;(HIII矢竹） 11 20:30 5 8 55 70 一部破損3戸
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急傾斜地災害報告総括表（その 3)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 披せ；：の状況

区城名 楊 所 発91:El lLI: 
戸数 H w V 人的 物 的

松 原 長1屈n|i杉¥IJ;U町（矢竹・） 7/23 22:00 1 3 20 12 

＂ ＂ 
,, ,, 

＂ 5 6 10 15 一部破損1戸

＂ 
,, ,, （」．・．／未） ＂ 22:30 1 6 20 20 

＂ ＂ ＂ 
,, 

＂ 22:00 1 8 20 一部破損1戸

＂ ＂ ＂ （西山） " ＂ 2 12 70 半一部破壊損l戸1戸

" " ＂ （穂立名） ＂ 21:00 5 5 10 一部破損1戸

-9. 1 l ・ 買 " 古賀(JL 1'91し） ＂ 20:15 I 10 5 

＂ ＂ II 936 ,, ,, 10 10 15 一部破損1戸

l l l 恨
,, 

I I l -ll !. iII I ,, 20:30 1 5 5 25 ＂ 1戸

池 III Ij;i ,, 
＂ 

,, 
" 1 15 10 300 

平木場 ＂ ＂ ＂ ＂ 1 20 20 450 一部破損1戸

99 
＂ 

,, 
＂ ＂ 1 10 10 70 l戸半壊

池 1!I IJ;i ＂ 
,, 99 22:00 1 15 10 200 一部破損l戸

大 追 ＂ 
99 

＂ 20:30 1 10 30 400 1戸半壊

二杖~船

＂ il: t 1 i lII I 4 ＂ 21:00 l 15 15 300 一部破損1戸

＂ " " 362 ＂ 21:30 2 15 10 1,000 ＂ 1戸

＂ ＂ " 403 
,, 20:00 5 10 50 800 l戸全壊

池 Il1 19;( ＂ 
q,'IしIIIJ1719 ＂ 21:00 4 5 10 100 一部破すJI!戸

l l I 河内
＂ り：¥Tilllf2153 ＂ 20:00 10 10 20 150 1／ゴ半壊

＂ ＂ ＂ ＂ 20:30 8 15 70 600 1一戸部全破壊1JIlF’ 

牧 扁 ＂ 牧I;，¥111/221 II 22:30 1 10 20 100 一部破損1戸

＂ ＂ " 222 ＂ 21:30 3 18 20 270 ＂ l戸

＂ ＂ ＂ 1368 ＂ 20:00 5 5 5 10 ＂ 
lri 

" ＂ ＂ 1237-3 ＂ 21:30 I 12 5 50 ＂ l戸

西 l ll ＂ 木場町917-2 ＂ 21:00 6 10 10 500 一部i全破坑損1戸
lr 

樋 ［こI ,, 東IUI~ 
＂ 20:30 27 35 60 1,100 

一部破損'2rこ；
li-i4;h}i. 3ti:1.，h札

本河内 ,, 4<i9,JIり皿[!516,1535,1536 ,, 21:00 6 30 60 1,580 一部破損2戸

,, 
＂ 

99 1825 ,, 24:00 2 5 20 100 一l戸部全破壊illlF' 

,, 
＂ 文明吹liil樅 " 20:30 1 50 60 3,000 Iiゴ全壊

」 •.Ill I村 ＂ 
I II IAIIIII ＂ 21:00 1 6 15 50 1戸半壊

下 JII 内 ＂ ＂ " 20:30 1 8 5 30 ＂ 

＂ ＂ ＂ ＂ 20:30 I ， 11 70 l／ゴ全壊
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急傾斜地災害報告総括表（その 4)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 披，，1:：の 状況
区 城名 場 所 発91ctl lLI・ 

IV I I V 戸数 H 人 (l'J 物 的

下 Ill I村 l＜貞i；，Ii) 1 | |),J III I・ 7/23 20:30 5 40 60 2,110 8負人Iii9E2人 一3戸部全破壊損．l戸l戸半壊

'I' llll ,, 
9ド1iil(Ihl/ i11'1) ＂ 20:00 5 30 一2戸部半破壊損IP

西立：神 ,, 西立神41 ＂ 21:00 ， 15 20 300 一部破JJl2戸

東立：神 ＂ 東立神108 ＂ 22:00 7 10 20 100 一1戸部半破壊jJ11F’ 

,, 
＂ " 203 " 21:00 12 15 15 400 ］戸半壊

神ノ 1砧 ＂ 伸ノ島1-244,]-247 II 20:30 10 15 5 lOO 一部破1112戸

木 鉢 ＂ 木鉢1-138 ＂ ＂ 6 15 10 150 ＂ 
lI-; 

土 ,11,ノ酋 " 土JI'ノ首 " 22:00 15 15 15 <JOO 2ri21’」~設， 3It;4r上｝

磯 追 " 磯道町326 II 21: 00 13 311 15 400 2戸半壊

嗚 滝 ＂ 嗚瑯lII 15 25 30 2,000 

小ヶ介 ＂ 小ヶ介lllJ1号低 7/23 21:00 5 30 50 15,000 3人i,tfi} 
l戸全壊1人夕［：

t :J~I：ノ首 ,, 毛JIゾ {,-467.．472 /I 99 6 20 60 1,800 一部破1JII戸

女の都 ＂ II{{ fl I nr[ illi」・.7l<i/，iJi也杓'i ,, 20:00 l 7 IO 200 " l戸

三原町 ,, 三原町竹内マンション ＂ 21'.30 5 25 20 500 1人夕じ 半壊炉，全J匁l)-i

三川町 ,, 三川町 ,, 23:00 3 30 15 1,000 11ゴ全壊

西山町 ” 西山llf/4-377 ＂ ＂ Iヽ 20 20 400 一部破j)し1戸

木楊町 ＂ 木場町 ＂ ＂ 1 18 50 2,000 l／ヨ全壊

大 平 ＂ 4ヽiー［原町 ＂ 22:00 6 50 30 5,000 2人死it iiふ
5人 ＂ 

金堀 IIII ＂ 金堀町237 II 20:30 10 511 15 500 一2)二部i全破壊損，1戸1)―:；半壊

1| | Ill ＂ IIIJIIIIIJ832 ＂ 21:110 6 Iヽ 10 20 l ／ゴ全壊

＂ " illJIIJIJJ543 11 20 : 00 I 2 20 20 一部破!JI!戸

＂ ＂ 
II 28 " 21 :oo J 8 7 35 1人('，1!Ji " l戸

柚 泊 ＂ h | i i [I III I 7 7 1 ＂ 21 :30 2 8 15 140 ,, 1/ゴ

」•. 浦 ＂ 」詮lli町891 " 
,, I 8 7 35 l人ftl!,} ,, l ri 

J・. 床 " 4 t 1;v，III I~ 4 l ,, 19:20 20 50 120 1,300 1人外it：傷1人 1戸半全壊J災2I―; 'l戸半壊

北 閤 ” 
99 

＂ 22:00 ， 35 95 450 21 i半壊

滑1i7 I目 ＂ 滑石 7丁目23 II 20:QQ 7 40 20 300 

,＼,li III 西彼杵I!［lと与lIl].itil.11郷2128 ,, 21:00 4 10 15 200 

99 ,, 
＂ 20 ＂ 

99. 12 15 100 3,000 一部破損2戸

＂ 
/I 

＂ 束ihilI I ＂ 23:00 I 23 5 250 ,, l /-i 

＂ ＂ " ＂ ＂ 20:00 1 5 ， 30 99 l r: 

,, 
＂ " 441 " ＂ 8 10 7 320 ,, 2Fi 
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第6I.I clぷ流等の股，':'とその対第

急傾斜地災害報告総括表（その 5)
(7月31日現在）

人家 崩 J災状況 倣 1:： (I) ：II9 況

1,: 城名 楊 Iりi 発’I• LI II.'J 
戸数 ]-] w V 人 (lり 物 的

，りi Ill I’り1皮I・『Ii|:K与IIII447 1/23 23:30 1 511 15 1,000 一部破/Jし1戸

99 ,,,, 
＂ 469 ＂ 23:00 3 15 40 200 

＂ "" ＂ 467 ＂ 20:00 3 12 50 1,200 一部破り12戸

" 
,,,, 

＂ 145 ＂ 20:30 8 20 20 600 半一壊部破損3戸
Ii; 

泉 lと旧':iililitlilll024 " 22:40 2 8 70 600 3人('tIIJ l 一I•:部i 令破J災損2F’1人夕じ

沿 h’ " ,,MIIIJ578 ＂ 20:30 5 15 30 2011 一部破損2戸

が， 竹 " 1＇；竹 IIIJ427 " 21:00 6 5 40 200 " 2!~ ； 

1'1 島
,, I’l島IIIj~ 6 -6 6 ,, 23:oo 2 111 10 150 99 11' 

池 111 直,1皮杓I![l＜与IIII吉無111郷 " 20:00 

:1 
JO 30 260 ＂ 

2,―; 

I: I l{,1’|; 
＂ ＂ 三恨郷 ＂ 20:00 6 10 60 " 21. i 

柳 迫 ＂ ＂ ＂ " rn:oo 7 5 10 50 " 11―i 

Ill 代 " ＂ 
99 

＂ 19:1111 I 20 20 400 ＂ 
1 J i 

91，.木楊 " ＂ 
}|り木場

＂ 20:<10 5 30 20 1,0110 ＂ 
1 J:．i 

＂ ＂ 
,, 

" 
,, 20:00 1 5 IO 511 ＂ 

] I i 

h『水 1J孔 ＂ 
99 三恨郷 ＂ 19:00 I 20 10 200 l) i半欺

" ＂ ＂ 
,, ,, ,, 2 30 100 300 一部破illl戸

乙 走 KI1，奇巾三11,1111 " 20:30 I s 20 160 ＂ 
）ミ 紺． " " " 23:00 3 30 JO l,11011 1 }: i’|'•壊

＂ 
99 

＂ " ＂ 3 8 20 1 611 一部破り121ご9

ill ‘Ia " Ill'ド1111231 ＂ 20:00 6 20 30 600 一部ì  I'破•J災il11 /ゴ1, 

＂ " Ill'1'1111279 " 19:00 3 20 15 300 一部破損1戸
， 

" " ＂ 197 ＂ ＂ 1 5 10 100 l } i半壊

＂ ＂ ＂ 716-9 " ＂ 6 5 30 1,5011 一部破損2戸

Ill ＂ 三11111111120 " 20:00 7 30 40 7011 3人夕じ
一部破損1戸
l r i令壊

且IけIItl'， III I " 剛jJIJ当1111 99 22:00 I 50 20 1,000 ] I i全壊

＂ 
,, 

＂ 153 " 21:00 1 s 20 160 一部破illl戸

糾 111 Yit ＂ 新llliil ＂ 20:00 1 30 20 600 ＂ 
l /―i 

＂ ＂ " ＂ 19:00 3 60 20 600 2} i全J災

＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 1 IO 20 150 l ／ゴ半J災

堀 切 ＂ 堀UJil" ＂ 
2 1 : 3 0• 20 85 35 1,200 1人死['，傷

1人
一l戸部令破J,jil13}Z9 

壊31~i e|’:j災

深 iI Ii ＂ 深油 ＂ 20:00 I 10 15 150 一部破jjし1戸

!，！り手ヶ i11l " 馬fバI|i ,, 2 l : 4 0 10 15 20 1110 l戸全壊
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り万 2 I筏 11」前iil、力<I t hii i l 

急傾斜地災害報告総括表（その 6)
(7月31日現在）

人’‘ぷ’~’ 崩壊状況 披 ',1:＇ (l) 状況

屁城名 場 9 1/i・ 発,1,.1J11.¥
戸数 H ¥V V 人的 物 的

尾ノ l: i~il皮 i:’rIiI: fr炒[IIIII¢ ノl・・ 7/23 22:00 14 20 10 50 l I-i’令I'·•J災
1)-i j災

lミ l’i ＂ l几iイj・均(IIII iと朋j・ 7/24 11:30 1 10 15 300 1 1-i全壊

i序恩炉 ＂ ＂ 善息も ,, 6:00 2 12 20 240 一部破損1戸

" ＂ 
,, 

＂ ＂ ＂ 
2 I 15 20 200 ＂ 

l }―こi

見 /i, 見岳 14:00 1 51 15 1110 1戸半壊

善忍炉 ＂ ＂ 
停悠．、，J " 6:00 2 15 20 2110 一部破損1戸

！ ！ 森 ＂ イi‘剥IIIl ！森 ＂ 9:00 13 ]] 15 540 l /-i令壊

1 I. 介 ＂ 4ヽi1し111［北阻f ＂ 6:00 6 10 7 311 

刈 水 lやi'，?iオし1!l;4ヽiji，11Ir.It4ヽ II i 12 : 00 2 6 5 60 一部破ijil戸

北＆ノ綺 ＂ ＂ " ＂ 3:00 ， 8 15 120 ＂ l戸

＂ ＂ ＂ ＂ 1,9 5:110 5 15 11 160 " l I i 

島 及 li{，1)t ＂ ＂ ＂ ＂ 3:00 7 20 5 1001 □， l /̂ iI令I破J災IJ12戸

＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 6:00 5 20 21 200 

祉j 11111 .I t,0iオ:li1; Ii{ 91益IIII~ fli /1Jl l 7/23 22:00 18 8 16 75 一部破損2戸

I I I | ,, 
" 憐1名 " 21:00 ll 7 20 70 l /； i半壊

'I ' 阻i・ ＂ ＂ _ 1 •. II孔 ＂ 22:110 7 10 40 180 一部破jiし1戸

追~ II;，-

＂ ＂ 聞名 " 21 :oo 8 ， 211 70 11-'半壊

.iし 畦 " ＂ 1勺り場名 " " 6 7 4 10 （クラ，ク(i,hiIJ災恐I

[lli J, l"I 99 
＂ 'I'• 名 ＂ ＂ 6 10 7 30 一部破損1戸

Ill 尻 ＂ " ’I ! ＂ ＂ 5 12 5 411 " l I~ i 

＇ I'I J各 ,, 森II I llll・本村 " 22:00 7 8 7 30 

介 ; | ! 
＂ ＂ ＂ ＂ 22:00 23 IO 5 25 一部破損l戸

大 ilj I{C l l l. {h:，| i l••| | ；lli 1il [）＜ i{ ｝ ＂ 17:00 35 JO 5 10 " l /. i 

)< 1iし坂 北松；l|i1!I；大島1’-l火根J/i:Iil l ＂ 16:30 2 6 21 [20 1人(tilJj l戸全壊

塚 逍 illii皮杵•I!1; ）<i帷I•i IIII)ぷiii 7/24 11:00 7 40 30 500 l戸'|i壊

I・. 園 .1 じ，hi 米／！I；飯盛•IIlr ，り場名 li,ll刹／i 7/23 21:00 12 15 so 4 10 2)-i半J災

火 9|, i¢ i凡ii皮杵／il：タトi1JillIr)く'PIt 99 10:30 24 25 60 1,5110 3l戸J~i半全壊壊

横尾 5丁l・| l<ii/,i，|i 1/1，l6111J 5 ・20 ,, 22:00 5 6 20 JOO 一部破損l戸

西 ）＜浜 l月11]1杓・1il;）<i軌I―;Ill［神I・!戸1}＂ 7/24 17:00 7 50 80 3,000 2戸全坑

I・. 1,,1 北9ti米郡飯’/，怜町，h場名 7/23 21:30 6 15 80 130 l一iゴ部全破J災/Jし1戸

）く 和 (A’. |II: {i: 9| i)< ｛I l llII " 20:00 8 8 8 40 一部破損1戸

朝 [ | 
＂ #1/llllllf!H4 ＂ 18:00 70 Iヽ 8 20 ＂ 1Jーi
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第6紆，，1 こIA'i流等の扱’,I:＇とその対第~

急傾斜地災害報告総括表（その 7)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 被；It の状況

区城名 場 所 発生日時
戸数 I-I w V 人的 物 的

熊 野 f!iiU1 ,li !i柔阻 i• 旧 1. 7 /23 20:00 21 15 7 20 
一部破損1戸
l戸半坊

介、 崎 ＂ 赤綺1Uf393 ＂ ＂ 6 4 3 5 一部破t/11戸

}石't9 崎 ,, 1/eノ浦IIIJl56 " 21:00 2 8 10 20 ,, l戸

大 糾
,, j<ii}Bfr ;9f iIIi988 II 11:00 8 10 5 10 一部破損1戸

名 切 ＂ 名珈lII ＂ 20:00 6 6 8 30 
一部破jJUp
l戸半岐

j< 神 ＂ 火h| I III I 73 5 ,, 23:00 7 8 15 64 1部破JJl5戸

" ＂ J計h|IIIII25 ＂ 21:00 6 ， 6 20 ＂ 
1戸

f: Ill 長直!iili*）品IIII1_..111 245 ＂ 22'.30 6 50 20 1,000 2人it1l,} 2戸半壊
3戸全壊

ど． 塚 " H 見トンネル」•• " 20:00 I 15 30 900 1戸半壊

＂ " 芭塚364（国逍沿） ＂ 21:00 I 20 30 1,800 99 

" ＂ " 459( 国道」•.） ＂ 20:30 1 30 30 900 1人負傷 " 
,, 

＂ 
,, 65 ＂ 20:00 ， 70 150 42,000 2人9E

5戸半壊
4戸全壊

’|i I l ll ,, :'| i I : i l lll j~ 3 08 3 
＂ 18:50 2 40 4 5 一部破損1戸

・il. 念 ＂ 
古l'iII I~ " 21 :oo 1 100 30 3,000 1戸全壊

Jし +'I,・ ＂ ＂ ＂ 22:30 I 100 7.5 75 3人('{ft 1戸半壊

亦 松 ＂ 
111,1,n1r 

＂ 20:30 15 60 10 .60 0 

＂ " ＂ 
,, 20:15 8 20 20 1,600 1人負11Ji 1戸半J災

1人死 2戸全壊

菜 Ill lllf ,, 菜,1廿11/20~147-3 ,, 20:00 16 18 145 3,600 1人it1)i 一部破illl戸
1戸全壊1戸半壊

岡I り1] 当 ,, 畦別当IIIj152 
153 " 21:00 2 10 20 650 lii1;l』i/J12F;

現 ILL尾綺 ＂ 現川町Ii印崎1995 ＂ 22:30 5 7 15 50 ,, l戸

" Ill 11、l 99 
＂ 

Jl | [l，J2735 ,, 21:30 1 40 20 500 1戸全壊

＂尾崎 ,, 
＂ 尾崎 ,, 20:30 2 10 50 500 一部破り12戸

＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 1981 " 21:00 5 20 70 200 1戸半壊壊
1戸全

大屋敷 ＂ 
,, 大屋'）jk415 ,, 19:30 1 7 20 100 1部破1/11戸

" ＂ ＂ 
,, 408 ,, 20:00 2 20 40 400 1戸全壊

,, 
＂ ＂ ＂ 204 " 20:30 2 10 10 50 l戸半坑

ど ＜ や ,, ,, どくや1050 " ＂ 3 8 ID 50 一部破損1戸

＂ " 
,, 

＂ 1161 II 

＂ 2 7 10 50 99 l戸

/1111もIIの酋2610 ＂ ＂ /JII瀬の首2610 ,, 
" 2 5 6 20 II 1戸

奥 山 ＂ 4<i9,/r>1町2304 ,, 20:00 I 4 10 40 1戸半壊

" 99 
＂ 2566-4 II 20:30 20 10 5 JOO 4人負傷 一部破損2戸

9 1，怠ll 合 " [Il手原町中組合 ＂ 21:30 14 20 30 10,000 2人負11）i
一部破損5戸
3戸全壊l戸半壊
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伐； 2fi,• IlIl/，1il，力’ltiJilil

急傾斜地災害報告総括表（その 8)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 被 むの状況
区 城名 場 所 発生日時

戸数 H w V 人的 物 的

畦りlj 些・1 長崎j｛国別当町190 7 /23 20:00 I 30 50 1,500 1戸全壊

il， 賀 町 ＂ 古賀町245 ＂ ＂ 5 50 20 1,000 1戸半壊

Ill Ill I勺 ,, [l! 91 9川j
＂ ＂ 1 7 10 60 一部破損1戸

,, 
＂ " ＂ ＂ l 3 3 40 ＂ 1戸

,, 
" ＂ " " I 6 15 80 l戸全壊

9 1 9 尾 ＂ ＂ 1-i-合 " 23:00 I 30 30 1,800 一部破韻1戸

IJ I 中町 ＂ 
,, 885 " 20:00 15 15 20 300 ＂ 1戸

＂ ＂ 
,, 911 " " 5 50 20 1,000 ＂ IFi 

， 
一Iiヨ部半破壊損IP東 町 ,, 束町359 ,, 22:00 10 40 10 600 

,, 
" 

,, 305 ,, 20:00 10 40 10 400 1人it1)Ji 1戸全壊

三ツ山 ＂ 三ツ山町94 " 21:30 1 30 10 250 一部破損1戸

/I 

＂ " 165 " 22:00 I 20 20 400 ＂ l戸

網 場 " 叙1楊IIITl（介I木） " 20:00 ， 15 20 450 ' 2一戸部半破壊/li6戸

I;i[ ［ll ・・，1i 
＂ 」 ••Fi 1.i旧［位[Ijl5|i ,, 21:00 6 45 10 2,250 1人it1!，｝ 一部破損2戸

大手原 ＂ 束IIII大手II,'・ ,, 23:00 8 150 100 25,000 l一F;部4;破)乳損，21/"戸;,|'，む匁

" 
,, 

＂ 大手1瓜，大拍 ＂ 
99 5 30 70 2,200 2人itii,; 1戸全壊

iと龍寺 ,, ,, 良他寺 ,, 21:00 7 20 40 700 I一F部稔令破J乳机，22F戸i21EJ災

派大玉 ＂ 
11 1 9~I 9 lIII 

＂ 21:30 17 15 40 1,400 一部破IJl2戸

東 望 " ＂ ＂ 21:00 50 48 30 230 Ii"セ令J災， l「；斗SJ災

」•． ・りJ ;』 99 " 219-16,122-2 ＂ 23:00 11 20 90 570 一1戸部半破壊1J12F’ 

下 村 99 
＂ 155-9 ＂ 22:30 10 15 40 300 1戸半壊

切 通 ＂ ＂りJii!i ＂ 22:00 6 20 10 100 ,, 

島 /i; 99 
＂ I;,'； ii .. 7/24 3:00 5 30 30 300 ,, 

H 見 ＂ 術町 7/23 20:30 5 50 40 6,000 3戸全壊

" 
,, 

＂ ＂ " 16 60 80 21,000 611人人f9l[偏: 84戸戸半全J壊災

泊 水 ＇， 網場507,515-1 99 22:00 2 15 56 2,500 一部破損2戸

界 町
,, 界町156 ＂ 22:00 12 30 5 100 一部破損1戸

潮見町 ,, 湖見町 ,, 20:30 2 40 6 240 ＂ 2戸

'ii El 町 ,, 1ド日町105-1 ,, 22:30 10 20 10 400 1一戸部全破壊机，11戸戸半壊

平 l i ll ＂ 平1川町1213 ,, 20:00 6 20 40 1,100 一l戸部半破壊損1戸

束 町 ,, 東111)2150 ＂ 20:30 6 70 30 2,100 3人l'tll,l 1戸半全壊壊
2戸

" ＂ ＂ 2256 ＂ 20:00 1 30 20 600 1戸斗'aJ災
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第6紺 ：l`←11流等の椒因とその対第

急傾斜地災害報告総括表（その g) (7月31日現在）

区賊名 I！ 1＇ 発生日 11寺 I I 人家
籍i)汎状；； 被寮の状況

場 所
HI  i1 W V !人的入戸数 物 的

-• 

東 町 Iiぷ渾東町2'.450 3し.:130
600 i 7/23 20:20 ＇ 1 一部破!JI]戸

ili t'i 町： ，， 古買町252 ;； 20:30 6 20 20:,¥00 1戸全坑

99 
； 

99 " 330 II 20:00 5 20 30 i : 600 l戸半欺

II " 99 515 99 ,1 ［ I 5 10 10 100 ：t 一部破机1戸
§ 

99 II " 627 
,, 20:30 8 50 50， '2,500 " ］戸

立 花 i ” 中肌町立1t I II ＂ 2 40 30 1,000 ぃi1一戸部半破壊損1J̀戸 • • • • • • • 

城 "'-令｛ヽ＜I 
” 9e」澳[400 '" I 

20:00 I 20 i 10 400 i li，ilF)乳

平 1111 月 平11¥1町4 99 /9 
l 

2 10, 15 400 1＂戸2; 半仝）l災,｝i 

. 
1! I ！戸全i災99 /! 99 99 9; 35 IO t 450 

5 •- ．． 

＂ 
,, II 623 ” 

II ： 7 15 l20 &000 lAit ! 妥 2戸全岐

" " ＂ 937 99 
＂ 

7 ， I 20 IO 900 iAii1紗 l戸半I袋

〖t ノ巣 99 " 953,954 /9 ” 2 lO 60 2,800 I一部破損2戸

II I 
99 99 981 9 99 

“ i I 10 80 G,000 1 i ” l戸
＾^ 

i 

災 J・・ 服f I! 匁I・川町95 II “ 4 20 10 400 i 一・~部'破'損1戸
t IF'半版-、

" 3 5 10， : 120 1人負（＂ 一部破iJし1戸

3一戸部全破壊il，l3戸半殷」:.Ill J 浦 ” " 1478 /I 2]:Q( 40 60 400 2人Jt偽
§ 

99 
＂ 

l11 999 |wr 1388 ” 20 : 30' 4 I s I 20 600 4芦半壊
｝ 

船 石 99 月i¥f,'l!J532,551 n 20:00 
二□6I 言so 

45, I 9L LOO 
1戸半坑
2戸全功；

中 里 99 I I、1]l!. flf9 20,9 93 弓 JI I! 45 3,800 ! ＇ 2 戸—-半金壊J災
l 1戸平

II ” ” 911 
● I} 20:00 I 6 4 5 ̀  25 1,500 ! l戸半J乳
I 

船 石 II 船石562 “ l9:00 i 7 20 i 25 300 一部破損1戸
3 

" 19 " 464 ＇ ; ft 24:00 5 20 3° i 3,600 1戸半墳

4 
，， II II 420 f1 20 : 00 ど: t 1 20 : 20 l00 1戸半欺

i 

＂ 
99 

＂ 並松 " 24:00 2 20 50 ， 750 1戸全埃

＂ ＂ 
Jf 2054 " 20:00 

I 5 1 I ！ 22s 0 
20'300 1戸半壊

~ `  

” II H 990 , ＜ /I 21:00 l5 200 1戸半煉

中 919 99 中！li I 11 20:00 2 20 40 l,300’ l 2戸半J乳

船 石 " 船石 丁；サ /I 1 、コ40t 妥 50 2,200 i 1戸全壊

” ＂ ＂ '" 99 l 30 1,200 I I 1戸半数

FIi Ill 内 “ 田中町 II ,, 
l 5 17 : 30 500 i 3人負似

3人死
一9 mい部バ公破らllll戸
1戸仝壊，2戸半壊

密 括 99 宮摺232 " 22:00 10 15 10 1 I l 100 一府駈皮り15戸

99 99 u 247 “ “ 8 70 3514,000 2戸全壊
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第2,;，' lljiij i l，かけiJ,1iiL・

急傾斜地災害報告総括表（その10)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 被古の状況
区 城名 場 所 発生 Elll.,f 

戸数 I-I w V 人的 物 的

,，：f 括 i姓崎iii'肖招550 7/23 22:00 5 15 20 1,500 2戸半壊

大 綺 ＂ ＂ 大崎620~650 7/24 2:00 6 60 80 4,000 l・戸部全破壊損3F’

＂ 
,, 

＂ " 864 ＂ s:oo 6 15 25 l,200 2l戸戸半全壊壊

＂ 
,, ,, 

" 820 7/23 23:00 7 10 50 7,000 一部破損2戸

Iiぶ Ill lil ＂ ＂ ill田尾町420 ,, 22:00 11 15 20 450 ＂ 2戸

千 々 ＂ ＂ 千々町440~4 ＂ 21:00 5 40 15 200 ,, l戸

＂ 
,, 

＂ ＂ 1049 ＂ ＂ 7 30 15 100 ,, l戸

・I・ 人町
＂ ・I・人町12-1-7 99 20:40 5 25 20 ,JOO 一部破損l戸

本河内 ＂ 本河内町1725 ,, 22:00 19 5 20 200 1人i,lIiJ ＂ 
I j―_i 

小ヶ介 ,, 小ヶ介町II目 ,, 21:00 10 20 8 150 99 I I二i

戸 町 ＂ 戸町3-348 " ＂ 13 25 15 300 1人負傷 1戸全壊

,, 
＂ 

,, 1-62 99 
＂ 35 20 15 300 一部破机l戸

＂ 
,, 

＂ 3-289 ,, ,, 22 40 20 1,000 6人夕じ 2一戸部全破壊jll，1）コ半壊
1人i,t1筋 1戸

＂ 
,, ,, 6-6-4 ". " 5 30 20 200 一部破/)12戸

4ヽ 919.:, : 
＂ 4ヽ'i'i'ZI0-214 " 20:30 30 5 5 30 

,, ,, 
" 3-6 ＂ 21:00 50 40 1 40 

-J•• 々 JI | 時ilt町子々 ll[ll'/239
＂ 19:30 2 5 5 30 一部fi：宅破JJ!llゴ

H :lfc ＂ 恥II;．糾1838 ,, 20:00 2 20 JOO 600 ＂ 2戸

,, 
＂ ＂ 保立 El ＂ 22:00 2 15 50 900 " 2戸

＂ 
,, ,, 

＂ ＂ 19:00 I 6 10 180 

" 
,, ,, 

＂ ＂ 
,, 3 6 10 120 住宅l戸半壊

,, II 

＂ 1137 ＂ 19:30 I 92 30 2,700 1人死 住介宅／9li一l戸部全破壊損1F’

＂ ＂ ＂ 3150 
＂ 20:00 I 5 8 40 住宅一部破/JI!戸

左 底 ＂ 左底郷月底1197 ＂ 19:30 7 4 20 113 ＂ 2戸

,, ,, II 99 1301 ＂ 19:oo 2 Jヽ 12 77 住宅1戸半壊

/I 

＂ ＂ 4ヽ峰740 ＂ 20:00 34 50 80 4,600 4人it1lj 2住戸宅半4壊戸，全壊，住宅

l'f・ Ill ＂ 野IJI郷254-3
＂ ＂ 14 5 54 570 住住宅宅1一戸部全破壊/111戸

" ＂ 
,, 277 

＂ ＂ 20 7 26 506 住宅一部破JJl2戸

＂ 
,, 

＂ 393 ,, ,, I 10 ， 675 
,, 

＂ ＂ 336 ,, 19:00 2 3 10 140 

＂ " ＂ 559 ＂ 20:00 2 10 12 1,200 住宅一部破jJ11戸

＂ ＂ 
,, 437, 579 " ＂ 11 7 213 324 ＂ 2戸
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れ6月i 」ぶ流等の炭，！tとその対策

急傾斜地災害報告総括表（その11) (7月31日現在）

I I !I 人家 I1崩壊状況
披山の状況

区野城名[[l，I □ i 場 所

発生日時
戸数 H W V 人的 物 的

Iく 1/2319:00 ' i 1 2 i t月［野[ll郷584 7 19 630 介Wl戸全壊

“ l 9/ /> 1614 
＂ 

99 2 ! 10 14 123 住宅1戸半煉

万応ヽA 村
奴 9込．9．99999'‘̀̂“ ；月 23→, 00＜ | 14 80 200 500 住宅1一戸部半破壊I 

佳至 損 2戸

" 20:00 I I 3 6 7 158 1 住宅一部破illl戸

99 99 “ 6 12 19 l00I , 住住宅宅一1戸部14破災損1戸

" 929-7 " II i 5 | lO 16 150 I住宅1戸半淡

” ” ” 714ぺ 3 " " 6 10 8 301 仕宅一部破拍1戸
， 

99 76か3 99 55 10 ，： I 20 " 2戸
1 

” ＂ 
9/ " 21:00 I 15 201150 f 

,, I戸

I ，住宅IP半壊

＂ " 99 455 ＂ 19:30 8 20 17 § 250 I住宅部破損1戸

99 99 “ 135 II 20:00 IO 20 i 36 | 295!1人れ11,i住炉宅，住匡宅繹一郎，破住lli宅炉全段

西時律 II 西II射II輝491 ＂ 19 : 00 l 4! 
．rn ． I 90 住宅一部破損1戸

/I i ,, ” 621 " 21:00 2 61 5 70 ” l戸

！ /9 II 

＂ 350 ” 19:00 2 

＂丁250 ！ I ＇ i 215 20 0 

150 ＂ 2戸

" ” 432 " 20:00 1 34 99 ]戸

i＇［ 染 台， 、iい与町，怜跨台29 マ•5 99 " 4 820 ＂ 
4戸

岡 9社さぶ●’'""'

" 99 2, 9i ， 150 II 1戸

斎 IiふIII 斉愁郷777~772 /I 99 5 6 1 l4 26 ＂ 3戸
,． 

91 i ” ＂ 188 I,, 22:00 2 15 10 120 住宅1戸半壊

商 m I " 佑illl衿↓；3473 , , " " 22；二33::000 0 i i 6 6 I ， 10 45 住屯一部破！Jll戸

；｝ I I/ " 3571-7 iI'.. ',  8 I 6 18 901 
~• 

15 I 160 I i 1 ti:：む］戸半切99 I ＂ 
II 4014 i ， ff 99 I 11 l5 

! ; ＇ I " 2ヽ0:00 j l i住宅一部破lltl戸" ＂ " 3891"5 l 4 10 30 

II 99 99 3634 “ 
22:00， ' I 5 ] 0 | 50 i 

” II 99 9, 2l : 30 8 15 20 70 ! 1 ］ 住ij逹宅1一戸部半破壊損3戸

99 " II 2,29ふ5 ＂ 
20 :00 5 6 ， 15＇ '. 150 住宅1一戸部半破壊棋

住宅 1戸

" ＂ ＂ 1216 II 99 3 15 27 l lO 住住宅宅一1戸部半破壊ijll戸

ニ＋tータウン酉 長与町ニュータウン茜 ” 
,, 

l :.l 33 I I 12 200 u.eも一部破棋1戸

丸 H！郷 99 丸Ill郷991-994 99 19:30 3' I ， 14 25 ／／ 1戸
’" 

＂＂ 7 1 ＂ 
！ 

＂ 
i/ ]025-l !/ 

＂ 
21 22 120 i II 1戸

: 

II II II 932~ 1279 99 " 21 7 ]4 70 ! l 99 l戸

19 2102 “ II 91 4 250 190 I 住住宅宅1一戸部半破壊机1戸
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第2;:-： 山崩れ，がけ崩れ

急傾斜地災害報告総括表（その12)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 破，，I:' の状況

区城名 場 所 発生日時

戸数 H w V 人的 物 的

丸 UI 郷 長与町）し111郷439 7 /23 19 :oo 1 6 4 36 

恨 99 三恨郷432 ＂ 20:00 3 5 34 145 住宅一部破損1戸

＂ 
,, 

＂ 441~489 ＂ " 4 4 41 55 

＂ ＂ 
,, 665 ＂ 

99 2 7 10 50 住宅一部破損1戸

99 
＂ ＂ 662~653 ,, ,, 3 3 11 23 ＂ 1戸

＂ ＂ ＂ 678 " ＂ I 4 2 4 " 1戸

＂ ＂ ＂ 596 " 
,, 4 6 35 180 住宅1戸全壊

II 

＂ ＂ 
,, 19:00 1 3 10 53 住宅一部破損1戸

， 

＂ 
,, 

" ＂ ＂ I 7 7 31 ＂ 
l戸

＂ ＂ 
,, ,, 20:00 7 3 8 20 ＂ 1戸

＂ ＂ ＂ 61-1 ＂ " 2 5 21 65 " l戸

＂ ＂ 
,, 95 ＂ 

,, 16 16 15 150 住宅1戸半壊

,, 
＂ ＂ ＂ 

,, 50 5 5 90 

古無 Ill ＂ 甘i!！馬 [l]渠畢585 " 21:00 35 25 12 135 住宅一部破損1戸

,, 
" 

,, 1488 ,, 19:30 1 17 20 60 ＂ 1戸

99 ,, 
＂ 1061 11 20 : 00 3 7 6 20 住宅一部破損1戸

＂ ＂ ＂ 1042 " ＂ 7 4 4 ， " 1戸

,, 
＂ " 310 ,, 19:30 IS 6 6 15 " l戸

＂ ＂ 
,, 975~486 ＂ 21:00 15 5 78 187 1l1戸宅半一J乳部破(tll¥i,1i5全戸l霞，1l主/屯―i 

平木場 " 平木場郷 ＂ 19:00 1 6 10 96 住宅1戸半壊

＂ " II 156~1613-1 ＂ ＂ 
10 4 29 128 住宅一部破!Jl2戸

＂ ＂ ＂ 
1606-1586 ＂ 19:30 5 7 31 115 

,, 
＂ 平木楊郷 ＂ ＂ I 2 7 290 住宅一部破jjし1戸

＂ ＂ 
,, 

＂ 20:00 1 3 5 170 

＂ ＂ ＂ 
19 

＂ I 8 ， 135 ti9宅一部破jJし1戸

＂ 
,, 

＂ ＂ 21:00 1 15 25 6,370 住住宅宅一1戸部半破壊損1戸

＂ ＂ 
,, ,, 21:30 1 15 50 2,250 住宅1戸全壊

4く河内 ＂ 
本JIII人］郷68 ＂ 19:00 2 4 16 30 住宅2戸半壊

＂ 囲i り好l'1i|；長与•町本河内 ＂ 
19 7 2 28 25 

,, 
＂ ＂ ＂ 2 7 22 80 住宅一部破損1戸

" 
,, 

＂ ＂ 1 3 4 6 

＂ " 
,, 

＂ 2 22 20 250 1人9E 住宅1戸全壊
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第6糾 lぷ流等の認':'とその対第

急傾斜地災害報告総括表（その13)
(7月31日現在）

人家 崩壊状況 披 ',i；の状況

発 ’l,• I: l l l.i・ 悩城名 場 1 1)i~ 
戸数 ]-! w V 人 (I'J 牝 {lり

本河 l1、l I’り19it'1kl; lくり 111j~ 4ゞiIIII1、j 7 /23 19:00 5 2 10 70 fi翌も一部破／jし1戸

" " " 99 
＂ I 2 7 14 ＂ 1/1 

" " " ＂ ＂ 1 2 4 16 ,, 1 1-; 

II l 9 l/ 99 
＂ 1 I 7 17 ＂ 

l /―i 

＂ 
,, 20 4 5 30 ＂ 

l I―; 

II II II 84() " 20:00 4 8 ， s,1 ti.•も 1戸半壊

II II II 2,986 ＂ ＂ 2 4 15 105 f.i窒一部破1/11戸

）'"）く‘|滞1:J,il ＂ 
20:30 5 7 ]8 150 

住宅1戸半吠
プロックペい

）、 9 1,・ " " 1,268 ＂ 211:00 5 ， 8 50 

" ＂ " 81 ＂ ＂ I 10 12 192 仕屯一部破棋1戸

形 I・. ＂ If; 1 •. il船4,069 ,, 22:00 3 15 14 150 ＂ 1戸

＂ " ＂ 4,30:l 99 JS:30 15 4 IO JOO 

＂ 
,, 

＂ p,52:J ＂ 20:00 2 5 10 200 住も一部破損1戸

" ＂ ＂ l,838 " 19:30 8 3 20 120 住介宅一部破損1戸
hli]戸全壊

,, 
＂ ＂ 882 ,, 20:00 5 15 20 400 住介宅11コ全壊

hli1戸全壊

" ＂ ＂ 
91() 

＂ 21 :oo I 2 12 8 u代＇も一部破 !Ill戸

＂ " ＂ 
71)4 -1 4 II 20:00 3 30 20 500 住も1戸全壊

＂ " ＂ 706 ＂ ＂ 3 3 Ill 75 ii9屯一部破損1戸

,, J,'， iiり~II I I~ I Iクl・ ▲礼iI;2, 5 1 8 ＂ " 3 4 12 100 fi9屯一部破損1戸

" " ＂ 3,1 72 ,, 
" 3 6 12 300 " l }‘i 

l< ;I l i ＂ Lii11iil!lll,810-10 ＂ ＂ 1 4 10 40 ,, Jr; 

＂ " 
,, 1,811-30 ＂ ＂ 3 6 10 48 ＂ l I' 

I. i 恨
,, 戸根郷128 ＂ 19:30 6 4 5 20 ＂ 

l l i 

I i ii{ II; i Illi 1皮 I:,1~Iii:↓ナt1,；」IIII. i il↓1,;,:組|; ＂ 19:110 3 5 15 75 

I ; ii{ l •. 
＂ PHLL2,064 ＂ 20:20 1 10 28 104 住宅一部破損1戸

} i l1{ r | I " Fi lWl11,967 ＂ 19:00 2 30 12 100 ii名も1戸半J災

曲 ii，i ,, II Ll i IIJ. ;liI: l, 7 7 9 11 20 : 00 3 17 37 450 住宅一部ク破破iillF’
プロッ ill 

＂ ＂ ＂ 3,393 ＂ 21:30 I 8 14 200 住宅一部破損1戸

＂ ＂ ＂ l,23i ＂ 20:50 2 10 23 140 （j．宅l戸半壊

99 99 99 1,172 " 19:30 1 5 12 65 1人i,t1iふ ＂ 
Ii―; 

" ＂ " 197 " 20:40 Iヽ 30 43 750 住宅一部破!JlZ戸

i: •I 松 ＂ 村松郷236 " 19:30 l 5 88 60 " ］戸
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り¥2，＇怜 11111,1ii l, iが1ナii，iil 

急傾斜地災害報告総括表（その14)
(7月31日現在）

人家 崩 J災状況 披 ‘,9：：の状況
区域名 楊 所 発9l•. H l 1.i 

戸数 H w V 人的 物 的

I9,j 松 i1" 1皮杵郡村・杉衿liI;1605 7/23 19:30 2 15 19 280 住宅1戸半岐

,, 
＂ 

,, 677 ,, 19:00 6 ， 20 120 住‘む一部破/JI!戸

＂ " ＂ 939 " ＂ 3 5 5 10 ＂ 1 1 i 

＂ 
,, 

＂ 651 99 " I 6 25 200 ＂ 
li; 

,, 
＂ 

,, 1283 ,, 24:00 I 5 s 40 99 1 }―i 

＂ ＂ ＂ 1121 ＂ 20:00 3 16 IO 75 (碕:，1,i4ヽh｛全r}↓I戸）

先木 94: 多J心兄町木14く名306 " 19:00 5 20 10 200 住屯一部破損l戸

）じ 釜 ＂ " 1397 " 20:00 1 5 15 75 l)、,Iiii!ふ 牛勿ii9,'小1祓に」．．砂

9 1 9 'I!• " 中．IC］！名 ,, 21:00 I 10 IO 100 住宅一部破損1戸

阿 蘇 ,, 化松名 ＂ 5 7 10 7 " 1戸
I I I | " 1!11名 ＂ 21:00 12 70 70 4,900 住住屯宅1一戸部半破壊ill3戸

9 | 9 9l ! " 中＇じ名 1372 ,, 20:30 1 10 20 200 住宅一部破IIl1戸

Iじ 釜 " Jじ釜名 ＂ 19:30 7 35 7 800 ,, Ir; 

阻I・ ;,ill 多" 野副名 ＂ 22:011 6 10 20 600 ＂ 
I I ; 

9 | i 布 ＂ ,Ii{li名］015 II 20:40 I 7 20 200 ＂ 
" ＂ ＂ 1960 ＂ 20:30 10 12 10 200 ＂ 

西 Ill 内 " 西111111名549
＂ 21:00 I JO 20 200 " 

9 |i 布 ,, iii,li名］97 ＂ 10 7 15 1人fli））； ＂ 
疾 ’l’ ＂ 9|9 91し名202

＂ 19:00 1 20 13 住宅 1戸半壊

伊 EI:，1 !•り込 f)｝ ：I―_ 1:｝ III I)<‘j• : {j f _-1'. I品 " 22:00 18 5 4 15 住住宅宅1一戸部半破壊/Jll戸

新 組 " ＂ 
,, 10 30 15 500 f:i：宅 1戸全壊

茂 木 長崎市茂木町300(!.＇,'，低） ＂ 
,, 25 30 40 1,200 

＂ 
99 

＂ かた " 20:30 20 8 10 120 1一戸部半破壊/JU戸

ji1f 内 ＂ ＂ 河内］460 99 20:00 120 20 20 800 10戸全一壊部，破1Ill5i―’半
壊， 20戸

新 Ill ＂ ＂ 新1112127 ＂ 
,, 15 20 20 600 2一戸部半破壊/Jl2戸

＂ ＂ " ＂ 2187 ＂ " 20 15 20 450 一部破損1戸

茂 木 ＂ ＂ 南河1299 " 21:30 6 110 15 2,500 一1戸部半破壊jjし1戸

Ill 手 /J只 ,, III r-•II;(IIII433~450 " 22:00 37 ]5 40 300 一部破/J12戸

北 i i | i ＂ Jt:11illff2048, 2058 ,, 99 22 25 20 900 " 2「i

II見トンネル酉[] ＂ ＂ 1635 
＂ 21:00 13 15 20 300 ,, l棟

戸 III I 
＂ 戸町3-262 ,, 20:30 5 5 10 30 ＂ 

l iri 

礎 道 ＂ 礎逍533-9
＂ 21:30 20 80 30 1,000 

＂ 3戸
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第6編 ：!・Ai流等の被：，!,:とその対策

急傾斜地災害報告総括表（その15) (7月31日現在）

人家 崩壊状況 被古の状況

区域名 場 所 発生 HII寺
戸数 H w V 人的 物 的

毛：J|：ノ首 長崎市礎道424 7/23 20:00 II 15 15 300 一部破棋1戸

堀 Ill iH泊i牙Ci賂）JIItlt1左肝］ 7/24 3:00 I 120 100 200 

皿 町 長綺市龍町 ＂ o:oo 10 15 30 450 1人fl(1)j4戸全壊， 2戸半壊

平 llll ＂ 
.; 1, I ! i l III 4 4 4 (51 (！9 |） 7/23 20:20 5 10 50 5,000 1戸全壊， 1戸半壊

小ヶ介 ＂ 小ヶ fr町1~21 ,, 21:00 5 40 20 300 
一部破損2戸
1戸半J災

片渕 3丁目 ,, 片渕町3~20~21 " 22:00 10 11 37 320 

沿石 3丁目 ＂ 
沿石町315-18 ＂ ＂ 7 10 30 200 一部破illl戸

大 崎 ＂ 大鮨町866 ,, 23:00 11 8 25 300 ＂ 1戸

束立神
,, 束立~1,町84 " 22:00 8 8 II 20 1戸半壊

中 里 ＂ 中里町993 ＂ 20:00 5 8 15 240 1戸全壊

野 母 西彼杵I!！：野1サ崎町野1氾2222 7/24 2:00 20 ， 8 250 ．一部破損1戸

,, ,, 2123-ロ ＂ ＂ 14 7 8 200 1一戸部半破壊損l戸

＂ " 1863ーニ ＂ ＂ 12 7 15 100 一部破損2戸

戸 町 iと旧奇i|iFiIIrr160~162 7/23 21:00 15 18 25 200 1人iifl）j2戸全壊， 1戸半壊

町 南翡来1i|；口之ilt町町 7/24 18:00 2 15 30 100 一部破損1戸

駒 崎 ＂ 南布馬町iililll ＂ 
,, I 15 10 100 " 1戸

/II 下 4t泊i叶;/！謹が盛圃I川下名 7/23 21:30 5 15 10 60 1戸半壊

堀
,, 

＂ 後Ill名 ＂ 21:00 8 4 25 25 一部破jJll戸

i l l 裳 i乏貞hiIiiliii:[「I・ ＂ ＂ 55 24 40 600 2人9E 3戸全壊， 2戸半壊

'I' | I !! ＂ 
3 1 i | i i l町 ,, II ， 20 65 90 4戸全壊， 4戸半壊

戸 石 " 戸石町 ＂ ＂ 51 20 20 40 2戸半壊

Ill 平 ＂ 111'1'町 ＂ ＂ 19 15 14 40 2戸，9

坂 本 ＂ 
坂本1lII‘ " 

,, 12 13 14 70 l iゴ"

jf( 
＂ 三ft町 ＂ ＂ 40 26 12 150 2戸全壊
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りi¥2 Ji: Lil前iil, 力’Ithilil

急傾斜地災害応急工事
県河川砂防課(8月7日現在）

区 域 名 場 所 指定関係 工 法

堀 切 西彼杵郡香焼町堀切 な し 除石，土のう

戸町 3 丁目 長崎市戸町 3丁目 II 土のう，水路整備

北 浦 II 北浦町2,048-58 II 排土，シート，水路賂1iii

田 平 原 II 田平原町613-650
＂ しがら，水路整備

毛 井 首 ＂ 毛井首町424 II 土のう．シート

篭 町 II 篭町 あ I) 排土，シート

束 町(I) II 束町樋口 な し シート

赤 松 ＂ ＂ 排土，水路整備

平 lil / II ,, シート

高 尾 町 II 高尾町375 II 排土，水路旅{liij

大 平 ＂ 小江原町西彼杵
＂ 排土， ヒューム管(4本）排土

戸 根 原 西彼杵郡琴ii/j町戸根原 II シート

野 田 ＂ 時渾町野田郷254-3 II 排土，水路整備

元 村(8)
＂ ＂ 元村郷455 II 排土，シート

泊i 田 郷 II 長与町翡田郷1,751 ＂ 水路整備，シート

平古場郷 II II 平古場1,606 ＂ しがら

昭 和 町(2) 長崎市昭和町 II 排土， i|品：石寄石

片淵 3 丁目 ＂ 片淵 3丁目 ＂ 転石除石

-195-



第6編 」••1 ii龍等の級',':'とその対第

第 3章地すべり

土砂災寓のひとつである地すべりによる被害も大きかった．

地すべ l)発生地域は長崎市街地の周辺，北裔飯盛町西部と．東長崎地区とに梨中的に発生した．

急傾斜地と表）杓部の風化土や崩梢土が崩れて、地すべり現象を起こした．つまり安山岩が軟らか

くなって地）iりか表而に出， さらにその部分の風化が進み， もろくなって地すベリを起こしたもの

であるか，この地滑りは今後も危険性かないとはいいきれない．

田ノ iili地区（香焼町）

I:Ilバiii地区（香焼町）
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第 4章 土石流などの対策事業

57年度緊急対策として，特に人家等に被審があった土石流発生危険渓流については，現在堆栢

している不安定土砂をかん[I:するため，砂防ダムを計画し，施工する．地すべり対策事業につい

ては，主因である地下水を排除するため，集水ボーリングを施工する．

急傾斜地崩壊対策事業は，採訳基雄自然がけで高さ 5メートル以上，保全人家戸数 5戸以上，

斜I-iii角度30゚ 以上、家展の被害一部破11l以上の条件に合う箇所について，擁壁こl―ー：、法Ifiiこ［こを施工し，

民生の安定を図ることとした．

砂防事業の採択は下記のとおりである．

l>砂防li）［特事業

全体事業費 14,046,000千円，箇所数 49渓流，ダムこ[ 60基，流路こC 29箇所， Il_lllg:l... 

1箇所

l>緊急砂防事業

事業牝 4,820,400千円，箇所数 45渓流，ダム 50枯（うち激特地域ほか 1箇所）

l>地すべり激特事業

全休事業費 1,577,200千円，箇所数 7地区

l>緊急地すべり対策事業

事業'i'1 297,700千円，箇所数 9地区（うち激特区域はか 2箇所）

l>緊急傾斜地崩壊対策事業

事業1'/ 4,630,912千円，箇所数 154地区
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第6紺 土石流等の披出とその対策

第 5章土石流危険渓流の調査

建設省ではこのほど，今般の7.23大水害や， 8月初旬の台風第10号による災害て，土砂災害の

なかでも特に被害が著し〈，問題となった土石流災害についての総合対策をまとめて発表した，

これは，建設省と都道府県砂防担当課により，長年にわたる土石流危険渓流調在の結果を踏まえ、

その対策が立てられたものである．まずはじめに，その調在の方法，内容と結果を紹介しておき

たし‘・

土石流危険渓流調在は，建設省と都道府県の砂防担当課とによって，昭和42年から始められ，

その間，調査方法が改良訂正されるなどがあって，昭和55年度に終了した．実に13年余の長い年

月にわたっている．

この調在の結果，全国で土石流危険渓流箇所と指定された箇所は， 52年度現在で62,200箇所，

このうち土石流防止対策が終了したものは，ことしの 3月末で8,708か所である． 4年先の昭和61

年 3月末は，第 6次治水事業 5箇年計画終了の年であるが、その年でも 18％程度しか対策は進ま

ない見通しである．

長崎県の場合も，県河川砂防課が中心になって調査は進められた．本県は特に土地利用の特殊

性を考應して，現在居住している民家が 1軒でもあれば，それに影特を及ぽすおそれのある渓流

の危険度を調在した．

その結果による土石流危険渓流数は表のとおりである．

土石流危険渓流調査集計表 （全県下）

埃流数 危険度分類 人 ロ 人家戸数 耕地(ha) 土災石害流 砂指定地防 砂設 備防

A : 1,790 B : 2,550 
4,438 153,888 36,912 1,703.6 112 248 175 

c: 23 D :その他75

なお，この調査結呆は，県水防計画書別冊として，県下市町村に配布された．

7.23大水害で土石流による災害が発生した渓流数は84で，いすれも防止対策はなされてなかっ

た．そのうち，昭和55年度の調査で危険渓流と判定されていたのは， 67渓流であった．この内訳

は， A : 37, B : 29, C :. 1の割合である． 80％の適中率を示した．

ただ，土石流危険渓流調査では，人家が 5戸以上あることが該当条件になっているため，今般

の集中崇雨による土石流被害は， 5戸未満の渓流がかなりの率で含まれていたと考えることがで

きる．
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第6章土石流総合対策

建設省では，昭和57年 8月10日付けの建設事務次官名で「総合的な土石流対策の推進について」

を各地方建設局ならぴに都道府県あて通達したが，この通達は42年から進められてきた土石流危

険渓流調．在の結果を基本とし，ことに警戒避難体制や危険表示をいかに具体化させるかといった

点を総合的にまとめたものである．

この次官通達には，二つの重点策があげられているが，その第 1は砂防工事の促進であり，第

2は危険地域の住民対策である．土砂流の発生を防ぐ砂li）j工事を促進させることは論をまたぬと

ころであるか，これとても財政而が制約されている公共土木事業には限度がある．そこで被害を

最小限に食い止めるには，事前の住民対策しかない， というよりもこの両面作戦によって被害を

少な〈しようというのである．そこで住民対策として考えられたのが，以下のような諸点である．

1.土石流の危険渓流を示す表示板を渓流沿いの集落などに建て，地域の住民に周知徹底を図

る．

2.危険渓流について都道府県およぴ市町村の地域防災計画に組み込み，適切な普報発令など，

緊急時の普戒避難体制を確立する．

3.被害の危険がある住民の移転を促進する．

だが，このような措附について決して問題がなかったわけではない．例えば，土石流危険渓流

の表示板を建てて公表されれば，その土地の地価が低下するとか，鋭光地では客足が遠のくとい

った心配から，地元民の反対が強く，これまで福岡，鹿児島，香川，高知県などの一部渓流でし

か実施されていない実•I脊にある．

普戒避難体制では，関係市町村がそれぞれ簡易雨批計を設置して，異常気象を的確に把握する

とともに，普報装臨避難路，避難地をそれぞれ整備して，住民をスムーズに避難誘禅できるよ

うな体制を整えることとし，この設備に必要な経費の一部を国が補助することとしている．

また，住宅の移転については，これまでは被害のあった地域でしか進展しなかったが，国の移

転助成制度を活用して，事前に実施するよう都道府県が市町村を指祁することになった．
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第6iM ,IAii血郊のり妬9：＇とその対第

建設省河砂発第45号

II召利I57 ii'8 Jj 10日

殿

建設事務次官

総合的な土石流対策の推進について

土石流による災魯の防止については平索から御協力をいただいているところであるが．土石流

による人命•財廂等の被布は依然減少のきざしをみせるに至っていない．

このような状勢にかんがみ，今後とも土石流に対処するための砂防工事を強力に推巡するとと

もに，人命保，護の立楊から土石流危険渓流の周知，笞戒避難体制の確立あるいは人命・財産を土

1:,流から保過するため必要となる住宅の移転等を含めた総合的な土石流対策を実施し．災寓の防

止・被，料の軽減に努める必要がある．

このため，今後下記により．総合的な土石流対策の推進を図られるよう格段の配磁方お顔いす

る．

（なお， 1具I係市町村にもこの旨を1/il知撤底されたい）

記

1. 土石流に対処するための砂防工事の推進

地方建設局長（北悔道IJf) 発局及ぴ沖縄総合事務局長を含む．以下同じ．）及び都道府県知•l•；

は，土石流に対処するための砂防工事のより一／iりの促進を図るものとする．

2. 土石流危険渓流の周知等

(I) 地方建設局長及ぴ都逍府県知事は，土石流危険渓流に関する脊料を関係市町村に提供し，

都道府県及び市町村の地域に係る地域防災計画に土石流危険渓流を組み込むよう指導する

ものとする．

(2) 地方建設局長及ぴ都追府県知事は．都道府県及ぴ1附1係市町村か地域防災計画に掲載した

土石流危険渓流に関する沢料を，適切な土地利用及ぴ異常気象時における適切な対1心を図

るための梢報として， l}）係住民に提供するよう指禅するものとする．

(3) 都道府県佼II事は，市町村において土石流危険渓流である旨を現地に表示する等土石流危

険渓流の周知倣底を図るよう指祁するものとする．この場合において．地）i建，没局長は．

都追府県知事の指淋について協力するものとする．

3. 腎戒避雅体制の確立

都道府県知事•は，関係機関と緊密な連絡・調整を図ったうえ，関係市町村が土石流危険渓

流周辺における警戒避難体制の整備を早急に図るよう指導するものとする．この場合におい

て．地方建設局長は．都道府県知事の指迎について協力するものとする．

4. 住宅の移転の促進

都逍府県知事は．関係部局Iii)で緊密な連絡・調整を図ったうえ、各種制度の活用によ').
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第6,)、 I ~ (i i血総合対訊

人命・！！11梢等を l...1i流から保，護するため必要となる住宅の移転を促進するよ・）関係I|i町村を

朴碍するものとする．

5, 1‘心報の収梨・伝述、防災謡識の将及

部道府県知'liは，市町村が11頃から：K{五命に関する'1'1'1'報の収船・伝達， II'常の防災活動，

降FIJ時の対応等について地域住民に1,'，1知するよう指導するものとする．この場合において，

地）i建設IdL乏は、部逍府県知＇1，；の指祁について協力するものとする．

6. 以上の諸施策を総合的かつ交）J令的に実施するため，地）i建設／9J及び部逍府県の砂防担‘1,1部

椅は，関係機関及ひ関係部I、，）と協議を行し、 1•分な連絡·調整を図るものとする．

- 201 -





特別寄稿

「土石流の実態と対策」

建設省河川局砂防部

池谷浩





はじ めに

土石流という自然現象と人間生活の場との接点に土石流災忠という悲劇が生する． 自然現泉そ

のもののコントロールは非常に難しい．特に土石流という自然現象は，現段階ては，

① 発生の予測が困難なこと（場所と時間）．

② 発生した場合のii:：的予測が難しいこと．

③ どこまで流下するのか予測が難しいこと．

という予測が非常に難しい面をもちながら現象そのもの速度が早く．かつ継続時間が短いという

特徴をもつ． /J/1えて，その人間生活に与える影耳限が大きいという全く手に負えない自然現象の一

つといえるであろう．

われわれの生活が土石流によって大きな打撃を受け， また地域の経済も大きな影烈限を受けてい

ることは今般の長崎災憲を例にだすまでもないだろう．

このようにわれわれの生活に深く関係している土石流については，一部の人々を除いてほとん

ど認識されていないのが現状である．

このたび，長崎災雹の記録を後世に残すという，大変な仕事の中に「土石流」というページを，

長崎県の担当官か与えて下さった．この機会に少しでも土石流による災寓の防除に関係している

全国の人々のご苦労の一端を御紹介できればと筆をとった次第であ亙

そのような理由から，本文は特に長崎災害を頭の中に描いて；l｝いたものではなく，土石流の一

般論を述ぺ．ついでこれらの対策の考え方について記述したものであることをおことわりしてお

きたい．

本文が少しでも土石流対策に関係する方々のお役にたてば．憎者の望外の喜びである．
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1:ii流の')：態と対紋

ー 土石流とは

1. 一 概 説

土イi流が1i}年・全国のどこかて発生し， 多くの悲1参な災寓をもたらしていることはよ〈知られて

いるボ実である．昭和47年度から今年までの水災＇甚における死者・行方不明者数の災専原因別数

字をみても （図1.1参照） 土{:j流による数が大きいことがわかる．
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図1.1 水',1;:における1J;ilKI}｝ll9じ行数

表1.1は餃近の土石流発生深流数と人的被害を調ぺたものである．土石流の場合，：I：．1,i流か発生

するとほとんどといってよいほど、 人的被寮が生することがわかる． このように悲修な災‘，料の代

表ともいえる土石流とはどのようなものであるのか， 土石流の性竹をもとに紹介していこう．
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1 I・.イi流とは

表1.1 蚊近の土石流発生状況（大久保作成）

昭和 年 47 48 49 50 51 52 53 54 

V,•女c 生 添 ì凡’' 数 240 26 62 55 165 18 18 46 

タじ 悩 者 数 507 31 72 108 75 29 19 II 

li笑流当たり死傷者数 2. 11 I.19 1.16 1.96 0.45 l冒61 1.06 0.24 

写真1.1 -．「ぷ流による破，,,

1. 2 土石流とは

「土石流」という言策は．通常土砂が水の力によって運搬されるh:：よりも異‘常に多く流出した

際に使われるが現象的にみると実に広範囲な領城を含む土砂の特殊な流れを、窃味している．例

えば，先端部に巨礫を如1,させた、やわ錬りコンクリートを流したような土砂の流れを土石流と

いう．一方ては活火山地僻での火山泥流のように先端部が段波状をした泥水の流れも土1.i流と呼

んでいる．

土石流と類似した土砂の移動現象に．崩壊や地すぺりという現象がある．ここて，これら 3者

の相違について述ぺよう．

まず，崩壊と土石流の相迩は移動距離によって分類する．すなわち．崩壊i:はさのほぼ 2倍程度

の範囲で移動が停止するといわれているのに対し．土石流は流下距離が十分艮い（通常100-1000

m程度）．地すべりと土石流の相違は移動速度による．地すべりの移動速度か通常 1El数cm程度て

あるのに対し：l．：石流は移動速度が非常に速い（速速数m~20m程度）．

1. 3 土石流の性質

土石流は水と土砂が一体となって流下する土砂の流れで， しばしば巨礫を含んでいる．この土

石流といわれる流れの幾つかの性例について調べた結果を述べる．
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i. （l iitり）‘)； f息と対•第

ます：l.^ ぷ流速度について現地で観測された1直を示す（表1.2 参照）．表からもわかるように， •K

石流の速度の観測値は Im/sec札＇一度の非常に迎い流れから !Om/secを越す非常に阜い流れまて現

地でとらえている．ただし，これらの値は，観測地，点の条件，例えば河床勾配，河幅等によって

変化することがぢえられるから一骰的な値として示すものではない．

辿度
(m/sec) 

0.6-3.8 

表1.1 :Lィii命の流辿

il!i1 孔ふ且切りt1文しじ発：え`•オt

Wrightwood Morton and I Mud flow 

Campbell 

摘 裳

4.3~7.7 

4.5 

浦川 松本砂防 1 」.：石流先端， J此i苅速度，センサー

Wrightwood Sharp and I 先珀速度

Nobles 

5.0 I’'i li{ I I I 辿 II,泰| iii；定

5.4~8.9 焼 ／i, 松本砂l:）j こl：石流先端． i訟':j速度，センサー

7.8~13.6 桜 島 Ill fJ;l I :I•小説先端速度，センサー

約 9 濁訳 山崎 辿過時間から推定

11 ~ 16 I Enterbach Aulitzky 勾配l/50~1/100

13 1 •Il券／i, 村野 平均辿度てあり，火［こ1部では40.0m/sec, Jじ山

’li務ては21.Sm/sec, 嶺／i•JI’牧場 6.6m/sec 等の

参衿速度かある。

13.6~14.3 招野ll.1 1介j 野 8mmフィルム

15~ 16 I Tenmile Range Curry 流れとしてはNewton流休としている。 Mudflow 

表 1.3 士ぷ流の流速（現地観測値）

測定場所 先端99/流辿 流11速f係/l数(* 摘 裳

111/sec 
桜島野尻川 11.5 11.9 iJi ili, ||｛｛fl150イド 4JJ 8 日

＂ 13.6 11.1 i)ビ枡i, lI召,f!l50i!04月29El 

＂ 7.8 7.4 /le 餅i, ll(1fll501F 4月29El 

＂ 10.0 8.8 ile i介i, | l {1 fl1 5 0 i「6Jl 4 El 

丈克 li;-」...々J/11¥ i/( 3.4 1.5 砂礫流，昭和51年 7月17El 

＂ 6.8 3.3 ＂ II召fll51.![<8 Jc] 3 El 

II 5.9 2.1 ＂ ll(HU53ifS 9 J•J 4 El 

＂ 3.4 1.5 ＂ II什禾1153il'gFJ 29日
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I I・.イI流とは

そこて，河床勾配の影評を除くへく，土石流の速度を1糸擦速度で除したh1J.（流速係数）による

検，iすかなされている（表1.3)．表からは速度に（いい換えれば抵抗に）明らかに相述のある流れ

かあることかわかる．流速係数でみると，泥水の流れ（泥流）の値のほうが石や礫を先端部に比

中した砂綬の流れの値に対して 3-10倍も辿い．

表1.4は土石流の単位体梢屯r;::を調ぺたもので，採取の）j法によるところも大きいが（たとえば

採泥筒を1廿いる場合には，採泥筒の入口の大きさと ,1,に入る粒径は関係する），泥流のほうか1直

ヵ・・:!,きしヽ 傾向かうかかえる．

表 1.4 」．． 小説の単位爪li::

単位屯2：i：. 
(kg/m) 測定楊iりi及び発表者 I 摘 要

1300 焼 ! i, 松本砂防

1610 iill I I I 山 崎

1800~1 900 桜 島 Ill /）;，' 泥 流

1720~2230 Wrightwoocl Morton他 泥 i.n,t . 

2 400 Wrightwoocl Sharp他 泥流

土石流の lii位体梢咽械をyとすると

y=Cd ・ <J'+p(1 -Cd)....................................................●......................... (],]) 

で示される．

ここに． Cd:土石流の土砂涙度

び：土砂の密度

p:水の密度

である．

:J.：石流において土石の涙度が50％を占め，砂礫を主とする流れを与えると，式 (1.1) にCd=

0.5, <J'=2.6, p=l.Oを代入することにより y=1 800kg/m'という値が得られる，

ー）i, 泥流のように細粒子分の多い流れは土砂の間をうめる水にも細粒子分が含まれ，水の密

度は1.0よりも大きい値で評価する必要がある場合もあろう．例えばp=l.3と評価すると， Cd=

0.5の場合， y=l950kg/n廿という値をとることになる．

最近の焼岱での土石流観測結果（建設省松本砂1枷 よる）から，巨礫が先端部

に見中して流れる土石流でも，その後からくる流れの単位休梢煎鼠は約2OOOkg/mだいう値もと

らえられており，一つの土石流においても，単位体梢重紐が変化することが示唆されている．

土石流の先端部の特性を示すものに，先端部を構成する粒度の分布形状があげられる．図1.2は

典型的な例として，焼岳上々堀沢と桜島野尻川に発生した土石流，先端部の粒度組成を示したも
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図1.2 1：イi流先端部の粒度組成

のである．図からも、明らかに二つの流れには先端部を構成している材料に相述のあることがわ

かる．これらの相迩は，現地観測で撮影されたVTRや， 35mmカメラのフィルムの映像からも 1り）

らかである；

流れの状況は校式的に図1.3のように表現されよう．先端部ての礫（特に巨礫． I紅径 2~ 3 mの

ものを含む）の多少は図1.2てボしたように明瞭に相迎かあるが、後続流における両者の相述は土

二＼涜 000万o先9譴

ふ

土石流

段波部

図1.3 流れの状況

イi流が発生した流域の地質特性によるところが大きいとぢえられている．この後続流による流出

土砂：,::も非常に大きいことがこれまでの調究でわかっている．

堆栢部での状況はJII：栢構造で，J/,1在できるが，上村流出災i';，調任から図1.4にポした二つのJII：梢構

造がみられる．
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府状構造をなさない堆栢

図1.4

!・.{iifi,とは

己oo.o⇔o―-
条》？ぢ•, 0•。も．0ゞ OO• 0.  
．． ,,', ．． ．．．．．  

8紐゚・=寄ゃを............ 
層状1蒻造の堆秘

JII:h'［構造

:I：石流による賊，界は壊減的なものが多く，特に人的被',1;:が顕枠であるか， 流出してくる土砂の

形態によって認界の実態は異なる． 例えば， 巨疎が直接家屋に衝突したような場合には， ほとん

ど壊減的に家屋か破壊されているか，土砂の流れ）jか異なる堆栢部では土砂が1.5mも堆柏して窓

ガラス 1枚壊れていないという例もある．

1. 4 対策のための土石流の分類

これまで述べてきたように， 土石流といわれている特殊な土砂の流れも， 流れやJII；梢の性質を

総合的に解折すると，幾つかのパターンに分類することが可能となる．喰者は特に土石流対策と

しヽ う見）jから． 土石流を以下の三つに分類している．

写真1.2 焼屈l".々 堀沢に発生した砂珠l¥j・I:../i流の

先端部．巨礫（中央のイiは直径 2m)の 態I’
がみられる（建設省松本砂I琳Iこ＇），；事務所提

供）
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（］） 土石流（狭義，砂礫質の土砂の流れ、英語ではDebrisflowに相当する）

流れは先端の石暇祁と後続流（泥流や土砂流てある）に分けられる．先端部には巨礫か船中し

ていて（写真1.2)直巡性が強い．石礫部は倅止しても比較的分散しない（図1.5参照）．先端部の

流速は流速係数て示すと llJ/19*=5程度であり， JIt梢構造は1f1状を呈さない構造を示している．倅

止の末端点は流出する土砂の械や地形の条件によっても異なるが、最終勾配はほぽ 2~ 3゚（約1/

30~ 1/20) ぐらいのところである．先端部に見中している巨礫の破壊力は大きい．

[［［皮断面

咬 0)長9と

ぶ下万向

狡荏により双，"る
（2(平誼］

⇒点下万rOl

図1.5 土石流堆梢物先端部の礫の配列状況

（今村／j；（図）

(2) 泥流（火山泥流を含む 促語のMudflowに相当する）

泥流には活火山地俯で発生する火山灰を含んだ流れである火山泥流や，第三紀）tり地滞や休火lll

地幣において発生する泥流（古い火山灰や風化した風化した火山砕／i，f物を含んだ流れ）等がある・

流れは先端部に段波をもつ流れ（写真1.3参照）で，流速は流辿係数にして1(f/l{,=10~20と，狭

義の土石流に比して 2~10倍の速さを示す．堆梢構造は/fii状を呈する場合と呈さない場合とがあ

る．これは流れの浪度，流iil,粒度分布及ぴ地点の勾配などによって変わる．泥流の衝撃力は先

端の段波部に染中していて，後から続いて流れてくる泥流による摩耗の力もまた大きい．流れは

比較的祁流しやすく、土石流（狭義）に比して緩勾配の地点まで流下する．桜島野尻川の例では

湘まで流下している．
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写真1.3 桜島野I}し／l|の泥流咽1:1iifitの先端段波部
（建，没省大隅． 1:·J•,:•J沈卵i•VTRによる）

(3) 土砂流

かなりの翡濃度な土砂の流れで．狭義の土石流とす11}流のI:I:9|｝llに位骰するものとぢえてよい．流

れは．：L-．石流的性質の部分と1-;,}流的性質の部分とをもち．流れの表而は抽流的に近い性質を行す

るため、表i(ii流速はマニング式など流水れ公式で予測できる範Ill•1 にある．堆梢は勾記変化点で生

しており， JIiiflt構造は抽流的な部分は1怜状構造を呈する．流れは時間的に継続時間の後半ほど抽

流に近〈なるようてあるが．段波を伴う流れでは流速も辿く． 多紺：の土砂の流出現象をみる．
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2 土石流の発生・流下・堆積実態

2. 1概説

l ；ドでは流蜘 1•11):1:7,:［流観測から得られな上イ泣位の姿を沖き 1よりにし，そこから」．：イi成とはど

のようなものかを解説した， しかしこのような述動中の土石流を観測てきる1;/iは全国でもわすか

2 ~ 3個所しかない．しかもこの述動中の j-.h流観測かできるところは上翡地の焼岳（長野県）

や桜島（鹿児島県）のように火11」111碗という特殊な場所であることから，いわゆる広義の土れ流

すべてを代』i：するものといえるかどうかと問題がある、そこで、 l既に全国で数多く発牛した土石

流についてその実態を知ることか屯要なこととなる，晶か少し変わるが，土．イ［i品の巡曲中の観測

と過l、のナイi成の調介は探学のほうでいう， 91:．休解祁］と死体解剖に当たるものと行えて頂いてよ

いと息う．

特に 1ぷ流としヽう上砂の特殊な流れは．その 5が1,•から認l‘. ． l釘l:•Jlli柏まで盆碑的にすへて筋

ii/)されておらす，現段陪では，過よの土イii命の実態や運動中の土石流観測から得られた沢料を晶

に対策叶画を策定せざるを得ない状況にある．その邸味でも，上れ流かひとたび発生した所では．

I・ぷ流に関する調介を尖施し．一つでも多くのft料を集柏する努力が必要である．参衿までに文

末に現在一般的に！甘し・られている．tぷ流災面の調ft』紐ポす．

なお，以下に述ぺる既に発’I：した土1il位の調？卜は．狭義の十五流．すなわち砂礫即の土．石流に

関するものがはとんどで，泥流については得られている笠料の範間で述べたい．

2.2 発生・流下に関する実態

cl:{i流に関する，9，1企・研究は 1.Iが浅いため，森料としてもそれはど多くあるわけではないら阻！，

えば， ：Iこれ流かどのような所で兌生したかも占い森料は少ない．そこで，比較的i芍料のあるII{｛f1.I

47年から昭和52年まての間に発生した土石流についてその発生場所を調ぺたのが図2.1である．図

には同時に代表的な地質も出入してある．図からもわかるように，わずか 5~ 6年1/i)ではあるか

I:1本全国で土石流か発生していることがわかる．

ー）］，地買との関係も気になるので，次に地買別（ここでは岩種として取り扱った）土石流兌

生の状況を調べた結果を紹介しよう（表2.1参照）．
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女の発生状況をみると岩石の分布而梢の割合に比して発生率がi心jいのは．変成岩．化i蘭岩であ

る． しかし，はとんどすべての岩石の所で土石流の発生をみており．ここだけは土石流の発生は

ないという地質の所はわか国に関してはないと各えてよい．

次に土石流が発生した流城の流城面梢かどのくらいのものかを調ぺた結呆（図2.2) をボそう．

図のようにほとんとが2.0km'以下という小さな流域面柏の流域て土石流が発生していることが

わかる．特に般頻仙は流域Iiiif!［か0.3km'と河川というより．山のひだのような深流において1丑i

流が発生している．
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図2.2 ・I・・イi流発生流城の［（1i柏

このことは自分の家の災にii」があり，小さな小川かあるような所はすへて土イi流発生の危険

かあると杓えておいたはうがよしヽともいえよう．

土石流発生にはlllllg崩壊や深床のJii；柏物の再移動か大きく関係していると抒えられている．図

2. 3, 2. 4に崩壊の発生地点の崩壊Iiijの勾配と崩壊後の勾配をポした．

図から土石流発生i,1[1はほとんど20'以上であることがわかる．
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図2.3 崩壊前の地形勾配の分布
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なお図1,5によれば流l噌1,（上祈流発生点とJii市'illtlkii，点llilのこと）の平均勾配はほとんど 5-20' 

であり，従米から定性的にしヽわれている上イi流の発生部は20゚ 以下、流下部は10~20゚ としヽ うことを

よく一致している．

流ドの状況としては）illIIl1部のIり度の調任結果（図1.6)を示そう暴これは土イi流に直進性が強い

ため，あるl:lillli/りか流下途中にあると土石流は1釦l：するのではないかという抒えの）店に行われた

ものであるか，結果的には特にそのような結呆は得られず，むしろ図の結呆は各深流におけるlui

lllifりの分布状況を示している．
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なお，土石流の流下幅については香川県小豆島における調在の結呆，式 (2.!)で示されること

がわかった．

B井3Qi/2

Q呈柑• Alo. r 
} ···················································•···················(2.1) 

ここで， B:土石流の流下幅(m)

A,。：河床勾配が10゚ となる点より上流の流域面梢(km)

r:最大時間降雨fil(mm/h)

である．

2.3 停止・堆積に関する実態

土石流の停止堆柏はどのような場所で行われるのかを示したのが図2.7である．図から土石流の

倅．IL.JII；梢に関係するいわゆる堆栢部の元地形勾配（土石流が発生する前の勾配）は 2-12゚であ

り，最頻値は 4~ 6 °となっている．これは火山泥流がより緩勾配の地点まで流下することと比較

すると好対象を示している．

（個）

40' 

30 

20 

出
現
回
数

10 

。 IO 20 30 

堆秘部（堆秘前） （度）

40 50 

図2.7 堆梢部の元地形勾配の分布

上石流として流下し堆栢した土砂批は図2.8に示した． 1回の土石流による堆梢土砂批としては

ほとんどが20000面以下である．これらの流出土砂批は，そのときの外力の大きさ（例えば降雨に

よる土石流は降雨の址）とその流域に存在している不安定土砂批によっている．

流域面梢の項でも示したように，全体的には一次谷ないし二次谷といった小深流での土石流絨

が，調べられている大部分の例であるので，流域の流路長に大きな差がないため，図2.8のような

結果がでたものと考えられる．なお， 100000m3lii位の土砂が流出する例では水源部で大規模崩壊

が発生している例がほとんどである．また，一度土石流が発生すると河床勾配10-20・付近の河床

堆梢物のほとんどが流出すると考えられる．
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図2.8 :I:./j流による流{|日：砂賊の分布

また土石流は必すしも llI!l しか発生しないのではなく，同じ埃流で何1~1 も土石流が発生するこ

ともある，表2,2は昭和54年 8月221●1岐阜県上宝村のl|ii]谷に発生した土石流の時系列的，i/,1ft結呆て

ある． il,i]谷の場合には 4 回（第三波が若・1•••疑 1:｝]かあるか）の土石流発生をみている，この 4 lIIIが

どのようにJII:1,l’iしたかは図2.9に平l(i的に示した．また縦断的な状況は図2.10に示した．もし流出

する土砂の1Itが少なければ第一i皮だけで終わったかもしれないし、 もっと多くの不安定土砂かあ

れば図2.9に示した蚊終形状よりもっと多紙の土砂が流出して広範[Itlな区城か被',[::を受けていた

かもしれない．

表2.2 i[ii]谷土石流における土石流の流れの時系列的把握

flow 
時 刻＊） 営 力

堆砂批
iiii 名・

unit (m') 

AM 
1 7:45-7:48 土石流 26,000 

2 7:48~7:50 :I:.,少祈iiI(j iii i l 6,400 

3 7:50-7:55 土石流 7,900 

4 7:55-8:00 土砂流 3,700 流路工内のみ

5 
土砂流的

8:00頃 :I:石流か？
600 残存拭としての値

6 8:00-8:30 土砂流 16,400 No.4の流路工外を含む

.， |jIlき取りによるIl,1刻では1まその時刻切という程度の紅：味をもつ
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Ill!ぶ i鯰：第一波加訊髯Itffi1既略l>i (.11.Iゴ[J虻沼：口如舷蝉湛JItt,'iii灼略！!I

: AM,7:45~7:1別('¥袖7:5調i~8i沿t/i)
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t2) 1'{iiit珈彼i妹鱈祁Jlth'，1既略t図 1,,11:M!:iiり1：砂凶11（約月波 1Jlt杭慨略図

(,¥MJAS-7,GOば1) （A¥lぶ：III)I仕Iiりもしくは8:i)0切il 
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喜
〗

•• •• 
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亨I
 

ii{： I J { ii紀り；→9…;AI: （，り；起合i：：ぺいや i:¢¥Iiばlり） J持h'i

恨略図 ＼ AM.7:5(1~ 7:＄5tii) 

境同喰令

石

（（i) 1;砂流（冷訊！；It)り1間1貶略1翌；
I AM.8100頃～饂四ii

図2,9 il••i谷 i叫I'流の時系列的）II；積状祝
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凡例
-830 

右I¥堤防

堪砂面

点路工底

-810 

-800 

)90m’0.C..-

A B
 

C ll 
0 10 20m E 
1 ↑ 1 

F G
 

K 
-790m 

49 
高

図1.10 .:I：砂流堆梢物の縦断l‘Xl

土石流の倅止堆栢長については．， 85％が200111以下て、最頻疫は60-80111程度ある（図2.11参

照）．一方，火山泥流などは1OOOm以上も流下した例もあり｀土石流の絨や質の迩いによって）＜し、

に異なることがわかっている．ちなみに．土砂流による倅止堆梢長は400m以ドか多い．

（個I
20 

出

□ 600 700 800 900 

土石品の怜止堆11，長の分布

、しーょヽn. 

ロー

図2.11 」・ぷ流の倅 II:）I味＇（長の分布

堆栢幅の］＼•と大値を調べた図1.11から，ほとんどか80m以下であることがわかっている，蚊頻伯は

30m程度にある，一方，有珠山に発生した，J（山泥流などは，そこに1j：在する障＇， 1::物（例えば家展や

墜など）によって方向を変え，広く氾濫していて一般的には想定しずらい（図1.13参照），

土石流のJIt1J'i深は l-5m程度がほとんどである（図1.14参照）． しかし前述の岐I',9．県洞谷の上

石流などては10mに近い堆梢をした例もあり、流出してくる土石流のi化やJIi'．梢部の地形によって

堆梢深は変化しているようである．
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（個）

30 

出

現

回

故

土石流の堆秘最大幅の分布

図1.11 J・・イi流の)fl,梢最大幅の分布

数字93出999"＇9979cm 9 

図2.13 火iliilじ流の扇状地での）II；梢状況（昭和53年1011 有珠III)

-222-



2 _l．イii命の発91：・流 l‘・・JIH1'!'Ji態

1個）

5
 

出

現

回

数

。 2 3 

最大堆積深 1ml

図1.14 最大堆梢深の分布

2.4 土石流の停止堆積開始点。停止堆積長及び堆積幅に

関する検討

土石流の停止堆梢開始点を知ることは土石流危険区域設定にとって非常に用要なことであり，

これまでの調在研究から停止JIIt梢開始点として谷の出口，扇状地頂部，支流の合流点，狭さく部

の出口，元地形勾配8°以下等があげられてきたが全国の調任からほぼこれらが妥当であること

が判明した．図2.15に昭和51年 9月小豆島土石流災苦における縦断からみた土石流の発生，流下

及び堆柏の実態を示した．

400 

350 
凡例

300卜1ここI二こIニニI

E 250 I - 8 谷の1111ける地点（谷の出口）

塁妥 2 00 「 i / 
150 r 

100 

50 

。一 500 l 000 

ヽ ヽ
．、

1 500 

距雌 (ml

図2.15 小豆島における渓床縦断勾配と土石流の発生一流下一堆梢

の関係
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:I:./il命の i•9;•: 」|．:JIt1•l叫や堆梢輻については，特にこI:./i流危険区域設定に必要な瑣てあるが，危険

区域設定を1iij提とした研究例は少ない．そこて箪者の研究と全国で検討した結果についてここに

述べることにする．

土1,i流の停11:.Jli:!i'tf<については，こI:../i流の流れを質．点系てとらえて，式をfitPiiに表現するよう

河床勾配と土石流htを1KIるとして式 (2.2) を与えた．

ここ1こ， logL=0.67 log(V,x[) ＋1.00・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (2.2) 

L: :I：イi流停止III；栢長(m)

l公：土ィi流：，l:(mり

I : iiげ部の平均勾配

である．

また，現地調在例から，化i森i 炉｝地偕の小豆 1,、よl•-./•［流ては，

logL=0.42 log(V,x[) ＋o.935.................................................................. (2.31 

を，焼岱の：I●ぷ流では

logL= I0.5-0.52)log(V.，x [) +1.00......................................................... (2.4) 

が得られている．

現地調ftから得られた，式 (2.3),(2.4)は埋諭式の式 (2.2)に比してべき乗数か約70-80%

となっているか，現地ては土祈流内部でのエネルギー損失や質的変化を抒えるとその妥当性かう

かかえよう．

そこで，特に式 (2.3)をJllいて全国に発生した土ィi流についてその1釦l：堆柏長を検吋したのが

図2.16である．図から判明するように，すへてが安全11!!lに入っている．
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＇ 
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実

測

仙

m ゜゚ 0

0

Q

 ゜
0
0
 

8
も‘咽

゜゚

実

測
値 JOO

1ml 

o/ o 
／ 

0 00 

°磁゚゜。。 ゜
0

0

 
§
 ゚1000 

計~麻 1直 (m)

1500 

。
図2.16 」'ぷ流停 l|：堆梢長の検，9•J’

100 200 300 

計．算 1直 (m)

図1.17 )fl暉輻の検討

土ィj流のJIt梢lii9,rについては式 (2.5)か提案されている．

B,,=12犀．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ (2.5)
L 

ここて，凡は土1j流の堆柏1111)(m) てあり

vs, Lは倅1l:Jlf:梢長の項と同じである．
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式 12.5)について全国の土石流について検叶した結呆， Lに実測値を11]いるとはぱ安全11!!Iに入

ることが判明している（図2.17参照）．
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3 土石流の発生と降雨

3.1 概論

土石流災害を引き起こす誘因には，染雨，融雪，火山活動，地碑等がある．わが国の事例では，

これら諸誘因のうち，棗雨による土石流か圧倒的に多い．そこで以下に，降雨と土石流発生との

関係について述べる．

土石流の発生が降雨という一つの指標によって与えられると，土石流対策， とりわけ替戒避難

対策に批重な賽料となる．

3.2 土石流発生に関係した降雨の実態

降雨と土石流との関係は以前から注目されていて、その因果関係の検討が加えられてきている．

その内容については次節で述べることとして，ここでは，古くから数多くの土砂災害とそのとき

の降雨状況を調べてある砂防便覧 (1976年、建設省砂防部）から， i立大日雨批と， ii文大時間雨砒

を軸にとって整理すると図3.1のようになる．

(mm) 

最 l[l()

大

． 
． ． 

.，．． 

． ． ・。． ....。
0 。 •0 0.  

0。も0.. 。。

O• ° 

゜゜
゜•o .゚ 6 0 

El 

雨

9 : ”..．な 。^ ・マ ． ゜゚ ゜
羅 50

·•: i, ・:1,・ぐ°8 8 &．° o。
o....?•‘ 匹疇0. ‘ ̀  8 。

4:？t °ー●。 371t海道• ° 
¢停も

44長野

..。• 4 51松山
52脆児島 39新潟・319形8 33岐阜

O '’. ． 
100 200 300 400 500 600 700 

最大時間雨蓋

図3.1 土砂災憲を発生させた雨
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ここで，図中の白丸は台風による降雨，黒丸は台風外，例えば梅雨期末期の集中崇雨（このた

びの長崎災審はこれに当たる）や秋雨前線等，前線の停滞による集中啜雨などによる土砂災者を

邸味している．

図から，かなりのばらつきはあるものの一定の傾向がうかかわれる．

すなわち，幾つかの例を除いては最大時間雨絨30mm,最大日雨批150mmを越すと土砂災害

の発生の可能性か高い．

次に，土石流発生時刻と降雨のピーク時刻との関係を調ぺた図3.2を紹介しよう．

30,-

＇ 0
0

 

2

1

 

森
サ
｝
剥
庶

ーは降雨ピークが出現する前に
土石流が発生したことを示す

＋は降雨ピークが出現した後に
土石流が発生したことを示す

-5 =4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5 6 `̀， n n 31 35 

時間差 1時問）

図3.2 土石流発生時刻と降雨ピーク時刻との関係

この図は，例えば，図3.1の最大時間雨紐や最大日雨•iiしから土石流発生の目安が判明した場合，

降雨のどのようなときに避難をすればよいのかという問題に一つの答を与えてくれよう．

図からは，降雨のピーク時に土石流の発生のピークもあることがわかる． しかし，場合によっ

てはピーク発生後35時間 (1日半後という絃味）という例もあり、降雨のピーク時前後はもちろ

んのこと， ピークをすぎた 3~ 5時間程度までは危険があるし， また，それ以後も必要に応じて

流域を見l且1り，土石流の発生の危険性のないことを確かめる必要があることを物語っている．

特にピーク発生後長時間たってから発生する土石流は山腹崩壊に起因する土石流である場合が

ほとんどであるから，索雨のあとに，流城の山地を見回る習II'［かあると，土石流による災審も未

然に防止する可能性もある．

3. 3 土石流発生の予測とその問題点

土石流の発生を降雨によって予測しようとする調杏・研究がこれまでになされている．その基

本となる考え方は．

① 時間と降雨屈によるもの．

② タンクモデルによるもの．

③ ハイエトグラフによるもの．
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④ 土石流発生の力学モデルにおける表面流にみあうもの．

に大けIlされる．本文では，時間と降雨に関するものを紹介することにする．

過去に土石流による災者をもたらした降雨の沢料から，災寓が発生するまでの先行雨似，連続

雨：it, 1:l雨絨，降雨パターンなどを整理して，今後の災審対策の枯礎森料に森するもので，最近

では降雨強度に灼目した調在・研究かなされている．

土石流災害防除のための降雨沢料として参抒となる一つの表料に国鉄での対応例かあげられる．

これは、比較的長雨のあと，短時間の強雨により災害が発生している事例から，各地方の降雨

特性を名應して地方ごとに特仙態勢のための降雨批を定めているものて，その一例を表3.1に示

す．

表3.1 国鉄における腎{Iiii発令の一例（小俯による）

第 1 種腎イIiii 1 第 2 秤腎 1ii, 1 第 3 柿腎りiij

1.時雨絨20mmを越したとき

ただしi,.,ii』のiiiでは雨絨30

mmを越したとき

2. 全般に災'.，1;：発生必至となっ

たとき

（注）大iii30mm/h以上

1.時雨批10mmを越したと

き

2.連続雨h::50mmを越した

とき

（注）強雨10111111/h以上

1.気象通報が発令されて雨が

降り始めたとき

2.雨絨20mmを越し，なお降

り続くとき

3.馬漿帥it'i'rl,iiが伐）つ fことき

国鉄における災苫には，土石流災古以外の例えば線路の冠水等の災 ',•I；も含まれているので，土

砂災＇甚予測としての降雨械としてすぐに利用できるものではないが，腎戒避難：体制を与えるうえ

では非‘iitに有効な狩料となろう．

土石流の災寓から少なくとも人命等の人的被寓をできるだけな〈す氾：味で，先の土祈流災：,料を

引き起こした降雨実態を整埋した筆者の抒え方を述べることにする．

この杓え方は，降雨のパルスや10分li'，I降雨鼠のような短時間降雨鼠の有効性は認めながらも，

土石流等の土砂災甚から避雅するという点をガ'I.屈して，時間降雨批も最小単位とした降雨パター

ンと降雨強度を用いて災唐予測をしようとしたものである，

得られた多くの雨JI:：沢料から，図3,3に示した降雨絨と時間の関係を整理し，降雨の変化点であ

るP点の位附によって以下の三つのタイプに降雨パターンを分類した．

（］） タイプ］型

降雨か早い時間のうちに強くなり，土石流災苫を発生させるタイプで，いわゆるP，点が存在しな

い直線型降雨のパターンである．

(2) タイプIII型

小雨程度のあまり降雨強度の大きくない降雨が長い時間継続し (20時間以上の例が多い），その

後降雨強度の大きい降雨があって土石流災苫が発生しているタイプで， P点か二つ以上（筆者の

検討例では P点は最邸か二つであった）存在する降雨パターンをとる．
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図3.3 上砂‘,l：：発生時の降1:[.i状況模式1i1

(3) タイプII型

上記のタイプ 1型と Ill型の中間の型で， P点は一つの場合がほとんどである．

土石流災‘因を発生させた降雨パターン分類と流域の代表地質との関係や、有効雨•},:：（図3.3ては

(hnで示される）との関係を調ぺた結果ては，特に関係ないとして

6=  
dm・dT ・・・・・・・・・....................................................................... (3.11 
dM・ di 

で示される降雨強度勾配比6を）：ijいて，降1:1:iの変1111点 P点から土砂災・，料の発生時まての時間を調

べたのが図3.4である．
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図3,4 」,．．砂',I砂；:発生時刻と立上がりの関係
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図から，び；；； 5では P点から土石流災害発生までの時間diか急に短くなり， ,;>10となると P点

から 2-10時間以内に土石流災者発生の危険性が大きいことかわかる．

一般的指標となる最大時1lil雨紐と連続雨批との関係で整理しなおしたものが図3.5である．図か

ら， タイプ I型は時間雨批か土石流災害発生に支配要因となるタイプで，その境界値は 1時間50

mmか一つの目安となることを示している．一方，タイプIII型は継続雨枇か支配要因となるタイプ

で，その境界値は継続雨紐20mm以上か一つの目安となっている．タイプII型は，最大時間雨批と

継続雨批の両者すなわち，降雨強度勾配比6に支配されていると考えられ， ,;>10の変化がある場合

には土石流災者の危険があると考えられる．

l 000 

(EE)寧旺出聟Gヤ悩世姐紺胆印廿

00000000005040302010 54321 

x 
ヽ

x 
-1 

， lo 

゜゚

・タイプ I型

0 タイプII型

X タイプl]！型

X゚艶̂  ^  

．． .゚ ． ゚゚゚゚． 
． 

両
10 20 3040 50 !00 200 300 

最大時間雨批 (mm) 

タイプ I型：急に保雨が降って土石流が発生した型 1時1,1m

祉に支配される型）

タイプII型：タイプ I型と Ill型の中間の型

タイプII]型：ある時間小雨がf奇っていて，長時間たってから

(20-30時間）土石流が発生した型（継続雨祉に

支配される型）

図3.5 最大時間雨批と継続雨批との関係

本手法の問題点としては物理モデルによる解析ではなく，過去の災忠事例からの安全を見込ん

だ包路線による判定手法であることがあげられる．すなわち，土石流災害の発生・非発生の判定

手法ではなく，あ〈まで土石流災害発生の目安値でしかない．

目安雨批としての性質は，前述のタンクモデルやハイエトグラフによる手法についても同様の

問題点がある．また力学モデルでの表面流に対応する降雨批は降雨から流批に変換する過程がい

まだ未解明の部分が多く，仮に現在よく用いられているようなラショナル式等によると，容易に

-230-



3 '」:｛ i流の発’I・，と 1：約Pl.J

全埃流で土石流か発生してしまう結果となり，現実の例とあわない点が指適される．これは各深

流各々にそれぞれの特性値をもっためで、土石流発生に関する力学モデルもまだそこまでモテル

化するところには至っていない．そのような謡味ではこの手法も一つの目安を与える手法の段階

から進んでいないともいえる．

3.4 降雨による災害予測への提言

降雨に起因する土石流発生を未然に予測し，少なくとも人的被告を防止するための笞戒避難体

制の確立に役立てるためには次の三つの点が問題となる．

① どのような降雨によって土石流が発生するのか（目安雨批の決定）

② 現在降っている雨が今後どのようになるのか（降雨パターンの予測）

③ どの時点で土石流が発生するのか（降雨パターンのどの時点で避難に関する予・菩報をだ

すのか）

これらの間題点について，策者の個人的な見解を述べたいと思う．

目安雨批については、各地方や台風•前線降雨等気象原因によって降雨の特性か異なる．そこ

で各地方ごとに既往の土石流災唐時における降雨賽料を整理して決定する．土石流発生の例が全

くない（沢料がない場合も含む）ところでは，近隣で，地質や地形，流城而梢などの類似したと

ころの森料を参考に決定する．

現在降っている降雨が土石流発生に関係するかどうかは，今後の雨の降り方がどうなるのかと

いう判断が必要となる．この問題は気象状況の把握，例えば雨雲の進む方向，雨の周期性等の気

象情報から推定する．台風などでは台風の進路とレーダーエコー図が参考になるだろう．

どの時点で避難に関する予・警報をだすのかは，どの時点で土石流が発生するのかを知ること

と同程度に難しい問題である．

そこで各梨落単位程度に避難に関する責任者を決め，そこに雨批註（簡易雨絨計で可）を設i筏

する．そして前述の目安雨批よりもう少し小さな雨祉で避難の準備を集落の人々に告げる．ここ

で，住民は「自分の命は自分で守る」思想をぜひもって］頁きたい．なぜならば，現在の科学技術

水準では土石流発生の時刻を適確に予測することは不可能であるから避雅の指示をする責任者が

例え避難させても，土石流が発生しないことも十分埓えられる．ここで，責任者と住民がいわゆ

るオオカミ少年と村人のような関係になってしまうと，いざ土石流が発生したときに悲惨な被裾

が生ずる．

そこて，住民の方々•も自主的に自分の命を守ることを謡識して頂きたいと思う．仮に避難した

が土石流が発生しなかったということは，少なくとも土石流の被害が生じなかったことなのだか

ら，

地形的にも地＇質的にも土石流の発生は避けられない日本の国土に生まれ育った私たちにとって、

土石流による被害をより軽減するためのなんらかの対策が必要なことはいうまでもないが，特に
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私たち一人一人の心かけもその対策の一つであることをみんなで，忍識すべきであろう．

なお．避難そのものに対する問題点については，別に述へることにする．
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4
 

土石流対策の基本的考え方

4. 1 概 説

視在の学間の水準， 技術の水準では， i.：石流の発生を辿確に J咋II・ J勺ll,Iすることは極めてり雁し

しヽこと， 上木」．．．学的手法（例えば砂防ダム等）による対策かすぺて実施されるには多くの時間と

1 1 1. l } 
多額の'{,1用がかかることなどから， 土石流対策として，従米からの土木」ー．．学的手法（以降は9 ーヽ

ドな手法と呼ぶ）

非常 1こ雅しし‘•

のみで， 節年，

そこで，最近は，

全国的に発生する土石流から人命・家梃． I！わ疱等を守ることは

従米のハートなF法に加えてソフトな布去， いわゆる特1戌避難

体制の1((I虚， 上地利用形態の変吏，家屈構造の1lu,J'J・.h流化等を合わせて夷施する総合l:Xi流対策

が好えられ始めてしヽる．

なお， ソフトな手法だけでは 1•り分な I...1i流対第~とはしヽえなし、J'l!1l1 は， ソフトなf:fJ：だItで」孔I.

流に対応してしヽると，

である．

いつまでたっても 1礼ii血としヽう災内の恐I‘iiから逃けることかできないから

そこで以ドに，総合1:1i流対策の期本的好え）jについて述べることとする．

4.2 基本的考え方

総合」オi流対策の）iし本的抒え）jは次のように芳えられる．

①

②

③

④

⑤

 

対策淡流がこtぷ流発生深流であるか

発生部において七石流対策か可能か
(9 1、2( 

釦飼：：かあるか

9 ヽードな土Li流対策が可能力‘•

ソフトな対策の検討

以上の衿え方を図示したのか図4.1である．

注11II麻1152年建設省瀾ぺでは仝[1ド［で・1:｛i，恥発生危険i笑流は62272埃流もあリ，現／J• これらの 1り:,J:,1 ／t と見直しか行われている，

il'21緩1舟僻： l：Hii［か発生する111地の沿ii揺I;1一般的には20・より急な河床勾配を1iする）から人家集治のあるいわゆるl’../ii恥

堆柏部の!illに． 1•ぶ流か 1‘I 然の状態で停 lL, IIi:h'iできる’,苔|｛1111(iiと此iさ）か(f(I：すると， この '9行IIIII1、）で1：{iii［は1：砂iiしや抽

流にitか亥挽される，このような効呆を1iする代1111を， 1濯り⑰逍滋にとって緩I紹i}と呼んでいる，
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土石流対策対象反流

危
険
区
域
の
設
定

土
石
流
流
下
堆
積゚

z
 

_____ J 

対策実施までの時間

は 2)
・土石流の‘‘

流下・堆積部に

し主1)建設省河川局砂防部砂防課：土石流危険渓流および危険区域調査要領，昭和53年
11月による発生条件の検討

（注2)流下・堆秘部で土石流羅に十分対応てきるまて¢の問は，仮に対策があってもソフ
I、ウエアによる対策を考えるぺきてある

（注3)超過外力を考えると緩術帯があってもまた土ホエ法て対応が可能であっても，ソ
フ l、ウエアによる対策は考砲してお〈必要がある

図4.1 総合土1i流対策の基本的抒え方

4.3 具体的な対策選定の手順

具体的な土石流対策を選定する手順としては， 対象深流において発生が予想される土石流の種

類（砂礫型土石流か泥流型土石流か），

ら舷適工法の選定を行う．

流下してくる土石流の批及ぴ流域特性等を十分把揺してか

一般的には， わが国の地形条件を衿えると土石流発生部での土石流発生防止対策は，技術的に

みて非常に難しい． そこで， わが国の山岳小深流ではほとんどあてはまると思われる条件，すな

わち， 土石流が発生し， かつ緩衝’}『か存在しない淡流を前提とした実務的な土石流対策の選定手

順を図4.2に示した・

個々の深流にすべて上述の考え方がうまくあてはまるかどうか今後検討すべき点は多くあるが，

具体的な対策選定の手順として紹介しよう・
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③ ↓※(，主5)

土地の利用規制

（i) 土石流直繋

区域

荒地・公園等

(ii） その他

4 | 1 l i允対り＇が (1)Ji, 4ヽ Ii'•J 打え／j

訊主 1)

（土石流の種頷の決定
土石流菰の決定 ） 

土石流流下・堆秘'

危険区域の設定

危険区域内

保全人家戸数
~ 

x戸以上

工法↓

※（注 2)

※（；主 4)

新築住居に対して 発生域： 渓床堆秘物

(;) 土石流直蛇 の固定工法
流下域： 砂防ダム

工法

発生域： 渓床堆柏物

の固定工法

山殺エ
区域

....新築禁止 スリ l |、ダム 流下域： 砂防ダム

(ii） その以外の I砂防ダム 流 路 工

堆秘域： 遊砂池区域 j! 砂防ダム

構造限定 I流路工 堆秘域： 遊砂池

(iii) 全域土地
流 路 工

の利用規制

ほ 1)土石流発生危険渓流てあることを前提とする

は 2)危険区域の設定は建設もの調査要領や池谷の方法による危険区域は土石流の直梵

のおそれのある区域と土石流の後続流の区域に分けられる

儘 3) ェの値は住民の意志によって決定するが．一般的には 5戸程度

（注4)I；去決定は以下の各項の調査によって判定する
〇土石流の種頷と土石流並 〇迫砂池の検討（用地の検討を含む）

〇ダムサイドの有無（施工1生も含め） 0経済効果の検討

〇ダム等の貯砂容韮と土石流祉（基数．配辺）

（注 5) てきるだけ超過外力による計画を越える土砂流出にも対応が可能なように各地形

条件を考地して土地の利用形態を検討する

は 6)① ー ④ は 検a寸する順序を示す

図4.2 J必迎l ．．法選定のための r•III(i

4.4 対策計画の基本量

土石流対策の基本絨となる，渚批のうち，特に間題となる総土石流批とピーク土石流•iitの抒え）j

について以下に概説する．

土石流の批的把握は埃流個々の性質の相迩から理論的に適当なモデルが作成しすらいこともあ

って，従米は過去の災専時に流出した土砂のりしを，寸画対象として用いている．表4.1, 4. 2に過ム

の主な土砂災者時における土砂祉と河川砂防技術），桓r'，（案）における土砂批を示した．

しかし，上述の値には，厳密な邸味では，土石流以外の土砂（例えば掃流による土砂）も多く

含まれていて，土石流批といいきるにはllil題があろう．また，対策，寸画には流下する土石流の総
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：心と 1::・ークの：K石流：it(l）把拘か必要となることから，

F法の一例を述ぺる．

以下に総土石油砂託ピーク土石流枇の把握

表 4.1 過よの顕苦な：l＇：砂災杏流出土砂 ht （砂防，；恨調）

発生年月 El 災苫地区名 県 名 災 •9仔 1原因 1km'当たりの流出土砂批 主なIll!質
.. 

II（伸1120年9月17E !9，-L 入 ！立、 島 台 風 60 950m3 /krn2 

22~'9 月 13~16日 赤 城 村； lil・， !Jo II 54 200 

28年6月28日 l t I l 司 輻 岡 梅l中ii祠線 190 000 

28年7月181:l 有 III 和歌 ll] 11 ] I 91552 

32年7月25~26日 "東昂•島！屈 比崎袋 i•li 50 000-90 000 

34年8月12H it 的 l~ l」梨！ f ; 風 46 0(J() 

35年8月2~3日 Ill 沢湖町 秋 I:I~i 船中索雨 42OOO 

あ年6月28EI 大 鹿
村IL文 阻i・ “ 2451)00 

40年 9月14EI ：炭 越輻 片台
風 9 142 000 ！ 

41年9月24~2511 西 湖山 梨

42年8月28日 I・,!,¥ 111 村 Jli i紆 u:II深 I91，j

46年9月10tl , ；＂［ HI會占江三 屯秋雨前線，

47年7月11El I Ill 北神奈 Il ！恥 I、 I• ぢ打li i 

47年 7月13LI I Ii泰1"；）村，小原村愛 知：伽輝虞

48年9月24'1 知 内北海 ig: U叫濠雨

49年7月7~ 8 1,1 1，i『I 濯攣 i,'i' 水／i~ 岡悔I'iiilli紅i!

50年 8月5Ei 岩本町・1『森 即I・・如Ii

50年 8月1711 EI 翡村：佑i 伐111i'i 風

51年 9月8!] 小'，1, I;、,；，香川

52年 8月7~ 8 1:I 知夫 KI.i島 fl{

" 

II 

寒冷1iり線

54237 

60000 

60100 

49 000 

33000 

27200 

107600 

29 411 

20 000 

50000 

42000 

I象Ii第三紀Ki
花 1蘭岩

化 1ぷ1班岩

石侠松！緑岩

花 iii 岩

沖柏 111

第四紀

安山岩

秋父僻

花揺i岩

玄武岩

表 4.2 土ふ成1え城での流出土砂始：（建設省砂防部，栂へ）

(]唸1し流域I911柏 1km2の場合）

花 i紅i岩地術

火山叫t:l1物地偕

第三紀 1i4地 ii',' ：
I 

破叶，：特地僻

その他の地僻

50 000~ 150000rn'/kmり1洪水

80 000 ~200 000 

40 000~ JOO 000 

100 000~220 000 

330 000-80 000 

99 

＂ 

4. 4. 1 総土石流量

具休的な各淡流ごとの総土石流絨の把／帆としでは， 現地の深流を踏在して． 不安定な土砂(1)ht

を把握し． このうち．

七砂の定義，

土石流として下流に流出する絨を推定する方法かあるか，実際には不安定

そのうち土石流として流下する祉の推定か非常に難しいのでt ここでは，箪ダ［か提
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案している総土1濱砂代の推定方法を紹介する，

この方法は，現地で容易に入手可能な地形図と，，1•I,lii 降雨：，t を用いる )j法で，流域1iii 栢か0.5-

5k而程度（一～二次谷）に適用されるもので、特に深床堆柏物の移動に伴う土石流の総械把梶T，

法として行効な推定方法といえる，

そこて，流域面梢か」：述以外の楊合や， 111腹崩壊に伴う土石流の総土石流：,::推定には別途の検

討が必要となる，

甜ぶ土石流械凡は

V,=LXBXH- ●,,,,.,.................,,,.,,,,,,.....,.,,......,,.....,,.・・・・• 9 9 9 9,．,．．．．,．. 9 9 9・・・ し4.l) 

で与えられる．

こに，兄：総土石流鼠 (m的

L:洗堀長 (ml

である，

B:平均洗掘WM(m) 

H:平均洗掘深 (m)

ここで、洗掘艮Lは

L= 3A,。912x 1 000 • • 9 • 9 9 9 9.  9 9 ・・・・• • 9,．．．．．．，．，．．． 9 9 9,．．．，．．，．．．．．・ • 9 9 9 9,．．．．．．． 9 9 9,．，．．．．．・ • 9 9 9 9 • (4. 2 1 

で与える，ここに， A，。は河床勾配10°以-Kの流城面梢である，

また，洗掘輻Bは

B = 3 Q,99 12 ,.,．．．.．．・ • 9 9 9,．．．．．．．． 9 9 9 9 9 ・・・・・・................,...........,,・・・・・・•,,,,..,,..... (,j.31 

で与える，ここにQpは泊水流械である，平均洗掘深Hは過l；の調住結果からほぼ，

H= 2mとしてよいとしている．

すなわち，式 (4.1) に式 (4.2), (4.3)及ひH=2 mを代入すると式 (4.41 となる，

L=!SOOO ・ A,。'"・ Q,,"'・・・・・・・.. ····....................................・・・・・・• 9 9 • • • 9 9 9 9 9 ・・•,,,,. (4,41 

式 (4.4)に小豆島災',1;： （昭和51年）及び犬i，し災'，t;： （昭禾1147年）の賽料を与えて，検，i寸した条，’i

果，図4.3のようにその妥当性が示された．総土石流械に関係する流域iffi栢をA,。として与えてい

るのは，流域か大きくなろうともA,。の値はそれほど大きく変化することは杓えられす，いわゆる

流域全休として土石流械を抒えると，小流域でirr）1未勾配が急，なほどりt位l(Ii梢当たりの上イi流：，しか

大きくなリ，これまでいわれている，流城而梢が大きくなるはどり叶立面栢当たりの流出土砂：i::は

逓減することが説明できる．

本手法は，対策叶画•：化の忠定）j法としては最もイ1効な批的把握手法と抒えられるか，地形的か

らの検討が主となっている．これは，：I．：石流が発生するような条件のときは，降i.I;j｛il:もある限界

以上となり，総土石流砒は主に地形的制約によるものという仮定のもとでの抒えてもちろん，河

床勾配が10゚ より急な淡床に土石流の源となる土砂が存在しなければ上式はあてはまらない．

その他には水理的に総土石流似を求める手法として．平均：I＿'．砂樅度で総土石流：化をHI：定する）j

法がある．
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so ooo 1-

30 000 t 
20000 

10 000「 ん凡 999:£ 

の 〇 小豆島昭和5l年土石流

5 000 ： 
/o9° o o ①小豆島昭祁51年全土砂

3 000 

〇天卒昭和47年土石流
2 000 

互i'ooo 3 ooo s ooo 10 ooo 20 ooo so ooo 100 ooo 200 060 

計●頷 Imり

図4.3 土イ［流の検，i•j·

このr0法は社1IIii降雨械から流械を求め，この流絨に平均土砂濃度を乗じて総土石流11しを求める

もので， II召fll54年 8月，岐阜県桐谷土石流での値として29.5%という値が発表されている。

以上，総土石流枇を予測する手法を述べてきたが，適確なf測は現状では非常に困難であリ，

幾つかの手法と，現地踏任を組み合わせて総合的に検討し，対策計画に用いる梢度での計画総土

｛濯砂化を把握することになろう．

4. 4. 2 ピーク土石流量

土石流対策，寸画においては土石流の総械とともにピーク土石流批が屯要な滋味をもつ． ピーク

:l"~：石流械とはピーク流絨と同し概念をもっているか，一般の洪水流のピークはある時間を経てか

ら出現するのに対して，土石流のそれは比較的早い時間（ほとんどが土石流の先端部といわれる

部分に出現する）に出現する．また土石流の一つの特徴である大きな破壊力をもつ巨礫の．梨 9れも

先端部で最も顕著であることから、 ピーク（先端部付近）を砂防施設で処理できると土石流対策

K非常に1f効であろう．

ピーク・・1：石流(Qsp)とピーク消水流：，:;(Qp)との関係は，

Qsp = C. • Q以(C,-Cd) ・・・・・・•.............................................................. (4.5) 

て示されるから，堆柏土砂の涙度らと流動,1;の土石流の涙度らを与えることにより，ピークi,『水

流：化が与えられれば， ピーク土石流址が得られる．

具体的な検討では，砂礫型土石流に対して式 (4.5)が

Q,p=2.3Qp.................................................................................. (4.6) 

また泥流型石流に対しては

Q,,,=3.5Qが.................................................................................(4. 7) 

が与えられ，現地に発生した土石流のピーク値とよく一致していることが示されている．

また土砂流に対しては水山 (1980)の実験がある．
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q,/qw=5.5(tan8)2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (4.81 

ここに， qsは流砂砿 q,0は水fit, 8は河床勾配であり，河床勾配が1/4-1/10の領域で適用され

ることが発表されている．

4.5 土砂処理計画

土石流対策の基本は発生部において土石流の発生を防止する対策を実施することであるが， iiij

述のように，現実には困難な点が多い．そこで，次善の策としては，土石流は発生するものとし

て，土石流紐を予測して，これに対する対応を計画することか若えられる．

原則的には砂防ダムの貯砂空間て土石流絨に対応する．そして後続流に対し十分な断面を布す

流路工（河道が既に十分の断面を有していればそれでよい）と砂防ダムとを組み合わせて計画す

る．

砂防ダムと流路工最上流端との間で土石流や後続流による土砂の生産が生ずる可能性のある場

合には，この間に深床固定の対策を計画する．

以上の土砂処理計画の桔本的考え方は， 0.1km'程度の山岳小深流では比較的容易に実施が可能

であるが， 5~lOkm’程度の流域を有する深流においてはー朝ータに工事施工は雅しい．このよう

な埃流においては計画完成までの1廿l，ソフトな対策による土石流への対応が必要不可決となろう．

また、例え計画が完成したとしても，現在予測が可能な土石流は，深床堆梢物の移動に伴うも

のであって，例えば，崩壊に起因する土石流についてはその屈的把握は雅しいある淡流で．ど

の土石流が発生するかば1,,1定が雅しく，その慈味では．これまで述べてきた計画土石流械を超す

土石流lii:（超過土石流最と呼ばれている）が発生する可能性はどの深流においても存在する．そ

れゆえ，このような超過土石流批にも対応して被審を滅少させるためには，計画完了後も腎戒迎

難；や土地利用等のソフト面の対応をすることが望ましい．ソフト而の対応については次節で，；彰述

する．
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4. 5. 1 土石流対策工法とその機能

土イii命対策工法の種類とその期待される機能については表4.3のようにまとめられている．

表 4.3 土石流の現象と工法の機能

現 象 対策こl辺．の機能（必要） 具（本的工法

(I) 発生}'(Ii 埃1米JI!'.栢物の流'[rIJ 床199,I:l ... 

i)砂礫籾 li’錐の変動 ダム・ 1未l,'，1:1:

:!Xi流 地すべりfl：崩壊 流動・崩壊の［りjl|・” ？ 

命I・I(li lii j乳 山11U-．l .. 

天然ダムの決壊

iii iiじ流凡'J 火山I9l'tili物玲の流動 ダム・ 14く[,9;［：l ・ • 

:l~.. 1—iilc J悲すべ l)性崩壊 流動． hijJ内の防止 ？ 

斜・iiii崩壊 I l~ I IIg :I ... 

(2) iJc下打1; :¥ ．． 小 説の1大1礫径疎の分l類ili lスクリーン

(i), ii)共通）
（ の捉） 立：｛本格J’・

流速の減勢
スリッ 1・ダム

（ ＊は主主に砂泥礫流隈） フロントの衝突 スノコ

＊＊はに刑 フロントの停11:ー・ ダム工

フロントの分散＊＊ ダム工

フロントの氾濫 ピーク流：Itの力，＇ト Iti:i少名fhtク）確：｛尿

フロントの氾謳

土石：化の卵JI/ 土祈流の拡散 ilし夕＇ム lti'・， 床 l•'•I こl99.

洗掘の防11・.（特に後紬流） 14; 19'，IJ”．ヽ．， ダム工

後続流の氾濫 :I：石流｝んのカソト ダムエ（容{,t)

後続流の氾濫防止 袢流堤，流路工

導流” 導流堤、流路J.：

流木による災；I:: 流木の抽捉 スクリーン

(3) J¥I；梢部 倅 Il:,iIi梢による 堆1¥'消皿lの限定 遊砂地，樹林，:if

(i), ii)共；l!i) 埋没 こl.：砂娘のカット 遊砂地，大ダム

（＊は主主に砂礫流咽） 
＊＊はに泥刑

フロントの直'1柊 フロントの倅,1:・ ダム，進砂地

後続流の氾濫 祁流 袢流堤，流路工

流路内J¥t柏防止 流路：l~．:

流路外への氾濫1;Jjlt 流路J:

柑似孜 流路外への氾濫防止 流路：I.．.

河床変動の輻の減少

特に活火山地僻での土石流対策には有珠lllでの経験をもとに箪者は表4.4のようにまとめた．
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表 4.4 活火山地骨の火山泥流対硲の一案

領域 H 的 対 第

発生域 ・リル・ガリーの拡大防止 ・きめ細かな谷」にl●-.1,；

・モルタル状被膜の破壊 • hl'i'、K

流下城 ・洗掘防lt •I木['，il こl・ー：・ タム：I．．． 

（洗掘）、店汎I(liの固定） （水と軽石の分離かてきればよりよい）

)fl；梢域＊） ・泥流の迎流 ・流路：l．．．

・分散J[[：柏＊＊） •砂留こl/ ：

.， ；旧常．Iぷ流は10~3・でJII:h'（するとさ ilてしヽるか， •)(IlliIじ流ははとんど 0゜まで流 1•• する．

．．，，恥路 r.1：流II!!1，特に谷9){|｝I I付近ての分散． JIi:fhク）jりしはl‘.i允流路にり・える形，I限か）くさしヽと息わilる．

4.6 ソフトな対策計画

七石流対策にとってソフトな対策は必要不可決なものであることは、既に述べてきたところで

ある，

以下に， ソフトな対策の種類，対策の抒え方及びソフトな対策のうちhとも重炭な桔礎沢料とな

ぶ l：石流流―I‘.JII:h'i危険区域の設定手法について述べることとする．

ところで，ソフトな対策は， 単にサ1・f11ii策定者の一存では実行不可能な而がある，そこで，土石

流対策の最も），,,本となることは，地域の住民か「自らの命は， 1’_lらで守る」という与え）jをもつ

よう、 PRに努めることもソフトな対策の一つといえよう．

ソフトな対策の種類には主なものとして次のものが衿えられる．

① 腎報•……•• 9 特報発令のための降雨特性の把握

. ？予報の伝達手法と確実性の検討

・必要に応じて現地に発生腎報機（今後開発する必嬰あり）を設ittする．

② 迎雅……．．．．避難命令者と命令の伝達系路を確実にする．

・避難；時期（命令発令時）の適正さ

．避雅場所と避難経路の確保

③ 住宅移転・・・人命の安全を図るために実施するが法律的，＿f狩的に間題が残る．

④ 宅造地の規制・・・土石流危険区域内での新築家屋の不許可（法律的Ilil題）

⑤ 住宅構造の規制…危険区域内の既設住宅の改善（ピロティー式等）と新築住宅の構造規制

（法律的に問題あり）

⑥ 土地利用形態・・・栄雨時に人が利用しないような土地（例えば公園化等）にする

対策の基本的な抒え方は， 4.3具体的な対策選定の手1,1月で述べたように．ます，最初に土石流の

流―iご．堆栢危険区域を設定し，この区域内の既存住家に対して，土石流の危険度に応じて避難体

制の確立や，できるなら住宅構造の改善の勧告等を行うことか望ましい．

また，土地利用形態も，土石流等の土砂災嗚を衿應して考えることが望ましい．

新築家屋に関しては，理想的にいえば，土石流の危険度に応じて新築禁止や住宅構造の規制等
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を義務づける必要性がある．

以上第者の希望的な粛き方をしたが実際には，

いものと考えている．

ぜひ今後早急にみんなで検討しなくてはならな

単に行政側の人々だけではなく．被雹を受ける側の人々．

た人々の意見を計画すべきであろう．

既に不幸にも土石流の災者にあわれ

最後に土石流の流下• JIIif('t危険区域について， 述べておきたい． なぜならば， 土石流対策，特

にソフトな対策計画では， この危険区城が判明して初めて有効な対策がなされるからである・

4. 6. 1 危険区域の設定方法

ソフトな対策の最も基本となるものの一つに土石流流下堆梢危険区域の設定がある．

設定の手IIItiとしては図4.4のようであり，フローに従って危険区域設定手法を述べると以下のよ

うになる．

土石流危険渓流の判別

降雨羅バターン

渓床土砂存在祉 土石流土砂征の推定
流下部平均勾配

の計算

土石流停止．堆積開始点の設定

堆積の場の

地形条件
設定 土石流停止堆積長

の想定

土石流堆積末端点の想定

2'約1/30

図4.4 土石流危険区域設定の手1ll[i

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 

土石流•lil:の設定

流下部平均深床勾配の設定

停止・堆梢開始点の設定

堆梢の場の地形条件の設定

土石流停止・堆柏長の計鐸

土石流分散幅の設定

危険区域の設定

上述の各項のうち砂礫型の土石流に関する④，⑤については，表4.5が参考となろう．その他の

各項は過去の土石流の実態を基に決定するのがよい．
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表 4.5 土石流停止堆梢長の予測式の適用条件

Side 
(i 1i) 

土石流停止
地形 河道の条件 S関tep係との )II:fl't1}i•I 力合，点

適用 さ れる 式

狭い河 j韮 有 扇状地li'［部
扇頂部が8゚ より怠な場合 logL=0.67log(Vぷ !)+LOO

扇fJ1部が8゚ より緩な／易合 logL-0.42log(Vぷ J)+0.935

扇 )9Iが1k)也lII音1, logL=0.67 log(V,XI)+l.00 
適当な広さの

無
状 河 迅 扇面内

logL=0.42 log(V,XI)+0.935 
(8" ~7''/)ところ1

地 広河もすし逍ぎくはるな河逍し 有 iふi:|k)也n’iifl: 狭い河道と同じ

>
適当もし〈は狭い

無
河床勾配が

logL=0.42 log(J,;xl)+0.935 
河 道 8'~7'となるとこら

広い河逍 有 同，」こ 同 上

Ii U Sige Step のある楊介は 1,項を 19/2 として，i'I•.jtlli する．

現在発表されている危険区域設定手法について簡略に述べたが，これですべて解決したわけて

はない．例えば，土石流の中に存在する流木が橋りょうに詰まって，思わぬところから土砂の氾

濫堆栢か生ずることがあったり，舗装道路面が勾配をもっているところでは，道路面上を大礫が

転動するといった現象も生じている．また火山泥流や土砂流は、プロック壁や家屋などの人工工

作物によって流れの方向が変わることもある．

以上から，危険区域設定に際しては十分現地調在をするとともに，過去に発生した土石流の氾

濫区域を調べて設定の際の参考とすべきであろう．また必要に応じて，現地模型を用いた実験に

よる危険区域の設定も検討すべきであろう．
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5
 

土石流対策の効果

5. 1 概 説

土1,i流対策にはハードな対策とソフトな対策があることは槻に述べたが，

ようなものてあるかを本窪て紹介するものである．

当然なから，対策か全くなされてしヽなし Wi）i• に：l：石流が発生・流ドすると，

各対策の効呆はどの

-)＜きな被・，^ りが発生す

る． そこで対策がなされるわけである．

対策に期待されている機能としては，

①

②

③

④

⑤

 

土石流を発生しないようにする．

発生した土イi流を運動途中でiダlt.JIIi柏させる．

土析流を無，1;'.に流下させる．

土石流のくる所には住まなしヽようにする．

土祈流が流下してくることを前提とした住み方や家橙構造とする．

などかあげられる．

①～③はハードな対策に期待される機能であり，④～⑤はソフトな対策として期待されるもの

である．

対策の効果とは，

'). 

これらの期待されている機能が1•分に果たされるかどうかということになろ

5.2 土石流対策施設の効果

ハードな対策に期待される効果のうち， 発生部ての対策は現在の技術水準では非常に雅しい．

また土石流を無'.，•りに流下させる機能が註画論として採用てきる所は， 湘沿いの山地等制限された

所といえる． このような例は桜島の火Ill泥流対策などにみることができる． そこで， 巡動中の土

石流を砂防ダムによリ貯留して1が止させる対策か最も一般的な対策の機能として期待されている．

砂防ダムと流路工の組合わせにより土石流を貯留し後続流を無専に流下させた例は多い．昭和

51年香川県小豆l贔土石流災杏時の橘川， 昭和54年岐阜県大和村土石流災害時での奥田洞， そして

昭和57年台風10号災憲時の三重県不動谷川などか代表例とされている （写真5.1参照）． しかし一

方では，砂防ダム等砂防設備か存在しながらも計画{itをはるかに超える例もある（与襄5.ll. 
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写真5.1 11({11157年7月の長崎災1:：時にも lこ砂
災‘,,；：l)jl|：ダム（治Il、I施設）の実施され

ていた深流では崩壊等 1̂．砂の移動現

泉は生じていたが賊位は発生してし、

なし、

船：近の調任から，土石流•：心に対して 70％程疫の上砂li,i溜をした場合で，下流側に後続流を無',1f

に流すことができる流路工か施工されている場合に， じti流による被＇甚が特しく少なくなること

が発表されている（図5.1参照）．

この衿え）jを実際の土石流災唐である岐l'1L県）くfll村のI:．Hi菰災‘99;:（昭fil56年 7月）にあてはめ

て検，i寸した結果，図5.2のように， 75％程度以上土{i流拭を貯留された場合には，ほとんど家橙被

寓が発生しなかったことが判明した．
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図5.2 貯砂容枇と披，料との関係

この考え方は， 流下する土砂のiltによって危険区域が変化することが1jij提となっているか， その

変化した而上での被也を受けるいわゆる保全対象の分布が明確てはなく，分布の仕方によっては，

例え75％の土砂の貯留かなされても大きな災甚になる深流（場所）

議といえるものである．

もありうるので，平均的な論

一つの埃流て土石流絨の70％以上を貯留しようとする考えを実際の深流にあてはめようとする

と，前述のように流域面梢が0.1km'程度の小埃流では砂防ダム 1基程度で対応が可能であるが，

5km2以上の流域面梢を有する深流では， ダム 1桔では土石流批を貯留しきれず，数店のダム（貯

留空間） が必要となる． いい換えれば，数基のダムが完成するまでの間は， こk1iiJii力ぐ7S"iii1こi命―l;

する可能性があることを前提とした考え方をせざるを得ないということになる．

以上の諸例からもわかるように，砂防ダム等砂防設備の機能は， 流下してくる土石流の砒や質

と， ダム等における貯留空間の大きさの対応によって変化する．
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定的なものではなく，機能にもある限界があることを示唆しているものと考えられる．

貯留空間を有効に使いだす一つのエ法として、 スリットダム工法が提案されている．

常時の流水や中小出水時には土砂を流下させ，土石流発生時にスリットにより土砂を捕捉する

ためには下記の式を満足させるスリット 1!ill褥がよいとされている．

b/d，;'i;l.5 
b/d,>3.0 

｝ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (5.1) 

ここで， b:スリットの間隔 (m)

d,：土石流時の流下が予想される礫の最大径 (m)

d2 ：中小出水時に掃流力にみあって流下する礫の最大径 (m)

である．

実際に土石流を捕捉した姫川支llliill川の支深金山沢における金山第 1号スリットダムでの検証

でも上記の条件が満足されていた．ここに，土石流発生前と土石流発生後の窮真を示す．

また従米から定期的にいわれていたスリットダムによる土砂のふるい分け効果は，通常の砂防

ダムと変わるものではないことが判明している．

写真5.2 スリットダムによる土石流対策

（こ!Xii允名も！kiiii)

写真5.3 スリットダムによる土石流対策

（土石流発生後）
-ぺ．,~;-、、？‘/名’緊／や

ベ, . '<!、;.;:＂クご ”-ス
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5.3 警戒避難の実施による効果

ソフトな対策がうまくなされないため人命かすくわれた例が既に幾つかの町村で，，忍められてい

る．

香川県小豆郡内海町の例

昭和49年の土1.i流災・，打により夕じ者19名という悲惨な破甚を生じた橘地区は， flj.ぴ昭和51年 9月

台風l7けの米製を受けた．このときの披，料の状況は28戸が流失あるいはJ9/！没による全‘|，e壊，地区

を通る唯一の県道は土砂崩壊のため不通， 1じ，，舌は不通，全域停虚，水逍は断水等であり、地区は

全く孤立してしまった．

このような悲惨な状況のもとではあったが11召禾1149年災．；l::の雌い教，，Iiiを生かして， i'(II：知の自治会、

自治消防団を中心に自衛のための 1’-Li,•的な防災活動か実施された．

そして，戸数247戸の全戸に1'11貝を派遣して全員を公貨住宅に強制避難させた 1時間後に土1-i流

か発生し，上述のような被；・1fをうけなからも 1名の犠牲行もださなかった．

岐阜県郡上郡大和村の例

岐印．県／賂 l•ー：郡大和村ては昭和56年 7 Fll2Uの夕絞ljより集l|1索雨に見舞われ， 30以上の深流で土

祈流の発生をみた．

被，位の状況は，岐り＼．県八幡上ぷj・,務所の調べで全壊 6戸， 半壊10!-', I未上・床下投水103戸にも

及んでいる．

初めは lllil）i れの発生した地区の区長の要，·i，りにより消防 I•li が腎戒を開始し、次いで各地でJf/Il（か

始まったことを契機に全梢防団の待機と役場職）1の非常呼梨か行われ，早々と集中・9lli災古対策

本部か役場に，没骰された．

以後は，村長（災 ',l；:本部に）の艇中・淡雨による 15故防止の ll乎ぴかけならびに区長・ ii'i 防l•llil に

よる危険住宅への腎戒・避雅の呼びかけが行われた（表5.1参照）．

岐阜県下に大雨洪水‘,I',雨腎報が発令された(1)は，役場に災'.lf対策本部が設i；りされてから 1時間

30分後であった．

具体的な幽雅の指示者は区艮もしくは消防団の人々であり、 どのようなJ哨由で迎難勧告をした

かは以下のようなことによっていた．

① 大和村はII{1禾IJ34年伊勢沿台風時に大洪水を経験していて、雨の降リ）jから大洪水になると

いう f想を多くの人がしていた．

② 川の増水が異常で水位かなかなか下がらない．

③ ガラガラとしう背がしていた．

④ 昭和56年の冬の索苔で山崩れか生じており，崩壊土砂が1IIIlil部にJjfs梢していた．

避雅場所については特にボ前に定まっていたわけではなかったがそのときどきに避難仙告者

が指示をした．大相村の例では避難：者79名中44名が公民館へ．他の35名は民家に避雅している．
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これは避難はなるぺく近くの安全な場所に避難の仕方に大いに参考となるものである．

アンケート調壺結果では夕方の比較的避難しやすい時間であ＇）ながら，避雄するのに 10-30分

を要している．特に老人や子供の避難には時間が必要とされることがこの調査で明らかになった．

表 5.1 7. 12 集中索雨対策等に関する経過

時間 又
土ん＂ 過 の 内 容

18: 20 各阻部地内で山崩れのため，消防団第 2分団第 6部現場へ出動命令

30 大和村役場職貝非常II乎染

30 大和村消防団全貝の非徹II乎船（各消防団詰所待機）

19: 00 大和村集中袋雨災杏対策本部を大和村役場に設附

20 大和村災唐対策本部長（村長）全村民に対し有線放送を通じて災杏対策本部設骰の報告と集

中栄雨による人身事故防止を呼ぴかけるとともに，各地区の被祖状況の報告を要iiりする。

30 生活保設家庭，ねたきり老人宅の被災の有無の確認を民生委貝に要訥

30 各水路の水1"1閉鎖を要訥

30 国道156号線交通止め

20: 30 岐阜県下に大雨洪水霜雨笞報発令

30 避難開始

21: 10 国道156号線河辺地内で国道へ土石木流出，交通止め

20 術田長石谷の氾濫（土・石・木の流出）増水により福田区民の出役を要ii1,J

22: 00 福田長石谷の土•石・木の堆栢及ぴ河辺熊田地内の土・石・木の堆梢除去のため重機（ユンポ）

の出動要ii1,i

15 I災杏対策本部長（村長）がら有線放送を通じて村民に対し人身事故等 2次災甚防止の1放底を

呼ぴけこる．

（災轡対策本部長の有線放送による放送内容）

大和村梨中栄雨災雹対策本部から村民のみなさんにお刹いいたします．かつてない梨中栄

雨のため，村内各地で道路の決壊，山崩れ，家届の倒壊，床上没水，床下没水など大きな

被也が続出しており，ただいま消防団／奴ぴ区民のみなさまのご協力により災也防止に全力

をあげていただいておりまずが，現在まだ大雨が降り続いており今夕 5時～10時までに降

った雨の批は，役場の観測地点で195ミリに達しております．人身事故等2次災唐のないよ

う十分気を付けてください．なお，区長さんにおかれましては各区内の被杏の状況を調森

していただき被也がありましたら役楊災也対策本部へ逐次ご報告くださるようお！領いしま

す~

24: oo I各地区から被杏状況の報告を受ける．

梢報の伝達と手法については，大和村の場合有線を用いて村の災害対策本部から各地区への指

示を行い，各地区からこの災害状況は龍話を，また地区間の梢報は消防団の無線を通じて行って

実行をあげている．避難などにサイレンの音で行うことは，索雨の音や川の音に消されて有効で

はなく，また今回の長崎災害では一般の訛話が不通となったことなどを考えると，今後の災害時

の情報伝達手段の再検討が必要とされる．
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大和村で菩戒避難が実施され，人的被害が全く生じなかったという結果は以下の各項によるも

のと考えられる．

① 村長以下村の役場の職員の早期災害対策体制の完備

② 各地区の区長及び消防団貝（約300名）の早期警戒及ぴ避難への勧告の実施（中には，胴ま

で川の水につかりながら避難勧告に行った例もあった）

③ 村民の土砂災害に対する危険の認識と自主的避難の実施（豪雪災害や伊勢湾台風の洪水等

を参考として）

④ 村中の有線・無線が有効に'|ii/報を与えた．

⑤ 災害が夕方から夜にかけてと，比較的li,I報伝達・避難等に無理でない時間に発生した．

しかし，この大和村の警戒避難体制にも問題がなかったわけではない．この幾つかの点を列挙

すると以下のようである．

① 家族は避難しても，家長や老人はなかなか家を離れたがらない．

② 家をあけて，留守中にドロボウにやられたらどうするか不安である．

③ 出水や崩崩れ等のため地区の中でも幾つかに分断されるので， 1人の指揮者からの系統で

ばhi/報の伝達は無理である．

これらの実態と問題点は今後の避難体制の確立に大いに参考となるものである．

最後に，昭和49年の土石流災害の教訓をもとに昭和51年 9月災害時，土石流発生前に避難を実

施して人的被害を防止した香川県小豆郡内海町長の川北四十二氏の意見を紹介しよう．

「防災工事さえ完備しておけば」，「早めに避難しておけば犠牲者をださずに済んだのに」と人々

はいう．確かにそのとおりである．

しかしながら，あのような悪条件の中にあって果たして住民は冷浄な判断や行動ができるでし

ょうか．気がついたときには既に安全な避難場所に通ずる道路はしゃ断され，通信も不通になり，

外部からの救援も限度がある．やはり究極は住民 1人1人が自分の生命は自分で守るという自党

のもとに，地区防災組識を中心に早期避難に骰することであろうと思う．

これがためには， 日頃から住民の災害に対する自此と演習訓練が最も大切であることは申すま

でもないが，自治体としては常に前向きの姿勢で財政事梢の許す限り防災対策事業を徹底的に推

進すべきであることを，私は 2度の災害から身をもって学んだのである．
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様式ー 2
土石流災害現地調査表（その 2)

揆水系名 地先名 上泣崩 流 堆積部

i i 全

土 勾 屈 JIt 崩
横郎

勾記 i 
河幅 堆積

勾記 下 記
流 l- L—←一

積 填
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おわりに

叩 1157年 7月23日は，われわれ土石流対策に1具l係するものにとって，忘れることのできない日

となろう．

建設省の職場で，時々刻々と入るニュースを1illき，対応におわれていた箪者にとっても，長崎

災審はショッキングな出米事であった．既に災害の日から 4カ月がたち，地元では復興の槌音が

評いて，場所によっては災曹のおもかげが全くないところもある．

しかし，約300名の浮い犠牲者が残した教』は忘れることなく次の世代に引き継かねばならな

し‘•

このような謡味で本書は時期を得た全くすばらしい企画の甚であるといえよう．その一端に筆

者の小文が取り入れられたことは箪者の名榜であり，喜びである．心から長崎県の担当官に感謝

の謡を表したい．そして，本文が今後土石流災害をいくらかでも軽滅するためのお役に立てば幸

いである．

未筆なから長崎災者でなくなられた人々の御冥福を心から念じて結ぴとする．
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自衛隊等の災害派

自衛隊の災害派遣

索雨により長崎市北部，束部で甚大な災害の発生が予測され，行方不明者．生埋者が発生した

ため，高田坊長崎県知事は 7月23日午後9時40分t 自衛隊法第83条に基づき，陸上自衛隊第16普

通科連隊に対し，同日から 6~8 Elli{l，人貝500-600名の自衛隊災害派遣を要睛した．

派造区域は長崎市川平，三川，嗚滝，本河内（奥山），滑石地区で，それぞれ人命救助にあたっ

た．

さらに災害地域が広がったため令翌24日午前5時，陸上自衛隊第 4師団に対し同日から 4~ 

5日間，人員2,000-2,500名．へ 1)コプター等航空機 4-5機の派造を要諮した．

前日の地城に加え，新たに長龍寺勺芭塚，古場名，城谷地区で人命救助活動が行われた．

また，長崎市茂木地区の上水道施設が被災し，町内全域が断水したため， 26日午前10時，海上

自衛隊佐世保地方総監に対し，同日から 5日間、人貝34名，給水船(350トン）の派追を要油した．

施設の復旧工事が完了するまで、飲料水の述搬を行った、

伊王島町でも上水道送水管が破損し，町内全域が断水したため，長崎市の嬰請により， 27日午

後 1時40分，海上自衛隊佐世保地方総監に対し，同日から 4日1片J,人貝34名，給水船YWllrし

きね」 (350トン）の派逍を要請した．

同船は長崎港から伊王島町まで飲料水を述搬した．

各方面の支援活動により，災憲復1日がおおむね終了したため， 29日午前 8時，陸上自術隊第 4

師団に主力の撤収を，また給水支援かおおむね終了したため， 30日午前11時40分，海上自衛隊佐

世保地方総監に給水船の撒収を要閣した．

災轡復1日が進むにつれ，長崎市中央地域で多猿に発生した廃爽物．殷埃等の1腐敗から生ずる伝

染病の防止と学校等公共機関の迅速な回復を図るため、 30日午前8時50分．陸上自衛隊第 4師団

に対し，同日から 8月9日までの期間，人貝100名，ダンプ7トン車， 3％トン車計36台の派造を

要請した．

活動は3113から淵始され，長崎市立西；IILL中学校ほか 3~ 5校の校庭に搬入されていた1弱菜物

を搬出した．

このようにして長崎市北部東部地城の災署復1日が順調に惟移したため， 31日午後 3時には自

衛隊第10晋通科連隊砧幹部隊の撤収を要請．次いで、長崎市中央地域の災嗚復旧がすぺて終了し

たため， 8月4日午後 1時に自衛隊第4師団全部隊の撒収を要諮するに至った．

自衛隊災害派追要訥一覧，災害地区に対する自衛隊の給水支援，陸上自衛隊による給水支援ー

認海上自衛隊による給水支援，控上自衛隊胞埃処理作業，自衛隊ヘリ要訥状況，陸上自衛隊西

部方面ヘリコプター隊搬送実施状況． i1恥上自衛隊大村航空隊搬送実施状況は表に示す．
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第7紺救扱活動

災害地区に対する自衛隊の給水支援
(t) 

I 時tIt町 iI 多良見町
！ 

月 B 長埼市 飯盛町 外海町 伊王島町

7月24日 11.0 1,0 

25日 ， 24,0 61.9 7.0 I 

26 H 38、5 16.0 25,0 6鸞0
！ 

27日 217.0 4.〇 : I 加0
I 

認 El-8I 143、o I 
I 300 

29El 270 

3()日 58.0 I 躙

合計

I 
691 ̀  5 

i 
44.0 97,9 8,0 l 6.0 i, 060 

総合計・ 847.4 t 

海上自衛隊による給水支援

海上l自衛隊大村航空隊 渾」；自衛隊佐世：｛染地方総監部

長崎市
！ 

時 flt 町 長崎市（茂木） 伊；1:、島

9 t 1.9 t i 
7 H25日

（給水車 2名） （給水船6名）

13,5 t 20 t 
26日

（給水,1,2名） （給水船34名）

18 t 60 t 200 t 
27日

（給水り[2名） （給水船34名） （給水船34名）

300 t 
28El 

（給水船34名）

270 t 
29日

（給水船34名）
＇ 

I I 

290 t 
30日

（給水船34名）

計 40.5 t 1.9 t 80t I l, 060 t 
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自衛隊等の災甚派辿

ボランティア活動状況

対

象

括 Jll）)内訳

作 業

物 沢 配 送

配 水 作 菜

二

作

物

物

fl ト 数

46 

52 
独居，と人世，9 ，}if

2
 

栂．f- 世 {if
13 

二 ド 瀾

作

ー
上
十
’
,
ー
|
1
§
’

ft}
業 7

 

身体1舷杏者世僻

＼＇ 送

送、9

粕

9

し

者
し
ト

n
 柑身.’

 
与

介

伐

~
物
口

;
[
＇

1
'
 

6 

(8月29日）

fヽ li 

372 

172 

6 

鉛

8 

氾

2゚ 

64 

19 

l 
I 

父 :J ｛. 世 帝 i物 ft 配 心ヽ• 9 

物 tt 配 送 4 5 

物 森 悠 理 26 334 

物 ft 運 搬 7 25 

そ の 他 ．． 

物 沢 支 給 1 ； 

゜Jlt 抒 与 1 

゜配 水 作 北 1 26 

小 計 188 1.142 

ポランティアセン
仕 食 班． I 16 62 

： 

ター従事者 従ボポランティア‘ 22 54 

小 叶 38 116 

合 ； I 
226 1.258 

階層別ボランティア派遣状況

k
 

9~i 

9, 
>
1
 

公炒

385名

勁 労 者 ： 主 婦

2云□二272名

そ の 他

313名

合 '11‘

1,258名
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第7糾 救 扱 泊 動

陸上自循隊西部方面ヘリコプター隊搬送実施状況

搬必 Ilかi!ll／搬込、―:
15 : 10-15 : 20 松山グラウンド～矢上小クラウンド

一丁25日 os:40~06: 40 I 

10: 00-10: 15 

12: 20-12: 40 

15 : 20-15 : 30 : 

17: 30-17: 45 総糾大グラウンドー三菱グラウンド

14 ] 55~15: 50 1愛罪l'学校～東長崎農協ダラウンド

！ 日

7月
訊 EI

口送1'「:
I 
生iili物沢 250tミ

発氾機2台

屯泊物ftl.ooo食

～特別養品名人ホーム慮の丘！医薬品等 600kg

患者 1名、

“ “ 

11!1 

1.oooft 99 

陥

，＇ 

＂ 
-fa1i町NBCグラウント‘

26日

～松山グラウンド

付

沢

生活物沢 900

” 

＇ 

生活挽

I 27Ei 111: 10~12: 44:松山グラウンド～扇ll喩佼

99 -， 1 

！ 
15 : 30-16 : 15 i ，；束 9,'•述動公園～扇山分校

1 " -16: 40: 

18 : 40~20 : 001松iliグラウンド～矢」：小クラウンド

：松山グラウンドー扇山分桧：

13: 30-14: 00 j : 
14: 30-15: 00 

I 
I 29 H i 13 : 10-13 : 30 

~IIド1！小学佼

” 2,0001,g 

～茂木 ” 
2.5 t 

” 
99 

一玲科大グラウンド

～干々iiif.Iit

～大綺梅li}

～窮摺小グラウント’

彼杵中グラウンド～矢．I'．小グラウンド

生活物脊 0.5t 
i 
I I;Jj疫沢乱防疫班15名

生活物'tt0.5 t 

I 

27人

”
 ；； 

,,,.i舌牡tJ'tt1.000ft 3人

30H 11: 00-11: 25 

14: 30~ 15: 05 i杉ミ山グラウンド～大鰭海／i；
i 

” ” 

陸自・flli1罪i：とん地～矢1：小グラウンド

；； ~ T天 ii駐1昇

I 15 : 20~15 : 30 

二三竺 I 
31日， 11: OO~11 : 15 i rtci心濃協広I易～欠上小グラウンド

f /i 

” ~'1匂招小ダラウンド

鹿島市役所グラウンド～松山ダラウンド

生泊物脊 1.000食

” 

“ 

松ll；ダラウンド～千々雑ilil

” 

l.2t 

” 
射

500兵

18/ヽ

生活物'i:f1.000食

生活物校］ t 

3人

18A 

＂ 、̂大崎ii1j:li:

～窮括小グラウンド

“ ＃ 

281i!I (47機）
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自衛隊等の災；，It派逍

自衛隊ヘリ要請状況

陸上自衛隊に対する 悔上自衛隊に対する
合 計・

要:1i'i回数（出動機数） 要訥回数（出動機数）

7月24日 1 (2) 

゜
1 (2) 

25日 5 (10) 2 (2) 7 (12) 

26日 2 (3) 3 (3) 5 (6) 

27日 5 (9) 3 (3) 8 (12) 

28日 5 (9) 6 (6) 11 (15) 

29日 1 (1) 4 (4) 5 (5) 

， 
30日 5 (6) 5 (7) 10 (13) 

31 El 1 (1) 2 (2) 3 (3) 

8月1日 3 (6) 2 (2) 5 (8) 

合 計 28 (47) 27 (29) 55 (76) 

陸上自衛隊鹿処理作業

小郡施設機材隊（西方第 5施設団施設器材隊）

集柏所名 隊貝数 車両台数 延車両台数 処理批

7月 西浦上中
127人 36両 196両

31日 伊良林4ヽ
980m' 1両5m'梢,I設

8月 西浦上中 38両 200両 1,000m' 

127人 ” 
1日 伊良林小 計. (396両） (1,980m') 

36両
216両 1,220m' 

2日 西浦上中 127人
{ 177両X6m'

計 (612両） (3,200m') 
39両X4m

36両 214両 1,210m' 神ノ島

3日 西浦上中 127人 { 175X6m' 

計..
(826両） (4,410m') 

39X4m' 

36両 49両 280m' 神ノ島

4日 西浦上中 127人 {42X6m' 

計 (875両） (4,690m') 
7 X 4 m' 
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第7奇 祉救援 ifi 動

海上保安部の活動状況

: l : 動 総 数 逍 休 捜 索

月 捜索悔域
人貝，物沢

TI 
輸送（隻）

人ll(人） 船艇（隻） 航空機（機） 船艇（隻） 航空機（機） 収容数II本）

7月24H 166 14 1 14 1 5 長崎港内

25 El 205 14 1 14 I 6 ” 

26日 175 14 2 14 2 3 ,, 

27日 170 12 2 12 2 5 
長崎港内外，三

重，野母崎，橘涛

28H 170 12 I 12 1 2 ,, 

29 EI 170 12 1 11 I 1 ＂ 7 

30H 145 11 1 11 I " 1 

31日 145 II 1 11 1 ,, 浦上川

8月1日 140 11 11 ,, 

2日 110 8 I 8 1 " 

3日 58 4 4 ＂ 

4日 55 4 4 ” 

5日 40 3 3 99 

6日 40 3 3 ,, 

7日 70 3 3 ＂ 

社 1,859 136 11 135 11 22 8 
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自衛隊玲の災り｛派逍

海上自衛隊大村航空隊搬送実施状況

月日 搬送時間 搬 述‘‘’ 区 IHI 搬送種目 iiii 名・

7月 13: 25~15: 50 祖iりi)也；lki兄ii/ift ビデオ取り 人li~8名

25日
18: 38-19: 15 " " (I椴当り 4人）

26日 9 : 58~ 12: 05 ヤ皮災地状況調介： ビデオ取り 人具～12名

15: 55~16: 25 ＂ ＂ 

17: 30~18: 30 ,, " 

27H 14: 55~16: 15 .ii•9必町～松山グラウンド 生活物そt 人ll-12名

17:55~19:10 松山グラウンド～飯盛町民グラウンド ,, 

9 : 45~ 10: 30 村空～松山グラウンド 99 

28日 9 :55~11:26 裳仙小中学校～矢上小学校 生活物森 人l」~24名

11 : 45~ 13 : 00 ＂ 
～総科•大グラウンド " 

11 : 21 ~ 12 : 48 ＂ ～矢上小学校 ＂ 

14: 25~15: 25 被災地状況池I介 ビデオ取り

15: 10-16: 40 認仙小9:I哨9学校～松山グラウンド 生祈物沢

18 : 50~ 18 : 50 村空一松山グラウンド ビデオ取り

29日 9 :13-10:27 松山グラウンド～総科大グラウンド |Ui1及l.）［li捕お送 人且～16名

11: 49-13: 55 有社中グラウンド～矢上小グラウンド 生活物沢

11: 49~13: 55 松山グラウンド～総科大グラウンド " 

17 : 20~ 18 : 40 総科大グラウンド～松山グラウンド 防疫J•119 且搬送

30日 9 : 05~ 10: 35 松山グラウンド～総科大グラウンド 防疫J1~E 貝搬送 人l,~28名

9 : 15~ 10: 05 ” ＂ ” 

10: 48~12: 01 小長井町民グラウンド～矢上小学校 生活用品

詔仙小中学校～矢上小学校 ” 

13: 40~15: DO 矢」．．．小学校～松山グラウンド " 

17 : 10~ 18 : 10 総科大グラウンド～松山グラウンド 防疫班搬送

" " 
,, 

＂ 

31日 10: 38-10: 49 村空～矢上小学校
,, 人li~8名

11 : 08-11 : 19 小長井小学校～松山グラウンド " 

8月 10: 13-10: 21 村空～矢上小学校 生活用品 人具～ 8名

1日

11:39-11:52 国見中学校～ " ” 

合 計 27回 (29機） 116名
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第7糾救抜活動

災害救援出動状況調

7月31日11:1 8)-) 1日(II) 2日（月） 3日（火） 4日（水） 5日（杓 6日徐 7日U:l

被災現場 （ゴミ）］27人 （ゴミ）127人 （ゴミ 1127人 （ゴミ )127人 （ゴミ）127人

ヘリコプター 1機 6機 2機 累，i•|•49機

>隊
給 水

その他 823人 4人 2人

El ,i | ・ 953人 149人 135人 127人 127人

累 ,tI • 18,341人 18,490人 18,625人 18,752人 18,879人

ヘリコプター 2機 2機 累計26機

>隊
給水船

給 水 車

EI i~ I• 8 8 

累 9, | ・ 283 291 291人

ヘリコプター 1機 ]機 臨廿11機

［ 
巡視艇 11隻 11隻 8隻 4隻 4隻 3隻 3隻 3災

累，廿
収容逍体 136隻

El,i1・ 145人 140人 llO人 58人 55人 40人 40人 70人

累 ,1 1 ~ 1,346人 1,486人 1,596人 1,654人 1,709人 I, 749人 I, 789人 1,859人

被災現場 532 482 260 170 200人 405人 別紙のと 200人
おり

交通，防犯 761 700 710 600 660人 227人 500人

県 アクアラング 18人 18 30 30 （その5他人） （その他）
14 100人

収容逍体 2人 1 
晋

El 9i | ・ 1,311人 1,200人 1,000人 800人 860人 777人 800人 800人

累 ,it 14,443人 15,643人 16,643人 17,443人 18,303人 19,080人 19,880人 20,680人

梢防団 200 

［ 
職 具 170 20 13 32 10人 10人 10人 10人

H 計 370人 20人 13人 32人 10人 10人 10人 10人

累 計 11,860人 11,880人 11,893人 11. 925人 11,935人 11,945人 11,955人 11,965人
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I'l{！／rl汲笥6り災＇， 9::派追

災害救援出動状況調

陸
上
自
衛
隊

人
＂々ポ・

| I __  1 _＿ _i — I —-—-1 

7 月 23 日⑱ 24 日 CI•J 25日(II)I 26日(IllI 27日（灼 28日（杓 29日（木）

- 1 1 / 1 _J 
骰災現場'

ヘリコプター

水

その他

I 
307人

307人

H , ii. 

i累 ,,11

ヘリコプター

＇給水船 I

30日l岱

>
I 口169―46/4／―/ 三］

隊 El , ;+ 
58 :1 50 千iIf ----―2-575 5 --—--• 

99J (； 9 ,； | ・ 170 220 
， 

I 
1機

2機 I 
2機 1機 1機

14曳 14隻 12隻 12皮

> 5人 6人 3人 2人 1人

166人 205人 175人

166人 371人 I 546人 886人 1.056人

披災現場 I I I 
i 

交通， i:Ji犯 i 

県 アクアラング I 

1栂I¥り）を含む） 116人 50人 16人［II 1.7／23竺人］I， 13人収容jl'.ti4<

"バ’ tl,iI• 1.669 J、1.825/ヽ 'I 1.753/¥ 1.544/¥ 1.537 /、

累，ii

ii'i I:}) [・11 11.800 l ̀  800 1,600 

こ卵，9•I 叩

500 1 I 680 1 l ， 25200 0 

>
職 ll 440 440 440 440 440 350 

日，； I・ 2.240人 2,240人 2,040人 1,040人

940人□10,770゚人 720人

累 ,iI • 2,240人 4,480人 I|6.520人 7,760人 8,800人 9,740人 11.490人
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りj¥7礼'I I攻 i及~紅；匝；）］

災害救 援 活 動 状 況

活動期間
月 El 活動ピーク時

陸
l I 活動I¥li 7 JJ23EI ~ 8 JJ 4 l'I 7月28El 3,378人 21,844人

7 JI 24 El -8 JI 2 El I'1 衛隊 ヘリコプター 7月25日 10機 49機

泊動！ヽ li 7 }］25 1_| ~ 8 J-］ 1 H 7月28El 58人 291人

I 
i ill・ l •. ヘリコプター 7 /)25 IJ -8 /J 1 I」I 7 !130 El 3機 26機

給水船 7 Jl26EI~ 7 Jl30EI 7月26-30El l隻 5隻
l'I 衛 隊

給水，li 7 }—J25!,!~7Jl27EI 7 JJ25-27EI 1台 3台

I 

活動人li 7 ll24EI-8 Jill El 7月25[I 205人 2,034人

iII/••1••1屈安庁 ヘリコプクー 7/l24EI~8112 El 7 /]24・25・26EI 2機 11機

巡視艇 7Jl24El~81」11El 7 1124・25・26日 14隻 145隻

県 腎 活動人li 7 Ji231l-8 Jll9EI 7 J-1241] 1.825人 26,530人

消 防 活':口 7月23EI~ 8月19El 7月23・ 24日 2,240人 12,094人

．．．． ＇ ＇ 

,．̀‘ （ 
"1, 災害救援活動総計

活 動 | I; li 62,793人

ヘリ コプター 86機

巡 視 艇 145隻

給 水 船 5隻

給 水 ,1,: 3台

見舞 金

数．．
 9

』

•, 
金

(10月3日現在）

額(Pl)

県 関 係

1,946件 1.251.668.181 
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自衛隊災害派遣要請一覧

I 
'II f(i I 内容

- 1 -- -- l ---

57, 7, 23 自衛隊災',i；:派遣吸，19¥ l国市北部および東部における人命 ： 長崎市111'1八三Ill,I,・r}遁

21 : 40 

, 26 I 

50:4---I!/)if1，；イLI:：
10竺＿1 -~及ー］地区仝城の柏、／／心上搬 i KII1.,iili,い地13・
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8 : 00／一 1 る第 4帥I:li王力の撒収 ＇ 

―ょ， KI崎市北部および東部地域 陸 1泊衛隊第 4帥1-11
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11~□4[ 9-～ 1 -~ I I 

7 30 I II紐以，l,iI恥要，91ii --1火占を排1，_↑およびl，力 l|するためのIi砂(IKIihrIJ丁羹地域 一~一
（長1i,：1,Iiヽtilti } Il i l • 9 9 1 1 9’芥卜と

s : 50 I ! 物等の述搬 1 1也3~ 5校）

- 1 —+ -- i--- -i 
7, 31 ! I'!衛隊災',!;'派沿の撤収要，,,り 人命救助かおおむね';¢了したことによ ！ 長崎市北部および東部地域 ' 

15: 00 る第16将通利辿隊J，し幹部1泳の撤収 1 

~ ＂ 

8 ~ 4 | ＇, 1 災寓復IIIかすぺて終了したことによる l 長崎市中央地域
I I I冷 l・.1'1I(ir隊第 4帥I‘rl

I 
13: 00 j i 第4師lJl全部隊の撒収
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陸上 自術隊に よ る給水支援一覧
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災，1::義扱金ー＇此

災 害義援金一覧 (1)

一敬称略ー

◇日本船舶伽典会（東京都池 ’,,・武村正義◇）；（都1(.f輝,,.◇黒柑II宏子◇長崎県人会，窮 lii右点区）◇麻 l：ゼロックス

区）◇岐阜県自民党県議1911◇ 林Ill悠紀犬◇和歌IlI県知9li. 浦一郎◇Ill 形県知 ’II• 板）且泊 ◇）砂1,I・，じ紅l?li◇ll{ifllli.I・ヒ

内1附l総理大臣・鈴木善非◇五 1反谷志良◇1,",J;ifi夫（大阪市 一郎◇神奈川県知 •I>· 長洲一 年度換地処分i/1修'k-I,，j◇IL

洋建設長崎叩l謹◇県・tt1輝：i 東淀Ill区）◇岐’'，し県知 ’J¥・＿1．．．松 二◇長野県知’li.，9i村午良◇ 州・，じ）J◇i恥）i党◇鹿島建，9広く〉

2丁目自治会（佐111:ltili)◇テ 閤助◇I’9] ）|•タカシ（長崎,1;) ◇ 東9;（都知l9，鈴木俊一◇Ill瀬 ll さ〈労鋤組合 1し·/•li k.i，1; （伽

レピ長崎◇波佐見町，’i年1;'1◇ I{ijJIJ'火（長崎9|i)◇ホンダカネ まき f•◇茨城県知ボ•竹内IIK I'，.1，11中央区）◇三粂1ふ氾銀行

7ジタ工業◇植木久雄It'，ilN,I モリ（佐世f依市）◇宮崎ユキ 男◇）•]·ド功（会，』検 1濫 1◇彰 ◇ 11 商府） 1•◇k崎県l,lilll梨，ill・

県llllllili)◇如El交成会◇i;JI III砧1,••I約1i) ◇中島．1：郎（佐 1!1, 111弘(Iiil)◇志IlIfIli!l(ldl)◇）＜ 協会ll蒻判i)◇三此製鋼◇9,:，

11新lllllJ:I!/.9l:．文化’11架I911 閾 Ii)◇ノヅクロウ（東点都渋 沼麻9tt(19i)◇佐藤迎k(|，il)◇ ぅ睾ItIlIIll:、，油，，じ光と受の11,業

◇i/1i上l哨（波佐見IIrr)◇打IIJI海 谷区）◇ii「l噂子（長崎iii)◇ 野崎1••I之 (I,il) ◇1.t1-） 1汎；秀 (Idl) 団〇三炎銀行◇I¢,：．：ii登Iti/(浜

自動J|i．航送船組合◇IU'（県知 長岡布災 f• （長崎 9|i) ◇1在名◇ 〇野崎泡之ih1i(l,i]1◇JI；村雅一 ,h術 Iii ◇ I•I III 民 i；党 li•I 会，必

’lt・香）1熊雄◇{III!il建設IM・I 福llIユキ子(’'，1：’i,・，Ii)◇1肘村裕 119i])◇三樹関(hil)◇前Ill,；岱，；I” ii-1,il 

IIi)◇1111品源次郎（波佐見町） f( ；1,1i'和1i)◇却I：リキ（，凍早~ 刷刈，j 支店◇森 Ill 屈◇上li.I:/， 19il~ ◇Ii泰1¢I(i9)（奈良県生駒9|9)◇

◇金光教（長崎Iii)◇西友スト iii)◇泊j|：敏枝1,＇，1i旱 9Ii)◇藤 議会，談li-lhl◇I’illl [91 Ji/j l|t 浅 1;,• 中央町会妍以 i；|;-•lii] （東

ア◇福岡県知事・（訓洸◇波 ‘；り成光（大村 Iii)◇長谷晃（大 I!砕）県小 T• 谷 iii) ◇説木恵介 ,;（都台束11:IOI校名◇，＇,＇；灌登

佐見IIr,'i年1卦（第 21りIIJ)◇東 和 Ii)◇原村ll/1夫（長崎ill)◇ （佐111:1約1i) ◇ JI9·T• 秀水 (K崎 ，占雄（埼玉県il|i{lh|i)◇iIt筍忠

亜建設工業（長崎市）◇太1協I.: Itt馬県知9li.• ili水一郎◇Itt名 iii)◇松永木太郎（小浜町）◇ ~や（京都府li,JIh|i) ◇lri. 名◇I；ャ

架Jし州営業所◇荒畑i/・ft1束 ◇投知県知'I'・仲谷義明◇新 1111.1 永子 (l/llil\fl,•111[）◇米 Ill 久 l] 第三 i,，•通科連隊 fi改小［於••

,；（都武蔵村il!ilil 茶家◇新茶家従業li-19;J◇村 ti]（長崎ili)◇米11)9F.1長崎市） 詞 1 名窃 9ii) ◇怜i)|4,'直l']'，•中

〇宮綺あきの（佐IU.保l|i)◇上 川県知9li，中i1り1均一◇三重県 ◇fI，91「料／i（l;斯 |i)◇松本jItf~ 川’l双＜大◇秋府及（神奈川県

Illみゆき（福岡県）＜野城i|i)◇ 知19.Ill ll| •足三◇香川県知 （長崎9|i)◇北111!11代(Li崎1lil 必阻f-iIil◇I谷名◇東，，e，グルー

坂J|：貞雄（厳1，；{IIIII◇松元11分対． ＇］，；・ 1iりIll．忠犬◇i;iIll県知'],. ◇松田前1久（長崎l|i)◇神窮淑 プ（東点都渋谷区）◇鹿島巾職

（鹿児1品県）◇脇）1m・犬◇Ir，:名 中沖既〇小川羊tiIOI:I本宝く 枝（及i19島町）◇llIll!i9.9k（佐 且JJ..i/J会ー[,,]◇ ,9illlifif梨I'.I・.

◇「党恥従認し•I-1;；1 （大阪 iIi じ協会（虹点都千代1111互） 111保市）◇ (り1永武利II佐 Ill:保 月Ill[）◇長崎チャンホン l(liil.）

北区）◇大阪！（践l’lt•Ii;/-＼◇小 ◇lllif9テレピ（長崎新1111社扱 ，Ii)◇松村修'I'（長崎市）◇夕 県新ilHIi) ◇石低久（）叶•Mi)

~i氾久技（ h閉浜 9[；西区）◇ 111 梨県 い）◇11111瑣rllllll:11"1)◇IllIIク カヒラ I・ シカズ（福li付9|i9|，')と ◇木本 ',t ,＇!i( ，，東 'i'•9li) ◇詣 l場銀

いさわ土ね1,務所◇名古橙iii 交通([9]）◇llIIIク放送11;1)◇,,, 区IO稲麻サエコ（佐lIti私Ii) 行，9ii9,IXIli◇i'；松町議会，成1i

1,• 本 IIl政雄◇松島iI9,Ii （静岡 形放送愛の,1,業I'月11iii）◇消水 ◇親和銀行l孔料孔9fl，'↓li'lliiI＜ 会◇ |＜ h島地［メ：県職1i•関係

iii)◇松村一lo]（横iJ(ili緑l幻 栢（ J此林水廂省）◇ II~ゞi1¢Jli夜 所一l99]◇エリーキャット（福 団体職H-1,11◇KIと対明 (fIli

◇池1!l貶子（東求行l;f•代 Ill[区） 済会（長崎iii)◇）し金Iii.iiね造船 111,lili中央）◇小泉クカハル（小 iC,li)◇虫崎，；1．f(l,il;'，Iii◇

◇柴111文三（岐！；し県笠松町）◇ 欽エ1所（長崎 iii)◇ 1晶根県知 Illitt1叩◇指）iヤスコ（大村 Ill本スマ f(lと綺I|i)◇篠1"奸lj

大滝徹（広,:/；9|i安IIi.南区）◇谷 収•Ii［松f|ill 治◇馬場広 9) （波佐 ，Ii)◇Il訳Itカツミチlit111:f依 呆（長崎市）◇K治宏 1,＇,1! ＇ t'•9|i)

木宇ー（北）訊lili八幡ice区）◇ 見町）◇大 11 本土水几•I•卜1Jcr,1; 9|i)◇秋llI{，i義1岡山県邑久 ◇餌lr•洗みゆさ l,i，1i'和 1i) ◇道

水研開発,1,務所(li,i1,V.1，li博多 ◇飛1沿建設（東j揺l;T-代11llg:I IIII)◇長崎県住宅供給公社◇ tllI¢LI.i:,Ift従北li(K綺巾1◇

区）◇林観光1,；束早lli)◇熊谷 ◇ il!i 本 l'i 男（宝塚 di) ◇如'I 阻 i• 長的!¥U：地1開発公社◇長崎県 r・、IUII．也（長崎lIi)◇n,iIII良月

組◇ 11本金融新llll社（東）；（都 19J. i/i野町社会栢濯：協議会◇ 道路公社◇森Illハル（長崎市1 （長崎市）◇il：水ゆき f•◇今199:，

品11118:）◇三菱i[（」：◇衆議院 栗1恥9i9)（東京f|1中野lズ）◇l< 0成1llIl|]ItIlik『OIiぶ謹1兄協 えつ（・（長崎市10後1111、ヨ

(1i志，，伐ll)◇妍野liIIi部l.：会， 崎県婦人Ell体連絡協，，義会◇111 I9,1組合（福iI:＇li)◇親利l銀行黒 恨崎9|i)◇渡辺'itii]（長10,:)巾I

妍野温泉旅館糸ll合， hii野温泉 口太平（相校1J;iili)◇1サ1/11志げ ＇比よ J,li-1bl（佐Jll:I和1i)◇lll「l ◇Hi111悦 fik崎市）◇lri名◇

観光協会◇11,j山県知事・長野 の 1三 1f( リ， l 桑名 lii) ◇藤） I• 弘 県知：’J<・'I')|：龍◇）叶料ll悩1:l，1 視fIl銀行）叶•Lと 1,Ii◇；上マサク

:I:郎◇千々石LILF社会福祉協議 （兵hl9県社lllf)◇11本旅行哭協 支店（福岡市博多区）◇／）；桑迷 カ（佐 111:Iば9|i)◇荒木惣太火

会◇他源I開発（東成都千代Ill 会,,,務｝，Jll-l,；J◇沿・；§岱修三 i/，-l̂．器ぷどうの実の会（大阪 （大村 9|i) ◇，＇叶l~ ョウコ（松 i11i

区）◇認fll1観光ホテル（小iJ¥llf （大阪市城東区）◇奈良新IliltI: iii)◇扶企洪，協I．．裳（大阪市） iii)◇古tt；上災lllclll:I如h)◇

玄湘l)◇，i如'6新Ill!大阪本社社 I'!生文化事:till◇ニシサカノ ◇窮城県知’11-111和 1：一郎◇ 長崎県民1,f/11組合職Jl-|iil 

会部窓・地の塩◇伊東9枠ーIi< プ(lll科郵他1,J恥 1;)◇北陸典 大島19II・大島Ill［社会ャ，ihl：協，成 （松iIMi)◇ウシオ観光（大阪

綺iii)◇横浜冷凍（横浜市神奈 fIl朔業(t;illlili)◇横山秦三郎 会◇綺戸町・崎戸町社会福祉 IIi北区）◇大西計（東大阪 9|i)

IIII区）◇叫1,／坦協吾妻如砂 （埼玉県JI!「li|i)◇［（本砂利協 協議会◇大島町役場戦ll.）ミ ◇ltlll:I和r(1,：大阪‘;:r菜9折職JI

年部◇三炎俎機◇IY<名◇l役名 会ル1,I，I支部◇奈良の一主婦◇ A-I9il◇大島造船所（大1:}町） -lnl◇奈良県知 ’It.l:IIl§;i潔

◇姿なき町の天狗◇滋lt県知 枡ll1啓子（長崎市） ◇応IIJi;［男◇立心礎機(9;［都 ◇叩II泰lllli'.逍9|i)◇西部カ・プ、

--269-
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災害義援金一覧 (2)

....牧称略ー

噌祁liii中央区l◇笈野町役JI; 11liと又！鹿島,t;l◇れ詮IIi股協，'i ◇中 Jし夕’ソ {RI峰 II!'!,!）こfllilil 1•I9fi) ◇小｝；情かり（蔽 Il(9': ： 0

職li-1,il◇投野1!［ふ会点li-・ 年焔A心じ｛松浦iii)◇i:':illll/1f ◊ド fll 打 iJ)1ii 怜IPTA ［神奈 ，り 91!j'ば19 臼長砕巾1◊1l1 Vi't 

詞◇K綺品採パ洛会◇J,'礎地 ［長崎市）◇1代名◇西 II411111: 川県大fffl|iIO![t熊翌 如 大J:i l！り｛，，，119;'.，Ii)〇森9iiユカ◇町；i

恨コンサ；いタンツ 1東iktIり◇ 鋲行◇iL,)i1戟4［三恥行裟（熊1込 9!ik〉岐，＇， L県保険謀l,（峠 l'，＇，9 柏次郎（川附町）◇松尾i1i二

t訊，1県99ら1tIhIItt◇東り（芯i1li'，じ ，ii)◇！濯建設切詞噂浙 ，hIO岐＼t県国民り冷謀！ぐ｛設 iilll号1町） ◊lli,t叶It1・.ij’I椋l町）

公（l＜直⑪li'lll社扱い）◇令店協 ◇ j;fl1911i:i:O数HII^ぷ務9ii◇国 的Ii}◇絞’;t社会i渕険＇／け務所 〇オニマ 9しjg,:；，tt岱9it-i,;J

労咆第4:llnl定期大会却J;l/'I◇ •K建設iltl{,；◇鹿児品恥j]11i. l<（岐t，りIll◇多治兄tl会保険 け叶加Ii}◇否！li/,い !l!tl"iか．

尉岬l;JJll/◊jL叫i1/i鉗行鎌Ill 汲A◇'I:，成11,c• 努JI· 妍叩紐ik （岐 l詞i!0kmt会 1:II) ◇隈忠治 (•I行咄1 ◇•りiil!

◊i財II銀行'， 149し娯 ir◊日水 城岱◇／£ii4く大韓民l叶｝，'湘ili f依倹 'gi')iii/汁訊岐似Ii)◊翡Ih IIIIIIti I：会l＇戸I壻IIOIli部1i919)

礼会党1<J,t県ふ部◇，ぷ＇ i'-遊技 ；姐妙第II地）i4咄l；◇I校名◇1附 社会保険 ’It侶 9,）ilと 9鼓位Ii!◊ 11祖I!:｛和1i)0脚糾知llりり屈If!

場鉗合0,；(；渕{Llfl必根IりrlJi 和51年瓜（（中友好＇！砂切り i fllj• 飩脊屯 i咲俎Ii',＼阿久）も叩◇ 〇牧晶義9r(（ii:|lti和1i)OH、ミ

改卯◇赤追町県職ア9、一： の船4◇I晰：・1,：． j|；客船◇ia }；谷敬次（り沼釧i)OI校名 ◊lit チコ！fKIIljihiiIO)1i4しカッコ

n泊会◇全II本199if1J会に崎県 魚ili◇沖縄県叩，月福祉部〇第 i|9此史由拉か1;IO恥取県知 準 I附ふIi)◇ポーナス女f19

辿合会((i'III:(¥訂h)◇ 41'11 ( I’ し1199li’i嗚'i,しが1•のり；況叫沐， 'Iい［屯潤戸◇I'il|l民虹如本 務 ll(KIi;i,lil◊frパミツォ
供会 lI{fi大阪府衷k{JIiii：◇ えぼし学Iil(！も Ill'楳IIi)◇ふ1 部） ！鹿児島ii!}◇中村吸次(1J，,IIIと

出） I••I辿且1. ｛神J 9,ii兵hl':I<:)◇i"I バえばし学園視の会(11，IIi.I91: 0k糾 tIi1JIllt◇J•ヽ 即揺笈装 1ii IMi)01以ンニウヘイ｛如；情レ

イ入丸j;：大阪府柏9Itii)◇！品の ,1,)◇ 1、‘1民党KI崎県池01応i3 ,ii9N,iI:i，j,h1り多区）◇Jぷ叫fi心 中央Iメ：I◇山がミキ濯1.e，1iii中

fft足沿ii！含JI19,！内閣If)◇'、L h恥令タンカー！隻乗計1li••i991 ii'i1i滋柊品認心会(li討uIi)OIll 央1ぺ：パン窮訪実(/JIIiI’fKIl!)◇

iJIli f {｝、阪l9平野1メ：）09ピ1l! ◇！lII Ii, ：一 {i尋年19)0iは＇，\｛，~ 栄似9,'：iぐ；；；,Ii)◇松1¢建設 年 9999i·.沌謀湯9'JilI~•I.9水〉な野

定紋情'm,1,)◇ 小1屯lllli鱈を 11:KII叡濯Jヽ会◇J氾島消漁II 噂，釦1i)◇由 1iわIi汀I;t,（易見 ，！心1約沖1,/i1JIl県納和1ilOifi

凜 9(tttii)0|K名◇徳島県戒 IIII北J也I<：連合婦人会ei: lil品 十市協会はt!』 |,1バ◇トデ， 名 Oll1l1'1it彦冷計叫1いI• 央|x:I
会社泊企ilO実穂tt,}，｛伽!Mj "f逆合姑J冷⑳域jは 1仰 J グ怜II.i，1’li務9りiOI’し11本建，；t北 〇堀池ンンジロウ［佐町如Ii)

巾博 i1心◇r,ぐ 1、実f,:1,9り以 絹合連合会｛如窪i；り縮!~)◊ i足，9It. （大阪市）◊I止）湘埃散党 ◊コ十ガヤチェコ 1東1k 都）◇

町：ぐン能lliトヨ： iII滋1原町）◇ i賓¥ll!,t瓦凜児島県，認年ぶ且 !'，|i9此r1,しIii身,11.-1,,J（り店h{，1i) '？J•4迂サ工：東が都）◇／i松タ
中村ilii•O§［島 9［． I I(・.II!.俣：1;; -[，1◇ti:）£七メントORKIl ◇国．砂塚救受i叩鹿励Ii)〇 ケオ濯閻I}中央・Is：)◇鱈タ

◇k 木111)9F. （ IKIIl:I和1』 }◊i舷l 爺 Ill/£送［伽lShl3中央Is：IOI'，1 松島炭鉱労せ妬l｛砂（｛，)・：111,x ．力と l・ll!l◇1柑村｝月1ff(JnIiIt 

虚炭戌 111:f糾 Ii：◇央谷翌．f Ill 県／II!III 対喩協必会◇．ii1••it 義!!<JI佐I;ti和Ii}◇奴Iミlし1灯婦 左町）◇11,i秘h|汀り保健i'，tfI:Jj 

IEl!』IIMIO,IiIl羞 (IIIt那IIO （東j；濯沿区）◇網譴lJIIlぶ： A会OIII罪或之Ii,和 Ii!◇富 誅（指＇！靡◇麟 l(I辺湿蹄l耀I(

坦砕nll:11 → 1,;1(191 控店｝◊谷 ベ9lJOI世114ィli!IIIit，テレピ 友会191(J;（『I:沿|{）◇ウ｛，共 ◊三災総合研究叫Ott!K汲
II学［ス｛深il‘町！〇犀 11 4ゞ―、 I'りll1', 1',<I木t!t:jiiJむt1汀 ム書 '̀Iィ，ンンがに一じKL氾 （火H市）〇小谷1,.'や（奈良16

噂紅町）◇社illi集li深ii支店 Hl◊iii叫紺裕タンカー行避版 ◇倅！l'i国際観ダ砂会・朴應jL◇ I[；01夜名◇l,'fill忠／i， ：I:.1原

◇-）＜村訪カントリークラプコ 構如•)tu ー！iil(l＆判i ）0加も 1t,（名◇白 JI；ふさゑ（姫路9|i1◇ ,KlO式付')'（且！（長崎ili)◇浜

スガイ 1←~9lii◇1ば名◇叩¢ i忠砂約1、il紐合i,'i森り，し9|ijJHI 奥村はる (Il1形県ね叫i：◇i1・) 99i:；年 1!I：欠IIり；し19只◇ウエキサ

付秋(11,il幼l；東区l◇ 視f!I銀行 ◇It：名（J尋詞i)OIII1靖暉 I;IIll't1)i註 9|i)◇叩ItilJ1 トシ（北）凶hli9遵紐11か◇夕

{f椎女1,Ii-•1丘I' 悩IOJ,li束 I~ ）◇ 木：Ii)◇奈良紺ll!l/1、/＇/.'1:．文化 ！「如，評虞！斤；）◇；111幻•}、 カツキセツす（佐IIt1;：：|i9◇セ

本11|ji,!J'•IK悶ih)◇今1911,／k介 'I'芯1'J！O!，1汎;.f;-：名古!¥1'1; （愛知lりしI)'駿ii，よ）0：III岱合1,,; プンステーアドベンチス 1、ii-

(111 1斗If)◇武紺媒批J•;務 I '，i訊 名東凶◇都．屯，ゼ,;.<J高魯［＇佼 銀行島取県r•' 上店◇各務1,;,.n,； 槻保牧会（佐 111:f糾i)◊仕1 しカ
lt-i,il1式雄,Ii! M窓会！如姐訓咽19)◇叶りも h1事務i,"◇大和1;IT （大阪,Ii メラ｛佐Ii,・・i和1i)◇フ十コシア

04項竹出rnr島県1府仰！i)〇 ．Li1;＇，/i(KI9訓i平野区）〇河r!i .ftlぶ〇砂買朔店〇大阪府・水 寺コ（下1/，h|i)◇．丘島如i'税務

III叶昧逹し噌謳h1i中央区）〇必 町，，義会琺li-1；；！｛大阪1(fi,'li{i i心部村野浄水場1i.↓,..f,iJ◇占 謀粒）1.ー1,ij◇大阪靴卸協会

浜イソエ(kよいIi)◇心illl詞l !!IIIO;',1市町役）如氾i-1,ij(K III)しいズ〉西叫ij!，笈◇JII:W I＇， ◇フシャヤヨ〇普悶会◇ヒカ’

(9ヽitill!［）◇KI高組（郷パlliltrrl 阪府:,,Ji相阿：0虚'，1砂公社 R「) 改fllili) ◇阻i，1iti位）,◊Ill 中沢 シャャスコ〇ミズクニミナ

011帆，tがI>◇広島県知’li．，竹 Pンステムー圃 1東）；情iりを1え．．） 明 [iIthi（町）〇沿武忠Jミ！知It (K与町）◇｛i川町，；柑会（）野1U

ド1Jo之助◇Ill}渇ば1l‘19•印 1 ◇[」｛濯Ji文場職）じ•I,911;’ifi 協19[I◇ .,111金治郎i蔽原町） 秀男(K!i 9|i)◇小IlI:ヨシ

伶9,II◊岬1県知 '/9. lll本数三 リ，し Liわ町）◇I町 9旭9II駐屯K ◇対馬うイオンズクラプ嘩 (K椅,1け◇＿・1;；t11も玄（火凡Ji)

郎◇此11・謬詞l!'JH,◇割怠文 瓜，fl,し人会('IllIIMi)0-j如IO :;[li[！◇ll¥名OIII[II• モが及 ◇松尾 9、ミヨ！島,,如Hl◊iJ:J
依0;,11.,；::，りIll◇徳島県知事・ 鈴木紀次1/191'，1県面il1町）◇l,'（ 9i,Ii)◇竹ノ内正義（北九州91, イ（長崎 9hl◇佐聾fマツ f'は£

五小III三◇徳吼翡ー◇栃本県 木ペンチャークラプ1/9i和 1バ J＼袖内区）◇l<i名◇）＜必辿1,； ¢;nh)◇畠ll辰巳1大村人Iii行

知’It，船l［Ieii◇叩団ふ心◇鶴 ◇徳ilJiliJ'.も11城小学校'(!友会 建設（大村iii}◇和1光、正輝（大 収弁9,r，)◇ 11円ltir1枝◇対馬1ii
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災:,It義扱金一恐し

災害義援金一覧 (3)

科阪師会◇近江カントリーク

ラプ◇滋t'（県今ilt駆1,務所職

ll, Iヽil:I沐事務所職ll◇大分

県社会，諜長◇長的南甜校生徒

会◇赤木甜認赤木良保（郷 I

浦町）◇福江市役所職）i-19;］

◇ヒダカクミコ 17憫liIi)◇モ

リトシアキ（佐世保9|i)◇タッ

マキヨ I・(！Hli)◇lli.名

◇lll崎9)（東j;（都渋谷区）◇千

艇県知1)9,i/1 I[l武◇小玉千枝

（東）；（都餡i,1区）◇樋I：囁枝他

ー名 (Iじ崎9|i)◇1牧名◇I:Ii:i梅

千11;,lllifli)◇大石JI澤（島1iし

9|i)◇中島製作所（大阪9|i城束

区）◇神戸f屈II子（大阪iii大淀

区）◇北悔道知’1,・党垣l村尚弘

◇埼玉県知'19，灯IlfII◇大崎交

通安全協会（東）i（都品川区）◇

県議会議ii-1t]◇佐I批 I戊船

|9，1支店◇住友建設◇I1本国I:

開発◇館邑経済倶楽部◇1乏崎

県地'i闊騎業協会（佐II!:1依iIi)

◇{f戸中学校IJ公！砂，tt'炉 IIIJ)

◇lli.名◇It賛名◇松比1:i--1・

(）釉l棟，tij}）加Ii)◇東）；（メニッ

ク協会（東j;（都湛1え）◇松I1腎

寮啓会社，浪（松）打1i)◇45代知

子◇向賜IIII々 I)1会（大村IIi)◇

前11111光疫（輻）1；,1i)◇小佐々町

役場竹屯I！職ーI,il◇樫l1l松治

（小佐々 III[）◇りんかい建設柘9

閻支店◇1|:.I.：fll局（長崎9|i)◇

満鉄遼I協会(lll棚町）◇t;i_1：ピ

ーエスコンクリート (hil濁i|i)

◇IJ,:m，し述合炉lこI卦◇ti9岡県

,'i年1月協，成会

◇長崎県森剤師会◇アジア幅

祉教ff1941:1I（大村,Ii)◇原I!！）¥

重子（東）；（那I恥'L区）◇1村名◇

lfl名◇I牧名◇未次輝雄（福岡

市）◇新谷和）i（IKilt1呆iIi)◇

福本•-1,(・＿1：雄（佐Ilti和1;）◇大 1;b

少年1次式野球クラプ（大島町）

◇古IIIiJ；子（布津IIII)◇9岱柳久

災子（深江町）◇古I[l恵須（布

津Ill[）◇佐藤ゆみ子(I;!； 1,和1;)

◇横江正二（幅罰！i城iii区）◇

脇川i導昭（佐¥11:1約1i)◇石坂）；

一敬称略一

iI:111，Ill:I知Ii)◇徳永ヂツー／・ （国立i|i)◇9t'牡知J(ililllilil◇ I約Ii)◇吊岐Illのi1li自治会婦

山崎，Ii)◇店松町少林寺流培 ，9i111;＼郎（大•/如 Iii ◇l役名◇深 人部（佐IIt1足iii)◇ilii'iiiりもJ、
法道楊◇Illiaクケシ（佐JII:保 尼純也（岐）',lilil◇l淵本（よ（東 クラプやすらぎ会（佐111:1仙Iii

ili)◇ムラカミアサヨシ◇小

林jJ.l!l（大村市）◇／i；野*雄

(111:知原町）◇フナパミチョ

（佐lIH約Ii)◇隊地久l:'/・lk

崎iii)◇谷村jI:-（長崎市）◇

長崎県舗i装協会◇I:1本交通公

社◇長崎県建設党協会◇鉦II

放送「ゴメンヤス馬場常夫で

す」◇労働組合11，9世保労愛会

（佐!ltl知li)◇：KI,9}孝（西イi家

町）◇松II師悧1,（此綺I|i)◇七

居9119紀子（西イf家町）◇1狐 l媒

1、 ,j 桧 1J;,•1,Ii （福岡 iii) ◇光lll9笈9よ

（大分県／しir(町）◇竹 I:11i f• 
（北）し州,!；八幡東区）◇アマダ

悩I,y，I’i:i・槃Iりiー[9ij（福岡Il渭多

区）

◇長崎＄翡lti:（第 2lfill_|）◇欽

辻建設（如暉r・代Ill区）◇I:I

本虚気（東）k都港区）I月1皮ii,1|図

将1業協199]紐合l乏会◇!lll/Jl（東

点都湛lメ： I ◇光Ill フミ •I・（大村

9|i)◇三従石炭鉱業◇新l_1本

製鉄k崎'i:t業1,It)i-1,i]◇新1:I

本製鉄fiii1'，1針業1所）i-1ー1◇ [I

欽岡1,長崎・ti業所li-l,il◇新

11本製鉄本社労哨Ilti，i1,I支部一

同◇長崎県中小企菜l:11休中央

会◇11,1,近距離航窄（東）；ば1;

港区）◇11本近距離統空福1,1，1

支1,Ii-199JO)し州商船I冷l：従業

)i -1;i]（長紺ii|i)◇長災，設，i|”

（長崎市）Olicl1'1建設工業（大

阪9|i東区）◇佐伯建設工業K

崎出，;K所職Jl-1h]（長崎l|i)◇

束洋建設（東取都「・代Ill!ス）◇

三炎，ti1;!；炭鉱労慟組合(ifI;1品

町）〇森11;iE人(J'：I，19県宝塚

市）◇,；ん・j訂罪II社（第 2回[1)

◇金光教伯徒会三煎1¥［連合会

◇金光敦IH準教会◇金光教

佐質県教会連合会◇第一復建

屯l:J1-19i]（長崎iii)◇安l]尉建設

九州支店（福岡市中央区）◇liil

沢村iJ:（京都府大山崎）◇Il:I立

第三中水泳部顧1ill.99-1； 林¥呵•

京都｝dlll/10玉ノi,li町議会 ◇早岐西町1:,;合会（佐IItf約Iii

議li-|tJ◇1厄名（lと崎市）◇牧 ◇楓IIIIl糸ll自治会（佐l!t楳 9|i)

睦子（大分市）◇三IIII)1本町i!J ◇ji徳町公民館If/i.111:i和Ii)◇

町1村会If!iW:{知|i)◇藤木チズ 宮地lメ漣合IIIr内会（佐世f和1i)

ヨ（怜'，1,1，1,Ii城南区）◇平Illミチ ◇川迎IIII町1)，J会(11，III:｛和Ii)◇

コ(Ia"iiiIi)◇村．I・・ヤスノ（佐 小野地区公民館（佐lt[保市）◇

世保市） 新Ill界公民館（佐町私Ii)◇t11

◇森明(Iii.Ill:{知|i)◇IIl木竹(・ 浦新lIII町1付会(Iii.Ill:｛呆iii)◇新

（愛野町）◇ホウエイ工業従皮 Ill団地婦人部（佐II［保市）◇I校

ii-l99JIil：迎町）◇宇久lIIr，ふ会 名◇戻村紐 jL).1•I 支店（北九州

◇森111マサカツ 1111栂lIIrr)◇花 i|i八幡東区）◇fJIII暴忠廂＇ド◇

翡保（I|刈・ミネサプロウ（佐III： 政策推進労角II会，汲埼＿l,・b',＼述絡

傑巾1◇イマハセキョ（大村 会◇名古I1h|i)aI(i!,・Iii（栢ilii,I

,li)◇ウシオイ I・ コ(1、1附l;J iii中央凶◇名占凩海，1lul;)易

◇藤本イ 1• I I咽!iii)◇視利l典 （栢ii,1，1,1i中央区）◇1i'ぶウイン

1，l:tl:lI -1iil （佐々 町JO.It松浦 パロー（イi家IIIII◇ )I'」．ヽ．破JIIi

郡町村議会，ぷ長会◇小佐々IIIr (Iil'h l11町）◇‘1.ill被111,（小ii¥

議会，汲 li-Ihl◇小佐々町民一• IIIII◇)Jllil9佐衣料(/jIlilti1，91IIII

圃（小佐々町役場とりまとめ ◇九州オカセンI.VI/，i必111[）◇

分）◇森1111並太郎（小佐々111[） ］Ml•I 三l均衣料（島）J；il|i) ◇ lIil 見

◇新Ill子供会（小佐々lIII)◇廿 繊維 II•，']見町）◇小阪メりヤス

少年健全ff成会（小佐々IIIr)◇ （南イi島町）◇後lf如皮Ill!（西イi

令（正（小佐々町）◇奈良1必漁 家Ill[)◇llIl渇スラ，クス（国見

船I'll◇松1品炭鉱労働組合・民 Ill[ ）◇島 IJ;iプラスニ・， 1• II:!；11;l 

社党松島支部（大島町）◇長崎 ，Ii)◇長1iti1皮IIIi(I:!， 1i;い19)◇Ii

県中央モラロジ一支部◇II本 崎みつぎ披111!（南串ill町）◇ニ

牒棠機械化協会＇］ i務局ー1,il ュープラスナイロン（党野町）

（東求都r・代lll!i)◇松訓iiIi ◇プラスナイロン（イi',JJIIIII◇

l<• 岩 fl,況典◇即ii 守（佐 111:I呆 長崎マルカ（布i|！III[)◇まるた

9|iIO小柳政治（佐II,・,1和Ii)◇ かI崖芯IIl之ilt町）◇サ I・ウソ

'i'・岐交通安全協会見岐支部◇ ーイング（西 1i'ぷ町）◇）J•U浪

化蒻ニ―「Il一組自治会lltUI: IJIW.'， i1.町）◇li,IIlliiI] 1..1,"i必

保 9|i) ◇松 l|：裕 (•1窮崎県小林 IIII)◇金浜1及IIIi（小浜町）◇フ

l|i)◇9|91砧文釘'i(fli.IItf約Ii)◇ カエーソーイング（深江町）◇

花9',9/；二「［l-手ll子供会(f!,'111: i靱 1角ll◇‘|C,.i,|ilも一19il(•I•.j i 

悩 Ii)◇吊岐Ill猜lII付l9J治会（｛／i. ，|i役所とりまとめ分）◇熊本

III:f呆9|i)◇染桜会(fKIII:f約1i） リ，91i註砂叫・緒｝罪繍I：◇！；i野

◇Ii|llli，t・ヒ（f｛泄・保9|i）◇三19| J懃之 (1と認1i) ◇／砂1•Iff ス 1芯勁

内地区連合如1人会（佐lItf約Iii 役U.従業li-19JI,，東’i,・，li)◇

◇渡辺龍9i（佐lII:f知Ii)◇1119|9 泊i米町湯江i漁業協liij組合役しi

康il:Ifli.lI［保iii）◇I9I砂家代1' -I司◇翡米町湯紅礁業協I99j岳ll

取締役・森沢安治（佐IU:{;lili) 合◇黒崎i[（'(• （川崎 lli麻9klk)

◇白砂家従業ll-l;；1（佐世保 Oi兵辺貞犬（大阪9|i浩l区）◇福

il;J◊II}罪慣［自治会（佐世保 永栄爾（東点都台東!KIO岩f

IIi)◇生長の家佐世保教化部 県知 1t ，中村ii［◇吉)|•町議会

（佐 ~t｛約Ii) ◇小的ウメ（佐枇 議li-1司◇塚本敬介（点都府
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第 7紺救抜活動

災 害 義 援金一覧 (4)

lil,<I如 hl◇ー l|i民（長崎9|i） ◇lと崎県連合逍族会◇[llI•-l-

◇ ,9iIl[19ik(n,i|:(，j9|ilが多区） 19i(IIII阻IIIIII◇宇部典産◇lと綺

◇近崩滋詞（長崎9|i)◇近9／泰I'V． 県医師会◇長崎県l医師Wll糸ll

（大阪府1;:)かIi)◇金 f"郎 合◇三必鉱棠七メン I·◊共栄

('，hIll県大沢野町）◇砲lllfll’k 典菜(t;illIIii)◇地すぺり対策

（「＇媒リ，し 1II|l町）◇ ,’iIII tt一郎 技II:1協会麻ll［県支部◇麻lllポ

（r-虻県1iI|l町）◇今）I堺，9i（東 ーリング

｝揺扉馬1,:）◇）＜屈IJk（栃木 ◇ I［通 1}'a-•I恨崎燃料事棠1祈

県鹿沼 91i)◇窮 Illが父 f(la崎 （大村,Ii)◇）i,1本府災11姓判i)

,h)◇坂Illあい 1長崎l|i)◇深 ◇JI:J .. ，二郎（福l."1,Ii中央区）◇

堀小 6年 1糸II（長崎9|i)◇付里 琴ii,1l11［立剤院戦liむつみ会

純子(1,9!， 11;い|i)◇ J|"hli/．且！）J会 （琴梅町）◇松II如糊litI:li-19』j

（島／I趾i)◇ドliJ:'地区県職ll （長崎,Ii)◇ 1[［崎義人（多良見

及ぴ関係IIitli-1!』j◇岐術町民 Ill[）◇1!1!II,，全療所（岐術町）◇

-～19911岐1i.iIIII役場とりまとめ 三JI深 IIII-19;j（第 21,,111)◇g
分l◇三 JI深111/Jc-l,;JI 丑J|•楽 JI：停次（岐1ti町）◇比IIIIli；マサ

IIII役場とりまとめ分）◇三JI： ハル (_1-，対馬IIIJ)◇ i{（］|・勉（上

楽町議会議11-1,9]◇三｝i深 LLLF 対島町）◇新藤海’It_I菜所（厳

婦人会◇板介キヨカ 1,,49’i,-iIi） 原町）◇TBs11r.rn小／II裕子

◇fl[IIlfi.弘◇松伏IIIIiと，｛•HII ◇島I付妙（佐111:f¥!ili)◇lICI);i-

1.：他JI哉 li-•I,il （埼 I ；． l'，［松伏町） 広（西イ［家IIIJ)◇ [l［中尖三（平

◇大阪市教ff委ll会給り謀イi )-i,|i）◇9|中Iミス＇エ（小 ill町）

志--・I,』j◇ (Ol[lトモサブロウ ◇大村入[1;I!'i•収容Iりt イfぷー 1;;1

（東求 91i池袋10瓜： 1,111：と協役 ◇小im,i［IIJ議会◇イトウフミ

li •戦 li ，組合 1'-1 （愛野Ill[ ）◇ ヵズ◇コンドウチホ（上：ii.I品

衆議院職li争ll合◇北村西望◇ 町）◇ t;•i[1［マサヒデ（長崎市）

割．，；9：. r・代Ill◇武i汲柑商1,1;◇ ◇蛤郷ーI,i]（イi川町）◇戊串郷

泊風、i：（大阪9|iki応k)◇1-9¥ -|；i]（イ刊lllIIII◇し 11郷ー 19,1

銀行対馬女1,1ifi-li-l,il 1厳1）;i （イi川町）◇Jj_1.i灌9t-|，ij（イりII

町）◇小［！［ g，r-（厳I屈IIIJ)◇厳町）◇9/11沿郷ー1,;1（イilll町）◇

原111/M 人会◇＿1-，阻f/.t ，i/，（厳 I，;,• 西J以郷ーI,i]（イill[[）◇叫之i11i郷

町）◇11,・1，・スクジオ（長崎9|i) -191 （イfill 町）◇h1l之浦郷一•Ihl

◇長崎県 l'［鉱I（整備振典会と (1.iIllIIIII◇第2om1全19:1スポー

岐女部◇杉l[［文俊（長崎市）◇ ツ少年大会参／J[I行一1;;11束）；（

全 II 本労勅総19ij盟•長崎地）i 部1.；淋ff館l人JI◇I,i]第1l分1.• II 
I！拙似刃 -Ii」（東京都1;,休fi館[)i)◇第

湘(lふ直苅iii)◇）＜祁）＇i．珠(K綺 2om1スポーツ少年大会宮崎県

9|i)◇中村必f・（長崎iii)◇＇i: 参／JI[行（＇iり崎県保健休ff,i紐 J)

佐監煤ーJUI会（東）沢都 r-代Ill ◇ {i合野病院職li-I;ij（長与

lを）◇|9t,Itも人ホーム・舷光怜l 町）◇ライオンズクラプ1Bll:；；；

-・l≪I（福島町）◇［!ii際タイムズ 協会 33 7-C地区◇ライオ

社（東）；（都新術区1◇火it/.t品 ンズクラプl⑭l際協会LCIF 

(lミ駈Ii)◇東京・新術）；（＿1：ti ◇9:，1Ii-［新1111社（第 2[nll:I) 

i,tl,Ii及ぴil:ll-I99]◇ヤマス ◇赤尾郷ー1,i]（初11111[）◇I:'，riill

山崎市）◇阻r•19} 崎町 le-Ii.I ilt郷ーiiil（イi川町）◇船,11郷一

（野1l}崎町役場とりまとめ分） 1司(1i川町）中野郷ーltJ（打Ill

◊中部水9lii （名，9il和Ii然 Ill 区） Jlf)◇中筋郷・_19i]（{［川町）◇

◇小島）ll!!'f-1111島県佐波郡） •KIl（後郷ー 1,ij （イi川町）◇小i'，J

◇J|：／蹟紆I[（大阪府,1,1曳野ilil 111-郷ー19ij（イiIIIl[II)◇船iIt郷一

[Nl(イillllll/li兵紅i-l司（イillllllfl

◇土AiIl［郷ー[9il（イ［川町）◇9hi

橋郷ー19,l(1i川町）◇船阻郷一

同（初11町）◇1iIlllIII役場19J民

諜◇長崎ナショナル虚機1阪・）＇¢

（イil1|IIIII◇」こli.I、‘,ifl動車繁iiii

工場(1ilIIIIIr)◇森谷商会（イi

川町）◇il：ノ浜郷一柘l（イfill

町）◇太Ill」.：郷ー1hj(1jIll町）

◇太11|1環一詞（初I[町）◇|’＇1

Ill建設i'lsJJ町）◇必岐ライオ

ンズクラプ（郷パ,Ii町）◇Itl広

案子◇W，1lI祁子（長崎iii)◇ヤ

マシタチェコ他 3名（佐世保

iii役所沢廂税，渫10立111梢一

III919t(i!iii)◇フクダアッコ

（福11，1,ii中央区）◇府水商会従

業）i-1iil◇ t1本社会党疫知県

本部（名，9ihむInIilメIOt岐辻

志（福il.令di)◇福i訓 i観光協会

◇I"'名◇小沢ー（齢l:iIi)◇久

保 1、ミコ (tiii」:9|i)◇111111安[

(hm:9|i)◇ 1!111!恵）訂子Ii磁l:

IIiIO鍛治梁J沿代（福江市）◇

中11|JJII平（福 il:9|i)◇ 1靖／豊

（福iJ:i[i)◇家念4J・，.t1,i嶋役範

（福il:IIi） ◇りも含，＇J・..1闘‘1伽1人

会（福江市）◇三浦I(（|；伶（福i:r.

9|il◇ I在名◇il:III);（次（福il:

iii)◇観光ククシー・辻lJ）|iit

（福i:I:9|i)◇観光ククシー従業

Ji -19il (f1,itr: 9|i)◇オill以 I.. JiJi 

In,'，iI:I|i)◇191中i:99ー（福江i|i)

◇野I.、Ii/.代（福江市10未，'i禎

史(i・，ii[i|i)◇ lリl祈愛子(fi,ii.I:

iii)◇ fi,li1:i|i/；心業委Ji-［9;l◇

松涛['，1人所杯職Ji-1tl(t'，ii[

,hl◇ ti.ii]遊技場組合（福 i]：

i1i)◇平 Ill弥太郎I!面[iii)◇

11|l閤時計1,1/111,'，iJ:ili)◇1見1進太

郎（村，iiCi[i)◇森谷IIii会即I:il'，

張所従業）i-1ij◇I;，1町訥税組

合（福江市）◇旭自動車整備：［こ

楊従業J.i-Ih]（福江市）◇旭[91

蜘 Ii岬 i工場（福iJ:iii)◇長崎

県洒販Ji/』.，1支部職ll-19,J（福

江iii)◇古 111,11巳(fi.i江市）◇

枯志Ill（財秋（輻i●I:t[i)◇1渾．I品

地城市町村［固組合’I'務／9,）職l.i
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一敬称略＿

ー[,,J（福i:い|i)◇ltJil'ilりj本部職

ll-1ij（福inl;)◇1司特別投，没

も人ホーム）｛狩11:Ii哉li-19il 

（福iI..91i)◇[9i澤，没も人ホーム

たちばな荘戦li-Ifil(h,ii.I:9|i) 

◇y,ii訓 i交通指祁ll述合会◇

l}｝l[IIlIII第一jれ糸Jり8兒甜l｛ナ（滋i.. I: 

iii) ◇かし：1111 烹•松},/•代（福 Il:

市）◇榎II[岩太郎（福江市）◇

民術・坂の上（福江市）◇橋本

佳代子・ 1平/l'.I悩il:IIi)◇福江

市観光協会女子職li◇:／i.I:!；旅

吝船（11，ii.mIi)◇iliMJ1知＇i年会

外9名（福iiili)◇糾伐I清年会

品9,fr◇みど')1i：1i:ffI{9/（fiiir. 

iIi)◇藤原源ー（膨．．［iii）◇1校

名◇輻il：小学校児煎・職li◇

林祈）図（福iJ:ilii,tl』IIII)◇n,ii.I:

9|i,'i年1対連合会◇Ii約：ill内小

小学校児IIt.li説Ji◇小[IIサヨ

（福Il:ili)◇ h:i:I:i|i町内会（第

2 10| ［IIO,1，ii/9,j宗長崎第 3卒

務所竹内蒻暉1,i徒（郷／ i1li

町）◇上．／i．島町l村町イ・供会◇

上五島町役場職li-I,;l◇玉Ill

欣ー・栄子他（長崎iii)◇船越

炎子（長与IIII)◇新II［鉄：r．i'，t従

業l1-l司(U之ilt町）◇内野広

子（諌’ih1i)◇lと崎県民1,iJII奉ll

合平戸支店駿Ji-1iij◇立｛［サ

チ子（平Jm|i)◇鈴木セイジ

(1潤 i|i)◇I認◇小和1i民9k

協篠崎地区（北九州iii)◇島根

県連合炉1'・1●11-[ii）◇t呼ヨシ

ノ（徳島県箭敷町）◇萩/,;(r部I>
社Ji{i志（東J;（都，狐1布ii;)◇中

；；i子供会（徳［品県［泣／iHilJ)◇ill

臼 Ili:．I賜子◇lrl名◇［壮名◇

ii,I策阿有（横浜iii中区）◇[在名

◇猪股袢子◇小9fifll子（金沢

iii)◇尼崎市一iii民◇妙泉"J;
住 職 囁1,v，1県沼i|ti|i)◇毛塚利

さ作（花咎ili)◇井I付郵便J，す（徳

島県加lll11[）◇大相 ilil<• 辿藤

嘉ー（神奈川県）◇マリー・

C・コレット◇I1本七メント

◇全国遊技菜協同組合連合会

◇大阪府遊技菜協1,1紐合◇全

遊協四国地区協議会◇鹿児1品



災•、9ふ妓扱金一見

災害 義 援金一覧 (5)

一敬称略ー

県遊技業協lt)組合◇京都l(fi並 ンリング（束点都品Ill区）◇fe |＆Ii[i拇多区）◇第一柑J菜銀行 辺睦災（佐lIl・保i[i)◇iJWlスエ

技槃協1"1組合◇111口県遊技梨 険物保安技術協会（東京都港 ◇ヤクルト本社（長崎新lilltl： 子（佐々 lllf)◇1/ぷ松ミサコ（福

協同組合◇恥取県遊技菜組合 区） 扱い）◇福岡相互銀行（福I:（，1iIi 岡市中央区）◇アサイショウ

連合会◇三iR県遊技菜協組合 ◇折IJ;｛ヒデ（佐lIti和Ii)◇原作 拇多Ii)◇愛知池機製作所幅 ゴ◇廂経新1111・大阪新1JIl.19} 

◇山形県遊技路協l"I組合述合 1'，'i（炉II町）◇秋古重子（佐IU: I，Y,j支社一同◇Iじ1本旅行I開発 生文化algt団◇林良二（佐1!t

会◇悩岡県遊技業協同組合◇ I約Ii)◇柿添シズ子•111/1せ保 ◇松水敏秀（大村市）◇島Ill米 保市）◇平JI［サッ子（福岡i|i吊

岩手県遊技槃協It]組合述合会 9|i)◇小111アヤ子（八尾iii)◇ 子（長崎iii)◇大1111J;il1,'i善（長 良区）◇ダイコロ・ヤエザクラ

◇村森県遊技業協同組合述合 渡辺セッコ（佐IU:I和Ii)◇ナガ 崎iii)◇ Ill頭災ilt子（l<崎 iIi) カイ（大阪iii北区）◇堀ノ l"liE

会◇全遊協北1:11地区協議会◇ ノヒサコ（大牟Ill.，Ii)◇浴水iii! ◇長崎，'［建設業協会必岐支部 雄（松浦iii)◇新 11本製鉄化学

秋田県遊技業組合連合会◇宮 鉾店（国見町）◇イトーヨーカ ◇岸本組（石川町）◇長崎県建 工業◇梅村紐（佐l1上保iii)◇南

崎県遊技業協同紺合◇輻島県 ードー利用容ー！司◇長Ill旬弘 ，没業協会Iii沿支部（福江iii)◇ 煎敏（水廂庁 J砂1•I 漁業調整事

遊技業協19il組合連合会◇滋賀 （福岡市中央区）◇中村キク◇ tt,i岡徳，J，1,[会剤院・江藤公［（1I(福 務ii，i長1◇沖縄県行政秤理

県遊技業協l"i紐合◇沖縄リ，し娯 平野スエノ（福岡市中央区）◇ 岡県i;［l,1i)◇福岡徳，J・II会jii ,；恨・！！！出憚一◇II本交通公tl:

楽泥業組合述合会◇U,[11:i和1i 波佐見町1t-1[j）（波I'，見Ill[役 院．」：Iii炎彦（福岡県｛紅Iii;) 協定旅館連盟沖縄文部◇此崎

遊技場組合◇謝9,•9|i遊技場組 場とりまとめ分）◇ l:1本テト ◇上五叫［［北町千供会◇寺l盗 県砂利協会◇長崎砂fll採取販

合◇I:/，1J和1i遊技場組合◇丸阻i ラボッド（福岡市1炸多区）◇H ナオキチ（東京都）◇村J|•illl 煎 売業協同組合◇林兼造船（長

悦-j: （北）し）•I•Hi 八幡iLY区）◇汲 本行護協会◇ 1い1本行汲協会長 （北 IL)•I•IiIi 八幡西区）◇小川猛 崎iii深堀町）◇クノール紅品

祉i恒敏It/，iil:9|i)◇上記i［雄 崎県支部◇i'I木建設◇I代名◇ 男（佐111:1和Ii)◇［I野緑町 2組 独身寮自治会一1,,（川崎市l|9

（長崎市） 11比谷総合設iiiifii1，1支店(h! -19ij◇佐111:I梨9li児！諏護，渫． 原II）◇紀伊民報（和歌山県lll

◇穂即III民ー11;1（岐l,'＼県穂f/i 111,lili栂．多区）◇島／iilili民一1,1 森啓•/·◇,,虹大久保MR公民館 辺iii)◇窮崎県知事・松形祐尭

町）◇上宝村村長・今）1:嗣延 (I:/； 1，;h|i役所及び共同経金会 （佐IIti和Ii)◇即II◇水iJ彫ヽ ソ ◇’｛叩l|索iiiほか 2名（横浜市

峨！・,,．県にi；村）◇上・:i（村議会 島原支会とりまとめ分）◇｝、: 子滸物教室（佐世保iii)◇未 I:l 保土ヵ谷区）◇IIiJ，It守（北）し）・卜1

"義）1-1,1（岐J',Cリ，し」．． ，宝村）◇上 分パスガイドー1,1（大分ili) 咆徒イエスキリスト教会． 1J;［ 市小(r南区松尾剤院ll,））◇1役

宝村役場職）l-1，il（岐＇i,,県」： ◇,;,Jlli新1111社：I9i91こ文化事業I'll 郁却佐l牝保市）◇米ii,iili佐111・曹 名◇怜ii1li勉（奈良県宇陀郡）◇

宝村）◇ソニーfrhli部品セン ◇福島県知事・松平if）雄◇心 保基地ー1司◇永江啓子（佐世 IA9fI]道鉄1111口県下松9|i)◇t,i.

クー従棠）i-l9il◇練馬ククシ 岐ウニ）/II」：事業絣合（郷パiii ｛約1i)◇廿崎純子(11，rlU:｛和1il 刀組従業li-I;；]（長野県大町

ー無線委l1会一柘1◇l"I'/：小浜 町）◇里村戊子1長崎i|i)◇三 ◇佐111:f和[i;iil11尾11112組公民 市）◇IIl9[l常維（札祝i[i白石

剤院職II-1,i］◇1,V.1Ill正明I.I・. ill!!直I-（野Iサ崎IIIII◇松尾jli雄 館婦人部◇9i卸；(jf, 会（佐JI!•保 I区）◇災紀19歳）亜紀(7歳1

対馬IIIJ)◇納所福次（佐世保 （長崎i|i)◇本郷凶鶴（長崎9|i) 9Ii)◇みなと保竹I(,|（佐Ill保 ◇大東工作所◇大東」：作所従

市）◇iltll]キョウジ（奈良尾 ◇阻f・U11i(I乏崎市）◇浜］1]トセ iii)◇11;!]こ］文佐子（佐IU:イ知1i) 業ll-l小］◇全19l生活学校連絡

町）◇埼玉l底科大学附属射院 （長崎市）◇三洋l'↓珠（既liIIIII ◇玉JII繊維工業所従業li-Iii] 会・長崎県生活学校述絡会◇

職］しHi志ー1；；］◇沖縄県知!Ji・ ◇対馬真珠鰤l[i.(!l協（厳／j；(llIII （佐IIt保市）◇玉）l|繊維工業 親fII銀行神代支），1i-lJJ◇入i.I:

西銘Il[(i治◇八戸樵業協同組合 ◇励本有朗（厳原町）◇厳l！氏）也 ，升•関 l―l 武雄（佐世保 iii) ◇阿 町明朗会（下1児i1i)◇木竹茂

述合会◇J¥F哺白銀漁業協19il 区各；；：I雑起会（厳ll;（IIIrl◇翁り1 部忠111,,世傑i|il◇ll;i子力船む （佐世保i|i)◇辻Illヒロシ（西

組合◇八戸水廂公社◇竹内一 （厳原lIIr)◇渦9i遁＇恵 f・（厳／1；i つ乗組l.i-1司◇佐1U•保 j|i11券 ii,i i/'，町）◇深江町議会議li-1司

雄◇鴻池象［l（大阪市束I区）◇池 町）◇波多野甚◇金沢要（大阪 lllI自治会◇佐II!・・保iii中原町々 ◇トヨタ東京カローラ保険サ

IIMiiIIII,I;（愛野町）◇I認◇松 市大淀Iス）◇大阪府襄紅Ii会 I勺会◇佐111:f和1呼松町自治会 ービス，謀ひまわり会ー［司◇fll

尾A[i-（）揺llilU［取区）◇大阪 ◇ l:1本旅行［関西・i:t業本部（大 ◇Iiり11|.11，114:1Ilイ約1;)◇中村安 紅• !!-1111雅道（東）靡li)◇東京

舶来マート◇戸村11'-（長崎 阪市）◇ミー 1、IM，1本◇衆議院 人（佐lt[保ili)◇志方虹児（佐 城西旅客自蜘1u1,業協同組合

i|i)◇叫11,1砂業親睦会（北Jc州 職）i長崎県出身行他イ［志ー1,i] 1/t保iii)◇横尾域（佐世保iii) -1ii]◇代々木自動車JI訊J―i-1ij

市八幡東区）◇モトマチriか19 ◇衆議院II哉貝・西村）i(子◇郵 ◇ー場康弘（応l,:．子i|i)◇城本 ◇野村ツーリストピューロー

◇腎視庁抜天会（長崎県人会） 政省長崎県人会及ぴ1iぶ—|,'J 秀子（佐lせ保ili)◇佐IIli呆iliIl[1 新布支店職Jl-1司◇村森県知

◇対馬林槃公社職ll-1fil◇神 ◇三J|：物廂化：［機販9'，1f志ー 和町自治会・子供会◇佐世保 事・北村正哉◇秋Ill県知事・

11¥11[1子（長崎市）◇；9fllliE幸 1,1◇受媛貼知事・白石碑玲 市福祉：庶務諜・中村貞子◇佐 佐々木窃久治◇フジモトキョ

(::東！i'・ili)◇1投名◇銭坪卒◇泊 竹内粕器（受知県刈谷i|i)◇竹 世保市生活学校連絡協議会◇ ウコ他

）噸子（諌詞i)◇玄海町議会 内精器従業J:l-I司（愛知県刈 佐枇保市役所総務諜職ll-"il ◇蛭子AI如1人会（島／j；(i|i)◇鴻

議ll-liij◇1i;名（大阪府）◇特 谷l|i)◇Ill川真理子はか（大分 ◇小1111,;i寅雄（佐世保iIi)◇米 之池町l勺会（初II町）◇平Ill千

Ill洒店(El立iii)◇長崎県大阪 市）◇砂Ij紅嘩◇I校名◇1花名 iI,if|［佐世保括地空手部ー1B]◇ 代子（初11町）◇太Ill幼椎園児．

9ド務所職）l囀◇立illエンジ ◇）砂11建設技術秤理協会（福 佐世1和liil'JIIJJ局職）l-同◇ll_l -l;il(1f川町）◇籾II町役場II設
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災 害義援金
臣と
見 (6)

Ji一子 （佐III：俣

ili；◇久咀fユキヨ (hil叩Ii)0

有Ji|1内院戦J‘.[＇-Ii9IO硲＇怜弘

(!</切1,)◇太Illイサが1kilt

保市）◇真叫位i1汁！必（大瀬戸

町i◊大内 IIIItik （伽間1HI:K

区）〇森91名幻't他 2名1!i1;4<

iI9) ◇釘1111 梅子（大9がlii◊III

小ヤスヨン（康j;（都i◇i[It11，1{

二（長籾Ii)◇玲精顕E.（長崎

iii)◇平11が定｛長崎i1i)◇赤坂

ミ--t（誠原iIi)0J乏閂県it,ti

菜協会対馬如叡厳｝和Ii)◇1く

条化江（認訓Ji◇I柘均会対島

虹1;会Jい1,;]1厳釦Ii)◇盛l:

銀行Otiり1i1社設l.，業ti潤女h9i

〇加1.Iもflli1社≪ hil:l対部ll.U埒

部社会'1心団〇恥＇ i長崎11恥'i；

す学校野： 謳 麟 吟K崎県

対人l．体迎絡協議会◇ASク＇

ループ◇ナカムラミカ a(Iな

1\1:保 iii)◊加ji」菜 I卦地従匁

il-l9il(i繹 f慕,ii!(泣、”l[1,．1.，．業

叫釦＇匹郎（佐世閾 Ii)◇邸

一郎（平戸4;)◇．（準l導（佐Itt

閾 I,)◇佐l!tl和1il）:幼村諏1戟

li•••-ltiJ◇i,JILL エアポ9999 トサー

ピ姐11合〇長続如Ii述送：JI寃

協li雑l合◇建設）＜l:i,始1児廿I

平0.1:4ロムツ（大阪府i岱妬Ii)

〇埼 訊¥lt．印謬111叫は事

祉協議会◇令J|9武雄（横派il;

戸塚区）〇；il坂料＇ f(岩紆iii)

◇i)；野投予1大阪府茨木,1;)◇

,19:;•il1IIiir {，It}しllhli1;、frltltl

0人阻t11嘩（東j；ばii,¥:,Jillぎ）◇

ぷ村i9i・也ltiiB省）◇1J1lli,塙

ぷ労罰郎KOij'，隕（山1̂hIi)0

1だ名(llIll,h)0[ti名（山mIi)

◇l>i名illlll,1i!

◊ikiI；映''"i◇岐紐町911に［会◇
Ill直サユキは述和1i)◇松J．．通哉

（長鯰iii；◇対馬空港ターミナ

ルピ似災1i9島町1◇対馬地区

県載）！他•-l»I◇厳原タクシ

-・稲；ii災二且11他ー和］◇厳／屈）

◇邸li県知91t，坂井時，忠◇笹

谷秀雄(It綺9|i)◇脳訓；i1［内

会辿合会◇長崎鮮魚梵送仲買

組合i1'隣 Iii)◊)＜水（大阪 ih

幅島区）〇汲野町国I！も一li,J◇
)｝（都水，l）：協会i京都ili・ド京区）

◇柏It!.，i1,i（J妬J謙，i北岱飾部）◇

大阪大島造船労蜀月l合・長闊

県大島!IJ!Hf必O)唸i矢さなえ

（埼玉県が庄市）◇長綺県法Ifii

俣汲協会（長的iii)◇I社名（椛

浜 iii緑区）◊FFハンガー 1東

）ド狐総倍区）◇小林弘fl),,,;_

リに三芳町）◇東京都J.:1;:,;rr役

場駁J1-19,i◇系101規f・（大阪

i|j東住古区）◇池Ill町役場戦

Ji-1'；J（行川県小豆郡）◇全！h．

述彦（東）虹群；東区）〇沖縄県

総務部税務，，瞬J1-1吋◇！匹

iii連合ff友会◇全国学佼栄社

臼[1，議会〇みかずきけし#1;1
（名 ,'ii;!市中川［え）＜〉1名名◇，11

HI年（役知県刈約Ii)◇セネJし

湖：1，` ．粉河従昂Ji-tりu:,歌lll

県）◇llげ名◇t,ii1潟県謀村材少

年クラプ地絡1店汲会喰謬Hi

博多区）〇第 919」IL州地区1,1

fl激 f汲期，蒻座第 3分科会第

1分散会「ふ汁，認し恥初nI行

ー19]OI代名◇it:」：文終i(T岱

県八千代1|i)OI丘名

◇,i’Ii/］サカぷfKI"媒 9Ii)◇久

保勝lt.（：KJI町）◇咽（！．詞(J

従業ik～料I（印j'.，h)◇シモデ

ラクニオ i加ffili)0~lジナガ

tモコ（小値霞I)0i籾 J-,E

（松iliili)◇入家マサコ ii立I

尾1◇オオシマケン＇／ウ（東： K
都）◇建設コンサ；レクンツ協

会）C•lii 支部 1翻叫9中央I£)◇

II，{和56年度佐 fil•i呆4ti'i,3 年 1

岨ー !aJ◊l!l 椅9ll 紀子（大＋れIi

松Jll) ◇1代名◊)'，•II，1 式雄家族

吋9;l(K闘 Ii)◇it『r'Ulゴム切

：じ1所（長悶 ilii◊三，rti 光介（長

綺9li)◇脱1こ11-^（上対退町）◇

原1且必文（厳II;iHIjO米活将湛：

（厳駆町）◇斉藤）＇（珠（笈 ii！扁

町）◇福9IIb}子(iit原町）◇介

ll Jlの；I；役所職li-r，Jぼを知県）

◇{tH JI'ライオンズクラプ

（党知県1面、IJ|；市）◇船I[か作イ◆

!lrrJJ◊ 束！！＇•しk( ｛9rJ}◇岩 1il 熱

凋l◊e、9号和t，子（岡 i◇1け,.;J,

一般9Ii民分1位1)◇矢対I・-閣◇

加地flitt1島根媒却IIiIi)◇松

竹らホリ企［取i◊西松建設◇小

野1!！セメント◇全II木Jもi:t裂
菜紹介llt忠悩祉協会（東）；（ ~i

中央！i）◇千々行町住民ーlill

◇千々石町議会議且，千々:ri

町1,他戟Ji-I司◇iiJll本屈礎

」ぶざ！腐児島,1;)か咄述，設Jし

外し砂；◇llil唸洪：：：（東京都荒

叩i)◇協れ頃

1111区）◇大;;,（東ぷ祁江東I父）

◇沖縄即揺供給公iHiぷー

19ilOi魚政，沫なぎさ会Olli名◇

）c如 HI環 Ii,l◇福l:ll銀行{t/，¥

此I;中央k)0•9; ） |9灼子（他 2

名）◇:丑越！砂(j11註I；所（長岡

9|i)01代名◇九州松下il拉粁従

羹ll・ グ紐柑ll合）I心.佑l◇妍潟

県知事・村健リ）0；和1{IしilII、

会◇マドン夫Iiiケプリンエ

ンタープライズリミテッド）

◇キャピタル4汀雌菜li-iiJ

◊翡知県知事・中内J,OIll 中

ffJ栄

◇近畿油化◇沖縄恥＇岬 !ii協

議会◇反崎関し生コンクリート

.j乃辞ll合◊Ill野！貝汽喝姉）

◇鍋島I!il予1佐闊凜品iii)◇

IOliI(i/j子 ！ 如 鴎 細IIm◇善

迪か1ij{•戟Ji組合仔むーI司

（合 111 県）◇•ltlil l'i.i&I名古屈

llill!l!II区）◇池栄第二子供会

（名占恥ii浩区）◇i知 Iii浮一

（多良見町）◇早沢隠子（大阪

:IiiilJ倍野区）OItl立椒養9祈9lI

棚的院戟 ji-：iiJ◇奥阻f-

（やaiilfl◊大西トシアキ◇

福Illアサニ｛小II雑II)◇石II;} 

シタケ（北｝しli!lIi八帷西区）◇

河瀬)Ji子（長1埒市）◇l11本鋼秤

気 5独材寮一団lihilh)◇鼠9)

子作ff:il父1サの会ー1,l（泊＇丼

市）〇泉1廿雄◇柑部辿蛤有ぶ

◊kHJ,li役 I·)tl載 Jl ー［99J(l豆i‘

県）

◇1’i訓宗長崎第 3本務所行IA)
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寺院紺佑徒（第 2iii! t」)（郷 J

油町）◇l|i村恵子（下関市）0

中心E浪崎叶i)◇ IJ本ポーイ

スカウ汀II成 11第17th◇ll19ll

繊凍ii（都中央区）◇三9胆I沐

w岬村村長1岡村好友〇シルパ

ータクシ—憮線研究；；；li会◇

綺i•HII 民ー 1司（第 2 ItiI I•l) ＜tii 
戸111J役楊とりまとめ分）◇大

島町民ー1刈（大島町役場とり

まとめ分）〇長綺放込0:’'1,i)

訊誼竹叫砂局戦ilイi;i←l叫

◇平戸巾民-・詞（初 21,]LI)

（平ihii役所とりまとめ分）◇

釦瞑油第lllul予ども会閲11

学校(336名分）◇沖縄艮鯰県

人会｛那覇切◇JI冴環送(lと

崎市）◇III切 Ii多1祭区・f，品サ

ークル◇事／滋渇ぶ（北几州iii

j¥ii麟 l:s)◇野栂玲町叫←

即第 21'，l11)（詞9奇lli[i鴎

とりまとめ分）かlfll¥¥t1潤

露 '}<ii志◇'JK水禁iと崎県民

会議（認f,！ 爪 次 鴨 認II
4咄諏公団長9かI:19’Iti騎一

伺◇9岱Illクエ (I吹皿Ii)研 J!¥

交辿(iiKIJ;il!II)◇イトーヨ～→カ

党グループil:li一固◇培IIII附

菜〇石原幾久（松1渕iii中央区）

◇カシワパラヒロコ（北叩II

恥＼幅匝ll)◇全国学佼栄投

：l：為成会香川県支部

◇iilJIll!J)（．hli島町）◇第171[9I

！し州地区舒迫科料炉学校長会

沖縄大会参加行一I"]◇長符県

股英共1斉団休腺ll協議会0;、;

本大学校友会長屹支部◇I:Iギ

叫暉，活公社長認監遥｛謡l;

戟l1-1iij◇[;1永窟）と（東麟

路紺lil◊細'"'がK典協会
｛愛媛県）◇1如襟屯学（国見[J)

◇タクミヤ(l/,1岡市中央区）◇

久煤サンシロウ（伊）i'llili)◇

松下簡l：り鳩組合在 UJI；支部

◇HUJIこlift,,/、会協議会◇林

fl井南部第 2土地区削整理組

合◇｛紅IJI:ililt(ili役所とり

たもめ分）

◇1代名◇案III子ぐl‘ド杖l市）0



災1:：義拭く（（9-虹

災害 義 援 金一覧 (7)

一敬称略一

、'［地武已(W,9l叫；中央区）◇I|： ◇如I;建，没＿I改労拗組合）L州 ］＇．業 1’り1.14外濯9i}i(（砂19|i)◇ ー1,,1◇ti，潤叩11'1;，協◇赤松旬

虞 J‘→(H,i|"，1,|i中央区）◇村111 塁◇小柳礼f,(,'，91,Y,1，Ii)◇1用 ク／ール1,品独身寮I‘l治会ー J.9(li崎 1h)◇ h|IIII i1, J'・I≪,'， 1.V，1

｝1 （福I'(，I,Ii中央l心◇中島ヨニ II 1'1Jril!lll:, テレビ1’月111,. 1,;J（川崎,Ii)◇御I酎IlilIIIニト 1l 県中央l5:I◇三災建設（東京都

（＇（福岡市城lti1が◇浜野花 l'• 西 I~1 4囁 llil民'k’It菜l、II◇協h', 9t （熊本県1◇iLI贔小中学校児 中央I<:)◇此ii兵9|i1り年団協，ぷ

(fII9牧"'県 II泊i郡）◇秋1廷磁次 ／廷建（長崎9|i)◇lりJII；巡鍮社1l ii(，919徒会（崎1ilIIII◇l.＇，1り、労 会（愛知県）◇二et1会長崎虹l;

（岐的Ii)◇ ,11111必特砂ltlL --1,;JI如；（都鯛記）◇北加・I,1 1i/J組合第44Ilil定期）沿参｝JII行 ◇ l<iriiし1，しit物I'l狐 ll協会IIゞ

州 市小介ltI心◇Ill中建設l・, 9|ilし’I9協 B28班◇松 JJ,fl雄 ―•91991◇中村アサJ: （長崎;|i) ◇ 崎 9|i) ◇小松建設1＇，菜◇｝|•)じ
菜（北｝砂1,1，|i小(nilKI◇ l:l'i （福岡詞w:)◇／1|綺泊災（兵 扉 ’I9,1ii（東）；（都）,111区）◇1'/111 米，＇i(＇1:月町）◇Ill越伸If/ill,・

,t: Ii:（中ー）涼 J'＇（小 hlllll：状 ／911県相91'.I|i)◇ fIi)|4'，し連合 t'i カヅ(K綺，h）◇11|1J;［船r(K I和Ii)◇1,1，9¢l11［公民館(11,9III:Iば

順）◇柚本敏II{｛（小llll)（和歌 叫 J1◇金た敦本部社会，，限◇ils 闘 |i)◇キヨカワツル，ヤジマ l|i)◇カジワラシズコ◇必忘

,,,リ，l）◇ ll l‘•I( （ IjIItll::1kllI 県 1 勝東）；（本部◇i!，!斑年1̀1/JIIliク タカコ◇巌副叫叫I|i中央 れ親 j泰大会（松i11Hli)◇ノハ

◇i•Mi, 、,,1闊咋1 人会 1111:：枚 llI 追14社'[IIi)◇廂経/Jrllll大阪新 Iメ：I◇ 11 4遣気F.111'I澤楊舒 ラットム 11屈'(1|i)◇ヤ／ウシ

県）◇堀礼勝1怜'，}}I杉J'iIIIII◇¢:; |i11 •砂l文化 '1心III◇鶴敬 J’, i訊 Hi,Li-|991◇えびの市民 イチロウ (9i(h1h|i9|9京区）◇iと

iltサミ ,I、30 0 0 /ff（川崎 （久留和Ii)◇りII肖り三；‘{、（久留 （窮崎県えびの Ih役所と＇）ま 崎県教fi委l1-Ihl◇し・タ必iリI

IIi翡ii<区）◇小佐々111r町J(~ 1c,h)◇府i及ll/1-・I東J;（都II,’!，し とめ分） ◇小1,;UJlit11il東）；（郡） （鹿児島リ，し姶良郡） ◇｝ LJ~11 村年
詞（小佐々町役場とリまとめ lメ:I◇l}'：名◇1叫J!l"til'II（茨城県 ◇工 I・ウアッコ（長崎1|i)◇泊i の船の会◇森Iiiポンプ◇鹿児

分）◇三｝卜建，没IL州如訊'，'，1,1，j 西茨城Iil;1◇,9'｛i}|・̀ruI.I如譴 比良l均I'・(KIi如Ii)◇金縄チド 1品県水應9い1991◇ KIli）県叫~

麟多l心◇，，邸恥し r・（lと綺 即！忍1◇東大久保IIIIケイユ リ（福1,i,1，Iiiが多lメ：I◇浦ill玲／， 組合述合会◇叫I：生命職li労

9|i)◇竹中 l:4、 ウ会（佐111:f和1け◇折II fl治会 (1,,MI如Ii)◇II:Iヽ［対！，！外部品II設ll 働組合（東求部）◇l19l会ふiイi

◇令111,マネキン紹介’1,梨協 ｛深ii，町）◇J.:瀬良ヨウ I,ik --1991(Li191沿Ill[）◇鈴木 {iiIII ぷ◇栃木県遊技棠協I,il組合◇

会（東娼I;T代 Ill区）◇村IlI廿；； 翡i,,1,)◇！扇1，'イワオ（大村li) （iikJJ;,・IllI)◇鈴紐深(I9911◇ /i 牧野みゆさ，さつき◇邸11''，し

山崎IIi)◇ー・イiふ◇い］1，if ◇}剖粋弥111-111:f和1i)◇II49C I品中央納l，'じ職11--1,,1◇n,iil油 酎 i:IIII1IIIl←1,,1◇i/1il l三fll功

IIUll:f和Ii)◇悶'ilf/.'11,•1約 Iii エイコ（［ふI|i)◇'1'・111ヨシオ 小I|9ヽ ＇祖妙闘・職 JI◇罰：9|i ◇会』検／編IIfilHi必ー1,1J◇

◇叫II典9,t:ttu-|991（佐々 lllf) （松浦 Iii)◇タマダンゲ／プ 1’•JIIIII付会（第 :i11111| ）◇Ii:4咽 全IEI私．＇［幼稚園連盟◇ It許名◇

◇|191見町学佼'1ふL会(IIi|＼しlilfl I VI訓 1◇u/,1沿マスミ (Il,1i|tl 穂（・（福il打1i) li1贔如叫務，，限IIitli-1991◇LEI

◇府永ジュンイチ（佐111:f和Iii ◇坂祖II従応 11-199l{ l’.Ji1,,i ◇l9崎県庶民金i.i臭哭協会◇阪 ，r．1鱈澤Iり遠岐的l淀戦ll-199]

◇モ I・ ヤママコ lヽ・ミキ 1111:知 町）◇ II本健康)(鳴研究会ll/，'， h1山崎県／ヽ会1尼崎巾1◇t1、水 （郷／ iili町）◇対島観光ククシ

IJ；しIIIJ)◇ハヤンナオヨシ◇Vi I,Y，1,h中央区）◇ll9|｛庫崎中央 建設（東求都翌島区）◇が11}J建 ー1厳原町）◇ギャランクラプ

名◇サザンクロストラテ‘イン 的 l況IIitli-•I99j◇K崎＇訊扱，9,l ，没1東娼llfi東Iか◇IU,iぶ1i|JII （鹿lIIIlIIr)◇前Ill糾9KIIli.III:｛依

ョナルパンド（厳1,;,11111◇平塚 会敦fi部◇，li}I:IIII役J易IIitli-, il:11，91,I善．立銀行IKI,'，:iilt1lIlll: Iii)◇設！/II々 [ltii11社会’1,梨

1l1J:ik,"：h|9)◇共栄火災クテ 1,,J◇近II}次枝1イi川町）◇轟 i't 扱い）◇行政叩l!I『JI戒liイ虚 III◇I裳林水I9,（fikli化会◇久米

コート1!l(1咽lIIi)◇l,、MI;i給It )l /-IIMI,1，1巾中央I<:）◇松永精 ◇li'!,和1;（福岡県行栂I1；とり 詞 t;（北｝⑳|9|i店松lか◇北九

センクー◇1,:1111，成II沿l1;ぃ|i)◇ 肉店(K崎 1|i)◇II{｛filf!,i1,1/！t まとめ分）◇K崎北甜等学校 州市民生活協I991組合小硲述'tt

,,,峠諷11,;,岡県大野城9|i)◇ い譴i似 Ii)◇ li/11砂叫崎 戦 1l.’l布t-1,il◇安1／柊建設）し 委ll会

曹iI9,I本''"'県訂紐◇IIr1::- Ili)◇大村的東部訛協()<i9,1~ 州如，月1fl,i1,1，I,h中央1幻◇矢野 ◇IJ;Ul 濱 J•他 2 名（久留和Iii
,JIIlタクン一従業11--1≪]◇,1,灼 ，h）◇大谷ンュウ ,lk応 Iii I、キ J1('）ljl釦h)◇河曲＇＇紐 l1iii ◇贋嬬ぷlllclltf和Ii)◇，1，1i'1,・

聡学（厳1J;iIIIII◇,,,釦＇i，占1蔽 ◇1111111鱈◇ピアガーテン， J＇•IIt 会（依M,11妥｝ Ii,hl ◇ tlt 社） 沿汁交戦li91；徒-1,,1◇}Jlliti納

J1;(lllf)◇池永ミツェ（長崎市） 鈍（li，ill,9h) IIi連合婦！ヽ会{!Ii砂 h)◇茨城 （n,＇， 1，Y，1,|i中央Ill◇ Ji川琢肋

◇KIl府県／此協聡I嘩 I、1，j災，1:,対 ◇iiln「中学佼'tii-．hl（大分 県，’i11'・1・ll協，，伐会◇II本キリス (I991)◇ 1オ•Ifi炉ll J’・◇III IIl,rht 

叩嘩と＇）まとめ分 1721'1)◇ 県11,ji扉 l；郡）◇ll,1,'辞Iii足応）1 卜教会 }:J成1公'!)教会（柘9l"，1リ，し (,J:'lhIi)◇第 21!'1スポーツ少

佐111:fば市民（佐 111:Iば1|l{{,i ht’li -~ •I,il （沖縄県HIl|9|: I◇ -：｝|:Il・, -：.iIn19lり◇池Ill中学佼戦II・ 生 年1,ll)U•11 プロソクパレーポー

務所とりまとめ分1第 2!!'111 文（ふ饂ll弁lil;)◇役野町給 徒lfi川県小'，i郡 1◇池Iii小学 ル交流）ごぷ刃

燻 ll'叫崎県／、会とりまとめ 収 I:19指定棠11--1.;J◇l乏綺介 枚戟ii・ 生徒（和ll県小豆191;I 盟（長綺 9|i)◇ KI"，:iIlt|liltI:（第

分(190件）◇琉球新lilll:◇ II i<I'役Ii霞 l！職一lhl◇古質玲l’・ ◇ili’1,•小学佼職 li •910iん（香 Ill 3111111)◇鹿恥Ii職且労働組

本技術 1：会◇銭，〇袢II◇)し州地 はじ｝砂I,h1vlヽ介北Iメ：） 県小，9ili|；1◇ーミ fi；小学佼職 合・職111'/'I；会◇水,1柊牧f9◇

区公9’!：小， 9|＼投，，没学校研究 ◇j應iiiー栄（東紅諏橋lメ：I◇ 1i. 9ki.t(ff川県小'J郡） 4t l,I J［ふ1ふ訊Ii◇ I村11本新IJII

協議会イiぷ—-l99]◇播li'i'I湖協 ，＇噂 ill/ii恰恥Ii)◇北炭夕;1, ◇,，刺詞；．，，東＇隣 i1'．会議,;/ilk 11:・ilill本放送，鹿児島テレ

ldJ角IL合◇印Iii',団1;1，h粋：IIIIi‘,t1ぷ !Ii鉱労糸Ill夕伽Ii)◇ n,1,民i； 水＇甚 251/,I年慰’9晶まつり）◇引 ピ放送・ IH塙 1字社鹿児島

部 党江迎謡恥1人部◇選料謹9 i(II専文If/焼町）◇鶴IK,JH庫県支部・鹿児島県ti，会町IL協
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第 71,1 救拉活動

災害義援金一覧 (8)

一敬称略一

ふ会とりまとめ分◇第331，1全 ◇l心的県遊伎業協l咀Il合と＇! 鳴）〇浜町l[［内会（同j◇小林 紫炉1i区長会（福岡県筑紫野

国麻窮学校定時網・通岱,I;；激 まとめ分（愛知県協同組合外 沿二(Iil)0早岐昭和町自治会 iliIO全国学校栄投七協品会

佑故興会◇鹿町町成会戒Ji- 7件） ilとl)◇大搭町町I~会国）◇ I:I 鹿児恥県支部(JJll児恥Ii)◇静

詞◇比良子供会（名，9濯 ii渾 ◇躁釦Ii,［I赤紐和1i地1ぷ◇ ＇蹟 Jl象JI自治会11i,l）◇白岳町 1叩，しヤIil9町町lも一詞（昴l苅県

区）◇念光敦l浬棧教会婦J、一米国人◊本 Ill 枯美栄（取都 2組自治会(191)◇クラブ伊勢 河泣町）0憬俣町収入役戟務

部（大阪府堀i|i)◇敷野敏予 府綴祝郡）〇松似廿阻I （佐I~保 i足認U-1碕 代理廿小9ll宏（岐9;tt1し墨俣町）

（東）j(郡，t/,lll区）◇脳且咽11/ t|i)◇飯野小学佼児煎会1部．It ◇米船I（ローラン• L・ヒ f ◇八帷金属I：菜代表取締役小

内会（第 41り1月）〇大分iiバが19 !IIf)◇大同商会（山口県徳Ill クスー等）炉、附◇I＼裕町町I~会 ！11111:1ミ（北！訊料i八循西区）◇

恥 lヽ常校］'TA・ 児童会・校 印◇曹訓宋IHI11'，靡枷行（第 ii組財和1i)0iiiili迎町公民館 静l岡県嵐）ほl合(iPl:1,1，li)〇森

区住民 21り!mJ!Iみ府市）◇東jiば戻紛 （同）◇桜木団地町内会(I月）◇ 浮子01る9訊！放射線技Iii会

◇J;！尽lil19|i•9『l肴ど級連絡袋H タクシー不二交通〇松下虚器 北大相公民館(1司）〇桜木団地 出泄俣 ili)011 本栄必—I：会屁

会0li紀1口こノン I・（飯J函91IIO 近畿特股＇伍詔祈（大阪市． 1日1約 liff：勺会(I5J)◇1訟'93丁目東 l乞 鯰県文部（長崎市）OM:E・

銭邸組福岡支店・ 1i，1労勁象ll合 ◇共栄火災海上教ffセンクー 治会（同）01t1:1;1丁目西部臼 培il19がヽ が1チャリティーサイ

福岡支部（福岡市博多区）◇紺 打志ーI司（東）k邪港区）◇地機 i合会(Iiij)◇桜木1Ji地II［内会 ン会◇テレビ長椅◇長椅臥敬

熊数杯（岐恥県大垣iliJ◇地UICi 労述束；；（コスモ幻じ機労紐 (1;i])◇柑心地区公民会迪合 叫l如1/＼会(li崎ili)◇大阪府神

工業◇1,1凶千恵他 1名(1;fli; （神奈l1澳凶絣Ih|i)◇小松応磁 全・如1人会(!OJI◇i訛町公1, 道i汀年会（大阪市瓦麟区）

県泊i岡市）◇野村町役場戦li （東Ji（昴足立区）0tI:HI法人中 館(19i]）◇！;,木虹IA会◇長崎放 〇クイ i[IEl政府◇IL14可湛協

—i忍褻設県東‘;'!11郡）◇ JA 部停紅銀行（名古扮恥I9区）〇 送◇長U判底秦晶,II鴻議会(J乏 会長崎県文部長（追加i◇鹿児

F几州地域クラプ協議会◇那 佐町約Ii立対I[J中学校（佐世 隣9ii}◇西野')f子(J祈liu,t新座 島県医務，謀11戒Jl-1豆jO大綺;IJ

珀於iiilili位）i三郎1茨城県）◇ 保iIi)◇小佐々町立小佐々中 市）〇新枢9Ii菜IJ;［6丁目町内 野｝i地区］胤9：会転典会ふるさ

那珂湊i1i社会悩祉協ぶ会(19f)) 学校生徒会（北1和9!iiiI；小佐々 会（岡）0邸杉Iがf｛涼l和 1;）◇ とまつ＇！尖行委 li会：鹿児島

◇小介災都子｛束泉都豊島li<:I ITJ) i咀野猛（茨木県J厨lflili)◇守屈 県大叫lIIIO長崎恥人会◇東

◇東：li雰町i界1i団(!，冒，¥恨県）◇ ◇ 11水行設協会沖縄県支部 医院職ii-1司（朝如Ii)◇栂1、1 取ビードロ会◇必岐中学・必

天城中学校（鹿児島県大1沿t1i) IJJI澤1,1,)◇安III1茂菜汽船代よ l)t|iI!tI：◇九州成1J労",1）組合 岐硲女詞窓会◇浜I彫I涼本部

◇浜松医扱センターれ設局19l 取締役宏lfl(lc吉［長崎iii；◇三 11<'判i)◇1Iいil金占（茨城県 ｛第 21gltl)◇大久保惇文OIil

治会(il計釦Ii)◇在 il)陣民生 JI；不動汎9俎成社長だけ11設りj 那丘It如 I:）◇磯野勝夫(1て；J）◇ 形県氾tfl市役所部諜K会（山

委ll鴻議会◇l;HJトー股9釘il<： （長応Ii)◇1豆り1i中学校生徒 磯崎煎治iに1)◇大1kilミifi(l司） 形県酒iIn|：1生9所）0福1兒県立

分1追Ii19)◇中部，洸光新llll社＇I[ 会◇クラマ庇 ◊I!！偉111防 9) （ r，I)〇鈴本正必 ！JIii|東ifii等掌佼生徒会（悩1,,,j

業本濶IO庄経新llll・大阪新11i1 0•KBl:Ki酋他1，It を守る会代表 (I団JO染谷托次郎（同）◇恨本 県llllllili)◇行雲学園生徒一

厚生文化事菜Bl（第 3IUJEIJ 鼠年造（神奈川県大tliii)Cダ、 徳太郎(l記）〇磯崎万次郎（岡） 岡（西彼杵郡n判l<lllf)◇奈良新

◊l1 本民11\1放送述盟 1 各民1111 扁町議会議）(-1司(1月彼杵I!I； ◇ 根 本 如Ii（茨城県那）i）液ifii iin:！以lミ文化事業！•noスナゥク

放送と 9)まとめ分）◇iiIEI絣 大1：MII)◇平和J:x;,年1'1足芯 ◇Il•H,ii婦人会（広島県佐fI'！ 5 年 2 紐岩 1，'昭香（北 1L•JIIili

町 J:（第 41日1◇千々石町立第 ii-ll'I（東点祁中央区kXI；立： 郡）◇小林広次（福JI浪！証浜 小介北区）◇イーシーシー（大

ー小学校児煎会ー1"]◇中島性 紐社l;(馬立輻御l咽，tiii蔽原 町｝◇水曜文／91i1他ー同凍）沢都 阪市天王寺悦）〇大lflltiモラ

（島根貼大1jjih)◇御iil生稔 町）◇県校fi委ll会事務局恥 三鷹il9)◇久留米市民生活協 ロジー事務所j'/年部◇大原触

己・息子（千葉県）〇北九州iI: ）卜iー届I 同糾合（久留和Ii)◇てなり坤立 志原地区{f年1サー1111

民生協〇塩見弘平（埼玉リ，し料1 ◇科比良がと（久留和1i)OI!；木 i肘9|9学校生徒会（神奈川県泰 ◇l]＊孜収ll紐合◇沖縄県ス

設ii)OI9i名◇'.,I念寺おてつ 清二（熊本ih)O西尾芳り1(I司） 野市）〇子ひつじ教会iiiHI益 ボーツ少年1-．JI1；部（沖縄県那

ぎ会（有川町）◇タクチュウプ ◇iilll島（北九州市小紅北IK) 子（埒玉．貼行Il1iIi) 叫Hi)0川神緑恨鯰市）〇建

小学校 4年 1芍11下村ナオキ ◇矢列宏明（熊和1i)0il1中iE O西村カヨ i熊和1i)OH本翌 設省砂1；；；諜（東京部千代ffll図）

灌 t'（県）◇ヨコテ／ゾミ（堀 如久留和Ii)◇松本良治（行 公会長綺ii忙←教会（長崎市） ◇島根脱却llil了連合i't·{f•HI三

iIi)◇カジマヤヨイ（下関jIi) 面市）◇松村義郎（熊本Hi)0 ◇ RKB毎H放送〇りtmlfー 役会（島根県大9[hI;）◇湖束町

◇餅切小学校児窟＊戦ll-1司 n宇 2金li自治会（佐1ttl闘 i)◇ （大分出しrrnnli)◇1位！即生活協 もAクラフ’連合会（滋tt県湖

{{［家町）◇イj家小学校児敵， 浜町町内会(loJ)◇築町町附会 同組合（共bl；県相生市）◇ij’1光 東町）oij;lilぃ：◇り揺l澤い忍◇

戟貝ー1i)1科l)◇1'111iiij小学校児 (I司）◇沖道ヨガ佐！t保クラプ 女子窃佼 3年 5紐ー1,1（邸岡 」：叩；し地区壮年‘Jフトポー），，

童，料J1-4司(!OJ)◇堂崎小学 （佐i邸餌i)◇却本町ニューク 野村）〇象潟中学校生徒会（秋 連盟（南松iIi郡上五島町）0i窮

校戦ll-lij(hiJ)◇柑1児意一佑l ウン自治会(I豆l)0大塔町さつ Ill県象潟町）OIIitr.i!t年協議 部紺人会IIII[3県翌北町）◇Iけ

{Fil)01rf家中学校生徒・職）l さ台団地会長今村太郎（存l)◇ 会（島！即，じ紺JIII9I.）◇出雲1IiTi 水中学校生飩会（泣Iり：保ih)

-ml(ISJi0!il!Hトメ (i£綺iIi) 叫詞設代却［し締役杢尾霜雄 年協議会（島根県出雰車）◇筑 ◇1登名〇じラペル [:1本社li会
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一敬称略一

-19ij（東jk都千代1III区）◇岡村 tar,1 組合（栢i岡県北）既1•Ii1ij\ II叫 i協議会（沖縄県中城村）◇ 部社会']9業I911（北）しJ・[1市小介

直◇堀内組111下秀リ） 幡西l区）◇束知多股協約1人名［； 鹿児島県改良将及職ii協議会 北区）◇ l]本民lii［放送述盟（東

◇小II]急百1月1，甘◇社団法人 1.:] 凜知県大府市）◇三1|：生命職 （鹿児島県／JII治木町）◇大分県 取都千代llfl区）◇大瀬戸町，＇i

本将棋述盟◇長崎県職ll-19il H労慟組合◇三•J|：生命労励糸ll 改良将及職ll協議会（大分！，し 年I.II

◇東1,r協和子供会（東京都小 合 竹111ili)◇福岡県改良将及戦 ◇西 Iじ1本新IlIIil：西 11本新llill(．

金）I：iIi)◇北洪中学校泊地区 ◇坂1:1111'1,i県）◇三谷年雄 J1協議会(iiiI岡県黒木町）◇Iii. 'Iこ事業団

生徒ーIHI（島取県泊村）◇長崎 （大阪市城東区）◇i9即直隆臣 質県改良将及職ll協議会(II9 ◇エフエム長崎

県人会ホノルル支部◇（組11;保 （東京都文京区）◇峰町東部9[9 t,i11，¥IifiItili)◇岡山県改良将 ◇川路も人クラプ（長野県飯

iliff．小学校児！it・職J1-『）（佐 学校生徒会（上県Ill；蜂町）◇哀 及職J.！協議会（岡111県ihi梁i|i) lilili)◇東京都理容，＇i年会，ぷ

111:I和1i)◇IICJ篠江必子（北Iし州 即 II市立第 9中学校生徒・職 ◇，；東i'がI・回生ー1司◇長崎パイ 所（東），¥屯li新1行区）◇三'J;ii[iii:

IIi八幡西区）◇愛媛駄述合M n-1,1（大阪府衰即11m)◇，1t オパーク 須波小学校児／it会（広島県三

人会◇作東lllfi'f年協議会（岡 経新IJII・大阪新IJIl厚生文化事 ◇茨城県l'戸叶II協議会（水Iヨ 原市）◇幅井県アルジェリア

111県1乍東町） 業Ill◇織Ill彰二郎（宝塚市）◇ iii) ◇•；,11.n1 新 IJII 西部1919K文化 友好協会（福／ I•市）◇1 「水市立

◇「しなの」呑んペェーグル 1篠原It典（京都市左京区）◇広 1ば業団（北九州市小介北区）◇ 秋月小学校児／r,.．教職li-|iij

ープ（大阪Ili城東区）◇11,！壻 川佳Ill子（神戸市灘区）◇愛野 IIIIlll|；川崎町長・村J応II（福岡 （福岡貼 11-和 1i)◇勘＇甜／ i|JIII肘

年会ー1,11（福岡県若宮町）◇マ 小学校児．tit会◇上対馬町長・ 県川崎III)◇福JI：リ，t小学校生 部本社'I' 棠本部（北 Jし1•11 市小

リー・コースト（米国イリイノ 梅野貞省（上県1賂上対馬II[)◇ 徒会◇須坂！li!'i-1l1|窃lIn（長野 介北区）◇,,11]の祁」：を抒え

州）◇虎姫町役場職ll-1t]（滋 立lll拇（東）謡Ill 県須坂市）◇品Ill区立鈴ケ森 る会（輻1/，1リ，K9i)|：町）◇九州姐

買県虎姫町）◇i/1il:lii't作（長崎 ◇在介長崎県人会（岡 111県介 中学佼 3年A.IIl（東j;（都品）II 力労1鉗組合◇村JEI序Jrllll西部I'/

,Ii)◇札ii[iIil碩 I内会（第 5匝l •1J;ifi) ◇令光教北九州教務所 区）◇木村j¥in子（東 j;（fI1港 9K文化'I<業l引◇香南lIIr;［香iii

[l)◇t;iiエラプテスト協会輻 ◇古I'1，jIIII第 1公民館III世傑 区） 小学校 PTA（香川県香南町）

江ラプテスト伝道所◇水illi- IIi)◇浅子[II公民館（同）◇化 ◇ H本社会党◇長崎県学校法 ◇一英国未亡人◇広島テレビ

災（東Jktl;T・代1111区） 邸3丁目県常公民館（同）◇,1, 人幼!11H{ili追合会（長崎市）◇民 放送（広島市）◇シカゴ）し州人

◇諌！i,-牒棠協同組合（，i餌 '-9|i) 祇中学校生徒会◇20 2レン 社党長崎県泄合会◇11本行，；役 会◇恰島市長・大1句貨（籾111,1

◇北9',1濃業協l司組合（北i:’i濠 ターカドライプイン（佐世（呆 協会長崎県支部（追｝JI!分） （長 恰島市）◇愉 I:!， 9|i区長会会

Ill墳米町）◇大和1i股業協I司 IIi)◇早岐中学校生徒会◇if：； 翡年1i) 長・ 4ヽ西"!/19i(1.iIll県忙i/：!；ili)

紐合（大村ili)◇島原ll濃業協 llli品（横浜i|i浩南区）◇京都府 ◇北海i血'i9恥’/i等学校校長中 ◇帖島市社会福祉：協議会k,

同組合(I;i，1J知1i)◇1船'ii1；忍架t，1， 立城南 i;’:；校生徒会— |i；1 （京都 Illfn義（北ii,；迎iml!IIII)◇対馬 9k)il足iit(9c； 1l l i＇，し長合1晶ilil

I9i]組合（南翡米郡［国l見!If)◇．It II.f宇ifh[i)◇大平付村lt-|iil i1行等学校生徒会（下県郡厳／，；i ◇i'11 11新1111西部本社◇厳原町

91:t:と棠協lii]組合(ldj)◇南IIHll （福岡県大平村）◇長崎姓，没大 町）◇lと鯰県i't年股業行連絡 社会福祉協議会（ードリ，u：じ厳／1孔

股棠91,1,194組合(I,i]）◇京if濃業 学19i]窓会／i．I:/；支部◇在｝店長崎 協議会(i/CIll1呆I|i)◇社団法人 町）

協I叩］組合(lii]）◇打家町／此業協 眼人会 中部倍．な銀行（第 21il tI) （名 ◇窪i[．．町女（ぃ漁lも一柘l◇{i111

|9il点Il合(I;i]）◇オlii|9町農棠協同 ◇1晶脳Ii長◇1:I本労慟総同盟 占／和1i中区）〇岐’：しリ，し投老 4 県9,L鹿1印'li等学校修学旅行 2

紺合 (Iii]1 ◇ IKIII_•I約Ii此業協 Iiij 長崎地）i同盟◇藤村政子（七 ｝［クラプ（岐’'，'•県投老IIIrI 年生一l"l（石）l|リ，し鹿西町）

組合（佐IU:I和Ii)◇大西海股業 尾iIi)◇説売新1111◇長綺放送 ◇泣いて長崎救援会麻川桃代 ◇JI|「hIi¥'lli9Jll中学校生徒一

協[9,1命ll合（西彼杵郡1,41皮町）◇ ◇小坂IIrr役楊戦ll-"，1（岐阜 ◇艮的県姉人団体連絡協議会 liil(9itl,• リ，し II| 「 li[i) ◇窮崎県改

東i/t農業協届l角ll合（東彼杵Ii|； 県小坂町）◇iりIll新Ill]（第 3［りI （第 31,,IIJ)◇新ii}県村松町立 良；,，i•I女職 HIi1，ii汲会（窃綺市）◇

lilt朋町）◇戊l1111,!業協同組合 目）◇佐買小学校生徒会（」」1,し 愛宕中学校生徒会第 3分団 神奈川県立化111iにどもセン

暉！岱来1!1；愛野LLF)◇対馬牒菜 郡昨町）◇長崎新IlIltl：◇J坪l （新潟県村松町）◇北 IL'）•H,li ヽ，L ター（横浜9li鶴見l区）◇教法、'i

協l,il組合(1咽，しli|；厳原町）◇長 1印刷納涼各を実行委貝会（東点 折尾公民館 )＇(．;;：大谷派 1'’l徒（東1皮杵Ill籍皮

Ill/謀協紺人部(9:,i叫 i)◇1i家 9li文京区）◇千教紐東葛支部 ◇ RKBi9it1放送（福岡 iii中 佐見町）◇枡Ii,j，|i如 111織小学

町牒協射1人部Ii船'ii米l!IMi家 （T-策県柏市）◇堀内好r-（神 央区）◇池町子ども会（北松i91i 校（静岡 9|i) ◇ •rn· 安寺 ((!i.t,i l,'t 

町）◇祝IJ氾Iこ1l阻ll合（北松浦郡 奈川リ，し藤沢iii)◇lu名 郡小佐々町） 束松浦Ill;）◇朝 lげIt|l11大阪/'/

Ill：知）J；i町）◇ILL中11分．淡（長崎 ◇亀岡市長・谷1こl．役久◇II本 ◇JJI；賀甜等学校 2年,,.-1,1 'I：文化,,,業団（大阪市北区）◇

91i)◇寺川克己（広島県瀬戸Ill 赤十字ti: ）;（都I(.f 支部（~I'，jiii地 （和歌山県料11町）◇志布志ラ 村Ill女子，i灯業硲等学校生i,l会

町）◇神奈川県殷協，；蒻習所協 区◇長崎水'，,,,救扱チャリティ イオンズクラプ◇野村学園［刈 （東京911文京区）◇村Ill女子詔i

友会（神奈川県平塚9li)◇大和 ーショー委J1会 艮福191非り）（愛媛県野村）◇嗚 業翡等学校校長村Ill照子（東

大牟Ill地区i'i'疇最；紹会（福 ◇長崎県股業改良普及職且会 海製陶長崎県人会．労卿l合 京都文）k区）◇横紆il'I市立横

岡リ，し柳11|i|i)◇北）⑳|iIi牒業 (11，.lII:{iMi)◇沖縄県改良粋及 1111「1県必［iilili)◇fiil1新IIIII肘 9J'(t'i翡等学校生徒会（横須賀
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-tli秘：略一

叩◇サ，ポロテレビ放送（礼 ◇神iとポーリング1：瓢勁会 均リ，（人会OLille(P(ant)zonc

鉛柏1•1.虫） （福IyliIi博多Ill◇プラジI凜 lndu成riellc (10月2籾受付分まで）

I'l礼i;|；紋による復IIIfi：路（I開沌Ill))

ぷ 9迄＾

救扱物賽（市役所）
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第 8編

今後への対応，教訓と反省





長崎防災都市構想策定委貝会

甚大な被害を受けた長崎，なかでも長崎市の復典の計画策定のために．県ではこのほど「長崎

防災都市構想策定委員会」と「長崎県防災対策検討委貝会」の二つの委貝会を発足させた．再ぴ

あのような痛ましい被帯を出さない防災都市づくりを考えようというものてある．新しい建設行

政の．いわば試金石となることと思われる．

7. 23長崎大水害は．異常な集中崇雨により．土石流84箇所．がけ崩れ474箇所，土砂災甚によ

る死者237人，家屋全壊約500戸の大被害を出して，これまでの地域防災計画は根本的に見直され

ることになった．新しい防災都市づくりのための二つの委貝会については．以下の要旨のとおり

であるが，検討される内容は，

L 人口計画の再検討

2. 土地利用のあり方

3．市内河川の改修

4. 治水ダムの計画

5.住宅IJH発の規制

などの，都市計画のすべてを含む抜本的な街づくりのあり方を 1廿Jい直そうというものである．な

かでもどの程度の降雨を想定した防災計画をつくるのか， さらには防災と歴史的環境保存をどの

ように調和させるか．などの諸点のほかに，防災のための治水ダムや，河川の排水能力の拡大な

どの必要も否定できないだろう．その他，新たな建築規制の指定や，傾斜地対策も大きな問題で

ある．

ことに災雹復旧工事は57年度からがに1こするために．本年中に計画樹立の必要があるため． この

委貝会に期待されるところが大きい．

(1) 長崎防災都市構想策定委員会

1 趣旨

去る 7月23日，長崎市を製った時間雨1it115ミリ， 3時間雨iiJ:315ミリという栄雨は，長崎海洋

気象台開設以来の大雨となった．また， 7月IO日以降降り続いていた雨枇と合わせると 1,000ミリ

を超え，このため，市周辺部の本河内（奥山），川平，嗚滝等ては大規捩な土砂崩れ及び鉄砲水

により，また，市中心部の中島川，浦上川及ぴ束長崎の八郎川の氾濫により，約300名に及ぶ腺い

人命が失われ、 多くの家財と公共施設に甚大な被苫を被った．

歴史と伝統にはぐくまれた艮崎の街を，再びこのような災禍を繰り返さないために，この水轡

の教訓を踏まえ，総合的な防災対策の上に立った新しい都市づくりを進めることを目的として構

想の策定を行うものである．

2 対象項目

(I) 適正な土地利用計画

① 人ロフレーム

② 危険な区域の指定

③ 住宅，宅地開発

(2) 施設整備について

① 急傾斜地崩壊対策

② 洪水調節

③ 河川改修

④ 都市計画
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3 委員会メンバー

地｝じ16名，県外 9 名，行政機関 5 名， I ，1•30名

4 期 間

0 )，し本方針 57年12月までに

〇 その 他 58年 9月までに

長崎防災都市構想策定委員会委員名簿（五十音順）

区分 氏 名 役 職 名

鋭木）く麓 県住宅供給公社理 'jik ，リ，耀lii|i,i 靡i地）j審議会会 K~

イi 阻i, 治 辰II1祈総合科学大学こI.：学部教投，県開発建築番牡委li

伊勢［i[ 哲也 長崎大学工学部教授

JI, 」・・ ，沼 三 長崎大学経済学部助教投

'い＂水― 久 lヽ附崎新IHI取締役紺比ICj艮

Ji!>. 
! | • •島 jj· 男 県議会議ii

4ヽ Ill 緑 「中島川を守る会」会K・

金 ll」正明 三炎屯工業（株）LS崎造船所に，長崎廂工会議iりi・iIJ!1月］

小池ス イ 県婦人団体連絡協議会長

！じ
城下 fll一郎 長崎rli議会議員

椅｝I・ J哨磁 県議会議且，県都市，ihiIri地）i審議会委員

欽川 り！八郎 欽／i|エ務J,'itl:k. 県・ l|i都市，i|画‘将議会及び県1ii)発湘代会委員

}‘l 羽汎古 長崎女f・知大教投，長崎県文化財傑，；應将議会委ll

堀 太郎 十八銀行hii）jil取，長,,,;t経済Itij友会代表幹’j(

窮鯰 !i泰美 長崎rli議会，ふli

村木 岱介 長1IICj青年会議所埋’IW

) 1 •. l・・ 孝： h¥ijt |J:l」I:）ぐ＇芥¥女 j交

_ l~.. [1 1 年比i'i )L・I小1:iぐ‘'/:,91’9:'学：9|堵女i受

県 熊谷 良雄 筑波大学，，柑帥

今野修"＇ li. 福井1仮科大学教授

’9’9’’. I,9，, i 條 束iili：大学教授

新谷 洋二 東京大学工学部教授

外 三池，；と次 熊本大学：lこ学部教授

窮澤美秤雄 （財）社会開発総合研究所所・K

,9 i 川述男 11 4ゞ llfl 貨:IJH―j•J也｝i |｝f-l呪も1,.）lii!|!！J

行 大保 1!i 長lh;iリ，し介：画i且l!'ll

岡林 i(（英 L足11，:iし1，[：l:オ<:{|; l乏

翡橋｛，i 夫 建設省）し州地方建設）り）企画部k

低本敏介； 長崎iI」助役

政 窮 II I 雅一 長崎市助役
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kl崎県防災文•I 第倹討委ii 会 ，/j( 命l'，I

(2) 長崎県防災対策検討委員会要綱 （昭和57年 9月21日）

1 趣旨

7月23Elから25Elにかけて長崎県を使った梅雨iiij線による記録的な梨中豪雨は，長崎市を中心

に県内各地に甚大な被寓をもたらした．

特に，長与IIIIにおける降水批は，時間当りわか国観測史上第 1位の187ミリを記録，死者，行方

不明者数は，一つの自然災苫としては昭和34年の伊勢湾台風以米の299名に達し、なかでも山崩

れ，こl.：石流等によリ多数の人命が奪われた．

この7.23長崎大水也を教，UIIとして「県民の生命、財廂の作，護を般條先」とし'』|脊報の収集，伝

逹Jj法をより的確かつ迅速に実施し，地域住民の避難体制等の確立と防災l関係機関の連携、役割

について再検，；寸することを目的とするものである，

2 検，i寸fJ'i1,1 

(I) i¥,i報等の収集及び（公辿

① 気象1l,J報及び災‘,•. ,,:状況の把j屈

② 防災1関係機関への'h'i報伝逹

(21 避難体制の確立

③ 災固危険地域住民への1’1,i報伝逹

④ 地域防災，＇「画中の予，腎報砕の伝達i|•!！hi

① 地域の実態に応じた避難体制の確立と住民への広報

② 二次災‘,！fII）j止のための避難休1|j1)

(3) 災湛危険箇所の指定と地域住民へのIiil知徹底

(4) 災苫時の防災関係機関の役割と述携

3 構成（別掲）

4 検討期間

昭fLl57年12月末

長崎県防災対策検討委員会委員名簿（五十音順）

会長 4ヽ 田浩爾 （長崎県総務部長）

委 ll 池山 剛 （長崎県総務部旭鉢課長）

II 柏 11l 絡幸 （長崎県生活輻祉部次ltlIt社会諜長）

II /JII i／泰 i,'i （長崎県腎寮本部特備課長）

＂ 甲麦I:tl l団］ 彦 （長崎県総務部ii,jll）j防災課長）

＂ 
4 ヽ，鳥•)|： ii'i （長崎県土木部河川砂防課長）

＂ 柴 /JJ( 三郎 （長崎市建染指禅部次長枇建築指袢課長）

II 提 勝敏 （長崎県辰崎土木事務所長）

＂ 堀 和之 （長崎市総務部企画課長）

＂ 源 幸之助 (iもii岱rIIiHI坊｝詠『fIIJji股L乏）

＂ 
f、1' 瀬 I/J{ （長崎県秘湘課主幹）

II 森 健一郎 （長崎県／｝と林部森林保全課長）

II 山形英雄 （長崎i11/.I羊気象台予報課長）
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第8糾 今後への対応，教，ill1と1よ省

長崎県災害対策本部

長崎県災害本部の組織及び編成等は，「長崎県災害対策本部条例」及ぴ「長崎県災害対策本部規

程」等の定めるところによるが，概要は次のとおりである．

111 系統

名 称 位 附 所 9CtL : 区 域

長 長崎地対方策本災唐部 長崎土木事務所 長崎市，西彼杵郡の一部
長

崎
大瀬戸 II 大土瀬木戸事務所 西大彼島町町，， 崎西海戸町町， 大瀬戸町， 外海町，

長
県

崎 災 諌早・大村 諌早土木事務所 諌早市，大村市、北翡米郡
II 

県 也：
県北 佐北世松保浦市郡，， 平東戸彼市杵，郡松浦市，災 対 II 

県北 振 典 局

［ 
唐 策
対

地
島原

＂ 
島原振典周 島Iitrli.「栢泊j外;ii|;

策
方

現
本

五島 II 五島支庁 福江市．南松浦郡

地

本 部 也 l岐 も岐 II 壱岐郡
II 

部

対馬
II 

対馬 II 上県郡，下県郡

(2) 設置基準

県災甚対策本部、県災曹対策現地本部及び地方災者対策本部の設骰基準は次によるものとする．

ア 県災専対策本部

（ア） 災害が発生し，または，災者の発生が予想され，その規模及ぴ範囲から本部を設骰して応

急対策を必要とするとき．

（イ） 前記（ア）ほか，著しい激甚災者で，特に応急対策を実施する必要があるとき．

イ 県災苫対策現地方部

災宮地が，県本部から辿賑の場合または県本部と県地方本部との通信連絡に円滑を欠〈場合，

その他必要に応じて主要災害地に設骰する．

ウ 長崎県災害対策地方本部

（ア） 県本部長が設置の指示をした場合．

（イ） 管内に大規模な災害が発生し，または発生するおそれのあるときは，県地方本部長は，県

地方本部を構成する機関の長と設骰について協議するものとする．

なお，県地方本部を設骰したときは，県地方本部長はすみやかに県本部に報告するものと

する。なお，廃止したときも同様とする．

ェ 県本部の廃止

県本部は，災審の危険が解消し，またはその災害の応急対策が完了したと県本部長が認めた

とき廃止する．
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長崎県災忠対策本部

(3) 組織及び分掌事務

県本部，県災害対策現地本部， 県地方本部の組織及び分掌事務は次のとおりである・

長崎県災害対策本部組織図

本 9‘

、
立
＂ 長

副 ↓ヽォ ＇ 立
"

長

公交教出土農水労経 J悶保生知総現
話事務地

安辿育納木林産働済）立健伽直連
祉｝／討絡本

音II惰II音liif|I ifII if| ；音II作|I音II惰IIt¥11音Ii}］1 ；名II惰II

唸'I I I I l 向 I I’ 郡 1 森 l l i l’ 向 I I l 労・

i1iii 川 市林 体政

実輸教出用住建砂空港道計監保林畜 IB/1/，'ii耕金此水労輻

施送育納地宅築防池 i窃路画理全務廂芸廂地融政脂務祉

班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班』冒

総

務

対

策

班

学

事

班

市

町

村

対

策

班

慟

貝

班

職

貝

厚

生

班

財

政

班

管

財

班

税

務

班

康秘

魯

班

企

画

班

広

報

班

救

助

班

福

祉

一

班

福

祉

二

班

輻

祉

三

班

生

活

班

交
通
安
全
対
策
班

医

務

班

公

的

病

院

班

医

療

救

淡

班

薬

品

沢

材

班

環

境

保

全

班

環

境

衛

生

班

中

小

企

業

班

班 恥

班 貝

長崎県災害対策地方本部

長
崎
地
方
本
部
＇
~

大

瀬

戸

地

方

本

部

諌
早
大
村
地
方
本
部

県

北

地

方

本

部

ハ

島

原

地

方

本

部

五

島

地

方

本

部

也

岐

地

方

本

部

対

馬

地

方

本

部

地 方 本 部 長
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第8;1，，I今後への対応，教，il1と1丈省

[> 6月11日（金）～27日（日）

・入梅後17日間連続して降雨なし

[> 7月11日（日）

•長崎市に 131.5 ミリの雨批（長崎梅洋気象台）

[> 7月20日（火）

・同243ミリを記録（同上）．この日までに598ミリ (7月の平年降水批314.4ミリを上回る）に

達する

[> 7月23日（金）

•朝 気象庁梢報「西日本（大阪以西）に大雨の恐れがある」

・ 13: 50 長崎地方に波浪注意報発表（長崎海洋気象台）

・ 14 : 20 壱岐，対馬に大雨洪水替報発表（同上）

• II 長崎県災害笞戒本部設骰

• II 長崎県水防本部設附

・ 15 : 25 長崎地方に大雨洪水強風雷雨注店報発表（長崎悔洋気象台）

・ 16 : 50 長崎地方に大雨洪水警報発表（同上）

• II 県警察本部災害警備本部 (B号体制）設骰

• II 県下25瞥察署に現地災害警備本部を設骰， 1,665名を招集し，避難誘媒，救助等，災

害警備業務に従事

・ 17: 00 五島地方に大雨洪水警報発表

・ 19 : 16 長崎駅発上り特急「あかつき 4号」から全面ストップ

・ 19: 30 県警察本部は災害警備本部を A号体制に拡大

・ 20 : 00 諌早市，災害・対策連絡室を災害対策本部に切り替え

・ 20 : 30 県災審対策本部を設骰

• II 県警察本部災害替備本部は，報道機関を通じて，市民に対し，早期避難を呼ぴかけ

・ 20 : 40 大雨梢報第 1号（長崎海洋気象台）ー以下25日までに20号を出す

・ 21 : 40 県，陸上自衛隊大村駐屯地に災害派造出動を要睛

• 22 : 00 長崎県災害救助本部を設骰

• II 長崎市に災雹救助法を適用

• II 長崎市，災審警戒本部を災害対策本部に切り替え

・災害llO番 (10名体制）を設骰

・ 22 : 40ごろ 川平町地区の治山ダムの一部が決壊， 30数名生き埋めとなる
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・ 12遣体を収容

I> 7月24日(±)

・ 4: 00 県警災害警備本部は死者41名，行方不明262名，孤立105名，その他被害状況を発表

・ 5 : 30~11: 00 災害救助法を多良見町，飯盛町，長与町，時津町，諫早市，三和町，琴海

町，大瀬戸町，外海町に適用

・陸上自衛隊活動開始

•海上自衛隊，輸送船により復旧施設用車両を長崎港搬送などの活動開始

•海上保安部活動開始

・日赤，国立長崎中央病院に対し，医療救護班の待機体制を依頼

・市災者対策本部では，身元不明遺体の安附所を市公会堂内に設附

・断水地区へ給水車，給水船で応急給水開始

・県議会，災害対策本部を設骰

・県議会災害現地視察（浜町一帯及び中島川流城）

・ 10 : 00 政府は「災害対策関係省庁連絡会議」を開く

・救援物沢の受付，災審救助法適用市町への輸送開始（総合福祉センターに集荷．区別梢出し．

28日から国際体育館を追加）

・I祈水した水道の応急復旧活動開始

・道路，河川の応急復旧工事開始

•長崎港内へ流出の木材収集開始

・県営パスは長崎一長崎空港線を朝から 1時間毎に運行開始

・県赤十字血液センターでは保存Jill液不足を予想し，献Jill協力を呼びかけ

・衛生公社，下li'i会社によりし尿収梨活動開始

・商店の地下部分排水のため，排水ポンプ15台緊急貸出し

•銀行協会に対し，罹災預金者に対する特別措骰実施を依頼

・災害住宅相談所の設附を長崎市に要詣

・ 13 : 20 政府、長崎大水害に対処して「梨雨非常災害対策本部」（本部長・国土庁長官）を設

臨発足

・ 18 : 20 土砂崩れ等による生き埋め個所は，長崎市内を中心に31か所と災害対策本部発表

• 18 : 30 県，「災害防疫対策本部」を設骰

・県普災審警備本部，現地災害警備本部は山崩れ，がけ崩れ887か所，生き埋め47か所に出動，

被災者の救出，遺休収容等のほか，警備艇 3隻を長崎港に投入，捜索にあたる
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り〗 S i袖i/rt炎への対応，教，Jllと反省

・ 104遺体を収容

~ 7月25日（日）

・政府の災審調J1f.団（団長・松野国土庁長官）来県

・災・,1;:救助法を新たに西彼町，琴海町，大瀬戸町，外海町に適用

・知事災唐視寮（中島111-;il,f，市中心部， Ill平町）

・災寓義扱金受付開始

・!祉用促進事業団，住宅30戸を被災者に提供

．孤立状態の矢上地区， J炎木地区へ米の緊急、輸送

•福岡県・佐賀県に給水車の応援要，il’i

・漁業取締船「海王丸」を緊急物賽輸送用に配備，さらに全船に対して緊怠出動体制を確立

・県議会現地調在（長1II奇班・西彼班）

•福岡県機動隊が応援のため， 220人到滸，活動開始

•各傑健所の防疫体制を整備

・政府系金融機関に対し，長期，低利の緊急融託既往融森の侑遥猶予等特別措附の実施を依

頓

・ごみ，土砂等の応急場所を指定（勝山小学校等16校グラウンド，神ノ島工業団地J1]地等 6か

所）

•土捨て場について長与・時津 8 エ区埋立地を決定

・災寓住宅相，；炎｝り「高性を飯盛町に要iih

・道路決壊による通行禁止措附を固道25か所，県道27か所，その他37か所で実施

・マイカー自粛の広報活動実施

・県笞は，ヘリコプターによる被；杯調在，防犯広報を午前 1回，午後 2回実施 (-3!EI)

・ 14 : 県‘i灼バス長崎～時津線の臨時便並ぴに接続する安田産業汽船の定期船（時津～空港）

について，県交通局・安Ill産業汽船の増他ダイヤの調整を行うとともに海運局長

綺支局及ぴ長崎陸述事務所を通じ福岡陸迎局へ運行許可を要望 (7月26El始発より

述行）

• 16: 国鉄長崎本線・佐1リ：保線・大村線・松油線について早期復旧を1"1司鉄道管理局およ

び長崎駅へ要望

• 50逍体を収容

~ 7月26日（日）

・天皇・皇后両陛下より御下賜金，皇太子・同妃両殿下よりお言策を！！易る
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災‘,1 ; 11,:t 

・建設省の「非常災＇甚対策本部」は中島川，浦上川を激特事業に指定することなどを決定

・自治省は1罹災市町村に対する普通交付税の一部を繰り上げ交付を決定

・県経済：¥II調在による商上業関係の推定被＇，！ 9::額は約950（立1-l］の見込みと発表

・知'l>災古視寮（東長崎地区）

・iliH［佐世保地）j隊，水不足の淡木地悩へ給水船を派逍

•佐質県応援隊給水開始

．，，東早市救援隊， L<崎市の要油てl•本作業，給水作棠に出動

•水廂試験場調任船 (2 隻）を長崎港内の行）i不明行の捜索に配給

・披災地への「にぎりめし」救援（継統的に実施）

・米を）災木港から千々へiiii-上輸送

・破災市町村，被災現場へ11i喉ll連絡liとして県職li派造

・ガス施，没復IEI応援車両に小ケ介岸壁用地を無料間放

•川平，大柚団地の災 ',lf復 1|l」こ事開始

・県悩＇住宅空家 40戸を被災者に開放

・住宅相談所，没iiit（長綺iii)

・ごみの搬出について県 1、ラック協会等に応扱依頼

・艮崎市， ごみの収集活動を開始

・廃品仮投菓場所，土砂捨場等に県イー［港沌施設を1)il放することに決定．これについて報逍機1見1

と民間の協力を要，；，｝

・防疫体制の地区割決定（県・長崎市）．県担当は東L妙l{｝地区， I災木地区， El見地区， こみ恥柏

地，主要幹線道路

•佐槻保 i|iでは県内各市と協力して，艮崎IIiに消批班を派逍

・1災木地区の防疫指祁および緊怠、ii,i，}j;(~3111, 延ぺ63人）

・伝染病］’li)jビラ作成 (1JI5,000枚）

・緊怠、ii,i晶（築IIII)

・緊怠防疫の"l'噂器あっせん

, l|i町村（組合），業界に対し， し尿収船応援要，i1,i

・応援によりし尿収艇活動l)f•1始（南 i:":j· 東彼地区のし尿処理一部事務組合，県環境保全協会，

県環境整11iii9:li業協同組合など）

・県錨人団体連絡協議会、県甘年団連合会等に対し，知ボがポランティア活動参加を要，i1,i、ボ

ランティア活動開始
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第 8紺 今後への対応、教，JIIと反省

・災害復旧，避難のための学校施設開放をあっせん

•長崎市内の被災者救援，復旧作業のため，交通総屈抑制対策を推進

・県警災害相談センター (12名体制）を設骰

・ 55遣体を収容

・義援金 11件 3,530万9,735円

・ 22 : 00 県警災審筈備本部発表．死者227名，行方不明94名，負傷273名，家屋全壊189戸他

I> 7月27日（灼

・ローマ法王から水害による犠牲者の安息を祈るメッセージが寄せられる

・知事，長崎市長らと会い，八郎川の追加指定その他の復旧対策を協議

・日赤県支部，東長崎地区他で本格的救援活動

・日本水難救済会島原救難所では救援物費輸送のため，島原港より長崎港へ緊急出動

・日本消防協会，緊急給水用ろ水機10基を県災害対策本部へ贈る

・知事災者視察（外海町，大瀬戸町，茂木地区，奥山地区，嗚滝地区，市中心部）

•福岡県応援隊給水開始

•生鮮食料品緊急輸送車200台承認

•国鉄救援物賽無料輸送を開始(~ 8月26日）

・九州商船敗援物賽無料輸送を描l始(~8月26日）

・道路公団（パイパス） ・建設省（国道34号） ・県菩本部へ長崎市内へ入る生鮮食料品等愉送

車両について，交通規制の一部緩和を申入れ (7月28日早朝より通行可）

・緊急消森（築町，中央橋，寺町，万屋町）

・東長崎地区消粛 (-31日，延べ328人）

・ごみ集梢地の小中学校校庭 7か所，神ノ島等埋立地 4か所および幹線道路の消森(~8月5

日）

・応援によるごみ，土砂等の収集活動開始 (1市15町，造園業協会， 1、ラック協会， 自家用自

動車協会， 自衛隊など 8月4日までに延べ526台）

・県建設業協会，県トラック協会，県自家用自動車協会に対し，災害復旧の協力要硝

・道路，住宅等堆梢土砂・ゴミの排除作業開始（浜町，浦上地区及び東長崎地区）

・農薬が流出した場合の危被憲防止について全病害虫防除所，全普及所へ指導撤底を指示

・道路損壊等により 79か所で，全面，片側，大型車両通行禁止などの交通規制を作施

．笞備艇 3隻，県警ヘリコプターを橘湾に投入，捜索を実施

・ 16逍体を収容
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・義援金12件 609万4,632円

C'7月28日（水）

・県内の農林被杏は373億円と県災寓対策本部発i<

•長崎市の28 日までの被憲は980倍円と市議会全員協で市長発言

・衆議院災審対策特別委員会調在団米県（委員長・ II[俣健二郎代議士）

・知事災寓視察（琴渾町，時津IIIT, 長与IIII，多良見町，飯盛町，疎早市，滑石地区）

, 191見地区消森（消批班ヘリコプター愉送．～31FI, 延べ56人）

，福岡県・佐賀県から防疫応援のため米県，防疫活動開始(~8月3|］，延べ66人）

・市内臨時対応地区消枇（嗚滝，滑石，八幡，奥山地区）

・東長崎地区に長崎市民病院医療救，護班が'iii.![i(I展扉li3名，看邁婦 5名）

•長崎市周辺町に対し「災杏復典住宅賽金」 1花付等に対する説明会を［｝廿 fii! （長崎土木事務所）

・応遼＼仮設住宅の100戸建設を決定

・災苫住宅相談所設樅をクト海町に要il'i

，高校生のボランティア活動開始(8月71,1現在，県立翡校11校，延べ8,422人，私立高校 3校，

延べ810人）

・⑯ステッカー交付停止，県菩に引継ぎ，緊、な輸送99i両確晶，［［明出発行開始（公用車，物賽愉

送についてのみ）

, 13 : 県公安委貝会は，国道34号長崎パイパスでの一般交通を全面的に禁止

・道路机壊等により， 98か所で全而，片側，大型車両通行禁止等の交通規制を実施

•福岡県狩区機動隊および佐賀県狩区機動隊218 人到杓，福岡県機動隊は交替して帰肌

•川内地区 2 家族 8 人の合同非執行

・ 35逍体を収容

・義援金68件 1億1,380万8,453111

[> 7月29日（木）

•中 191 友好協会 (II;承志会長）より知事あて見舞＇iじ報

・災苫救助法の適用期間延長

・知事災害視察（三和Ill]·, 芭塚，市 1^•I. 心部）

・無償提供の救援活動用ヘリコプター到滸 (7月29日13時30分～ 8月2日11時まで運行）

・通勤・通学の輸送を確保するため， 7時～ 9時， 17時～19時の間，定期バスの長崎パイパス

乗入れについて，県交通局・長崎パス・西肥バス•島鉄バスとのダイヤ調整協議及び独運事

務所に通行認可要望 (7月30日始発より運行）
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•国道34号バイパスおよぴ国道206号，一部202号の交通規制を実施

・郵便局救援物賽無料取り扱い開始

，激甚災甚の指定を要請するための実態調在等の実施（調壺事業所1,532件，調在延ぺ人貝162

名）

•国際体育館を救援物森の防鴻として提供淵始

・市内臨時対応地区消1/J;(I防滝，川平，銅座，城山，西山地区）

・応急仮，没住宅発注（大瀬戸町）

・ 13逍体を収容

，義援金28件 1, 703))'3, 754円

[> 7月30日（金）

・知事災＇甚視寮（中島川周辺，奥山，ピ塚，束長崎地区）

・ iii 内臨時対応地区消•i/J; （本河内，春木，銅座）

，橘浣を中心に流木等が拡散しておリ，漁船の航行操業に支障をきたすため，国に補助事業に

よる海而消抽を要望

•長崎市水＇甚対策本部内に「水',^1;：相談コーナー」を開設

•長崎市の住宅の応急修埋，障＇甚物の除去は県で実施することを決定

・仮，没建築物に対する制限の緩相承認．対象市町 2iii 8町．（長崎市，諌早市，三和町， 多良見

Ill]，長与町，時津11/J, 琴梅町，飯盛町，大瀬戸町，外海町）

・応急、1/ii，没住宅発注（三利I町，琴海町）

．艮与・経由の国鉄長崎本線は長崎ー大・1;,:Ili1で部分開通

•長崎パイパスの通行禁止を， 7 ～ 9時， 17-19時の 2/jj/ 4時間に限り解除

. 2逍体を収容

•投援金78件 5,623万8,310円

[> 7月31日（士）

•県と市町村に対する粋辿地方交付税の繰り上げ交付が決定

・県災出対策本部がまとめた30日現在の被甚総額は約1,989億円と発表

・知事災寓視察 (El見トンネルー’階）

・県機動隊アクアラング，長崎•佐［せ保潜水協力貝の協力を得て，本河内水源地，東長崎八郎

川河l]での捜索活動実施，水没車両を多数発見， 2追体収容

・陸上自衛隊は一部のゴミ撤去班を除き，撒収

•福岡県管区機動隊および佐賀県管区機動隊焔県
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・市内臨時対応地区消枇（本河内地区）

・廃品仮投菜場所及び土砂捨場としてさらに神ノ島工業団地の一部を1it]放することを決定

・網場プールを地域住民の洗濯場として開放

・トラック、タクシーの長崎バイパス乗人れについて，県腎本部に ljliiU(3トン以上トラック，

侮El12-4時，タクシー，バス・終日通行可）

, 2逍体を収容

・義援金91件 7,642万8,4461月

I> 8月 1日（日）

•長崎バイパスの規制を一部緩和， タクシーの通行解除

・ii/)上自衛隊撒収(8月 111現在，延ぺ291人，ヘリコプター26機，給水車 3liiii，給水船 5位）

I> 8月 2日（月）

・参議院災古対策特別委貝会調在団（委員長，福1/¥J知之，，義貝）米県

・県議会緊急、全且協議会を開き，激甚災古の早期指定要J,'iなどを協議

．］遺体を収容

・義扱金80件 6.627万7,704円

I> 8月3日囮

.灰|l-'.J・;災甚視察（布津町，北有馬町，｝JII津佐町，小浜町）

•長崎バイパスの大型自動車（マイクロバスを含む）の通行禁止を全面解除

，死者22名，行）i不明 2名を出した本河内町奥山地区で合lri]葬儀

・ 5 Jlt-:i¥'18名死亡した北高飯盛町て合同葬儀

. I逍体を収容

，義援金112件 5,247Jf8.300円

I> 8月 4日（水）

・文化庁は今次災苫による国指定文化財の被‘，杯を 3億5,000万円と発表

，県災古対策本部による被寓見込総額は 41:1現在で3,046億6.600万1:1．］と発表

・知事災湛視泰ポランティア活動激励（県総合福祉センター，国際体育館）

•長崎港元船地区の災唐復 II]エ'.ji. （泊地浚渫こl:'.ド)|}f-l始

・義援金35件 ］，434万3,41011)

I> 8月 5日（木）

・知事・県議会議長上京し．政府，自民党、県選出国会議貝に災虚復IE9要望(~6 El) 

・災雹救助法適用期間の再延長

-299-



第 8編 今後への対応，教，illlと以省

・県災苫防疫対策本部では，災苫後の伝染病その他の発生もないとみて安全直言を発表，解散

・陸上自衛隊撒収 (8月5I]現在，延べ 1万8,879人，ヘリコプター49機，ダンプカー180両）

.,,lii,：/j神社では常任委貝会を開催し、秋の大祭「長崎くんち」は予定通＇）開佃することを決定

. 2造休を収容

・義抜金75件 3,799万2,490円

I> 8月 6日（金）

・大水古から 2週間 l'I, 県災雹本部は死者293名，行方不明 6名，負傷者591名，その他の被審

状況を発表また，県笞，佐賀，福l岡県榜の応援部隊を含め，腎寮官 1万8,671名，海上保安

部は巡視艇128隻，統空機12機，保安官2,130名，自衛隊は延べ 1万8,000名，その他市消防局，

消防団の動員数を発表

・橘浣海域の海i齢 '1抽実施 I~7 Fl) 

・ボランティアにより中島川周辺，松山陸上競技場周辺のごみ除去作業（長崎女子商業高校生

徒200人，長崎南！l|高校生徒350人）

・義扱金90件 l, 259)j6661'、I9]

I> 8月7日（土）

．始1見1建設大臣来県

・知事災憲祝察（ピ塚，＇卜島川周辺，り 1)上川学舎橋，川平町，東長崎）

・義援金50件 1,800万9,132円． 累 '1|•730件 5億660万5,032円

I> 8月 8日（日）

•鈴木首相米県，嗚滝地区その他を視察

・知事災固視寮（嗚滝，川平地区）

I> 8月 9日（月）

・気象庁は西彼杵郡長与町の 1時間降雨絨187ミリは，観測史上第 1位であることを正式確認

I> 8月19日（木）

・緊急、災苫救助1'1，応急災寓復II：噴など総額136億3,900万円に上る一般会計補正予鉢を知事に

よりが決処分

・死者23名，行方不明 2名を出した本河内IIIT3丁目の合同慰虚祭

I> 8月20日（金）

・通行不能となっていた国道34号線開通．交通規制中の長崎バイパス，国道206号線も解除，幹

線道路すぺて正常に戻る

・激甚災寓指定地域に新たに佐世保，島原市など 5市21町を加えて，計 7市29町となる
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~ 8月22日（日）

・未明，長崎市ー’iifに再び索雨製米，茫塚町など被災地100•世僻が避難

~ 8月23日（月）

・県災審対策本部，県内の最終被者を発表．死者294名，行方不明 5名，祖傷16名，軽傷789名，

被苫総額3,153億1,300万円

・県警災甚跨備本部を災寓賢備連絡室に切り替える．これまでの腎寮官動貝数 2万5,194人(f4・.

賀，福岡応援も含む）

•長崎市主催による 257柱の大水苫合同葬を市公会堂で執行

~ 8月24日囮

・中島川石橋群の残がい収集作業を長崎青年会議所会貝有志で行う

~ 8月30日（月）

•長崎大学大水害学術，凋在団（団長・伊勢田哲也教授）は 1 か月にわたる災害調在結果を発表

~ 9月1日（水）

・県災寓対策本部，業務を縮少，水；格関係のIl}］合せは各所腎諜で受付け

•長崎市消防局その他共催の消防Iぎl1貝合同非を市公会堂で営む

~ 9月 5日（日）

・全国から県，長崎市に寄せられた救援物森は、 2万7,000件に上ったと発表

~ 9月11日（土）

•長崎県知事の諮間機関「長崎防災都市構想策定委貝会」が発足
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兄
の
方
、

私
も
、

近
所
の
家
の
手
伝
い
、

冦
水
品
を
洗
い
、

学
校
へ
の
召
見
、

か
わ
か
す
と
い
っ
た
よ
う
に
。

た

そ
の
他
多
く
の
人
々
の
暖
か
い
励
ま
し
と
ご
援
助
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
助
け
の
な
ん
と
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
て
し
ょ
う
。
こ
の
人
と
人

と
の
協
力
の
大
切
さ
と
い
う
の
も
、
長
崎
の
人
た
ち
に
は
大
い
に
学
ん
だ
こ
と
だ

と
息
い
ま
す
。
他
県
か
ら
の
救
援
物
賽
や
義
援
金
（
戸
町
中
に
も
、
二
校
か
ら
義

扱
金
か
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
）
。
こ
う
い
う
こ
と
か
あ
っ
て
こ
そ
、
長
崎
の
復
旧
か

現
在
、
私
た
ち
は
何
不
自
由
な
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
災
雹

の
爪
あ
と
は
残
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
許
通
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
度

あ
の

H
を
枷
り
返
っ
て
、
あ
の
恐
怖
と
悲
し
み
、
自
然
の
力
の
偉
大
さ
、
そ
れ
に

も
妍
し
て
の
人
間
の
力
の
悼
大
さ
を
心
に
深
く
刻
み
込
み
、

明
11
の
生
活
へ
の
糧

時
の
う
れ
し
さ
と
安
心
感
と
い
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ま
し
た
。

真
っ
暗
な
中
で
、
ま
ん
じ
り
と
も
し
な
い
一
夜
が
明
け
、
雨
も
小
降
り
に
な
り

「
あ
あ
、
人
間
っ
て
な
ん
て
強
い
ん
だ
ろ
う
。
」

い
た
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
抒
え
る
気
力
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
た
ま
っ
て
池
の
よ
う
で
す
。
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と
な
っ
て
は
。

人
宅
に
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

り
な
が
ら
家
に
向
か
い
ま
し
た
が

濁
流
の
た
め
家
に
は
戻
れ
す
、
そ
の
夜
は
友

に
つ
か
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。

飛
ひ
お
り
、
濁
流
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に

て
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
泣
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

い
ま
ま

問
題
を
解
く
こ
と
に
炒
中
に
な
っ
て
い
た
私
た
ち
は
、
川
の
そ
ば
に
あ
る
塾
か

上
川
内
の
人
と
、
心
恋
二
さ
ん
と
帰
っ
て
来
た
，

そ
の
次
の
朝
か
ら
、

そ
の
日
私
は
‘

そ
し
て
、

ま
た
元
の
話
に
も
ど
る
が
、

こ
子

v
と、

1
1
 

た
。
し
か
た
が
な
い
の
で
、

た
。
そ
れ
か
ま
た
き
つ
い
こ
と
。

買
い
に
こ
ら
れ
た
人
は
江
の
湘
か
ら
買
い
に
米
ら
れ
た
。

「
今
日
は
雨
の
ひ
ど
か
け
ん
、
早
う
終
ろ
う
て
こ

か
ご
飯
に
多
か
っ
た
か
ら

少
し
気
持
ち
か
悪
か
っ
た
。

た
き
出
し
に
行
っ
た
。

一
番
は
し
め
に
、
の
り
子
さ
ん
の
お
父
さ
ん
か
出
ら
れ
た

「
こ
の
ご
ろ
雨
ば
っ
か
り
ね
ご

こ。

1
し
ま

I
'
こ
、
っ
し
ょ
こ
，
宙
っ
て
来
た
の

1
1
 

を
し
て
ラ
イ
タ
ー
を
買
っ
て
ぃ

t
,
J
ー
そ
の
ー

1
し

私
の
家
て
一
分
く
ら
い
雨
や
ど
り

に
侶
し
ら
れ
ん
と
は
っ
て
い
た
。
私
も
二
家
族
の
命
が
い
っ
し
ゅ
ん
の
う
ち
に
失

わ
れ
た
と
は
う
こ
と
は
今
で
も
と
て
も
似
じ
ら
れ
な
い
。

死
体
を
出
す
作
業
か
は
じ
ま
っ
た
。

父
は
現
場
に
、

サ
よ

少
し
し
か
出
な
い
水
て
た
く
さ
ん
の
茶
わ
ん
を
洗
っ
た
。
袖
も
の

私
の
家
の
店
の
兵
料
品
も
見
る
見
る
間
に
な
く
な
っ
た
。
辿
く
か
ら

死
体
は
三
日
目
に
出
て
し
ま
っ
た
。
死
体
を
ほ
り

だ
す
作
業
が
終
わ
る
と
父
は
す
く
に
帰
っ
て
米
た
。
父
は
泣
い
て
い
た
。

私
は
そ
れ
か
ら
す
っ
と
お
じ
ぞ
う
さ
ん
や
と
ん
さ
ん
（
神
様
か
祭
っ
て
あ
る
所
）

必
す
大
野
先
生
の
家
族
の
人
た
ち
と
大
野
の
り
子
さ
ん
の
家
族
の
人

が
や
す
ら
か
に
ね
む
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
い
の
っ
て
い
る
。

こ
の
水
也
で
一
番
困
っ
た
の
は
水
だ
。
私
の
家
の
水
は
山
水
て
、
そ
の
タ
ン
ク

か
う
ま
っ
て
し
ま
っ
て
タ
ン
ク
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
そ

れ
て
水
が
で
な
か
っ
た
。
飲
料
水
は
、
近
所
か
ら
も
ら
っ
た
が
ふ
ろ
か
だ
め
だ
っ

川
の
水
を
姉
と
母
と
私
と
て
バ
ケ
ツ
に
く
ん
で
入
れ

川
は
近
い
が
ふ
ろ
に
回
る
ま
で
が
。

そ
れ
か
な
か
な
か
た
ま
ら
な
い
。
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
す
ぐ
た
ま
っ
た
水
が
今

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
水
か
ど
ん
な
に
大
切
か
か
し
ゅ
う
ぶ
ん
わ
か
っ
た
。

と
友
人
と
油
し
な
が
ら
、
降
り
続
く
雨
の
中
を
学
苦
塾
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

大
つ
ふ
の
雨
、

か
さ
を
さ
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
休
の
中
に
ま
で
染

み
込
ん
て
く
る
雨
に
甜
れ
な
が
ら
、

や
っ
と
の
こ
と
で
塾
ま
で
た
ど
り
つ
く
と
、

と
い
う
先
生
の
再
策
に
う
な
す
き
、
数
学
の
問
題
を
一
生
懸
命
解
き
始
め
ま
し
た
。

す
で
に
濁
流
に
囲
ま
れ
て
い
た
の
に
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
時
過
ぎ
、

か
氾
濫
し
て
い
た
の
で
す
。
道
路
に
は
水
が
あ
ふ
れ
、
川
と
化
し
、

ち
に
も
う
床
の
上
ま
で
水
か
あ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
足
の
先
か
ら
凍
り
つ
く
よ

う
な
恐
怖
感
。
わ
き
起
こ
る
悲
嗚
と
怒
号
。

「
早
く
逃
げ
な
け
れ
ぱ
。
」

消
防
団
の
人
た
ち
や
男
子
の
指
示
に
促
さ
れ
て
、
窓
か
ら
川
と
な
っ
た
道
路
へ

何
も
持
た
ず
に
避
雅
し
た
の
で
、

み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
、
腕
ま
で
水

か
さ
も
靴
も
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぶ
甜
れ
に
な

友
人
宅
か
ら
家
に
地
話
を
か
け
て
も
つ
な
が
ら
ず
、

み
る
み
る
う

そ
の
う
ち
、
テ
レ
ピ
や
ラ

そ
の

H
、
私
は

i

曹

9
:
~

，

... 

|

1

、

i)
町
叶
守
枚
三

i
f
J
I

オ

大
水
害
を
乗
り
越
え
て

ル
リ
子
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こ
の
兄
ち
ゃ
ん
が
い
た

0

い
と
こ
の
お
じ
ち
ゃ
ん
か
、
「
絨
せ
き
の
所
の
様
子
を
見
に
い
か
ん
ば

で
け
ん
」
と
言
い
、
行
っ
て
し
ま
っ
た

G

十
五
分
ぐ
ら
い
す
る
と
、

ふ
ろ
に
入
れ
な
い
の
な

お
じ
ち
ゃ
ん
が
青
い
頷
を
し
て
帰
っ
て
米
た
む

「
生
き
う
め
の
ご
た
っ
。
声
の
間
こ
え
る
」
と
言
っ
た
。

ど
れ
ほ
ど
私
の
心
を
苦
し
め
た
か
今
に
な
っ
て
も
思
い
出
す
こ
と

そ
の
こ
と
を
測
い
て
父
が
飛
ん
で
い
っ
た
。
行
く
前
、
私
は
父
に
、
「
お
父
さ
ん

ま
で
生
き
う
め
に
な
り
ん
し
ゃ
ん
な
よ
」
と
言
っ
た
。
父
は
だ
ま
っ
た
ま
ま
で
な

ん
に
も
言
わ
な
か
っ
た
む
私
は
少
し
心
配
だ
っ
た
令

そ
の
夜
は
こ
ん
な
ふ
う
で
ふ
ろ
に
は
入
れ
な
か
っ
た
e

ら
起
き
て
い
て
も
な
に
も
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
ね
む
た
く
な
く
て
哀
た
今

そ
の
時
は
確
か
十
一
時
三
十
分
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
も

一
時
か
二
時
ご
ろ
だ
っ
た
か
目
が
認
め
た
の
で
起
き
た
。
ざ
し
き
に
窮
て
い
た

の
で
み
ん
な
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
養
の
間
へ
行
っ
た
ら
、
歩
く
所
も
な

い
よ
う
に
人
か
寂
て
い
た
も
店
の
方
へ
行
く
と
、
祁
原
の
兄
ち
ゃ
ん
と
姉
と
い
と

い
と
こ
の
兄
ち
ゃ
ん
に
「
生
き
う
め
に
な
ら
し
た
人
助
か
っ
た
と
ね
L

と
間
い

た
ら
、
「
二
人
は
助
か
ら
し
た
と
や
ろ
う
」
と
は
っ
た
の
で
少
し
安
心
し
た
。

そ
れ
か
ら
藤
原
の
兄
ち
ゃ
ん
に
ア
イ
ス
を
お
ご
っ
て
も
ら
っ
た
e

そ
の
時
や
っ

同
じ
く
｀
生
き
う
め
に
な
っ
っ
て
死
亡
し
た
大
野
の
り
子
さ
ん
の
兄
さ
ん
の
憲

ニ
さ
ん
は
、
消
防
団
貝
だ
っ
た
◇
私
の
父
も
四
か
月
前
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
消
防
部

長
だ
っ
た
。

だ
か
ら
消
防
の

JI
練
の
時
見
に
い
っ
て
い
た
¢

ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
。
兄
は
二
十
＝

穂
子
ち
ゃ
ん
を
姉
に
は
し
か
っ
た
の
に

0

が
で
き
る
心

そ
の

ア
ル
パ
イ
ト
に
行
っ
て
帰
り
は

い
つ
も
遊
ん
だ
り
遊

生
き
う
め
に
な
っ
た
の
を
知
っ
た
の
は

t

言
っ
て
い
た
。

は
ま
だ
一
週
間
ぐ
ら
い
し
か
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
，
ま
だ
今
か
ら
巾
り
の
代
金
を
払

う
は
す
だ
っ
た
そ
う
だ

t

そ
れ
と
避
難
し
て
来
る
途
中
で
ド
サ
ー
と
音
が
し
て
家

が
倒
れ
た
と
考
悶
て
い
た
。
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
想
像
も
つ
か
な

か
っ
た
む
そ
れ
よ
り
う
ん
と
強
く
思
っ
た
の
は
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う

]
個
二
個
食
ぺ
｀
外
へ
で
て
固
り
を
見
た
。
あ
ま
り
の
被
害

の
す
ご
さ
に
ぴ
っ
く
り
し
た
今
川
の
近
く
の
畑
は
、

石
が
つ
も
り
、
流
れ
て
き
た

木
や
叫
柱
も
あ
っ
竺
そ
れ
が
今
も
ま
だ
そ
の
ま
ま
で
あ
る

C

ち
ゃ
ん
も
あ
ま
り
の
被
寓
の
す
ご
さ
に
お
ど
ろ
い
て
い
た
e

そ
の
後
い
と
こ
の
姉
と
だ
ん
な
さ
ん
か
避
難
に
米
た
。
そ
れ
も
は
だ
し
だ
。

f

家
の
ざ
し
き
に
す
わ
っ
と
っ
た
ら
た
た
み
が
水
で
浮
か
ん
で
上
が
っ
た
」
と

そ
の
人
逹
は
私
の
か
た
ぐ
ら
い
の
水
の
所
を
歩
い
て
来
た
の
だ
e

そ
れ
か
ら
少
し
後
だ
＂
た

C

大
野
先
生
の
家
族
と
大
野
の
り
子
さ
ん
の
家
族
が

私
は
、
生
き
う
め
に
な
っ
て
死
亡
し
た
大
野
先
生
の
一
人
む
す
め
の
大
野
美
穂

子
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ
っ
た
。
会
う
と
い
つ
も

r
お
は
よ
う
」
と
か
ー
お
帰
リ
」

と
か
言
っ
て
と
て
も
明
る
く
て
艇
し
い
人
だ
っ
た
む
私
の
姉
が
い
な
か
っ
た
ら
災

そ
れ
か
ら
い
と
こ
の
兄
ち
ゃ
ん
が
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
避
帷
に
つ
れ
て
き
た
。

今
度
は

ば
あ

朝
｀
お

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

起
き
て
い
た
か
忘
れ
た
が
明
る
い
朝
が
き
た
。

肉
は
く
さ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た

e

そ
れ
か
ら
朝
ま
で
哀
て
い
た
か

か
ら
み
ん
な
ぐ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
◇

ひ
ど
い
物
は
、
汁
に
な
っ
て
い
な

3

い
る
の
で

倅
直
す
る
と
と
て
も
困
る
。
長
崎
大
水
害
の
場
合
は
特
に
長
か
っ
た

と
思
い
出
し
た
け
れ
ど
、
家
の
店
に
は
ア
イ
ス
や
包
装
肉
や
ジ
ュ
ー
ス
を
光
っ
て
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ぷ
占
あ
れ
ば
、
楽
あ
り
」
と
、
背
か
ら
、
言
い
っ
た
え
か
あ
る
よ
う
に
、

苦
し
み
の
あ
と
は
、
き
〖
、
と
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
と
息
い
ま
す
必

こ
の
水
杏
で
、
私
は
、
家
族
の
協
力
の
す
ぱ
ら
し
さ
を
、
命
の
大
切
さ
を
、

び
ま
し
な
，

す
こ
し
ま
し
た

3

]の

だ
い
た
い

て
く
れ
ま
し
た
な

じ
ゅ

の
人
た
ち

た
た
み
の
か
わ
り
に
、
板
を
は
り
、
ご
ざ
を
し
い

う
け
ん
め
い
、

あ
と
か
た
づ
け
を
し
ま
し
た
，
~

私
た
ち
も
、
洋
服
を
、

祖
父

f

叔
父
な
ど

f

大
阪
か
ら
も
、

っ
た
り
、
踪
白
利
に

、

こ
・
j
し
て

今
る

I

.

い
に
き

ょ
う
け
ん
め
い
で
し
た
な

vヽ
っ

し

で
も
、

父
や
母
は
｀
「
お
店
だ
け
で
も
、

っ
て
よ
か
っ

‘
 

し
‘l

タ
ン
ス
の
中
の
洋
服
も
、

J
•
9
}
よ

し、

9

ぅ

へ
、
行
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
な
．

父
も

r

母
も
、
姉
も

f

二
階
に
雌
難
し
て
、

冷
ぞ
う
血
も
、
ベ
ッ
ド
の
ふ
と
人
も
、

っ
て
ね
ま
し
た
岱

か
わ
り
は
て
た
家
を
見
て
、
び
[
;
く
り
し
ま
し
た
，
お
店
の
品
物
は
，

ょ
う
ぶ
な
の
か
な
溢
食
ぺ
物
は
、
ど
う
だ
『
た
の
か
な
な
と
あ
ち
こ

だ
い
じ

み
ん
な
｀

ど

七
月
二
4
『

-nの
艮
鯰
大
水
魯
て
、
そ
の
日
と
二
，
i

＇
四
日
は
、
私

け
な
く
な
り
冷

の
山
が
く
ず
れ
r

i

戸
石
へ
も
飯
盛
へ
も
行

自
分
の
家
へ
帰
れ
な
く
な
っ
た
人
、
霊
話
を
か
け
に
来
た
人

C

雷

ら
、
「
帰
れ
ん
よ
」
と
召
悶

い
て
い
た
女
の
人
も
い
た
。

の
仕
事
を
し
て
い
る
、
腺

の
山
が
だ
い
と
よ
う
ぷ
か

ど
う
か
社
長
と
見
に
来
て
、
焔
れ
な
く
な
っ
た
む
そ
れ
で
自
分
の
家
に
勺
帰
れ
な

い
か
ら
と
他
話
し
て
い
た
む

そ
の
後
、
削
の
家
が
流
さ
れ
る
か
も
し
れ
ん
ぞ
と
声
が
間
こ
え
た
さ
父
と
姉
と

け
ど
、
な
に
し
ろ
家
の
方
へ
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
た
さ
前
の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、

に
用
事
に
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
．

2

閲
も
な
く
倅
直
に
な
f

だ

姉
と
兄
か
氣
い
で
か
い
ち
ゅ
・r
虚
燈
と
ろ
う
そ
く
を
用
紅
し
た

u

母
の
姉
さ
ん
の
家
族
と
そ
こ
の
近
面
の
人
が
米
た
¢

い
と
こ
の

兄
ち
ゃ
ん
の
話
で
は
も
う
一
人
上
の
兄
ち
ゃ
ん
の
車
が
流
れ
た
そ
う
だ
を
そ
の
車

そ
の
少
‘

兄
と
私
が
急
い
で
窓
の
あ
る
方
へ

っ
竺
夜
だ
っ
た
か
ら
よ
く
見
え
な
か
っ
た

婦
ら
れ
ん
ご
と
な
っ

と
お
じ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
た
令

こ
i

fて
そ
の
時
い
と
こ
の
お
じ
ち
ゃ
ん

t
ぃ

だ
い
ぷ
前
か
ら
米
て
父
と
話
し
て
い

ろ

点
の
兄
ち
ゃ
ん
も
い
た

i

ゃ
ん
は

ま
し
た
令

自
分
の
家
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
人
の
中
に

朝
、
大
人
の
人
に

て
七
家
に
つ
き
ま
し
な

3

避
難
者
、
通
り
が
か
り
の

ょ

r

こ。t
 

つ

大
＇
八
の
人
た
ち
は

私
た
ち
を
心
配
し
て

四
時
間
は
ど
ね
た

と
｀
お
ち
つ
い

あ
つ
い

私
の

い
っ
と
き
も
、
ね
て
な
か
っ
た
そ

だ
と
斯
い
て
、
や
っ

水
害
体
験
記

か・

東

長

崎

小

学

校

ご

平

川

内

珠

美
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つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

い
ろ
ん
な
人
が
、
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
っ
た
」
と
か
「
お

し
た
。
よ
く
あ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
ぬ
け
出
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ。t
 

の
か
わ
り
よ
う
て
し
た
。
上
の
岩
山
は
、
く
ず
れ
て
大
き
な
つ
め
て
ひ
っ
か
い
た

よ
う
な
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
上
の
家
は
、
あ
と
か
た
も
な
く
‘

い
ま
し
た
。
そ
し
て
ぼ
く
の
家
は
、

く
ず
れ
て
、

し
さ
は
、
た
い
け
ん
し
た
も
の
で
し
か
わ
か
ら
な
い
と
息
い
ま
す
。

ぱ
く
は
‘

く
ず
れ
て

あ
れ
は
て
た
小
屋
の
よ
う
て
し

こ
れ
が
十
年
間
も
住
ん
で
い
た
家
か
と
思
う
と
、
思
わ
す
な
み
だ
か
こ
ぼ
れ
ま

そ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
か
、
和
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
お
そ
ろ

こ
の
大
水
古
て
人
間
は
、
自
然
の
力
に
は
、
勝
て
な
い
の
だ
な
あ
と

そ
こ
で
見
た
ふ
う
け
い
は

い
つ
も
の
見
な
れ
た
ふ
う
け
い
と
は
、
す
い
ぷ
ん

自
分
の
家
を
み
に
い
き
ま
し
た
。

ぶ
な
い
。
」
と
い
っ
て
ひ
っ
し
に
母
が
と
め
ま
し
た
。
し
か
た
な
く
、

い
と
こ
の
う
ち
に
つ
く
と
す
ぐ
、

屈
が
さ
っ
き
の
ど
し
ゃ
の
と
こ
ろ
ま
で
い
こ

う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
姉
と
い
と
こ
の
お
ば
さ
ん
が
は
し
っ
て
き
た
の
で

す
。
そ
う
で
す
。
姉
た
ち
は
、

ね
む
れ
な
か
っ
た
夜
を
す
ご
し
て
二
十
四
日
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
「
よ
か
っ
た
ご
と
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。

た
す
か
っ
た
の
で
す
。

ち
ま
で
い
き
ま
し
た

ぱ
く
た
ち
は
、

い
と
こ
の
う

『

）

と
も

土
が
な
が
れ
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
土
は
ぼ
く
た
ち
の
う

く
は
し
ん
ば
い
に
な
っ
て
、

返
ボ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま

し
ろ
に
き
て
い
ま
し
た
。
う
し
ろ
に
は
、
姉
と
い
と
こ
の
お
ば
さ
ん
が
い
る
の
で

す
。
ぽ
く
は
、
姉
の
名
前
を
よ
び
ま
し
た
が
、

ど
し
ゃ
の
と
こ
ろ
ま
で
い
こ
う
と
し
ま
し
た
が
、
「
あ

虚
話
を
か
け
て
も
辿
じ
ま
せ
ん
。

い
る
の
だ
ろ
う
？

と っ
し
よ
り
に
ぬ
れ
て
、
水
が

ひ
ざ
あ
た
り
ま
で
、
き
て
い
ま
し
た

と

き
ょ
う
科
書
な
ど
、
大
事
な
も
の
を
全
部
な
が
さ
れ
て
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
家
ぞ
く
の
み
ん
な
が
助
か
っ
た
の
だ
か
ら
、

長
崎
大
水
害

七
月
二
十
三

H
、

少
林
寺
拳
法
の
練
背
の
た
め
、
市
民
会
館
の
六
階
へ
、
出
か
け
ま
し
た
。

練
料
が
終
っ
て
、
八
時
ご
ろ
、
帰
ろ
う
と
外
へ
出
ま
し
た
。

め
が
ね
稿
の
所
ま
で
、
行
き
ま
し
た
が
、
雨
が
ひ
ど
く
、
洋
服
も
、
も
う
、

そ
こ
に
い
た
、

れ
ま
せ
ん
。

そ
の

H
、
私
は
夕
方
六
時
ご
ろ
、

お
じ
さ
ん
が
、

い
っ
て
く
れ
た
の
で
、
市
民
会
館
に
ひ
き
か
え
し
て
、
夜
を
あ
か
し
ま
し
た
。

冷
た
い
床
の
上
に
マ
ッ
ト
を
し
い
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
家
は
、

父
や
、
母
や
、
姉
は
、
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら
、
心
配
で
、
心
配
で
、
な
か
な
か
、
ね
つ
か

弟
と
私
だ
け
、
残
さ
れ
た
ら
、

ド
キ
し
て
、
販
が
、

「
も
う
、
橋
の
方
へ
い
っ
た
ら
あ
ぷ
な
い
よ
。
」

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
、
思
う
と
‘

で
て
き
ま
し
た
。

雨
の
中
を
、
弟
と
二
人
で
、び

ど
う
な
っ
て

胸
か
ド
キ

少
林
寺
拳
法
の
仲
間
の
、
大
人
の
人
達
が
、
雨
の
や
ん
だ
、
ニ
ー
ニ
時
ご
ろ
、

磨

屋

小

学

校

六

年

斉

藤

真

奈

美

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
は
負
け
ず
、
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ひ
な
ん
す

姉
は
、
は
や
く
ひ
な
ん
し
よ
う
と
い
い
ま
し
た
が
、
と
中
て
が
け
が
く
ず
れ
た

こ:‘tカ

そ
れ
で
も
一
生
け
ん
め
い
歩
き
ま
し
た
。

な
が
ら
、

ろ
う
か
。
」
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

う
ち
に
い
こ
う
と
い
い
ま
し
た
。

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

い
と
こ
の
お
ば
さ
ん
が
き
て

ま
し
た

市
内
の
先
生
方
、
そ
し
て
i
2

回
校
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
。
そ
し
て
は
げ
ま
し
て

下
さ
っ
た
全
国
各
地
の
お
友
だ
ち
に
心
か
ら
の
感
湖
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け

長
崎
大
水
害

そ
の
日
は
夕
方
か
ら
雨
で
し
た
。

で
も
ぼ
く
た
ち
は
｀

い
つ
も
と
か
わ
り
な
く
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
雨
が
ふ
り
や
ま
ず
、

が
、
う
ち
だ
け
は
、

そ
の
う
ち
に
、

雨
の
こ
と
な
ど
き
に
も

で
も
、

ヒ
痔
ご
ろ

一

ー

し
ん
ぱ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た

な
に
ご
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
、
家
ぞ
く
み
ん
な
か
息
っ
て
い

だ
ん
だ
ん
雨
か
ひ
ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
の
姉
は
、

ざ
し
き
に
あ
る
し
ん
だ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
仏
だ
ん
に
何
度
も
お
ま
い
リ
に
い
き
‘

「
私
た
ち
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。
」
と
お
い
の
り
し
て
い
ま
し
た
。

ぱ
く
は
‘
窓
か
ら
道
路
を
な
か
め
て
、
「
近
所
の
人
た
ち
は
、

く
と
い
い
、
家
を
で
て
い
き
ま
し
た
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ

父
は
、
車
が
な
か
さ
れ
そ
う
な
の
で
、
車
を
あ
ん
ぜ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
っ
て
い

リ
、
水
で
な
が
さ
れ
た
リ
し
た
ら
も
っ
と
あ
ぶ
な
い
と
い
う
こ
と
て
、

お

こ
な
っ
て
も

と
め
な
い
で

そ
れ
か
ら
、
二
、
三
分
た
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

が
わ
れ
て
、
う
ら
山
か
ら
木
と
土
が
な
が
れ
こ
ん
て
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、

下
の
ゆ
か
か
も
ち
あ
が
っ
て
き
た
の
で
す
。

ぱ
く
は
、

ぴ
っ
く
り
し
て
、
母
の
い
る
と
こ
ろ
に
い
そ
い
で
い
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
父
が
か
え
っ
て
き
て
、

は
や
く
そ
と
へ
で
ろ
と
大
き
な
祖
で
い
い
ま
し
た
。

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
き
ま
し
た
。

が
必
死
で
よ
ぶ
の
で
、

二
階
は
、

と
つ
ぜ
ん
ば
く
の
へ
や
の
ま
ど

ろ
うで

ガ
ラ
ス
を
わ
り
、
中
に
い
る
ぱ
く
た
ち
に
、

で
も
母
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が

二
階
に
い
る
じ
ゃ
な
い
の
」
と
、
な
き
な
が
ら
い
っ
て
、

父
が
力
づ
く
で
家
の
前
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
ま
で
つ
れ
て

ぼ
く
も
姉
た
ち
の
こ
と
が
必
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
、

父

つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
姉
た
ち
が
い
ま
し
た
。

た
お
れ
お
ち
た
の
で
す
が
、
他
ち
ゅ
う
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、

下
ま
で
な
か
さ
れ
ず
、
姉
た
ち
は
道
路
に
出
て
助
か
っ
た
の
で
す
。

ぽ
く
た
ち
は
‘

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
で
、
ラ
ジ
オ
を
間
い
て
い
ま
し
た
。

く
は
、
ま
る
で
畑
グ
を
見
て
い
る
よ
う
で
、

お
ば
さ
ん
の
う
ち
は
、
上
の
力
に
あ
る
の
で
す
。

ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
、

ど
お
し
て
も
本
当
の
こ
と
だ
と
は
信
じ

ぼ
く
た
ち
は
、
雨
の
中
を
ず

あ
ふ
れ
て
い
る
川
の
よ
う
に
な
っ
た
道
を
右
、

左
を
気
に
し

い
そ
い
で
あ
る
い
て
い
き
ま
し
た
。
足
か
が
た
が
た
ふ
る
え
て
き
ま
し

そ
し
て
も
う
す
こ
し
て
つ
く
と
思
っ
た
と
き
で
し
た
。
き
ゅ
う
に
大
き
な
音
と

西

甜

上

小

学

校

六

年

古

田

伸

介

が
ん
こ
に
う
こ
こ
う
と

も
姉
た
ち
は
、
ま
だ
二
階
に
い
ま
し
た
。

-

0
 

す ま
せ
ん
。
今
後

こ
の
体
験
を
生
か
し
て
強
く
正
し
く
生
き
て
い
き
た
い
も
の
て

し
た
。
そ
れ
で
姉
た
ち
は
に
も
つ
を
と
り
に
二
階
に
い
き
ま
し
た
。

ま

る
の
は
や
め
て
、
に
も
つ
だ
け
ま
ん
一
に
そ
な
え
て
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
ま
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ロ
と
ご
み
の
山
。
歩
く
の
に
一
苦
労
で
し
た

音
楽
室
の
ピ
ア
ノ
は
水
で
は
し
っ
こ
に
押
し
流
さ
れ
、

ど
こ
も
か
し
こ
も
ヘ
ド

新
学
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
復
旧
作
業
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、

特
に
、
多
く
の
方
々
の
善
店
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

は
ず
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は

こ
の
水
雹
を
通
し
て
、
多
く
の
事
を
学
ぴ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

保
健
室
前
の
廊
下
は
、
床
板
が
ま
ん
中
に
ふ
く
れ
上
か
り
、
職
貝
室
の
床
板
は

私
た
ち
の
胸
か
ら
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。
職
貝
室
前
の
廊
下
に
大
き
な
ア
イ
ス
ポ
ッ
ク
ス
が
平
叫
い
て
あ
っ
た

「
う
さ
公
の
碑
」
を
、

み
ん
な
で
建
て
ま
し
た
。
立
派
な
石
碑
で
す
。

七
・
ニ
三
の
水
害
の
思
い
出
は
‘
「
う
さ
公
の
碑
」
と
共
に
、
今
後
い
つ
ま
で
も

校
舎
の
中
に
は
、
玄
関
の
ガ
ラ
ス
戸
を
破
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
物
が
流
れ
こ
ん

で
す
。 二

十
四
日
朝
、
青
木
君
か
ら
の
連
絡
で
「
う
さ
ぎ
と
に
わ
と
り
の
死
」
を
知
っ

た
私
は
、
家
の
方
は
応
急
措
骰
だ
け
し
て
、
車
を
ひ
ろ
っ
て
学
校
へ
出
か
け
た
の

ロ
ー
ソ
ク
と
線
香
を
た
き
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
み
ま
し
た
。

あ
の
う
さ
公
た
ち
、
き
っ
と
、

天
国
へ
行
っ
て
く
れ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

八
月
几
日
の
登
校
日
に
は
、
横
尾
君
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

し
た
。

今後への対応，教訓と反省

ド
ロ
の
中
で
死
ん
で
い
た
「
う
さ
ぎ
と
に
わ
と
り
」

の
姿
で
す

な
ん
し
に
来
ま
し
た
。
食
べ
物
も
分
け
合
い
ま
し
た
。
今
度
の
水
雹
で
は
大
被
害

う
さ
公
の
碑

七
・
ニ
三
の
大
洪
水
は
‘

衷
庭
を
川
に
し
て
流
れ
た
の
て
す
。
こ
の
恐
怖
と
不
安
な
一
夜
の
こ
と
は
忘
れ
る

し
か
し
、

私
の
家
の
衷
山
の
が
け
を
く
ず
し
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
、

川
を
せ
き
止
め
、

私
の
心
に
鮮
明
に
や
き
つ
い
て
い
る
の
は
、

ヘ

て
し‘

ね
し、

に

一
羽
す
つ
、
大
き
な
ポ
リ
パ
ケ
ツ
に
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
桑

こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。

め
ん
ど
り
は

一
段
上
に
の
ぽ
っ
て
死
ん
で
い
た
の
で
す
。

の
に
一
苦
労
で
し
た
。

た
。
六
月
末
に
生
ま
れ
た
子
う
さ
き
六
羽
は

ヘ
ド
ロ
の
中
に
埋
ま
っ
て
、
探
す

階

屋

小

学

校

五

年

慎

改

吋7

旭（

子

ひ
と
り
残
さ
れ
た
淋
し
さ
を
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

す。

嗚
い
て
い
る
の
で
す
。

か
出
た
け
ど
、
近
所
の
人
達
で
協
力
し
あ
っ
た
ら

す
い
ぶ
ん
と
心
強
か
っ
た
で

何
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
、
全
く
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
状
態
で
す
。

た
っ
た
一
羽
、
運
よ
く
助
か
っ
た
お
ん
ど
り
が
、
犬
の
遠
ぼ
え
に
も
似
た
声
で

「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
語
尾
を
長
く
長
く
伸
ば
し
て
嗚
く
の
で
す
。

昨
夜
の
お
そ
ろ
し
さ
を
息
い
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

持
っ
て
き
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
や
っ
て
も
食
べ
ま
せ
ん
。
教
頭
先
生
か
ら
い
た
だ
い

た
お
に
ぎ
り
も
食
ぺ
ま
せ
ん
。

二
羽
の
級
う
さ
き
は
、

た
だ
悲
し
く
嗚
く
だ
け
で
し
た
。

目
を
開
い
た
ま
ま
、

の
木
の
下
に
大
き
な
穴
を
掘
り
、

ど
ろ
の
中
に
横
た
わ
っ
て
い
ま
し

み
ん
な
い
っ
し
ょ
の
と
こ
ろ
に
埋
め
て
や
り
ま
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と
＂
耳
く
と

゜

「
ど
う
し
た
と
」
ー

い
つ
も
は
あ
ま
り
話
を
し
な
い
近
所
の
人
達
が
、
洪
水
の
と
き
は
、
ビ
ル
に
ひ

い
つ
も
は
何
で
も
た
く
さ

七
月
二
十
三

H
金
耀
El
、
夜
、
長
崎
に
、
集
中
索
雨
が
お
そ
い
、
大
被
害
か
出

午
後
八
時
、

私
は
家
で
テ
レ
ピ
を
見
て
い
ま
し
た
。

チ
ラ
し
て
写
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
母
が
、
「
テ
レ
ビ
が
写
ら
ん
ご
と
な
っ
だ
け

ふ
ろ
に
は
い
っ
て
み
る
と
、
お
湯
が
と
て
も
ぬ
る
い
の
で
す
。
園
に
言
っ
た
ら
、

「
ス
イ
ッ
チ
が
、
消
え
た
り
つ
い
た
り
し
よ
っ
た
と
よ
。
雨
で
ど
う
か
な
っ
た
と

「
ふ
ー
ん
。
」

し
ば
ら
く
す
る
と
、

と
、
急
に
テ
レ
ビ
が
チ
ラ

栂
が
あ
わ
て
て
ふ
ろ
場
に
米
て
、
「
ほ
ら
、

川
の
あ
ふ
れ
た

と
よ
。
早
く
ふ
ろ
か
ら
上
が
っ
て
。
き
ち
ん
と
身
じ
た
く
し
て
。
」

ま
さ
か
中
島
川
か
あ
ふ
れ
る
と
は
息
っ
て
い
ま
せ
ん
て
し
た
。
急
い
て
ふ
ろ
か

ら
上
が
っ
て
外
を
見
る
と
、
母
の
言
う
と
お
り
、
道
に
ど
ろ
水
か
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
服
を
滸
て
い
る
と
、
栂
か
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
滸
が
え
ま
し
た
。

ヒ
ル
の
三
階
ま
て
床
上
し
ん
水
ぎ
り
ぎ
り
に
な
る
な
ん
て
、

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
停
龍
し
ま
し
た
。
私
は
真
っ
暗
な
中
、

べ
に
水
を
た
く
さ
ん
く
み
平
叫
き
ま
し
た
。

い
た
ご
は
ん
て
お
に
き
り
を
作
り
ま
し
た
。

窓
か
ら
外
を
見
る
と
、

す
ご
い
速
さ
で
流
れ
て
い
き
ま
す
。

何
時
間
か
た
っ
て
、
道
か
ら
水
が
ひ
き
ま
し
た
。
ま
た
し
ば
ら
く
し
て
、
地
気

か
つ
き
、
街
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
母
は
私
を
ね
か
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

私
は
、

お
そ
ろ
し
く
て
ね
る
気
色
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
や
っ
と

ね
ま
し
た
。

と
て
も
お
か
し
な

ボ
ー
ル
や
な

四
階
の
知
子
お
ば
さ
ん
と
、

さ
っ
き
た

ろ
う
そ
く
を
つ
け
、
時
間
な
ど
が
よ

川
に
化
け
た
道
は
、
も
の
す
ご
い
う
な
り
声
を
上
げ
て
、

朝
、
外
を
の
そ
く
と
、
通
り
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
て
し
た
。
が
た
が
道
を
お
お
っ

ご
み
が
軍
柱
や
、
出
っ
ぱ
り
に
引
っ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
階
段
の
か

ベ
を
見
る
と
、
線
か
一
本
、
ま
っ
す
ぐ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
の
か
さ
で

道
か
く
ず
れ
て
、
食
べ
物
か
不
足
し
て
い
る
と
、
ラ
ジ
オ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

言
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
役
貝
さ
ん
か
、
侮
日
、
県
庁
に
行
っ
て
、
食
べ
物
を
も

ら
っ
て
き
て
い
て
、
私
た
ち
に
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
食
べ
る
私
が
、
少
し
食
べ
た
だ
け
で
満
腹
な
気
が
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
。
私
の
目
の
翡
さ
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。

械
が
ど
う
か
な
る
と
は
‘
息
っ
て
も
み
ま
せ
ん
て
し
た
。

私
の
家
は
、
ピ
ル
の
三
階
に
あ
り
ま
す
。
雨
で
ベ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
、

ふ
ろ
の
機

て
い
て

、
。

カ
な
」

ん

つ
ま
ら
ん
や
ろ
。
ふ
ろ
に
入
ら
ん
ね
。
」

ま
し
た
。
磨
屋
の
校
区
は
ほ
と
ん
ど
が
洪
水
に
あ
い
ま
し
た
。

く
見
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
た
。

川
に
化
け
た
道

磨

屋

小

学

校

五

年

石

橋

千

代

母
は
、
お
け
を
持
っ
て

ベ
ラ
ン
ダ
の
水
を
、
川
に
化
け
た
逍
に
く
み
出
し
始

話
で
す
。

「
そ
ん
な
、
す
ご
か
と
ね
。
」
と
、
私
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
ベ
ラ
ン
ダ
に
た
ま
っ
た
水
か
、
部
屋
に
入
っ
て
き
た
と
。
」
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う
か
ん
で
い
ま
す
。

ぱ
く
は
、
水
に
は
こ
ん
な
に
お
そ
ろ
し
い
力
が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

リ
ま
し
た
。

く
ぐ
ら
い
の
ひ
ど
い
雨
で
し
た
。

一
階
の
楽
器
屋
の
楽
器
を
、
二
階
に
上
げ
る
方
に
移

水
を
く
い
と
め
て
い
た
け
ど
、
完
ぺ
き
に
む
り
で
す

家
に
滸
く
と
、
家
は
ビ
ル
で

一
階
は
半
分
地
下
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
板
で

は
し
め
に
気
づ
い
た
の
は
、
地
面
に
た
ま
っ
た
ヘ
ド
ロ
て
す
。

出
た
時
は

八
時
ご
ろ
大
人
の
人
が
、
「
見
て
み
ろ
。
追
に
水
の
た
ま
っ
と
る
ぞ
。
」
と
言
っ

ぱ
く
た
ち
は
、
遊
び
半
分
て
、
何
人
か
、
近
く
の
人
と
組
に
な
っ
て
、
大
人
の

ほ
ん
の
ひ
ざ
か
ら
下
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、
家
に
つ
い
た
時
は
、

も
う
ズ
ボ
ン
の
所
ま
で
き
て
い
ま
し
た
。
水
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
や
め
て
、

全
部
上
げ
て
外
を
見
る
と
、
な
ん
と
、

四
ト
ン
の
と
て
も
大
き
な
ト
ラ
ゾ
ク
も
、

ニ
ワ
ト
リ
が
さ
び
し
そ
う
に
な
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
米
る
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ひ
古
の
よ
う
す
を
見
ま
し
た
。

つ
を
は
い
て
も
、

あ
と
三
セ
ン
チ
ほ
ど
で
入
っ
て
く
る
ぐ
ら
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
歩
い
て
い
く
と
、

く

、

．

は
ば
ヵ
三
・
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
み
ぞ
に

IF

が
さ
か
さ
に
な
っ
て
落
ち
て
い
た
し
、
家
の
前
の
十
字
路
て
は
、
水
が
う
す
を
ま

そ
し
て
、
う
さ
ぎ
達
の
命
や
二
百
九
十
九
名
の
人
命
を
う
ば
っ
た
水
者
や
災
害

人
に
つ
い
て
道
に
出
ま
し
た
。

た
の
で
、
見
て
み
る
と
、
追
に
水
か
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し
た

の
段
の
上
に
、
目
を
淵
け
た
ま
ま
死
ん
で
い
た
の
で
す
。
自
分
の
子
ど
も
を
守
っ

て
や
リ
た
い
け
ど
、

だ
し
、

行
っ
て
い
ま
し
た

、「

あ
の

二
十
三
日
の
夜
、
は
く
は
、
長
崎
の
行
事
の
『
お
く
ん
ち
c

命
と
り
の
水

底
屋
小
学
校
五
年

呈
T

↑ヽ,,, 

の
練
背
に

木

由

孝

ぽ
く
が
一
番
始
め
に
た
い
い
ん
し
た
。
そ
し
て
一
ば
ん
下
の
弟
だ
。
三
年
生
の

弟
も
も
う
す
く
帰
る
こ
と
か
て
き
る
と
lfl
心う。

け
ど
母
が
な
く
な
っ
た
の
て
さ
び
し
い
が
、
四
人
で
か
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
田
心

そ
の
あ
と
水
か
引
い
た
二
時
ご
ろ
、

次
の
朝
、

て
見
る
と
、

が
、
う
さ
き
か
七
羽
死
ん
て
い
ま
し
た
。
特
に
説
う
さ
ぎ
は
二
十
セ
ン
チ
く
ら
い

し
た

こ。f
 

し、

っ

前
の
二
階
建
て
の
二
階
で
、
前
の
家
の
人
か
赤
い
か
い
中
虚
と
う
を
ふ
っ
て
い

ま
す

Q

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
見
て
い
る
と
、

人
が
二
人
流
さ
れ
て
し
ま
っ

お
父
さ
ん
た
ち
か
用
紅
し
て
い
た
発
ぽ
う
ス
チ
ロ
ー
ル
を
流
し
て
、
「
そ
れ
に
つ

か
ま
れ
。
」
と
言
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
に
つ
か
ま
っ
て
、
泳
い
で
帰
り
ま

や
っ
と
安
心
し
て
ね
ま
し
た
。

ぼ
く
は
飼
竹
栽
培
委
貝
会
で
二
十
四
lel
が
ち
ょ
う
ど
当
番
で
、

オ
ス
の
ニ
ワ
ト
リ
が
、

天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
か
っ
て
た
す
か
り
ま
し
た

ど
う
に
も
て
き
な
か
っ
た
説
う
さ
き
と
と
て
も
か
わ
い
そ
う

あ
ん
な
に
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
子
う
さ
ぎ
も
、

無
残
な
姿
に
な
っ
て
い
ま

お
別
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に

ふ
つ
う
の
長
ぐ
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ぼ
く
と
、
弟
二
人
と
母
と
、

ヽ
こ
。

し

f

『

）

そ
こ

母
が
じ
ゅ
わ
き
を
と
っ
て
、
も
し
も
し
と
い
い
ま
し
た
。
父
か
ら
虚
話
が
か
か

そ
し
た
ら
旭
話
が
、
か
か
っ
て
き
た

も
虚
話
を
か
け
た
が
、
か
か
ら
な
か
っ
た
。

ん
し
た
。

四
か
、
セ
イ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
、
薬
を
つ
け
に
行
っ
た
。

い
つ
も

ぶ
つ
だ
ん
の
部
屋
の
た
た
み
を
一
ま
い
は
い
だ
。
母
は
、
何
回
も
何
回

て
れ
び
の
あ
る
部
屋
で
、

い
つ
も
エ
レ
ベ
ー
タ
て
あ
そ
ん
だ
り
、

て
い
た
。
な
ん
日
か
し
て
お
こ
ら
れ
た
の
て
や
め
た
。

母
の
ニ
・
七

（
初
七
日
）

お
く
じ
ょ
う
に
い
っ
た
り
し

に
が
い
は
く
を
し
て
、
す
こ
し
し
て
か
ら
、

こf
し
し

た
の
で

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
と
を
見
る
と
川
が
あ
ふ
れ
て
、
道
が
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
、
水
が
流
れ
て
い

な
、
色
を
し
て
い
た
。

じ
め
、
ぬ
っ
て
い
る
の
か
ぬ
っ
て
い
な
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

ポ
ー
ル
と
か
バ
ケ
ツ
と
か

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
お
い
た
。
し
ょ
ー
ゆ
み
た
い

ご
し
こ
し
、
ぬ
れ
た
た
お
る
で
き
ず
口
を
ふ
く
の
で

ヽ
＇
ご
っ
こ
。

し

f
ヵ

f

ぬ
い
は

り
始
め
た
。

は
お
れ
な
い
の
で
、
や
め
た
。
こ
ん
ど
は

ぶ
つ
だ
ん
の
あ
る
部
屋
か
ら

羽
も

―
ー

七
月
二
十
三
日
の
夕
方
か
ら
、

八
時
ご
ろ
、
台
所
か
ら
、

だ
し
た
の
で
、

水
が
流
れ
出
て
き
た
。

ザ
バ
ー
と
雨
か
ふ
り
始
め
た
。
夜
、
七
時
か
、

ま
ん
中
の
部
屋
ま
で
水
が
流
れ

た
た
み
を
一
ま
い
は
い
て
、

ゆ
か
の
板
を
一
ま
い
お
っ
て
、

ゆ
か

っ
て
き
た
の
で
し
た
。
父
は
か
え
っ
て
こ
ら
れ
な
い
と
虚
油
を
か
け
て
き
た
。
屈

す
る
と
だ
れ
か
か
、

て
、
近
所
の
家
へ
い
っ
た
。
服
は
、

初
め
て
き
ゅ
き
ゅ
う
し
ゃ
に
の
っ
た
。

大
げ
さ
に
、

山
下
の
お
じ
ち
ゃ
ん
は
、
耳
を
き
っ
て
い

べ
っ
と
の
よ
う
な
も
の
で
は
こ
ば
れ
た
。
は
く
か
、
「
ぬ
う
と
」
と

い
っ
た
ら
「
す
こ
し
ぬ
わ
ん
ば
い
け
ん
ね
」
と
か
ん
ご
ふ
さ
ん
が
い
っ
た
。

二
は
り
ぬ
っ
た
。
薬
を
つ
け
る
と
き
が
、
し
む
く
て
い
た
か
っ
た
。

ぼ
く
は
入

ろ
う
と
し
て
、
か
な
づ
ち
で
バ
ン
バ
ン
た
た
い
た
が
、
穴
が
ほ
げ
る
だ
け
で
、
板

病
院
に
つ
く
と
い
す
に
す
わ
っ
て
い
た
。

生徒の作文兆

ゆ
か
下
も
川
み
た
い
に
ザ
パ
ー
と
水
が
流
れ
て
い
た
。
ぼ
く
は

も
う
一
枚
お

こ。f
 

ド
こ
、
水
を
流
し
た
。

-
1
 

朝
お
き
て
、
き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ
で
、
は
こ
ば
れ
て
、
び
ょ
う
い
ん
に
い
っ
た
。

あ
た
ま
を
う
こ
か
し
た
ら
い
た
か
っ
た
け
ど
ね
た
。

西

浦

上

小

学

校

五

年

楠

本

好

行

お
う
い
ー
と
和
が
間
こ
え
た
。
ハ
ラ
パ
ラ
な
道
を
と
お
っ

ま
っ
黒
だ
っ
た
。
き
か
え
て
、
ね
た
。

あ
た
ま
を
け
が
し
て
い
る
の
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

水

害

家
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
ね
た

虚
話
を
き
り

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
か
け
た

あ
と
は
、
な
に
を
活
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

そ
し
て
二
度
と
こ
ん
な
こ
と
が
お
き
な
い
よ
う
に
、
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
っ
た
。

よ
う
と
思
う
。
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平
安
社
と
い
う
所
で
お
そ
う
し
き
を
し
た
。
そ
れ
か
ら

一
日
半
、
平
安
杜
に

い
ざ
と
な
る
と
何
万
人
と

つ

f‘ : 

ね
む
っ
て
い
る
よ
う
に
わ
た
し
に
は
見
え
た
。

わ
た
し
は
し
ぜ
ん
の
力
は

か
ぞ

ピ
ル
な
ん

こ
わ
い
と
い
う
こ
と
は
、
し
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
悲
し
か
っ
た
。

で
も

ひ
ど
く
頒
を
う
っ
て
い
て
も
、

と
て
も
や
さ
し
い
顔
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
も
そ
う
だ
。

頻
を
見
た
。

母
に
「
さ
い
ご
だ
か
ら
。
」
と
言
っ
た
。

っ
て
家
に
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

次
の
日
、
次
の
日
は
十
分
ぐ
ら
い
ね
ま
し
た
。
な
ぜ
か

ふ
し
き
に
ね
む
く
な

か
っ
た
の
に
）
と
息
い
ま
し
た
。

せ
ん
で
し
た
。

ボ
ー
ト
が
心
配
だ
か
ら
と
い
っ
て
て
て
い
っ
て
な
く
な

わ
た
し
の
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
は
、
も
う
ま
じ
か
だ
っ
た
。

そ
の
事
が
、
悲
し
い
の
て
は
な
く
、
ど
う
し
て
し
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
、
く
や

し
く
て
、
く
や
し
く
て
、
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
な
み
だ
か
、
と
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

父
た
ち
は
、

ぜ
っ
た
い
に
き
て
く

わ
た
し
か
し
っ
て
い
る
こ
と
を
、
し
ら
な
い
ら
し
く
‘

と
言
い
ま
し
た
。

い
。
そ
れ
か
ら
、

ボ
ー
と
し
て
、
勉
強
な
ん
て
、
手
に
つ
き
ま
せ
ん
。

た
し
は
、
（
ど
う
し
よ
う
か
？
）
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、

げ
ん
か
ん
の
ほ
う
は
、

お
い
と
い
て
か
ら
、

二
時
間
ぐ
ら
い
た
っ
て
か
ら
、

お
こ
つ
を
ひ
ろ
い
に
い
き
ま
し
た
。

か
そ
う
場
に
行
っ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

父
が

わ

た
し
に
お
し
え
て
く
れ
た
。
母
が
父
に
、
「
み
ず
ほ
は
、
し
っ
て
い
る
そ
う
よ
。
」

わ
た
し
は
、
も
う
、
そ
の
と
き
は
な
く
ま
い
と
息
い
、
な
き
ま

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
ち
お
う
、
立
神
の
こ
う
み
ん
か
ん
に
あ
す
け
て
あ
っ
た
。

お
か
ん
の
中
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
入
っ
て
い
る
、
と
思
っ
た
と
き
と
て
も
か

な
し
か
っ
た
。
母
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
頻
見
る
？
」
と
わ
た
し
に
間
い
た
。
わ

と
て
も
ま
よ
っ
た
。
け
れ
ど
も
息
い
き
っ
て

ひ
ど
く
頻
を
う
っ
て
い
て
、
青
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
と
て

め
ち
ゃ
，
く
ち
ゃ
だ
っ
た
の
て
、

や
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
頭
、
手
、
足
み
ん
な
と
う

一
人
ぱ
っ
ち
に
な
っ
た
子
供
や
、

、
こ
。

ん
し

f

お
父
さ
ん
を
な
く
し
た
人
や
ほ
か
に
も
た
く
さ

お
父
さ
ん
を
な
く
し
た
と
い
う
ど
こ
か
の
お
ね
え
さ
ん
が
、
台
の
上
に

上
っ
て
、
な
き
な
か
ら
、

弔
辞
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
三

H
あ
の
日
は
、
そ
の
お
ね
｀
を
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
た
ん
生
日
だ
っ

た
そ
う
だ
。
そ
の
日
に

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
わ
た
し
は
、

ポ
ー
ト
な
ん
て
い
い
か
ら
、
（
家
に
い
れ
ば
よ

八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、

9
D
`

つ

゜

「
も
う
こ
な
い
の
か
あ
ー

あ
の
や
さ
し
い
頻
は
、

と
ま
リ
に
も
行
か
れ
な
い
の
か
あ
ー
。
も
う
、

見
ら
れ
な
い
の
か
あ
ー
。
」
と
思
う
。
け
れ
ど
も
、

ふ
う
に
息
っ
て
も
、
な
ん
だ
か
、
ま
だ
「
お
ー
い
、

あ
ら
た
め
て
、

お
は
か
に
入
れ
て
あ
げ
た
。

そ
ん
な

元
気
し
と
っ
た
ね
ー
。
」
と
言

こ
の
大
水
者
で
な
く
な
っ
た
人
や
、
家
か
つ
ぶ
れ
た
人
や
、

た
く
さ
ん
い
る
。

も
う
こ
ん
な
大
水
専
は
、
二
度
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
水
害
だ

人
間
は
、
平
気
で
ど
ん
ど
ん
、
し
ぜ
ん
を
こ
わ
し
て
、

か
を
た
て
て
い
る
け
ど
、
し
ぜ
ん
に
は
、
人
間
で
は
と
て
も
で
き
な
い
、

と
め
ら
れ
な
い
、
も
の
す
こ
い
力
が
あ
っ
て
、

と
て
も

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
の
命
を
う
ば
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
わ
す
れ
ず
に
、

ピ
ル
を
た
て
る
に
し
て
も
、
し
ぜ
ん
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
わ
た
し
も
し

と
う
と
う
一

H
た
っ
た
。
わ
た
し
は
と
う
と
う

い
っ
す
い
も
し
な
か
っ
た

八
月
二
十
三
日
合
同
そ
う
き
に
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
家
族
を
な
く
し
て

れ
る
。
ど
ん
な
用
事
が
あ
っ
て
も
と
や
く
そ
く
し
て
い
た
。

そ
れ
か
ら

ふ
ん
こ
っ
し
て
、
わ
た
し
の
家
に
つ
れ
て
帰
っ
た
。

と
う
は
ね
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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で
も

こ
の
水
湛
の
け
い
け
ん
か

ほ
ん
と
う
に
こ
わ
い
水
甚
で
し
た
。

一
生
の
た
め
に
な
る
と
息
い
ま
し
た

か
ね
む
れ
ま
せ
ん
。

い
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
か
、
「
あ
し
た
か
ら
か
大
変
だ
。
み
ん
な
も
う
安
心
し
て
ね
れ

0

」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

か
い
中
虚
と
う
を
、

そ
し
て
、

「
あ
ー

だ
い
し
ょ
う
ふ
か
ー
。
」
と
出
を
か
け
て
や
る
こ
と

と
に
か
く
ま
ん
ち
ょ
う
時
間
か
す
き
る
の
を
ま
っ
て
い
ま
し
た

家
族
全
＂
只
‘

こ
の
と
き
こ
わ
く
て
、
「
神
さ
ま
、

日
を
き
ゅ
っ
と
む
す
ん
て
、
仁
玉
さ
ま
の
よ
う
な
組
を
し
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
‘

な
ん
に
も
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

さ
ま
の
よ
う
な
韻
に
、

お
ね
か
い
て
す
。
早
く
水
を
ひ

長
く
長
く
ま
っ
て
い
た
、

ま
ん
ち
ょ
う
時
間
か
す
ぎ
た
か
と
思
う
と
、
水
は
、

と
う
と
う
、
全
部
ひ
き
ま
し
た
。

ま
ん
ち
ょ
う
時
間
の
卜
時

だ
ん
だ
ん
ひ
い
て
い
き
、

や
っ
と
ひ
い
た
か
ー
こ
と
み
ん
な
て
い
い
あ
っ
と
、

み
ん
な
の
仁
工

お
り
か
さ
な
る
よ
う
に
し
て
、
よ
こ
に
な
り
ま
し
た
か
、
な
か
な

げ
て
き
た
。

お
く
に
ひ
び
い
た
。
そ
の
あ
と
、
が
ま
ん
し
て
い
た
な
み
だ
が
ど
ん
ど
ん
こ
み
あ

や
っ
と
、
え
か
お
か
う
か
ん
て
き
ま
し
た
。

て
ら
し
て
そ
う
こ
を
見
る
と
、
品
物
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

、
こ

＜
ム
ら
し

t

七
寸
＂
り
＂

-IIll 

あ
の
ひ
の
こ
と

ろ
テ
レ
ピ
を
見
て
い
た
と
き
、

・、、ヵ
｝
 

〉
•
ヽ
・

ー

と
つ
ぜ
ん
虚
気
が
消
え
た
。

ろ
う
そ
く
を
つ
け
て
、

父
に
進
話
し
た
。
「
早
く
帰
っ
て
米
て
」
と
い
っ
て
い
る
。

一
時
ご
ろ
、

屈
に
虚
話
か
、

行
ガ
不
明
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

、
う
よ
り
i
)

‘
 

し

か
か
っ
て
き
た
。

っ
た
し
ょ
、

,

1

1

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

わ
た
し
の
弟

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

と
て
も
心
配
に
な
っ
た
。
こ
わ
い
と

見
つ
か
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
ば
か
り
抒
え

新
典
善
の
け
い
子
お
ね
え
ち
ゃ
ん
か
、
米
て
く
れ
た
。
妹
と
弟
を
、

こ
と
で
、

ね
か
し
つ
け
た
。

十
丘
分
か
、
や
っ
と
き
ま
し
た
。

や
っ
と
の

何
度
も
虚
油
が
、
か
か
っ
て
く
る
。
ね
か
し
つ
け
て
か
ら
、

っ
た
こ
ろ
、
虚
話
か
か
か
っ
て
き
た
。
わ
た
し
は
、
「
ま
た
か
」
と
田
心
っ
て
い
た
。

け
い
子
ね
え
ち
ゃ
ん
か
、
な
い
て
い
る
。
「
ど
う
し
た
の
」
と
聞
く
と
、
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
。
L

と
は
っ
た
。

・
ゞ
・
ロ
わ
れ
た
と
き
は
、
な
ん
だ
か
と
て
も
不
息
議
な
く
ら
い
、
す
き
ん
と
む
ね
の

て
い
た

と
妹
は

こ
わ
が
っ
て
い
た
。

か
い
中
で
ん
と
う
を
つ
け
た
。

ハ
時
、
七
時
、
．
八
時
と
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
J
J
L
時

み
ん
な
は

そ
れ
か
、
大
水
害
に
な
る
と
は
、
ゆ
め
に
も
lfl
心
わ
な
か
っ
た

3

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
の
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は

か
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
し
た

＇
、
ヽ
＂
、
、

た

じ

ょ

う

；
J

カ
ー

）ゞ、「

f

し

＇

七
J
I
-
L
'
n
-
1
1

九
時
こ
ろ
、
ぽ
つ
ば
つ
と
お
お
つ
ぶ
の
雨
か
ふ
り
は
じ
め
た
。

祈

典

善

小

学

校

四

年

江

島

瑞

穂
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ー
と
か
け
て
い
き
ま
し
た

3

い
と
息
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
こ
か
雨
も
り
か
し
て
い
な
い
か
見
た
い
と

で
も
、

雨
は
た
き
と
同
じ
、

そ
し
て
、

あ
げ
て
帰
っ
て
く
る
と
同
じ
に
、

そ
し
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、

お
栂
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
は
、

わ
た
し
と
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、

も
う
帰
れ
ま
せ
ん
c

わ
た
し
は
、

ナ
し
で
も
、

1
,
1
 

•)0 

f
 

ま
し
た
。

ゞ
ん
カ

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
面
の
中
を
ダ
ダ
ー
と
ぞ
う
り
を
は
き
、
前
へ
か
け
て
い
き

公
威
。
」
と
大
き
な
声
で
さ
げ
ぴ
ま
し
た

い
っ
て
き
ま
し

息
っ
て
い
ま
し
た
。

と
う
て
い
前
の
家
に
は
い
け
ま
せ
ん
て
し
た
。

ど
し
ゃ
ぷ
り
の
雨
の
中
を
、

ズ
ポ
ン
を
め
く
り

山
下
の
お
じ
ち
ゃ
ん
か
、
「
中
尼
さ
ー
ん
、
中
島

ょ
ん
ら
ん
し
た

1
。
」
と
大
き
な
大
き
な
声
を
は
り
あ
げ
て
、

ー1ゞ1
カ
ー

こ。t
 で

も
、
も
う
そ
の
時
は
、
水
が
少
し
入
っ
て
い
た
そ
う
て
す
。

お
し
い
ち
ゃ
ん
は
び
っ
く
り
し
て
、
「
和
子
ー
、

お
父
さ
ん
と
お
屈
さ
ん
も
、
も
う
い
わ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
い
た
か
し
り
ま
せ

う
ち
に
お
っ
と
き
な
さ
い
。
」
と
↓

．．
 

口
っ
た
け
れ
ど
、

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
て
た
ま
リ
ま
せ
ん
で
し
た

J

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
「
か
お
り
、
よ
か
、
早
く
ト
イ
レ
に
い
か
ん
ね
。
あ
ん
た
か

帰
っ
て
き
た
ら
、
今
度
わ
た
し
か
い
く
け
ん
。
」
と
い
っ
た
の
で
、

そ
し
て
、
ト
イ
レ
に
い
っ
て
、
う
ら
の
家
に
帰
ろ
う
と
111
心
っ
て
い
ま
し
た
か
、

水
が
そ
う
こ
だ
け
て
は
な
く
、
家
ま
て
人
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、

わ
た
し
は
ダ
ダ

お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
こ
と
か
心
ぱ
い
で
し
た

目
分
で
は
ん
だ
ん
し
、
＂
間
の
家
ま
て
き
ま
し

で
も
、
水
か
ひ
く
よ
う
な
じ
ょ
う
き
ょ
う
で
は
、

か
え
っ
て
、
水
か
さ
か
ふ
え
て
、

そ
し
て
、
ま
た
見
て
い
る
と
、

わ
た
し
の
家
の
前
を
、
「
た
す
け
て
ー
」
と
い
っ
て
な
か
れ
て
き
ま
し
た
◇

と
も

ー
中

t
 

I
i
 

い
ま
し
な

て
い
で
ん
で
、
ど
こ
も
ま
っ
く
ら

た
よ
る
の
は
、
か
い

111虚
と
う
と
、
ろ
う

い
て
い
ま
し
た

ま
す

Q
そ
し
て
、
家
族
全
員
三
か
い
に
ひ
な
ん
し
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
、

屈
さ
ん
は
、

昭
相
ニ
ト
八
年
に
自
分
の
し
っ
か
、
大
分
で
も
水
博
を
た
い
け
ん
し

て
い
る
の
て
、
水
内
の
こ
と
を
よ
く
し
っ
て
い
た
の
て
、
「
だ
い
し
ょ
う
ぶ
、

じ
ょ
う
ぶ
こ
と
い
っ
て
、

で
も
、

お
父
さ
ん
の
顔
は
、

お
園
さ
ん
は
、

そ
し
て
、

と
て
も
し
ん
け
ん
な
頷
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
う
心
ぱ
い
な
い
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
を
し
て
い
ま
し
た
。

心
の
中
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
心
ぱ
い
し
て
い
た
と
恩
い

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
い
れ
て
、
水
苫
の
じ
ょ
う
き
ょ
う
を
間

そ
く
の
火
だ
け
て
し
た
。
ま
た
、

と
き
た
ま
外
を
の
ぞ
い
て
、
水
か
げ
ん
を
見
て

学
佼
の
へ
い
を
か
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
ボ
ウ
ド
に
つ
か
ま
り
、

わ
た
し
た
ち
に
は
、

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
て
し
た
。

よ
る
い
だ
け
を
、
三
か
い
に
上
げ
ま
し
た
。

に
し
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
と
、

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、

く
つ
上
げ
か
す
ん
て
、

っ
し
よ
こ
、

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
‘

に
も
つ
上
げ
を
し
、

水
か
さ
は
、

さ
ら
に
ま
し
て
、

そ
れ
か
ら
く
つ
を
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

二
か
い
ま
で
、
水
か
き
そ
う
だ
っ
た
の
で
、

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
た
ち
と
い

ろ
う
そ
く
の
火
か
き
え
な
い
よ
う

か
い
だ
ん
の
半
分
ま
で
き
ま
し
た
。

二
か
い
の
じ
む
所
の
だ
い
じ
な
し

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ

ぜ
ん
ぜ
ん
あ
り
ま
せ
ん
a だ

し、 ぉ

男
の
人
かた
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し
た

く
り
し
ま
し
た
。

家
の
中
に
、
車
が
つ
っ
こ
ん
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
か
こ
わ
れ
て
い
ま

の
家
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一
人
。

二
か
い
の
ま
ど
か
ら
下
を
見
る
と
、
車
が
い
っ
ぱ
い
流
れ
て
い
く
の
て
、
ひ
っ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
せ
い
い
い
ん
会
の
集
ま
り
に
い
っ
て
い
た
の
で
、
削

ル
五
0
セ
ン
チ
だ
っ
た
そ
う
て
す
ウ

え
し
た
よ
う
な
雨
に
と
も
な
い

ひ
ど
い
か
み
な
り
が
な
っ
て
い
ま
し
た

し
月
ニ
ト
三

11
金
耀
11
、
夕
食
か
す
ん
だ
あ
と

パ
ケ
ツ
の
水
を
ひ
っ
く
り
か

つ
ま
ん
な
か
っ
た
。

肋
屋
小
学
校
四
年

r/ 1.r 

尾

佳

織

し
た
。

お
も
し
ろ
が
っ
て
、
ひ
ざ
ま
て
つ
か
っ
て
あ
そ
ん
で
い
た
ら
、
「
こ
ら
、
い
十

お
店
か
ら
、
こ
う
ぜ
ん
町
に

ぱ
い
人
っ
て
き
ま
し
た
。

お
も
て
を
見
た
ら
、

‘¥、，‘‘

11
カ

；
こ
、
＼
‘
ヽ
つ

ー
カ
し

ヽ

、

、

9
/

か
え
ろ
う
と
し
て
し
た
ら

j
I
i
1
J

ザ
ー
ザ
ー
な
が
れ
て
い
ま

く

K
に
あ
が
れ
こ
と
お
と
う
さ
ん
か
ら
お
こ
ら
れ
ま
し
た
。

二
か
い
に
卜
か
ろ
う
と
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
、
水
か
入
っ
て
き
て
、

お
し
い
ち

ゃ
ん
の
首
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
，
あ
と
て
き
い
た
ら
一
メ
ー
ト

七

一
三
長
崎
大
水
害

わ
た
し
た
ち
親
子
四
人
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
一
人
い
る
、
前
の
家
に
い
き
た

七
月
二
十
竺

H
の
水
苫
は

こ
わ
か
っ
た
し
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た

祈
興
善
小
学
校
二
年

,'1 
)ヽ
J

1•巳
七1

み

よ

も
う
二
ど
と
水
古
が
こ
な
け
れ
ば
い
い
と
fll
心
い
ま
し
た
。

だ
っ
て
た
く
さ
ん
の

こ
わ
か
っ
た
夜

つ
だ
お
う
と
し
た
ら
、
ば
い
き
ん
か
い
る
の
で
「
ダ
メ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

水
か
な
い
の
で
、

わ
た
し
と
お
屈
さ
ん
は
‘
困
て

F
を
あ
ら
い
ま
し
た
。
兵
ベ

わ
た
し
と
に
い
ち
ゃ
ん
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。

人
も
な
く
な
っ
た
し
家
も
こ
わ
れ
た
か
ら
で
す

3

も
う
こ
な
い
で
下
さ
い
。

も
の
は
ラ
ー
メ
ン
と
か
ん
づ
め
だ
け
で
し
た

.]。f
 

お
と
う
さ
ん
た
ち
か

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
そ
う
し
を
し
て
い
る
の
て
、
て

こ
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
と

し
ん
ば
い
に
な
り
、
な
か
な
か
ね
む
れ
ま
せ
ん
て
し

つ
か
っ
て

こ
わ
れ
て
い
ま
し
た
，
め
か
ね
ば
し
も
こ
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
し
ゃ
ふ
り
の
雨
は
、
と
う
ふ
ん
や
ま
な
い
と
ラ
ジ
オ
は
い
っ
て
い
る
し

し
な
外
に
ジ
ュ
ー
ス
の
は
ん
ば
い
き
が

.
'
t
1
9
.
f
 

た
お
れ
て
い
ま
し
た
。

iIと
ー
カ
、
A

を
も
っ
て
ね
ま
し
た
。

メ
チ
ャ
で
、
ど
ろ
だ
ら
け
で
、
あ
る
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
や
な
に
お
い
も
し
ま

き
か
え
を
し
て
、

ひ
じ
ょ
う
し
ょ
く
の
よ
う
い
を
し
て
、

か
い
ち
ゅ
う
で
ん
と
う

あ
さ
、
外
に
出
て
み
る
と
、
水
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
お
も
い
を
し
て

い
え
ま
て
か
え
り
ま
し
た
。

ろ
う
そ
く
の
あ
か
り
で

れ
な
い
と
息
っ
て
、
と
て
も
し
ん
ば
い
で
し
た

で
ま
わ
り
は
く
ら
い
し
、

た
い
へ
ん
な
こ
と
か
お
こ
っ
て
い
る
と
か
ん
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
だ
け

店
の
中
は
、
メ
チ
ャ

こ
う
ぜ
ん
町
に
行
っ
て
い
た
の
て
な
か
さ
れ
て
い
る
か
も
し
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や
さ
し
か
っ
た
。

海
の
よ
う
な
ど
う
ろ

夏
休
み
に
な
っ
て
か
ら
、

の
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
、
夕
方
六
時
四
十
五
分
ご
ろ
む
か
え
に
き
て
も
ら
え
る
の
て
、

七
月
二
十
三
日
、

ふ
り
だ
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、

ま
せ
ん
で
し
た
。

お
く
ん
ち
の
け
い
こ
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
近
し
ょ

け
い
こ
か
は
し
ま
っ
て
三
日
目
の
タ
ガ
、
も
の
す
こ
い
雨
が

お
に
い
ち
ゃ
ん
か
む
か
え
に
き
て
く
れ
る
か
な
、

す
る
の
か
な
あ
と
ま
っ
て
い
た
ら
、
「
ピ
カ
ソ
」
と
い
な
び
か
り
が
し
ま
し
た
。
「
バ

お
に
い
ち
ゃ
ん
の
こ
え
で
す
。

ひ
ど
く
ふ
っ
て
い
る
し
、

ぱ
く
の
か
っ
き
は
、
シ
ン
バ
ル
て
す
。

お
や
す
み

サ
ゾ
と
外
に
で
ま
し
た
。
雨
は

か
ぜ
も
ふ
い
て
い
ま
し
た
。

で
も
お
に
い
ち
ゃ
ん
た
ち

と
お
く
ん
ち
の
れ
ん
し
ゅ
う
か
で
き
る
の
が
う
れ
し
く
て
、

あ
ん
ま
り
気
に
な
り

む
つ
か
し
い
か
な
と
息
っ
た
ら
わ
リ
と

リ
バ
リ
」
と
か
み
な
り
て
す
。
た
の
し
み
に
し
て
い
た
の
に
か
っ
か
り
だ
な
あ
。

た
の
し
み
に
し
て
で
か
け
ま
し
た
。

新

典

善

小

学

校

二

年

山

崎

た

け

し

ー
ト
を
あ
げ
た
り
し
て
あ
る
い
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
の
と
き
の
よ
う
な
人
だ
か
リ

で
す
。
ハ
ス
も
で
ん
車
も
と
ち
ゅ
う
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
に
、

は
、
人
が
い
っ
ぱ
い
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
あ
る
き
ま
し
た
。

ゞ
、
ス
て
、
こ

9

し

1
ス
カ

一
ャ
ー
L

と
し
て
、
き
も
ち
か
わ
る
い
し

こ
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
こ
わ
い

プ
ー
ン
」
と
な
み
が
き
ま
す

か
み
な
り
が
や
ね
に
お
ち
た
か
な
と
い
う
よ
う
な
も
の
す
ご
い
音
か
し
た
。

れ
ん
し
ゅ
う
が
早
く
お
わ
っ
た
の
で
、
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
ら
水
か
い
の
し
ょ
う

ほ
う
で
、
中
し
ま
川
が
は
ん
ら
ん
し
た
と
き
き
ま
し
た
。

に
き
て
く
れ
た
。
え
き
ま
え
は
へ
そ
ま
て
水
が
き
て
い
る
と
い
っ
て
、

れ
で
し
た
。

ま
V
よ、

~
 

わ
た
す
か
ぎ
り
水
て
、

か
え
れ
る
か
な
と
111
心
っ
た
。

か
さ
を
さ
し
て
も
や
く
に
た
ち
ま
せ
ん
。

す
。
バ
イ
ク
と
か
し
て
ん
し
ゃ
、

お
か
あ
さ
ん
か
む
か
え

び
し
ょ
ぬ

で
も
お
か
あ
さ
ん
や
き
ん
じ

お
し
り
の
と
こ
ろ
ま
で
水
が
あ
り
ま

じ
ょ
う
よ
う
し
ゃ
ま
で
う
か
ん
で
い
ま
す
。

み

ま
る
で
海
の
よ
う
て
す
。
車
と
車
か
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、
「
ザ

ゾ
ー
リ
が
ぬ
け
そ
う
で
す

3

そ
し
て
、

ね
こ
の
し
た
い
を
ふ
ん
だ
よ
う
に
「
ヌ

て
も
だ
ん
だ
ん
ふ
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
‘

み
ん
な
ズ
ボ
ン
を
め
く
り
、

ど
う
ろ
は
車
の
れ
つ
で
す
。

て
い
で
ん

ょ
の
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
紺
り
ま
し
た
。
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長崎集中栄雨 11 9番

そ
の
数
倍
に
上
る
で
あ
ろ
う
。

米
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

一
瞬
そ
う
い
う
の
各
え
ま
し
た
け
と
ね
。
本
当
に
、

ぱ
う
然
と
し
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

生
む
に
し
て
も
、
水
が
出
な
い
で
し
ょ
う
。

っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い
と
思

く
な
っ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。
も
う
ず
ぶ
ぬ
れ
で
、

ち
と
か
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
、
崖
を
登
っ
た
み
た
い
な
形
で
…
。
全
然
道
が
な

か
っ
た
で
す
か
ら
。
途
中
で
お
腹
が
廂
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
、
す
ご
く
。
陣
桶
が

間
協
的
に
く
る
か
ら
、
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
と
い
う
感
じ
で
、

れ
る
か
な
と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ど
う
に
か
行
か
な
い
と
仕
方

ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ
で
が
ん
ば
っ
て
行
き

か
な
い
か
ら
、

ま
し
た
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
何
か
、
自
分
で
そ
う
い
う
と
き
に
生
ん
で
る
か
ら
、
よ
け

い
う
れ
し
い
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

（
赤
ん
坊
の
泣
き
声
）

ナ
レ
ー
タ
ー

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
茂
木
に
い
た

そ
れ
か
ら
主
人
の
お
じ
さ
ん
た

ち
ょ
っ
と
こ
こ
登

明
る
く
て
強
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

安
倍
教
授
が
、

と
、
四
一
・
八
％
の
人
が
、
大
災
寓
の
と
き
で
も
救
助
隊
は
十
分
以
内
に
助
け
に

二
十
三
日
夜
か
ら
二
十
四
日
未
明
に
か
け
て
、
長
崎
市
消
防
局
が
受
け
た
一
―

九
番
は
、
千
百
四
十
件
が
限
度
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
た
人
は
、
恐
ら
く

（
訛
話
、
話
し
中
の
信
号
）

）
と
し
の
二
月
、
東
京
で
行
っ
た
調
在
に
よ
る

っ
て
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
ち
ょ
う
ど
歩
き
出
し
た
と
き
か

一
番
雨
が
ひ
ど

る
の
か
な
と
い
う
感
じ
で

で
生
む
の
か
な
と

ー
さ
ん

ナ
レ
ー
タ
ーど

う
す
る
の
か
な
と
、
本
当
息
っ
た
ん
で
す
よ
。
本
当
、
自
分
の
家

七
月
二
十
四

H
午
後
、
ー
さ
ん
、
女
の
子
を
出
廂
。

（
赤
ん
坊
の
泣
き
声

ど
う
す

で
も
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第 8紺

も
ど
こ
か
あ
る
て
し
ょ
う
。
そ
の
近
く
に
。

し
た
。

△
|
|
i
 水

な
ん
か
も
出
な
い
の
て

す
る
消
防
の
側
と
し
て
も
‘

a
、ス

i
 

よ
｀
つ

そ
ん
な
人
に
、

ち
ょ
っ
と
し
て
も
ら
わ
ん
と
い
か
ん
で
す
ね
。

水
道
が
出
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
と
、
水
が
出
な
い
ん
で
す
よ
。

ん
で
す
よ
。

う
ち
の
は
う
で
は
、

そ
れ
で
う
ち
の
ほ
う
で
は
‘

経
験
し
た
人
を
、

験
し
た
人
な
ら
、

お
た
く
の
ほ
う
と
道
路
不
通
に
な
っ
て
る
ん
で

さ
れ
ま
す
か
ら
、

し
て
と
リ
ま
し
た
か
ら
。

ど
う
も
で
き
な
い
で
す
ね
え
。

い
ろ
い
ろ
連
絡
し
て
も
ら
え
ん
…
…
。
虚
油
が
通
じ
な
か
っ
た

だ
か
ら
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
て
辿
絡
で
き
な
い
ん
て
し
ょ
う
か
ね
。

辿
絡
し
て
も
行
け
な
い
て
し
ょ
う
、

お
た
く
の
ほ
う
に
。
歩
い
て
辿

だ
か
ら
、
そ
っ
ち
で
お
廂
し
た
ほ
う
か
ま
し
と
息
う
ん
で
す
ね
。
だ

こ
っ
ち
て
は
ち
ょ
っ
と
連
れ
て
米
れ
な
い
か
ら
、
お
た
く
の
ほ
う
て
、
そ

助
廂
婦
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
で
す
よ
。

お
廂
を
経

お
年
窃
り
の

Jj
は
で
す
ね

Q

昔
は
そ
ん
な
ん

そ
ん
な
人
に
ち
ょ
っ
と
し
て
も
ら
わ
ん
と
い
か
ん
で
し

こ
っ
ち
か
ら
持
っ
て
行
く
こ
と
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
井
戸
水
な
ん
か

し、

ゃ

ず
で
す
よ
。

ナ
レ
ー
タ
ー

ど
う
で
す
か
ね
。
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

い
や
、
茂
木
地
区
は
昔
か
ら
の
村
で
す
か
ら
ね
。
ど
こ
か
に
あ
る
は

た
人
二
百
五
十
五
人
、

死
者
、
行
方
不
明
は
そ
れ
を
上
回
る
二
百
几
十
九
人
。
も

っ
と
多
く
の
人
を
救
え
な
か
っ
た
の
か
。
長
崎
市
消
防
局
で
も
、
残
さ
れ
た
交
信

―
-
J
L
番
交
信
記
録
の
残
し
た
教
訓
に

こ
う
指
摘
す
る
。

全
体
と
し
て
、
非
詣
に
強
い
印
象
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

ら
ば
神
様
、
仏
様
を
呼
ん
で
る
声
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
か
す
る
ん
で
す
ね
。

か
し
て
く
だ
さ
い
と
、
仏
様
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
、

て
も
、

そ
れ
は

こ
れ
、
昔
だ
っ
た

人
々

つ
ま
り
、
絶
対
的
な
孤
立
、
あ
る
い
は
絶
望
の
緑
に
追
い
や
ら
れ
て
、
神
様
何
と

と
い
う
代
わ
り
に
、

や
る
こ
と
は
全
部
や
っ
と
い
て
、
そ
し
て
そ
れ
で
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
お

頻
い
を
す
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
も
う
一
っ
、
別
の

ほ
う
か
ら
と
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
や
は
リ
―
―
九
が
そ
う
い
う
頻
ら
れ
方
を
し
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
抒
え
れ
ば
、
通
信
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
そ
れ
に
対
応

こ
れ
ま
で
の
個
々
の
災
屯
口
の
場
合
に
対
す
る
対
応
と

は
異
な
っ
た
対
応
と
い
う
も
の
か
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と
い
う
の
が
、

△
|
|
ー

探
し
て
も
ら
う
ん
で
す
か
、
助
廂
婦
さ
ん
を
。

た
だ
私
が
こ
こ
で
い
い
た
い
の
は

い
わ
ゆ
る

一
九
が
神
様
、
仏
様
だ
と
し

ち
ら
の
ほ
う
で

が

-
J
L
を
求
め
て
い
る
と
。

か
ら

今後への対応，教訓と反省

△

ー

い
や
、
歩
く
の
は
も
う
無
理
な
ん
て
す
よ
。

れ
て
米
ま
す
か
。

△

ー

安
倍

人
々
が

一
九
を
求
め
て
い
る
絶
叫
を
聞
い
て
い
ま
す
と
ね

つ
い
て
、
安
倍
北
夫
教
授
は

し、

ゃ

記
録
を
元
に
、
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

△
|
|
！
 

ど
こ
の
で
す
か
。

方
々
の
廂
婦
人
科
に
は
連
絡
で
き
な
い
の
で
す
か

0

△

ー

l

晩
中
嗚
り
続
け
た

す
よ
。

は
い
、
辿
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

△

ー

△

ー

は
し、

ど
う
も
。

は
し、

△
|
|
l
 

私
の
印
象
で

-
J
L
番
。
消
防
隊
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

わ
か
り
ま
し
た
。
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
。
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ね

△

ー

は
し‘

゜

△

ー

は
い
、
あ
り
ま
せ
ん
。

△
ー
事
故
の
災
寓
の
種
類
は
、
崩
崩
れ
で
す
か

△
ー
産
婦
人
科
な
い
ん
で
す
か
。

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

は
し‘

は
し‘

い
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。

△

ー

ナ
レ
ー
タ
ー

り
、
そ
れ
か
ら
平
間
て
あ
り
、
木
場
で
あ
り
、
す
べ
て
生
埋
め
事
故
が
発
生
し
て
、

消
防
団
お
よ
ぴ
隊
が
全
部
行
っ
て
、
お
ま
け
に
火
災
も
発
生
し
て
い
る
ん
て
す
よ

こ
ち
ら
も
生
埋
め
三
人
く
ら
い
お
る
と
で
す
け
ど
ね
。

生
き
埋
め
が
三
人
で
す
か
。
こ
れ
は
が
け
崩
れ
か
何
か
で
す
か
。

粒
崩
れ
に
よ
っ
て
、
家
屋
か
何
か
倒
壊
し
て
い
る
わ
け
て
す
か
。

△
ー
'
|

そ
ち
ら
に
助
産
婦
さ
ん
い
な
い
ん
で
す
か

わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ナ
レ
ー
タ
ー

-、
6

、

す
i

ち
ょ
う
ど
初
七
日
の

H
に
見
つ
か
っ
た
ん
て
す
よ
。
牧
島
の
弁
天
の
浜
と

9
D
、
1

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ま
さ
か
、
湘
に
流
れ
と
る
と
は
息
う
と
ら
ん
や
っ
た
で
す
。

い
ま
も
耳
に
こ
ひ
り
つ
い
て
、
離
れ
ん
と
で
す
も
の
ね
e

あ

え
て
、

州

わ
ん
わ
ん
泣
く
と
ば
で
す
ね
。
本
当
、
息
っ
た
だ
け
で
も
ぞ
っ
と
す
る
。

自
分
で
探
そ
う
と
い
う
、
あ
れ
し
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。
も
う
、
地
話
し
て
、

救
助
隊
回
し
て
も
ら
っ
て
も
助
か
っ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

（
た
だ
い
ま
か
ら
、
五
時
五
十
一
分
四
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

も
し
も
し
。

も
し
も
し
。
あ
の
で
す
ね
。
茂
木
町
な
ん
で
す
け
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
廂

気
つ
い
て
で
す
ね
、
生
ま
れ
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
っ
ち
の
ほ
う
に
助
廂
婦
さ

ん
と
か
．
．
．
．
．
．
。
も
う
、
水
も
出
な
い
ん
で
す
よ
。

そ
う
し
た
ら
、

ど
ん
な
ふ
う
に
し
た
ら
い
い
か
、

お
廂
を
経
験
し
た
方
、

△
ー
あ
あ
。
も
し
も
し
、
現
在
お
た
く
の
矢
上
地
区
で
も
、
戸
石
て
あ

△

ー

゜

す
よ

田
中
町
の

0
0
0。
そ
れ
か
ら
上
へ
四
軒
、
ベ
タ
ッ
と
い
っ
と
っ
た
で

△

ー

は
し‘

゜
災
杏
救
助
で
す
ね
。
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

（
泣
話
の
ベ
ル

た
だ
い
ま
か
ら
、
四
時
四
卜
九
分
五
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
と
き
だ
け
は
。
夜
中
に
、
本
当
、
あ
ん
だ
け
走
り
回
っ
て

こ
ど
も
た
ち
は
抱

四
H
四
時
ま
て
の
雨
鼠
五
百
三
ミ
リ
。

雨
は
、
明
け
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
小
降
り
に
な
っ
た
。
ニ
ト

た
だ
い
ま
か
ら
、
四
時
三
十
九
分
三
卜
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

た
だ
い
ま
か
ら
、
四
時
三
卜
几
分
二
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

J
o
 

ど
も

i

見
た
と
き
、
女
局
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
で
す
。

こ
ど
も
は
で

ぬ
か
し
て
ま
す
か
。

△

ー

... 

、
E

ー
き
る
カ
ク

、
し
、

t

ヽ

崖
は
ど
こ
で
も
崩
れ
て
る
ん
で
す
。
も
し
も
し
｝
力
，

l

つ
か
っ
た
け
ん
、
多
分
そ
う
し
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
近
所
の
ガ
や
っ
た
で
す
け
れ

S
さ

ん

も

う

夜
明
け
と
伺
時
に
す
ぐ
見
つ
か
リ
ま
し
た
。

女
の
死
休
が
見

は
し、

sさ
ん
は
、
明
け
ガ
、
よ
う
や
く
虚
品
を
と
っ
た

消
防
隊
か
出
て
る
ん
で
す
よ
。
人
か
死
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
と
で
し
ょ
う

前
夜
八
時
、
よ
と
生
後
三
カ
月
の
こ
ど
も
か
濁
流
に
の
ま
れ
た

△

ー

み
ん
な
か
ね
、
人
が
死
ん
だ
り
し
て
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
に
い
ま

鉄
砲
水
、
律
波
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E
さ
ん

て
く
だ
さ
い
。 そ

っ
ち
も
い
ま
ひ
ど
い
災
者
に
な
っ
て
る
で
し
ょ
う
。

う
ち
の
ほ
う
も
全
然
い
け
ま
せ
ん
。

だ
い
ぶ
け
が
も
し
て
お
り
ま
す
ね
、
重
い
わ
け
で
す
ね
。

そ
し
て
あ
と
、
不
明
に
な
っ
て
る
人
は
、
何
人
ぐ
ら
い
い
る
ご
と
で

五
人
で
す
よ
。

は
し‘

四
人
で
す
ね
。
何
と
か
助
け
ば
、

あ
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
ど
う
に
か
し
て
．
．
．
．
．
．
。

お
剥
い
し
ま
す
か
ら
：

9

．．．
o

が
、
二
次
災
苦
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
気

二
次
災
寓
に
咎
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
作
業
し
て
み

で
す
よ
ね
。
何
し
ろ
、

雨
が
早
く
や
ま
ん
か
な
と
、

す
よ
ね
e

早
く
虚
気
か
復
111
し
て
く
れ
ん
か
な
、

よ
ね
。
現
場
の
人
た
ち
の
こ
と
、

こ，．｝、

f
f
 そ
れ
だ
け
だ
っ
た
て

と
い
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
で
す

あ
る
い
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
る
人
の
こ
と
を

も
う
、
そ
れ
で
で
す
ね

一
時
は
ど
う
な
っ
て
る
の
か
っ
て
111
心
っ
た

ま
せ
ん
。

し
、
人
命
に
危
険
な
ら
、
避
難
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
ら
、
無
理
し
て
で
も
出
し

た
い
と
息
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

△

ー

ま
だ
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
し
て
な
い
限
り
、
出
せ

み
ん
な
災
古
で
、
消
防
隊
か
出
払
っ
て
る
ん
て
す
よ
。
そ
れ
て
も

△
ー
ー
l

大
水
に
困
っ
て
る
ん
で
す
。

い
ま
、
生
存
者
も
出
し
た
け
ん
、
あ
と
は
も
う

△

ー

ど
う
し
た
ん
で
す
か
。

つ
け
て
で
す
ね

△
|
|
ー

も
し
も
し
、
人
命
に
危
険
で
つ
か

△
|
_
ー

い
ま
で
す
ね
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
も
消
防
団
の
方

今後への対応．教訓と反省

い
う
こ
と
で
す
か

し
て
で
も
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

△

ー

五
人
の
う
ち
の
一
人
を
助
け
た
ん
で
す
か
。
あ
と
四
人
残
っ
て
る
と

隊
が
出
て
お
り
ま
す
か
ら
、

人
命
に
危
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
無
理

一
人
助
け
ま
し
た
の
で
。

△
ー
|
t
大
洪
水
で
す
。

い
ま
、
災
甚
が
各
地
に
あ
っ
て
る
の
で
す
よ
。
消
防

す
か
。

い
ま
大
洪
水
で
す
ね
。

△
|
|
ー

△

ー

幼

椎

園

の

何

で

す

か

0
0
の
幼
稚
園
で
す
け
れ
ど
も
。

△

ー

△
 _

_

 
i
 

―
一
九
番
消
防
で
す
。
ど
う
し
ま
し
た
？

0
0
0分
団
の

H
で
す
け
れ
ど
も
、

△

ー

こ
っ
ち
も
ひ
ど
い
も
の
で
す
よ
。

こ
っ
ち
か
全
然
だ
め
で
す
も
の
ね
。

よ。
△

ー

△
ー
ー
ー

は
し‘

゜

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
。

0
0
0分
団
の

H
で
す
け
れ
ど
も
。

そ
れ
だ
け
を
祈
っ
た
で
す
ね
。

考
え
る
と
、
何
し
ろ
早
く
夜
が
明
け
ん
か
な
、
早
く
雨
が
上
が
ら
ん
か
な
、

（
泣
話
の
ベ
ル
）

た
だ

人
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
し
て
ま
す
か
。
ど
こ
の
川
も
氾
濫
し
て
ま
す
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行
か
せ
ま
す
の
で
。

△
|
ー
i

そ
う
で
す
ね
、
わ
か
り
ま
し
た

一
応
、
確
認
に
は
ど
な
い
か
し
て

△

ー

作
戦
？

ど
こ
に
作
戦
錬
る
か
。
水
が
．．． 
…
…
に
。

現
楊
に
行
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
ん
で
し
ょ
う
。

も
ら
わ
ん
と
い
け
ん
で
す
ね
。

△

ー

こ
っ
ち
も
…
…
。

△
ー
'
|

そ
ん
な
状
態
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
ち
ら
の
ほ
う
て
も
、
作
戦
錬
っ
て

は
し‘

゜
ど
な
ん
か
、
手
段
ば
な
か
も
ん
で
す
か
ね
。

全
部
だ
め
だ
か
ら
。

△

ー

△
ー
|
l

び
に
ず
う
っ
と
…
…
。

状
況
は
、

で
す
け
ど
も
、

お
た
く
も
行
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
。

そ
う
で
す
ね
、

ど
が
ん
お
る
の
か
わ
か
ら
ん
と
、

だ
か
ら
消
防
署
貝
が

行
っ
て
も
、
恐
ら
く
無
理
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
っ
ち
も
で
す
ね
…
。

て。

奥
山
で
す
。

は
い
、
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
河
内
の
上
が
や
ら
れ
て
る
ん
で
す
よ
。

9ヽ

ゃ

一
応
、

ポ
ン

こ
っ
ち
の
分
団
の
小
型
も
ね
え
、
も
う
使
え
ず
に
ね
え
、
水
に
つ
か
っ

あ
あ
、

そ
う
で
し
ょ
う
。

い
ま
ま
で
の
経
験
生
か
し
て
、

ど
ん
な
に
か
作
戦
と
ら
ん
と
い
か
ん

△

ー

い
や
、
見
殺
し
と
い
う
こ
と
は
．
．
．
．
．
．
。
奥
山
で
す
ね
。

た
か
っ
て
も
行
け
な
い
し
。

ん
と
、
見
殺
し
と
い
う
こ
と
に
な
る
け
ん
ね
ぇ
゜

△
ー
_
ー

こ
っ
ち
、
ち
ょ
っ
と
い
な
い
と
で
す
も
の
。
こ
っ
ち
か
ら
も
、
行
き

い
い
ま
す
け
ん
。

一
度
当
た
っ
て
も
ら
わ
ん
と
、
ど
な
い
し
て
も
行
っ
て
も
ら
わ

プ
車
が
ほ
し
か
と
ば
っ
て
ん
ね
え
。

み
ん
な

こ
れ
は
お
手
上
げ
だ
な
。

い
や

1
ょ
•
…

•
•
O

こ
i

1

え
え
、
奥
山
ま
て
行
っ
て
で
す
ね
、
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
、
救
助
を
呼

△

ー

△
|
|
l
ヽ
報
局
か
ら
？

こ
ち
ら
に
来
れ
な
い
わ
け
？

し‘

ゃ

い
ま
砒
報
局
か
ら
か
け
て
る
ん
で
す
よ
。
虚
報
局
か
ら
。

す
よ
ね
、
…
…
…
ら
れ
る
と
こ
は
。

△

ー

お
た
く
は
、
そ
れ
か
ら
か
け
て
る
ん
で
し
ょ
う
。

△
ー
ー
l

も
し
も
し
、
ち
ょ
っ
と
そ
っ
ち
に
は
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
て

す゚

も
し
、
も
し
も
し
・
・
・
・
・
・
。

旭
話
は

0
0
の

0
0
0
0で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
通
じ
な
い
と
息
い
ま

十
八
ミ
リ
。
身
動
き
の
で
き
な
く
な
っ
た
救
助
隊
か
ら
の
連
絡
が
続
々
と
入
る
。

も
し
も
し
、
消
防
局
で
す
。

0
0
0分
隊
の

T
で
す
が
、
…
…
…
は
ど
な
い
な
っ
た
で
す
か
。
も
し

△

ー

龍

話

は

？

△

ー

S
と
申
し
ま
す
け
ど
。

△

ー

は
し‘

破
杏
ひ
ど
か
っ
た
と
に
、
何
で
行
っ
て
く
れ
ん
と
で
す
か
。

わ
か
リ
ま
し
た
。
で
は
、
お
た
く
の
名
前
は
？

ナ
レ
ー
タ
ー

め
い
も
。

二
日
後
、
逍
体
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
二
十
四
時
ま
で
の
雨
批
四
百
四

奥
山
地
区
は
、
二
十
三
人
の
死
者
を
出
し
、

S
さ
ん
の
二
歳
の

な
、
ひ
ど
か
っ
と
け
ん
、
敷
き
石
な
ん
か

家
な
ん
か
流
れ
て
き
よ
っ
た
で
す
よ
。

△

ー

は
し、

わ
か
り
ま
し
た
。

確
認
て
き
ん
で
す
と
。
行
か
れ
ん
で
す
と
。
近
寄
れ
ん
で
す
よ
。
そ
ん

お
駈
い
し
ま
す
。
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時
間
以
上
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
け
て
す
か
。

そ
れ
て
も
ま
だ
ガ
ン
ガ
ン

ガ
ン
ガ
ン
か
け
た
ん
て
す
。
そ
れ
て
も

△

ー

△

ー

い
や
、
全
部
こ
こ
、
詰
め
て
る
ん
で
す
よ
。

sさ
ん
は
、
孤
立
し
た
奥
山
地
区
に
家
族
を
残
し
て
い
た
。

△

ー

て
か
け
た
ん
で
す
か
、
リ
ン
リ
ン
、
リ
ン
リ
ン
嗚
り
っ
ば
な
し
。

二
十
分
か
け
て

結
局
は
、
あ
あ
な
っ
て
る
の
で
す
か
、
見
殺
し
と
い
う
こ
と
に
。

よ
。
そ
れ
は

署
貝
が
で
す
ね
。

う
ち
か
ら
か
か
る
ん
で
す
よ
。
か
か
る
け
ど
、
だ
れ
も
出
な
い
ん
で
す

△
ー
他
の
と
こ
ろ
に
全
部
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
行
け
な
い
ん
で
す
よ

で
す
よ
。
米
て
く
だ
さ
ら
ん
で
す
か
。

今後への対応，教訓と反省

△

ー

△

ー

は
し、

梢
防
局
て
す
。

り
し
て
か
ら
連
絡
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
も
っ
と
手
を
尽
く
し
て
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
す
い
ま
せ
ん
け
ど
。
ご
心
配
て
し
ょ
う
が
。

、。し
ま

元
気
出
し
て
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
よ
ね
。

も
し
も
し
、
も
し
も
し
…
…
。
（
応
答
な
し
）
。

も
し
も
し
、
消
防
局
で
す
。

お
た
く
も
注
謡
し
て
く

ま
っ
て
る
可
能
性
が
強
い
ん
で
す
よ
。
ど
う
に
も
わ
れ
わ
れ
て
は
手
か
つ
け
ら
れ

ん
も
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
家
が
崩
壊
し
た
の
が
八
時
半
ご
ろ
で
す
。

す
け
れ
ど
も
…
…
…
の
ほ
う
か
全
然
•
•
…
•
O

も
出
な
い
ん
で
す
よ
。

め
て
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
も

う
、
も
ち
ろ
ん
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
お
た
く
に
も
何

時
間
と
虚
話
し
た
の
て
す
が
、
全
く
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。

あ
の
、
う
ち
の
ほ
う
で
も
、
す
っ
と
―

-
J
L
は
開
放
し
て
い
る
ん
で

こ
っ
ち
は
命
が
か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
二
時
間
ぐ
ら
い
続
け

だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
全
体
的
な
全
市
の
被
宮
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
恐
ら
く
、
皆
さ
ん
か
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
あ
き
ら

も
重
要
で
あ
っ
た
。

も
し
も
し
。

あ
の
で
す
ね
、
…
…
…
の
奥
山
と
い
う
と
こ
ろ
か
も
の
す
ご
く
ひ
ど
か

い
や
、
見
殺
し
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、

は
う
で
行
方
不
明
者
と
か
、

死
者
と
か
、
家
屋
の
崩
壊
と
か
…
…
。

ナ
レ
ー
タ
ー

時
間
の
迎
の
り
を
歩
き
、
よ
う
や
く
姐
話
に
た
ど
り
消
い
て
い
る
。

お
た
く
の

お
た
く
の
ほ
う
か
、
殷
崩
れ
と
か
生
埋
め
と
か
何
と
か
、
確
認
し
た

助
か
る
か
ど
う
か

―
一
九
番
の
対
応
、
救
助
隊
の
活
動
は

こ
の
時
間
幣
が
最

あ
の

I
、

K
さ
ん
と
い
う
家
が
全
壊
し
ま
し
て
ね

↓

9

9

.

1

 

1
こ

ll

\
、
v
~

~
~
 

、E
こ
t
-
1
J
i
J
I
I
J

△
ー
~

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

△
ー
＇
~

も
、
待
ち
切
れ
ず
切
っ
た
と
。
切
っ
て
、

ナ
レ
ー
タ
ー

も
う
あ
ま
り
通
報
は
な
く
な
っ
た
と
、

十
一
時
ま
で
の
雨
絨
四
百
十
八
ミ
リ
。
生
埋
め
に
な
っ
た
人
か

は
し‘

゜
ど
う
も
…
…
。

早
い
者
か
ら
順
番
に
入
っ
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
差
で

コ
ー
ル
し
と
っ
て
で

だ
さ
い
ね
。
お
顕
い
し
ま
す
。

△

ー

ナ
レ
ー
タ
ー

十
時
ま
で
の
雨
批
三
百
五
十
七
ミ
リ
。
長
崎
市
消
防
局
に
あ
る

―
一
九
番
の
回
線
は
三
十
八
、
緊
急
時
は
七
人
の
通
信
貝
が
応
待
す
る
こ
と
に
な

人
も
相
当
お
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
が
何
百
と
あ
っ
た
と
息
う
わ
け
で
す
よ
ね
3

主
任
待
機
し
と
っ
た
け
ど
も
、
ど
う
し
て
も
待
ち
切
れ
ず
に
、
切
っ
と
っ
た

っ
て
い
る
。
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た
だ
い
ま
か
ら
『

JL
時
四
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

地
で
発
生
、

市
内
の
は
ぽ
全
域
で
倅
虚
゜

る
限
り
の
こ
と
は
せ
ん
ば
と
息
っ
て
、

と
思
っ
た
で
す
よ
。

ナ
レ
ー
タ
ー

せ
め
て
、

け
が
の
な
か
こ
と
ば
せ
ん
ば
、

災
害
の
場
而
と
い
う
の
は
、
中
心
化
傾
向
と
い
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

す
べ
て
の
こ
と
を
自
分
に
引
き
寄
せ
て
見
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
考
え
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、
災
害
の
真
ん
中
に
も
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
自
分
が
一
番
ひ

ど
い
の
だ
と
、

‘、
の
カ

こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
る
の
、
何
で
助
け
に
米
て
く
れ
な
い

の
場
面
て
は
だ
い
た
い
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
い
う
ふ
う
な
気
持
が
、
非
常
に
強
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。
実
際
、
災
甚

ま
ず
姐
気
が
切
れ
て
し
ま
う
。

其
っ
暗
に
な
る
。
そ
の
不
安
の
中
で
、
テ
レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
も
入
ら
な
い
。
あ
る
い

は
全
く
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
中
で
、

た
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
る
べ
き
新
し
い
役
割
り
、

の
状
況
と
い
う
も
の
を
知
ら
せ
て
、
自
分
か
そ
の
中
で
ど
う
い
う
位
骰
に
い
る
の

か
。
こ
れ
、
自
己
定
位
と
い
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
自
己
定
位
を
さ
せ
て
、
し
か

ら
は
と
い
う
こ
と
で
、
災
害
に
対
し
て
立
ち
向
か
う
勇
気
、
あ
る
い
は
方
向
づ
け
、

な
い
し
は
た
い
せ
つ
な
こ
と
な
ん
で
す
が
、

と
い
う
ふ
う
な
、

み
ん
な
で
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
っ
て
、
近
隣
の
人
と
一
緒
に
立
ち
上
が
る

そ
う
い
う
役
割
り
が
、

（
雨
の
音
）

ナ
レ
ー
タ
ー

や
っ
ば
リ
―
―
几
が
呆
た
し

み
ん
な
そ
ん
な
や
ら
れ
て
る
ん
だ
っ

八
時
ま
で
の
雨
批
百
五
十
七
ミ
リ
、

土
砂
崩
れ
、

山
津
波
か
各

た
い
へ
ん
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
フ
さ

ん
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
あ
れ
し
て
る
か
、

は
っ
き
り
わ
か
ら
ん
と
で
す
よ
ね
。

す
い
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
は
っ
き
り
…
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
か
、

は
っ
き

△
’
~
通
話
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
る
も
の
で
す
か
ら
、
お
た
く
の
お
母
さ

く
て
か
ら

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
。

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
ら
、

△

ー

恐
ら
く
虚
話
は
不
通
な
ん
で
す
ね
。

て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
地
話
を
か
け
て
も
通
じ
な
く
て

全
区
域
•
…
•
な
ん
で
す
ね
。

あ
あ
そ
う
で
す
か
。
う
ち
の
屈
か
、
あ
そ
こ
の
川
沿
い
で
お
店
を
開
い

な
い
か
ら
、

そ
れ
で
何
か
、
周
の
ほ
う
か
ら
、
も
う
こ
こ
は
締
め
切
ら
れ
て
出
ら
れ

私
は
こ
こ
で
死
ぬ
ん
だ
っ
て
い
っ
て
、
地
話
が
か
か
っ
て
き
た
そ
う

な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
ず
う
っ
と
地
話
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
出
な

つ
ま
り
人
々
に
災
宮
の
全
体

△

ー

か
さ
…
…
。
す
い
ま
せ
ん
が

こ
ち
ら
て
把
握
し
て
な
い
の
で
す
。

お
水
の
か
さ
で
す
。

△

ー

何

が

で

す

か

。

あ
の
で
す
ね
、

い
ま
大
綿
の
辺
は
ど
の
く
ら
い
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

△

ー

は
い
、
消
防
局
で
す
か

話
以
外
は
通
じ
な
く
な
っ
て
い
た
。

安
倍

つ
い
て
、
安
倍
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

ナ
レ
ー
タ
ー

長
崎
虚
話
局
の
交
換
機
は
、
自
家
発
軍
に
切
り
替
わ
り
、
そ
の

救
助
隊
が
出
動
で
き
な
く
な
っ
た
後
の
一
―
九
番
の
役
割
り
に

な
い
。

た
だ
い
ま
か
ら
、

JL
時
五
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ナ
レ
ー
タ
ー

几
時
ま
で
の
雨
鼠
二
百
五
十
五
ミ
リ
、
激
し
さ
は
一
向
に
衰
え

夜
も
JL
三
％
の
他
話
回
線
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
話
回
線
も
飽
和
状

態
と
な
り
、
自
動
制
御
が
作
動
、
通
話
は
―

-
0番
、
一
―
九
番
な
ど
の
緊
急
砒

あ
の
、
す
み
ま
せ
ん
。
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は
し‘

゜
お
晰
い
で
き
ま
す
か
。

△
|
|
ー

も
し
も
し
、
床
下
没
水
な
ん
で
す
け
ど
。

っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
ー
い
。

お
母
さ
ん

か
か
っ
た
よ
ー
。
ち
ょ

△

ー

民
館
に
。
そ
う
い
う
こ
と
い
う
ち
ゃ
い
か
ん
じ
ゃ
な
か
と
か
ね
。

だ
い
ぶ
私
ね
え
…
。
あ
の
…
。

う
水
害
も
す
ん
だ
し
…
。

っ
ば
ら
っ
て
い
う
と
る
よ
う
な
感
じ
で
受
け
取
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
相
手
に
し
て

く
れ
な
い
。
あ
の
と
き
に
教
え
て
く
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

ピ
も
あ
ま
り
つ
け
ん
し
、

，pし
も
し
、

床
下
没
水
。

（
軍
話
の
ベ
ル

D
さ

ん

主

人

が

一
九
番
呼
べ
っ
て
い
っ
た
も
の
で
す
か
ら

た
だ
い
ま
、
九
時
九
分
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

は
し‘

わ
か
り
ま
し
た
。

う
こ
と
全
然
知
ら
な
い
。

△

ー

な
る
べ
く
早
く
行
き
ま
す
か
ら
ね

は
し‘

わ
か
り
ま
し
た
。

今後への対応．教訓と反省

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
ね
。

△

ー

や
め
ま
し
ょ
う
や
、
も
う
（
笑
）
。
も

み
ん
な
典
前
し
て
ま
す
か
ら
ね
。

た
と
え
ば
、

ヽゞ

P

和
力
刑
i

町
の
状
態
は

こ
う
い
う
具
合
や
か
ら
、
あ
れ
し
て
く
れ
へ
ん
か
て
ね
。
何
か
こ
れ
や
っ
た
ら
、

私
た
ち
そ
う
息
わ
ん
で
し
ょ
う
。
上
に
お
っ
た
か
ら
、
別
に
仕
事
し
て
い
て
テ
レ

下
か
大
水
薯
に
な
り
よ
っ
て
る
と
い
う
こ
と
、

そ
う
い

ん
と
手
配
は
し
ま
す
の
で
、

は
し‘

お
た
く
は
、
…
そ
う
い
わ
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。
長
崎

わ
か
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
と
か
お
頻
い
て
き
な
い
で

ど
こ
で
も
早
い
順
に
や
っ
て
る
の
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
も
う
し
ば
ら

せ
て
も
ら
っ
た
と
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
し
て
か
ら
、

か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
か
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ね
、

て
、
よ
そ
は
こ
ん
な
ふ
う
に
あ
る
と
は
、

ふ
う
に
間
け
ば
、

お
た
く
は
、
も
う
あ
っ
ち

お
た
く
の
は
う
は
序
の
ロ

で
す
よ
と
い
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。
韻
番
に
回
り
ま
す
か
ら
と
い
わ
れ
て
、
本
当

に
次
の
日
テ
レ
ビ
を
見
ま
し
た
ら
、
気
の
平
枷
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
、

知
ら
な
か
っ
た
で
す
も
の
。
そ
う
い
う

よ
そ
は
ま
だ
ひ
ど
か
と
ば
い
な
と
思
っ
て
、
自
分
た
ち
で
で
き

し
ょ
う
か
と
息
っ
て
。

は
お
た
く
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

cさ
ん

9
ち
も
く
そ
も
な
か
ろ
う
が
…
。

△

ー

お
た
く
は
消
防
団
、
消
防
団
と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
う
ち
も
ち
ゃ

△

ー

っ
ち
の
ほ
う
は
で
す
ね
•
•
…
。

、
消
防
団
を
お
廊
い
し
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

ろ
、
ざ
ら
で
す
よ
ね
。

で
も
、
な
か
な
か

火
ば
つ
け
る
ぞ

い
ま
か
ら
。
近
所
の
人
、
二
、
三
軒
避
難
し
て
ら
し
た
わ
、
公

△

ー

う
ち
も
く
そ
も
な
か
ろ
う
が
。
何
て
こ
と
い
う
と
け
や
、
都
市
ガ
ス
ぞ
。

い
ま
長
椅
で
は
、
も
う
全
域
に
わ
た
っ
て
、

お
た
く
の
よ
う
な
と
こ

0
0
0番
地
。

A
幼
稚
園
の
す
ぐ
下
に
な
り
ま
す
。

△

ー

う
ち
の
ほ
う
は
で
す
ね
。

△

ー

深

堀

町

0
町
目
、
〇
丁
目
の
何
番
で
す
か

ヽ

、
っ
カ

い
ま
か
ら
。

深
堀
町

0
町
目
で
す
け
ど
。

ガ
ス
管
の
割
れ
と
っ
て
ば
、
火
ば
つ
け
れ
ば
燃
え
る
ぞ
。
つ
け
て
み
よ

△

ー

ど
こ
の
家
で
す
か
。

だ

っ

一
応
か
け
さ
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そ
れ
で
、
そ
の
後
は

ロ
ー
プ
だ
け
は
張
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。

ロ
ー
プ
類
を
集
め
て
、
も
し
そ
の
後
に
流
れ
て
き
た
人

△

ー

そ
ん
な

△

ー

お
た
く
の
ほ
う
で
で
す
ね
…

•
•
O

ど
う
し
て
お
り
ま
す
の

は
し‘

゜

い
わ
け
で
す
。

流
れ
て
る
以
上
、
何
と
か
だ
れ
か
が
助
け
て
や
ら
な
き
ゃ
い
か
ん
わ

け
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
私
た
ち
で
は
、
ま
す
そ
う
い
う
‘

た
と
え
ば
懐
中
池
灯

に
し
ま
し
て
も
ロ
ー
プ
に
し
ま
し
て
も
、
あ
る
い
は
小
さ
な
ゴ
ム
ポ
ー
ト
に
し
ま

ら
か
の
処
骰
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
他
力
本
願
で
ね
。
目
に
見
え
た

ら
こ
わ
く
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
他
灯
が
消
え
て
る
と
、
暗
冊
と
い
う
こ
と
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
声
が
聞
こ
え
ま
し
て
も
、

ど
う
し
よ
う
も
な

が
そ
れ
に
か
か
る
よ
う
に
と
息
っ
て
、

結
局
、
何
人
、
流
れ
て
き
た
人
を
助
け
た
ん
で
す
か
。

ど
も
で
す
ね
、
何
と
か
自
分
の
処
附
で
何
と
か
し
な
さ
い
と
、

か
り
で
あ
り
ま
し
て
、

や
む
な
く
お
た
く
に
連
絡
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

あ
あ
、
う
ち
の
ほ
う
も
ち
ょ
っ
と
ど
う
に
も
で
き
な
い
で
す
ね
。

お
た
く
も
で
き
ま
せ
ん
？

△

ー

し
て
も
、
準
備
が
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
と
き
、

―-
J
L
番
だ
っ
た
ら
何

△

ー

は
し‘

そ
れ
で
で
す
ね
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
地
話
を
し
た
け

は
し、

0 

B
さ
ん

△

ー

△
ー
~
付
近
の
人
で
手
助
け
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
。

管
が
破
れ
て

い
ま
充
満
し
て
い
る
ん
て
す
け
れ
ど
も
。

ガ
ス
が
で
す
か
。

ま
あ
、

一
応
念
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
手
配
し
て
み
ま
す
け
れ
ど
も
。

近
所
の
民
家
の
ほ
う
が
、
槌
崩
れ
て
、

ガ
ス
管
か
つ
ぶ
れ
た
た
め
に
、

△
ー
あ
あ
、
声
だ
け
で
で
す
ね
。

△
ー
ー
ー

は,、

す
か
ら
ね
、
声
だ
け
で
。

い
や
、
長
い
ロ
ー
プ
で
も
、
追
い
つ
か
ん
と
で
す
よ
。
見
え
ん
も
の
で

通
じ
ま
す
？

△

ー

は
し、

゜

△

ー

も
し
長
い
ロ
ー
プ
が
あ
れ
ば
、

張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

す
い
ま
せ
ん
。
あ
の
で
す
ね
。
も
し
も
し
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

ロ
ー
プ
張
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
ね
。

△

l
 

消
防
局
で
す
。

△
ー
全
部
、
消
防
職
貝
、
仕
事
に
全
部
出
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

そ
う
で
す
ね
。

も
し
も
し
。

△
ー
ー
—

も
し
も
し
。

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

（
軍
話
の
ベ
ル

△

ー

そ
れ
で
付
近
の
人
と
も
し
連
絡
つ
け
ば
、

ね
。
そ
れ
は
見
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

く
の
ほ
う
も
、

お
た
く
の
は
う
で
処
附
し

こ
れ
…
…
…
…
、
手
か
回
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

私
か
、
あ
れ
っ
と
い
っ
て
間
い
た
の
が
一
人
と
、
そ
の
後
二
人
、
三

人
流
れ
て
き
た
と
。
助
け
て
く
れ
と
い
っ
て
、
流
れ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
か
ら

B
さ
ん

そ
う
い
う
こ
と
ば
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>
a
。

T
7
カー“

（
た
だ
い
ま
か
ら
、
七
時
三
卜
分
ち
ょ
う
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

△
ー
あ
あ
そ
う
で
す
か
。
あ
の
で
す
ね
、
巾
し
わ
け
な
い
で
す
か

お
た

―
一
九
番
に
北
話
し
た
ん
で
す
か
。

2
)
と
が
や
っ
ぱ
り

こ
の
―

-
J
L
を
通
し
て
出
て
き
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

も
な
い
わ
け
で
す
よ
。

一
応
念
の
た
め
に
も
し
も
と
Ill
心
っ
た
も
の
で
す
か
ら

道
路
の
ほ
う
か
つ
い
て
る
わ
け
で
す
ね
。
助
け
る
に
も
、

△

ー

水
か

っ
て
る
わ
け
で
す
よ
。

△

ー

ど
こ
に
川
が
あ
る
わ
け
？

そ
う
で
す
ね
。

り
ま
し
た
。
あ
あ
、

ナ
レ
ー
タ
ー

み
ん
な
あ
わ
て
た
か
ら
、
あ
の
と
き
は
。

だ
れ
か
そ

ぱ
に
い
れ
ば
安
心
、
た
だ
も
う
私
た
ち
だ
け
だ
と
、
も
う
恐
ろ
し
か
っ
た
り
し
て
。

隣
へ
行
っ
て
、
ま
た
兄
さ
ん
た
ち
の
家
族
と
一
緒
に
な
っ
た
と
き
に
、
心
強
く
な

み
ん
な
が
一
緒
だ
か
ら
、
あ
あ
よ
か
っ
た
と
い
う
感
し
で
、

え
始
め
て
い
た
。
防
災
心
理
を
研
究
し
て
い
る
東
京
外
国
晶
大
学
の
安
倍
北
夫
教

緒
を
切
っ
て
以
来
初
め
て
だ
と
い
う
ふ
う
な
、
仰
天
す
る
よ
う
な
事
態
の
中
で
ね
、

い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
と
い
う
の
を
、
指
示
を
ど
こ
か
に
求
め
た
い
。
こ

れ
、
心
理
学
の
ほ
う
で
は
よ
く
ア
ン
カ
ー
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
の
で
す
け
れ

下
ろ
し
て
、
自
分
か
ど
こ
に
い
る
の
か
、

う
と
思
う
の
て
す
ね
。

そ
れ
か
ら
も
う
―
つ
は
、

あ
あ
、

そ
う
だ
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
。
そ
う
い
う
気
持
が
出
て
く
る
の
は
、
当
然
だ
ろ

や
は
リ
動
転
し
て
し
ま
っ
て
、

あ
わ
て
ふ
た
め
い
て

い
る
。
そ
う
い
う
状
態
の
と
き
に
、
し
っ
か
り
し
た
人
の
山
戸
が
間
こ
え
て
く
る
と
、

と
い
っ
て
わ
れ
に
返
る
と
い
う
こ
と
か
あ
り
ま
す
ね
。

そ
う
い

き
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら

す
か
ら
。
し
た
か
っ
て
、
直
話
に
走
る
と
い
う
な
か
に
は
、
ど
こ
か
に
い
か
り
を

今後への対応，教訓と反省

ど
も

い
か
り
を
ど
こ
か
に
下
ろ
す
と

い
か
リ
を
下
ろ
せ
ば
落
ち
桁
く
わ
け
で

△

ー

こ
ち
ら
か
ら
し
ま
し
た
。

安
倍
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う

い
き
な
り
不
意
を
つ
か
れ
て
、
し
か
も
へ
そ
の

授
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

被
沓
か
広
が
る
に
つ
れ
て

何
か
落
ち
杓
き
ま
し
た
、
そ
の
と
き
に
。

―
-
J
L
番
へ
の
通
報
は
怠
激
に
贈

主
任

動
し
た
。

Y
さ
ん

い
わ
れ
て
初
め
て
、
あ
あ
、
逃
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
。

•• ,~ ,＇ 
．．
 

.i 

（
日
の
＇
~
ー

ナ
レ
ー
タ
ー

救
怠
車
の
サ
イ
レ
ン
）

雨
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

発
生
、
長
崎

rli梢
防
局
で
は
、

戒
配
備
か
敷
か
れ
て
い
た
。

な
る
、

四
卜
四
あ
る
消
防
隊
は
、

iij
内
各
地
で
停
虚
が

既
に
ヒ
時
ニ
ト
分
、
全
職
員
を
招
船
す
る
第
四
腎

七
時
半
ま
で
に
す
べ
て
出

も
う
、
そ
の
後
が
間
題
だ
っ
た
わ
け
て
す
ね
。

そ
れ
か
ら
か
満
潮
と
重

河
川
は
氾
濫
す
る
で
、
全
然
車
は
動
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

時
間
か
た
つ
は
ど
に
災
也
だ
け
か
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
。
人
命
救
助

か
第
一
と
い
う
こ
と
で
、
ま
す
は
人
命
救
出
の
は
う
に
全
部
隊
を
投
入
し
ま
し
た

の
で
、
他
の
と
こ
ろ
は
‘
床
下
、
あ
る
い
は
床
上
裟
水
の
と
こ
ろ
の
人
に
は
、

互
い
に
助
け
合
っ
て
処
附
を
し
て
く
れ
、
あ
る
い
は
も
う
簡
単
な
処
骰
は
自
分
で

や
っ
て
く
れ
と
、

あ
る
い
は
避
難
を
早
目
に
し
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
指
示
を
、

枇
崩
れ
、

伶゚
了．り

M
ビ
ル
て
す
が
、

ぉ

あ
ま
り
…
…
、
何
人
も
流
さ
れ
た
と
下
か
ら
い
う
て

川
は
な
い
の
で
す
。
水
が
一
メ
ー
ト
ル
五
十
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
近
く
な

ど
う
し
よ
う
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△
|
|
t
 
上
に
上
っ
て
い
く
‘

バ
ス
卒
を
上
っ
て
い
く
？

,1 

0
0
バ
ス
倅
の
上
へ
上
っ
て
い
っ
て
…
…
。

△
ー
0
0
バ
ス
倅
。

（
た
だ
い
ま
か
ら
、

0
0
0
で
す
。

Y
•
K

で
す
。

七
時
二
十
八
分
ち
ょ
う
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

0
0
0
で
す
け
れ
ど
も
、
家
の
後
ろ
の
崩
か
崩
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

0
0
の
0
0
0
0
で
す
。

ナ
レ
ー
タ
ー

で
あ
っ
た
。

も
う
そ
の
と
き
小
屋
が
斜
め
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ

話
を
し
て
た
ら
、

Y
さ
ん
も
、
軍
話
の
直
後
、

―
一
几
番
し
な
き
ゃ
と
息
っ
て
、

風
呂
場
の
ほ
う
に
土
砂
が
き
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
風
呂
場

雅
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
隣
の
兄
の
家
に
行
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
も
う
恐
ろ
し
か
っ
た
て
す
ね
。
も
う
ど
う
っ
て
、

ね
。
お
ろ
お
ろ
、

ダ
メ
と
息
い
ま
し
た

お
ろ
お
ろ
す
る
ば
っ
か
り
で
す
ね
。
避
雅
し
て
く
だ
さ
い
っ
て

い
わ
れ
て
、
あ
あ
逃
げ
な
き
ゃ
と
い
う
ふ
う
な
感
じ
で
…
•
•
•
O

あ
の
、
0
0
バ
ス
停
の
で
す
ね
。

△

ー

K
さ
ん
。

ど
の
辺
が
ど
う
し
た
？

が
ガ
シ
ャ

ガ
シ
ャ
と
ガ
ラ
ス
の
割
れ
る
音
が
し
て
。
そ
れ
で
す
か
ら
、
す
ぐ
避

K
で
す
。

△

ー

Y
何
？

れ
を
走
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、
あ
っ

そ
れ
で
地

Y
さ
ん

△
ー
0
0
、
お
名
前
は
？

こ
ど
も
と
脱
出
に
成
功
し
、
無
事

△

ー

四
丁
目
の
•
•
…•
O

△
|
|
0
0
0
0
°
は
い
。
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

△
|
|
＇
西
山
四
丁
目
。

△
ー
何
番
か
ら
姐
話
か
け
た
？

す
み
ま
せ
ん
、
西
山
四
丁
目
の
て
す
ね
。

は
し‘

お
即
い
し
ま
す
。

△

ー

―
一
九
番
、
消
防
で
す
。

△

ー

も
し
も
し
、
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

軍
話
の
ベ
ル

は
し、

そ
れ
か
ら
•
…
•
•
O

△

ー

も
し
も
し
、
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
を
。

け
だ
っ
た
で
す
ね

す
よ
。
そ
れ
を
す
っ
と
上
に
行
っ
て
で
す
ね
、
あ
あ
ー
っ
。

も
で
き
な
い
の
は

い
ま
考
え
る
と
わ
か
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
当

H
は
そ
れ
だ

で
も
い
ま
衿
え
る
と
、
消
防
署
に
、

助
け
て
く
れ
、
家
か
流
れ
て
る
の
、
何
と
か
し
て
っ
て
、
も
し
米
ら
れ
て
も
、
何

は
し‘

そ
う
で
す
。
右
手
に
家
を
建
て
か
け
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

△
|
|
ー

M
商
店
。

お
ま
け
に
、

ま
だ
こ
ん
な
ち
っ
ち
ゃ
い
こ
ど
も
か
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
そ
れ
て
、

か
ら
逃
げ
た
い
と
い
う
の
で
必
死
で
す
ね
。

あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
上
に
上
っ
て
い
っ
て
…
…
。

主
人
は
い
な
い
か
ら
で
す
ね
。
逃
げ
た
い

こ
の
場
を
と
に
か
く

に、

H
頃
は
息
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

こ
こ
の
場
所

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
も
う
…
。

そ
れ
を
ず
っ
と
上
に
上
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
ね
。

△

ー

い
え
、
迎
い
ま
す
。

k
商
店
街
。

k
商
店
街
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
よ
。

M
廂
店
と
い
う
の
か
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△

ー

わ
か
り
ま
し
た
。
も
し
も
し
。

は
し‘

゜

△
_
|
ー

崩
れ
と
る
。
衷
山
が
崩
れ
て
、
で
す
ね
。

も
う
、
家
が
崩
れ
て
い
る
の
で
す
。

△
ー

0
0
0
バ
ス
停
の
一
番
上
。

△
ー
|
j

も
し
も
し
、
も
し
も
し
、
場
所
は
ど
こ
に
な
り
ま
す
か
ね
。

は
い
、
何
に
も
持
て
な
く
て
。

構
え
で
。
庭
の
ほ
う
、
台
所
か
ら
見
え
る
も
の
で
、

い
く
の
で
す
よ
。
庭
に
見
え
て
る
も
の
が
で
す
ね
。
わ
あ
っ
‘

も
ち
ろ
ん
長
靴
な
ん
か
は
か
せ
る
余
裕
な
ん
か
な
か
っ
た
し
、
炒
中
で
走
り
ま
し

た
ね
。

で
も
、
隣
の

S
さ
ん
の
お
宅
の
ド
ア
が
破
れ
る
ぐ
ら
い
、
た
た
い
た
ん
で

す
よ
ね
。
そ
れ
で
私
は
と
に
か
＜
―
-
九
に
姐
話
か
け
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
。

こ
け
も
危
な
い
か
ら
、

K
•
K

で
す
。

K
さ
ん
で
す
ね
。

だ
ん
だ
ん
見
え
な
く
な
っ
て

か
ぶ
っ
た
ら
。
さ
っ
と
か
け
て
か
ら
、

0
0
0
の
一
番
上
で
す
。

こ
こ
も

す
ね
。
ふ
だ
ん
か
ら
落
ち
滸
い
て
る
ほ
う
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

す
ご
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

落
ち
済
い
て
、

か
れ
て
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
虚
話
を
、
向
こ
う
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
安

全
な
場
所
で
間
か
れ
て
る
か
ら
、
あ
わ
て
る
な
と
い
う
こ
と
い
わ
れ
て
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、

じ
る
ん
で
す
よ
ね
、
壊
れ
て
き
そ
う
な
の
を
。

ゃ
な
い
か
な
と
い
う
恐
怖
感
は
、
息
い
出
す
と
ま
た
ド
キ
ド
キ
な
る
の
で
す
け
れ

だ
か
ら
自
分
で
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
落
ち
府
い
て
と
い
う
ふ
う

ど
も
ね
。

△

ー

K
さ
ん

△
|
ー
ー

k
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か

お
名
前
何
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
？

K
で
す
。

△

ー

ど
こ
に
い
る
か
、
家
族
の
人
は
み
ん
な
無
事
か
と
い
う
こ
と
を
間

こ
っ
ち
は
か
け
な
か
ら
で
す
ね
、

い
や
、
恥
す
か
し
い
て
す
ね
、

わ
か
り
ま
し
た
、
は
い
。

と
に
か
く
至
急
助
け
て
く
だ
さ
い

そ
れ
に
輪
を
か
け
て

た
だ
、
消
防
署
の
方
は
で
す
ね
、

か
け
て
る
蚊
中
、
背
中
に
も
う
感

か
け
な
が
ら
、
ド
ッ
て
く
る
ん
じ

い
ま
杓
え
る
と
。
自
分
じ
ゃ
な
い
て

△

ー

た
だ
い
ま
か
ら
、
七
時
十
分
十
秒
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

△

ー

0
0
0
0で
す
ね
。

避
難
し
よ
う
と
。
そ
れ
か
ら
虚
話
か
け
た
ん
で
す
。

虚
話
番
号
何
番
で
す
か

こ
こ
は
ー
。

0
0
の

0
0
0
0で
す
。

sさ
ん

△

ー

も
し
も
し
‘
わ
か
り
ま
し
た
。
池
話
番
号
間
い
て
く
だ
さ
い

sさ
ん
で
す
。
助
け
て
く
だ
さ
い

△
ー
隣
の
お
名
前
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

隣
の
お
家
て
す
。

抱
い
て
、
お
母
さ
ん
の
手
を
放
し
た
ら
だ
め
よ
、
と
い
っ
て

こ
ど
も
に
は
傘
も
、

△

ー

わ
か
り
ま
し
た

い
ま
か
け
て
る
姐
話
、

何
番
で
す
か

そ
う
す
る
と

急
に
何
か
本
能
的
に
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
下
の
子
を
パ
ッ
と

も
う
財
布
―
つ
持
た
す
…
…
。

じ
ゃ
な
い
な
と
思
っ
て
。

た

こ
れ
は
た
だ
ご
と

△
ー
~

あ
あ

そ
う
で
す
か
｀
避
難
し
て
い
る
わ
け
て
す
ね
。

は
し‘

も
う
何
も
持
た
な
く
て
避
難
し
て
い
る
ん
で
す
。

わ
か
り
ま
し
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△

:
I
近
所
の
力
に
応
援
し
て
消
防
署
貝
の
米
る
ま
で
応
急
処
附
し
て
く

△
1
1
,
i
 

も
し
も
し

r

字
は

0
0と
い
う
邸
味
で
す
か
な

0
の
0
0ご
と
い
う
字
で
す
，

H
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

水
が
で
す
ね
む
前
は
バ
ス
通
IJ
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
溝
か
あ
る
の
が

あ
ふ
れ
て
、
う
ち
の
庭
に
ど
ん
と
ん
流
れ
て
る
ん
で
す
よ

e

私
か
帰
っ
て
来
て
る

ん
で
す
け
れ
と
も
、

ど
う
も
な
ら
ん
の
で
す
よ
も
主
人
も
い
な
い
し
で
す
ね
ら

K
さ
ん

△
'
ー
ー

T
さ
ん
方
で
す
ね
。
水
が
で
す
か
。

同
じ
こ
ろ
、

K
さ
ん
も

l
-
J
L
番
に
助
け
を
求
め
て
い
る
。

T
で
す
e

△
|
 

ナ
レ
ー
タ
ー一

番
早
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
、
う
ち
は
。
本
当
に
ア
ッ
と

い
う
間
に
ワ
ア
ッ
と
玄
関
の
中
に
ま
で
水
が
入
り
だ
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

が
ち
ょ
う
ど
大
阪
に
出
張
で
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

は
大
事
だ
と
思
っ
て
。

で
、
こ
と
も
と
二
人
だ
し
。
心
細
い
か
ら
と
息
っ
て
、
す
ぐ
消
防
署
に
遁
話
し
た

の
で
す
。

i
-
0
番
だ
っ
た
か
な
。
一
―
九
番
だ
っ
た
か
な
っ
て
い
う
よ
う
な
感

じ
で
か
け
た
ん
で
す
よ
ね

8

何
を
い
っ
た
か
、
ど
う
受
け
答
え
し
た
か
、

わ
か
ら
な
い
よ
‘

と
い
わ
れ
た
の
は
記
佗
し
て
ま
す
け
れ
ど
も

C

後
は
自
分
で
ど

う
し
て
か
け
た
の
か
、
自
分
で
も
ど
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
か
け
た
の
か
、

よ
く
考
え
て
み
て
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
の
気
持
と
か
惑
情
と
か

っ
て
い
う
の
は
で
す
ね

C

も
う
、
ち
ょ
っ
と
、
精
神
的
に
せ
っ
ば
詰
ま
っ
た
状
態

し
ゃ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
え
わ

ナ
レ
ー
タ
ー蚊

籾
、
雨
が
ひ
ど
か
っ
た
て
し
ょ
う
、
も
の
す
ご
く
。
台
風
じ
ゃ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
柱
台
風
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
注
泡
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
ね

0

だ
か
ら
、
こ
ど
も
に
夕
飯
を
し
な
か
ら
、
わ
あ
っ
、
こ
の
由
は
、
も
う
す

ぐ
梅
悶
が
終
わ
る
よ
、
以
と
い
う
し
る
し
よ
、
と
い
う
ふ
う
に
、
最
籾
は
そ
ん
な

い
ま

H
で
す

C

△

ー

お
名
前
は
？

り
註
え
て
な
い
で
す
け
ど
、
名
前
は
？

住
所
は
？

と
、
そ
れ
を
い
わ
な
い
と

場
所
は
ど
こ
で
す
か

0

岩
屋
町
の

0
0
0で
す
さ

よ
っ
き

△ー，
I

ん
ど
ん
流
れ
込
ん
で
る
ん
で
す
よ
¢

申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
｛
一

い
ま
の
附
で
溝
が
あ
ふ
れ
て
、
庭
に
水
が
ど

△:；ー

―
―
几
番
、
消
防
で
す

D

K
さ
ん

△
I
•

も
し
も
し
あ
ら
ら
、
切
れ
ち
ゃ
っ
た

C

守
る
こ
と
が
で
き
た

C
K
さ
ん
は

か
け
つ
け
た
消
防
署
貝
の
助
け
で

飽
ノ
淵
で
す
。

お
頓
い
し
ま
す
。

△

ー

も
し
も
し
、
お
た
く
は
：
．
．
．
．
も

お
頓
い
し
ま
す
。

ん
で
す
け
れ
ど
も

△
ー
ー
ー
で
き
る
だ
け
早
く
や
り
ま
す
か
ら
。

私
ば

K
で
す
け
れ
ど
も
、
家
が
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
お
顛
い
し
た
い

△

ー

ー
一
几
番
、
消
防
で
す
も

だ
さ
い
。

そ
う
で
す
か
。

無
事
に
家
を
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た
。
七
時
ま
で
の
雨
低
四
十

リ
川
は
急
激
に
増
水
し
、
あ
ふ
れ
た
水
で
市

バ
ス
の
終
点
の
前
、
女
の
都
の
ね
：

・
b

五
時
ご
ろ
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は

f

雷
を
伴
っ
て
次
第
に
激
し
く
な
っ
て
い
っ

△
ー
|
§
家
に
入
っ
て
ぎ
て
る
。

（雨

ど
ん
ど
ん
家
に
入
っ
て
き
よ
る
の
、
水
の
じ

信
記
録
か
残
さ
れ
て
い
る
さ

△

ー

ど
う
し
た
ん
で
す
か
。

そ
の
日
、

回
リ
続
け
た
二
台
の
録
音
機
に
は

f

十
時
間
に
及
ふ
一
一
九
番
の
交

あ
ー
、
あ
ー
、
あ
の
ね
え
、
長
崎
：
≪
．
、
女
の
都
：
｀

録
音
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
c

△
ー
ー
ー

―
一
九
番
、
消
防
で
す
。

ち
は
息
い

ろ
し
く
ど
う
そ

0

ナ
レ
ー
タ
ー

長
崎
市
消
防
局
で
は
、
同
じ
こ
ろ
、
第
二
菩
戒
配
備
を
発
令
、

職
貝
の
培
強
が
図
ら
れ
て
い
竺
し
か
し
、
一
九
番
の
緊
急
虚
話
は
二
十
分
に

一
本
程
度
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
。

（
た
だ
い
ま
か
ら
、
六
時
四
卜
八
分
ち
ょ
う
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

[
―
九
番
は
、
受
信
し
た
時
刻
を
示
す
時
報
音
と
と
も
に
通
話
内
容
が
す
べ
て

何
か
事
故
が
あ
る
ぞ
と
い
っ
た
か
ら
、
入
っ
た
わ
け
で
す
。

は
、
こ
の
災
苫
が
発
生
し
た
の
は
北
部
か
ら
で
し
た
か
ら
，
琴
海
町
の
ほ
う
か
ら
、

側
溝
が
つ
ま
っ
て

f

水
が
あ
ふ
れ
て
、
家
の
中
に
水
が
入
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

っ
た
わ
け
で
す
ね

C

何
か
か
ち
ょ
っ
と
ひ
っ
か
か
っ
て
、
水

こ
と
が
、
第
一

が
あ
ふ
れ
て
床
下
没
水
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

ん
で
し
た
で
す
ね
。

そ
れ
で
さ
、

と
い
う
ぐ
ら
い
し
か
、
私
た

（
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン

主
任

一
番
初
め

△

i;'ー

t

大
学
病
院
、

こ
れ
よ
り
新
地
の
済
生
会
ま
で
息
者
幅
送
し
ま
す

3

よ

番
の
応
対
に
当
た
っ
て
い
た
も

生
会
病
院
へ
息
者
翰
送
繋
急
出
動
。

ナ
レ
ー
タ
ー

長
崎
市
消
防
局
通
伯
第
一
係
、
大
沢
主
任
は
、
そ
の
夜
―
―
九

△
ー
救
急
出
動
、
救
怠
出
動
，
患
者
諭
送
，
坂
本
町
の
大
学
病
院
か
ら
済

△
|
 
が
け
か
ら
水
か
あ
ふ
れ
て
、
家
の
中
に
入
っ
て
ぎ
て
い
る
。

て
き
て
る
ん
で
す
。

設
わ
れ

象
台
か
ら
普
報
の
出
さ
れ
た
午
後
四
時
五
十
分
、
市
内
は
ど
ん
よ
り
と

い
つ
も
と
同
じ
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
a

あ
の
、
が
け
か
ら
ザ
ア
ッ
と
流
れ
て
き
て
，
家
の
中
に
い
っ
ば
い
入
っ

f

j

 ．
 

△
ー
＇
水
が
ど
こ
か
ら
出
て
る
わ
け
で
す
か

Q

そ
れ
は
七
月

日
の
夕
方
か
ら
翌
朝
ま
で
の
出
来
事
だ
っ
た
。

長
崎
湘
洋
気

て
い
い
ん
で
す
か
。

ナ
レ
ー
タ
ー

面
九
十
九
人
の
死
者
、
行
方
不
明
を
出
し
た
長
崎
集
中
索
雨
。

す
い
ま
せ
ん
。
水
が
出
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
た
く
に
お
顕
い
し

た
強
い
雨
が
降
り
、
山
崩
れ

S

砲
崩
れ
、
低
地
の
沿
水
・

△
ー
，

は
し‘

一
九
番
。

浪
注
窪
報
。
長
贄
地
方
で
は

今
夕
か
ら
明
朝
に
か
け
て

と
き
ど
き
雷
を
伴
っ

た
だ
い
ま
か
ら
、

六
時
卜
八
分
ち
ょ
う
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

｛
七
月
二
十
三

H
十
六
時
五
十
分
発
表
、
大
雨
洪
水
舒
報
、
強
風
、
雷
雨
、
波

内
の
交
通
機
関
は
次
第
に
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た

D
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△

ー

△

ー

す
か
。

自
分
で
連
れ
て
い
く
ん
で
す
か

み
ん
な
災
害
で
消
防
隊
が
出
払
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、

N
H
K
が
、
長
崎
大
水
箸
当
日
、
長
崎
市
消
防

局
が
受
け
た
一
―
九
番
の
交
信
記
録
を
中
心
に
災
苫
の
状
況
を
新
し
い
角
度
か

ら
と
ら
え
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、

N
H
K
、
長
崎
市
消
防
局
各
位
の
ご
厚
謡
に
よ
り
、
特
に
紙
上
へ
の

再
録
に
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
お
礼
を
中
し
あ
げ
る
。

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
好
評
を
得
て
、
三
回
放
送
さ
れ
た
。
災
害
の
実
相

を
、
生
々
し
く
と
ら
え
、
救
助
の
あ
り
方
、
一
―
九
番
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て

も
、
今
後
に
多
く
の
示
唆
と
教
訓
を
与
え
る
も
の
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

な
お
、
同
放
送
は
昭
和
五
十
七
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
大
宜
を
受
買
し
た
。

（
文
中
、
氏
名
、
住
所
等
は
伏
せ
た
。
）

も
う
、
大
水
で
困
っ
て
る
ん
て
す
。

△

ー

大
水
て
ね
、

そ
う
で
す
ね
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
災
害
出
動
が
入
っ

―
一
九
番
、
消
防
で
す
。
も
し
も
し
、
も
し
も
し
、
ど
う
し
た
ん
で

（
地
話
の
ベ
ル

て
る
ん
で
す
よ
ね
。

も
し
も
し
、

一
、
。

す
カ

人
命
に
危
険
な
よ
う
だ
っ
た
ら
一
―
九
番
か
け
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
七
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
参
加
、

雨
―
一
九
番
」

か

は
し、

゜

ね

△

ー
△

ー

△

ー

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
長
崎
集
中
豪

い
い
で
す

雨
が
降
っ
て
る
っ
て
、
ど
こ
で
も
雨
降
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

は
し‘

雨
か
降
っ
て
る
か
ら
、
も
う
…
…
。

△
ー
赤
ち
ゃ
ん
と
こ
ど
も
二
人
で
困
っ
て
お
る
。
避
難
で
き
な
い
ん
て
す

―
一
九
番
消
防
で
す
。
も
し
も
し
、
。
応
答
な
し
。

は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
人
に
危
険
で
す
か
。

は

し‘
っ

ど
う
し
ま
し
た
？

し‘

し‘

で

も
し
も
し
、
人
命
に
危
険
で
す
か
。
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編さんの言葉

河川砂防課長

小鳥井 清

大水害発生の日から今日までというものは，全く寧日のない，それこそ目の回る忙しさの連続で

あった．むろんそれは当然のことだし，また，当課だけではなかったのであるが……•

そのI:il，私の念頭を離れぬ頻いは， 1日でも早くこの "7・ 23長崎大水害＂に関する記録，その

他諸賽料を収集し，記録として残しておきたいという思いであった． とかくこのような生の記録は，

時間が経てば経つほど分散，散逸し，いつしか記憶も薄らぎ忘れられ，後日，改めて息い立っても

間に合わぬことが多いからである． とはいうものの，余裕も人手もないあの当時は，ただ手を束ね

て焦應するのみであった．

しかし，今回のこのような大水害の記録は，これからの都市災害対策のうえに，図りしれない汎

菫な沢料を提供するものであることを考えると，たとえ困難ではあっても，早々のうちに記録・壺

料を集め，整理しておかなければならない．かく考え，作業を進めてはみたが，かつてない被古の

大きさと，被杏と復旧の範囲を公共土木施設に限定しても，ばく大な絨に上るので，，思うようには

はかどらなかった． しかし，本因が慈外に早く印刷刊行できたのは，全く各関係方面の好邸あるこ‘‘

協力と励ましの結果であった． もし，これらのご支援がなかったら，刊行はもっと大幅に迎れてい

たことを思うと，まことに感謝に耐えないところである．巻末ながら協力者のお名前を掲載したの

も，当方の微謡を＂紙碑＂とし，記念として残したいからであった．

むろん，本歯は災害報告｛科の決定版とはいえないが，今後の防災対策に対するいささかの参考脊

料としての使命は果たし得たというのがいまの息いである．
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